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あら ゆる 人 、 家 庭 、 組 織 に デジ タル 化 の 価値 を 提供 し 、 
すべ て が つなが つた イン テリ ジェ ント な 世界 を 実現 する 


HUAWVEI 


を ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 2020 サス テ ナ ビ リティ ・ ブ ッ ク 錠 は グロ ー バ ル ・ リ ポー ティ ング ・ イ ニシ アテ ィ ブ (Global Reporting Initiative、GRI) 『GRI 
Standards』 の 核心 と な る 内 容 に 準拠 し て 作成 され 、 外部 の 審査 機関 BV に よっ て 監査 され た ファ ー ウ ェ イ 本 社 の る 2019 Sustainability Report 逐 の 
抄訳 に 日 本 の 事例 を 加え て 作成 され て いま す 。 





2020 年 の 初め 、 突 如 発 生 し た 新型 コロ ナウ イル 
ス の 流行 は 全 世 界 を 席巻 し 、 人 々 の 生命 と 生活 、 
そし て 世界 経済 と 社会 に 深刻 な 影響 を も た らし ま 
し た 。 感染 症 の 流行 は 人 類 社会 の 健康 管理 お よび 
医療 シス テム に 巨大 な 重圧 を 与え た だ け で な く 、 
デジ タル 通信 ネッ トワ ー ク の イン フラ に も 大 き な 
課題 を 生み 出し まし た 。 そ れ と 同時 に 私 た ち が 目 
の 当り し た の は 、 856 ピッ ク デ ー タ 、 Al な と 
の 新 技術 が ウイ ルス の 検出 、 リ モー ト 診 療 、 ワ ク 
チン の 研究 開発 、 体 温 モ ニタ リン グ な どの 面 で 大 
き な 役 割 を 発揮 し 、 医 療 の 効率 性 、 安 全 お よび 防 
護 を 効果 的 に 向上 させ た こと 、 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー 
ク 接続 に 支え られ た クラ ウド ワー ク 、 オ ン ラ イン 

育 、 非 接触 型 シ ョ ッ ピ ング な ど が 外出 禁止 期間 
中 の 人 々 の 仕事 、 生 活 、 勉 強 に 極め て 大 き な 利 便 
性 を も た らし た こと で し た 。 し か し その 反面 、 ネ ッ 
トワ ー ク 通信 量 に 対す る ニー ズ が 急上昇 し 、 各 国 
の ネッ トワ ー ク イン フラ は 巨大 な 重圧 に さら され 
まし た 。 多 く の 地 域 の スト リー ミン グ メ ディ ア が 
動画 の ビッ トレ ー ト を 下げ ざる を 得 な く な り 、 国 
に よっ て は 国民 に ピー ク 時 の ネッ ト 利 用 を 避け る 
よう 促し た り 、 農 村 地 域 の 子供 た ち が オ ン ラ イン 
授業 を 受け る 際 、 山 に 登ら な けれ ば 十分 な 電波 を 
受信 ぐ ⑥ き な か っ た り と いう と と が 起こ とっ てい まう 


ファ ー ウ ェ イ 取締 役 会 長 か ら の メッ セー ジ 


お 客 様 の ネッ トワ ー ク の 安定 性 を 
サポ ー ト し 、 サ ステ ナビ リティ を 促進 





ファ ー ウ ェ イ は グロ ー バ ル 企 業 と し て 、 感 染 防 
止 対策 の た め の 措 置 を 強化 し 、 従 業 只 の 健康 と 安 
全 を 保障 し 、 ル ー ル に 従い 企業 活動 を 再開 させ て 
きま し た 。 ま た 一 方 で は 、 感 染 流行 の 最も 深刻 な 
地域 を 含む 世界 中 の 事業 拠点 に お いて 、 通 信 事 業 
者 各社 と 力 を 合わ せ て 職場 を 守り 、 ネ ットワーク 
の 安定 性 を サポ ー ト し 、 ネ ットワーク 通信 量 に 対 
する ユー ザー の ニー ズ を 満た す と と も に 、 新 技術 
の 革新 的 な 応用 に よっ て 各国 に お ける 感染 拡大 防 
止 に 協力 し て いま す 。 例 えば 中 国 で は 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ は お 客 様 と と も に 、 わ ず か 3 日 間 で 武漢 火 神山 
病院 の 5G ネ ットワーク を 開通 させ 、 リ モー ト 診 療 
プ ブ プラットフォーム を 支え る 高速 ネッ トワ ー ク を 提 
供し まし た 。 海外 で は タイ 、 イ タリ ア な どの 医療 
機関 に お いて 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 遠隔 ビデ オシ ステ 
ム が より 効率 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン の 実現 に 役 
立つ て いま す 。AI に 基づい た 新型 コロ ナウ イル ス 
診断 技術 の ソリ ュー ショ ン も 、 アジ ア 、 ヨー ロッ パ 、 
南米 な どの 60 以 上 の 医療 機関 で 用 いら れ 、CT の 
読影 時 間 を 12 分 か ら 2 分 に 短縮 する こと で 診断 効 
率 の 向上 に つなが り ま し た 。 


科学 技術 に よる 感染 拡大 防止 協力 の 実践 を 通じ 

て 私 た ち が 目 に し た の は 、 情 報 通信 技術 が 人 々 の 
仕事 と 生活 の スタ イル を 一 変 さ せ た こ と 、 そ し て 
安定 し た 継続 的 な ネッ トワ ー ク 接続 を 得る こと が 、 
情報 時 代 の 人 々 に と っ て は すでに 基本 的 な を ニーズ 
で あり 、 必 利 で あめ る と いう て こと で し た て とれ まで 
の 30 年 あま まり 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 情報 通信 技術 の 革 
新 と 、 世 界 に お ける 応用 普及 に 努め て きま し た 。 
通信 事業 者 と も に 1.500 以上 の ネッ トワ ー ク を 建設 
し 、 数 百 万 社 の 企業 の デジ タル ・ ト ラン ス フ ォ ー メ ー 
ショ ン を 後押し し 、170 あま り の 国 と 地域 の 30 億 
人 以上 の ネッ トワ ー ク 接続 を 可能 に し まし た 。 お 
客 様 の ネッ トワ ー ク の 安定 性 を サポ ー ト する こと は 、 
ファ ー ウ ェ イ に と っ て 最も 重要 な 責任 で す 。 砂 漢 、 
高原 、 熱 帯 雨林 な どの 辺境 地域 や 、 地 震 、 津 波 、 
感染 症 流 行 な ど の 災害 現場 で や あっ て も 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ の エン ジニ ア は 常に お 客 様 の そば で 、 ユ ビ キ タ 
ス な ネッ トワ ー ク 接続 を 保障 する た め に 奮闘 し て 
0 ます 。 


現在 、 世 界 の 10 億 人 以上 は まだ モバ イル ブロ ー 
ドバンド に アク セス で きず 、 人 口 の 半分 近く は イ 
ンタ ーネット に 接続 し た こと が あり ませ ん (GSMA 
の 0 この の ペ (の つの 0 の 0 の イン テリ ンコ 
ント な 世界 を 実現 する た め に 、 業 界 全体 が 背負 う 
任務 は 重く 、 道 の り は 長い の で す 。 私 た ち は オ ー 
プン な グロ ー バ ル サ プ ライ チェ ー ン の 協業 と イノ ベー 
ショ ン を 維持 し 、 新 技術 の 応用 普及 を 加速 させ な 
けれ ば な り ま せん 。 また 一 方 で は 、 サス テ ナ ビ リティ 
を より 重視 し 、 社 会 経済 の 発展 と 環境 へ の 配慮 に 
さら に 多く の 貢献 を 果たし て いく 必要 が あり ます 。 


アー ツウ エイ は オー ノノ ムコ ヨ ラ ボレー ショ ン を 
堅持 し 、 産 業 エ コシ ステ ム を 構築 し 、 世 界 中 の パー 
トナ ー 企 業 と 成功 を 共有 し 、 包 括 的 か づつ 持続 可能 
な 発展 の た め に 尽力 し て いま す 。 デ ジタル 経済 は 
これ か ら の 発展 の 超 勢 で す が 、 デ ジタル 経済 の 発 
展 に は 大 量 の デジ タル 化 人 材 が 必要 で す 。 人 材 は 
サス テ ナ ビ リティ 実現 の た め の 重 要 な 資源 で あり 、 
ファ ー ウ ェ イ は 各国 で デジ タル 化 人 材 を 育成 し 、 


デジ タル ・ デ バイ ド を 解消 し 、 あ ら ゆ る 人 が テク 
ノロ ジー の 恩恵 を 受け られ る よう 支援 を 行っ て い 
ます 。 エ コロ ジ カ ル な 、 す べ て の 物 が つなが る 時 
代 に あっ て 、 私 た ち は 省 エネ と 環境 保護 を より 追 
求 し 、 低 炭 素 社会 の 構築 に 向け て た ゆま ぬ 努 力 を 
条 る て いま す 。 また C、 ア アー ウェ イ ば キソ トワ ウー 
ク の 安全 性 と プラ イバシー 保護 を 会 社 の 最 優先 事 
項 と 位置 付け て お り 、 信 頼 に 足る 、 オ ー プ ブン で 前 
明 性 の 高い 、 責 任 あ る 態度 で ステ ー ク ホル ダー と 
コミ ュ ニ ケー ショ ン を と り 、 技 術 イ ノ ベ ー シ ョ ン 、 
標準 規格 の 制定 、 管 理 の 改善 な ど 一 連 の 方 式 を 通 
じ て 、 ク 回 一 バル な サイ パー・ セ キュ リティ の 課 
事 ! に ち 向 か いま す 。 


これ まで の 1 年 間 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 厳し い 外 部 環 
境 に さら され つつ も 、 社 員 一 丸 と な っ て 困難 に 立 
ち 向 か い 、「 穴 」 を 埋め る た め の 努 力 を し 、 様 々 な 
困難 と 試練 を 克服 し 、 事 業 の 継続 性 を 保障 し 、 お 
客 様 へ の 供給 、 納 品 お よび サー ビス を 保障 し て き 
まし た 。170 を 超え る 国々 の 、 数 千 億 米ドル の 既 
存 ネ ットワーク の 安定 性 を サポ ー ト お よび 保障 し 、 
世界 の 30 億 人 以上 の 人 々 に 先進 の ICT 製 品 と サー 
ビス を 継続 的 に 提供 する こと が 、 最 大 の 社会 責任 
で め る と ファ ー ウ エイ は 考え て いま す 。 


振り 返 れ ば 、 道 は 険 し いも の で し た 。 し か し 私 
た ち は 前 を 向き 、 決し て あ ぎ ら め を 口 に は し ませ ん 。 
未来 に 向け て 、 外 部 環境 は より 一 層 厳 し いも の と 
な る か も し れ ま せん 。 フ ァ ー ウ ェ イ は 常に 、 適 用 
され る 法律 法令 を 遵守 し 、 お 客 様 や パー トナ ー 企 
業 と の 協力 強化 に 取り 組ん で ゆき ます 。 困難 を 克 
服 し 、 努 力 に よっ て 発展 を 続け る こと で 、 社 会 の 
た め 、 お 客 様 の た め に より 大 き な 価 値 を 生み 出す 
こと が で きる と 私 た ち は 信じ て いま す 。 


- 


ファ ー ウ ェ イ 取締 役 会 
梁 華 (Liang Hua) 





青 報 技術 の 急速 な 発展 は 人 類 社会 を さら な る 繁 
貯 の 時 代 へ と 推し 進め 、 人 々 に 尽き る こと の な い 
すばらし い 体 験 と 無限 の 可能 性 を も た らし て いま 
す 。5G や Al な どの デジ タル 技術 の 絶え 間 な い 進 
歩 と 広範 な 活用 に 伴い 、ICT 産 業 の 性 質 は 1 つの 
垂直 産業 か ら 全 社会 の プラ ッ ト フ ォ ー ム と し て の 
産業 に 変化 し つつ あり ます 。 各 業界 の デジ タル ト 
ウン ペッ ネー クー ンション 、 イ ン ノン デリ フェ エン トド トラ 
ンス フォ ー メ ーション を 実現 させ 、 新 た な 科学 技 
術 の 革命 を 巻き 起こ す と と も に 、 人 類 社会 を さら 
な る 繁栄 と イン クル ー ジ ョ ン 、 そ し て 持続 可能 な 
発展 の 道 に 向け て 推進 させ て いく も の で す 。 フ ァ ー 
ウェ イ と し て は ICT 分 野 で の 技術 や 経験 を 生か し 
この 道程 の 中 で より 大 き な 価値 を 発 押し て いき た 
いと 考え て いま す 。 


2020 年 初頭 に は 世界 的 な 感染 症 の 大 流行 が 発 
生 し 、 現 在 で も 感染 症 の 再 流行 が 引き 続き 見 られ 
で いま す 。 そ て の 申 で 私 た ちの ヨミ ュ ニ ケー ショ ン 、 
移動 、 仕 事 、 ラ イフ スタ イル は 変化 を 迫 ら れ て い 
ます 。 こ の 1 年 間 、 私 た ち は 感 染 症 の 流行 が も た 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 代表 取締 役 会 
王 剣 峰 (ジェ フ ・ ワ ン ) より ご 挨拶 


手 を 携え て 、 持続 可能 な 
美しい 未来 を 作り 出す 





ら す 不安 を 共に 経験 し まし た が 、 一 方 で 科学 技術 
の 進歩 は ウイ ルス に 対抗 する た め の 希 望 を 私 た ち 
に 示し て いま す 。 生物 医学 の 進歩 は リク チン の 研 
究 開 発 に 画 期 的 な 進展 を も た らし 、 遺 伝 子 シー ク 
エン シン グ 技 術 を 利用 する こと で 人 類 は 1 週間 以 
内 に ウイ ルス を 識別 し 、 ゲ ノム 解読 を 完了 させ る 
こと が で きま し た 。1ICT 技 術 は 世界 で の 業務 ・ 生 
産 活 動 再開 を 最大 限 に 支援 し 、 感 染 症 が 経済 と 日 
常 生 活 に 与え た た ネガ ティ ブ な 影響 に 対処 する と と 
も に 、 診 断 や 治療 な どの 医療 関連 業務 で も 力 を 発 
揮 し て いま す 。 


rc 
診 、5G 無 人 車 、 赤 外線 体 
温 測 定 な どの 手段 を 通じ て 医療 関係 者 の 作業 効率 
と 個々 人 の 安全 性 を 効果 的 に 向上 させ て いま す 。 
ファ ー ウ ェ イ で は お 客 様 と と も に 中 国 ・ 武 漢 火 神 
山 病院 の 5G ネ ットワーク を わずか 3 日 で 開通 させ 
る こと に 成功 し まし た 。 超 高 速 の 「5G 並み の スピ ー 
ド 」 は 、 関 係 者 各位 に よる 尽力 に 加え て 、5G 製 
品 お よび ソリ ュー ショ ン の 非常 に シン プル な 設 
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も 要因 と し て 挙げ られ ます 。5G ス モー ル サ イ ト は 
街 林 柱 な どの 公共 施設 へ 短 時 間 で 展開 する こと が 
で き 、5G ア クティ ブ ア ン テ ナ (AAU) の 導入 に よっ て 、 
ケー ブル 接続 な どの 作業 量 が 大 幅 に 削減 され まし 
た 。 た と え 技 術 が あっ た と し て も 私 た ち が ウ イル 
ス を 一 気 に 撃 退 で きる と いう こと は あり ませ ん が 、 
ウイ ルス と の 競争 の 中 で 、 も っ と 速く 走れ る よう 
に 助け て くれ る の で す 。 


し か し な が ら 、 突 然 現れ た 世界 的 な 危機 を 前 に 
し た と き 、 現 在 の 科学 技術 の レベ ル は 決し て 十分 
な も の で は な いと いう こと も 私 た ち は 目 撃 し て い 
ます 。 感染 症 の 流行 は 全 世 界 の 通信 ネッ トワ ー ク 
に 対す る 試 績 と な り ま し た 。 人 々 の 中 で 在宅 で の 
勤務 、 エ ンタ ー テ イン メン ト 、 社 交 が 定着 し 、 そ 
れ に 伴い テレ ワー ク 、 遠 隔 授 業 、 ビ デオ や ゲー ム 
な どの サー ビス に 大 量 の 需要 が 発生 し まし た が 、 
中 国 の 農村 部 で は イン ター ネッ ト 環 境 が 十分 で な 
いた め 、 家 か ら オ ン ラ イン 授業 に 参加 する こと が 
で き な い 学生 も 多く いま し た 。 ま た 、 多 く の 国 の 
エン ター テイ ン メ ント 系 サイ ト お よび 動画 サイ ト は 、 
爆発 的 な 増加 を 続け る ネッ トワ ー ク の 圧力 を 緩和 
する た め に 、 動 画 の ビッ トレ ー ト を 下げ ざる を 得 
ませ ん で し た 。 感染 症 を 通じ て 、 私 た ち は 継 続 的 
な 革新 と た ゆま ぬ 努 力 を 通じ て の み 、 科 学 技術 の 
レベ ル を 絶え ず 向 上 させ 、 未 知 の 困難 と 挑戦 に 対 
成す る と と が で きる と いう て と と る を 議 識 し まし た 。 


ファ ー ウ ェ イ は 日 本 に 根ざす 企業 で あり 、2005 
年 の 設立 以来 、 す で に 15 年 以上 が 経過 し まし た 。 


また 、 今 年 は 東日本 大 震 災 か ら 10 年 と な る 1 年 で 
す 。 こ れ ま で も 、 フ ァ ー ウ ェ イ で は 経団連 自然 保 
護 協会 、 日 本 フィ ラン ソロ ピー 協会 、 日 本 NPO セ 
ンタ ー な どの CSR 協 会 と の 連携 を 通じ て 地域 社会 
に 積極 的 に 溶け 込み 、 日 本 の ICT 人 材 育成 や 東 日 
本 大 震 災 か ら の 復興 、 環 境 保全 へ の 支援 を 続け て 
いま すか 、 私 だ ち じ で きる と と ば まだ まだ あり ます 
2021 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン は お 客 様 や パー 
トナ ー と 積極 的 に 協力 し 、 人 材 育 成 、ICT 知 識 の 
普及 、 イ ンク ルー シブ な 技術 、 災 害 復興 、 環 境 保 
全 な どの 分 野 に お いて 、 日 本 で より きめ 細やか に 、 
着実 に 取り 組み を 継続 する こと を お 約束 し ます 。 


ファ ー ウ ェ イ は 皆様 と 手 を 携え て 、 経 済 ・ 環 境 ・ 
社会 の 持続 可能 な 発展 を 推進 し 、 あ ら ゆ る 人 、 家庭 、 
組織 に デジ タル 化 の 価値 を 提供 する こと で 、 す べ 
て が つなが っ た イン テリ ジェ ント な 世界 を 実現 し 
て いき た いと 考え て いま す 。 皆様 と と も に 持続 可 
能 な 発展 を 目指 す 道程 で 歩み を 進め られ る と いう 
こと は 、 明 る い 未 来 を 予感 させ ます 。 科学 技 術 が 
広く 恩恵 を 与え 、 よ り 良 い 社 会 を 構築 する 世界 の 
実現 に 向け て 、 と も に 未来 を 探索 し て いき まし ょ う 。 


ング イン 。 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 
代表 取締 役 会 
王 剣 峰 (ジェ フ ・ ワ ン ) 


会 儲 概 要 





ファ ー ウ ェ イ に つい て 

ファ ー ウ ェ イ は 1987 年 に 創業 し た 、 世 界 有 数 の 
ICT( 情 報 通 信 ) インフラ 機器 と スマ ー ト 端末 メー カー 
で す 。 あ ら ゆ る 人 、 家 庭 、 組 織 に デジ タル 化 の 価値 を 
提供 し 、 す べ て が つなが っ た イン テリ ジェ ント な 世 
界 を 実現 する こと が 私 た ちの 目標 で す 。 現 在 フ ァ ー 
ウェ イ に は 約 19 万 4 千 名 の 従業 員 が お り 、170 あ 
まり の 国 と 地域 で 、30 億 人 以上 の 人 々 に 向け て 事 
業 を 展開 し て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ の 所 有 者 

ファ ー ウ ェ イ は 従業 員 が 100% の 株 式 を 所 有 す 
る 民間 企業 で す 。 フ ァ ー ウ ェ イ は 労働 組合 を 通じ て 
従業 只 持 株 制度 を 導入 し て お り 、 当 制度 を 利用 する 
従業 員 は 104.572 名 に 達し て いま す 。 制 度 の 利用 者 
は 当社 従業 員 に 限ら れ 、 い か な る 政府 組織 、 機 関 も 
ファ ー ウ ェ イ の 株 式 を 保有 し て いま せん 。 


ファ ー ウ ェ イ の 管理 者 

ファ ー ワ ウェイ は 完全 な コー ポレ ー ト ガバ ナン ス の 
梓 組 み を 有 し て いま す 。 持 株 従業 員 選 挙 で 115 名 の 
持株 従業 員 代 表 者 を 選出 し 、 持 株 従業 員 代 表 会 選挙 
で 取締 役 会 長 と 16 名 の 取締 役 を 選任 し ます 。 取 締 役 
会 は 4 名 の 取締 役 副 会 長 と 3 名 の 常務 取締 役 を 選 仕 
し ます 。 輪 番 会 長 は 3 名 の 取締 役 副 会 長 が 務め ます 。 


輪番 会 長 は 輪番 方 式 で 会 社 取締 役 会 お よび 常務 
取締 役 会 を 主宰 し ます 。 取 締 役 会 は 会 社 の 戦略 と 経 
昌 官 理 上 の 意思 決定 権 を 行使 する 、 会 社 の 戦略 、 経 
呈 官 理 、 顧 客 満 足 に 責任 を 負う 最高 機関 で す 。 


取締 役 会 長 は 持株 従業 只 代 表 会 を 主宰 し ます 。 持 
株 従業 只 代 表 会 は 会 社 の 最高 権力 機関 で あり 、 利 益 
の 分 配 、 増 資 、 取 締 役 お よび 監査 役 選 出 な どの 重大 
な 事項 に つい て 意思 決定 を 行い ます 。 


ファ ー ウ ェ イ に 影響 を 及ぼ す 者 

ファ ー ウ ェ イ は 、 外 部 に お いて は お 客 様 と パー ト 
ナー 企業 に 支え られ 、 顧 客 中 心 を 固く 守り 、 早 新 的 
な 製品 に よっ て お 客 様 に 価値 を 創造 し て いま す 。 社 
内 に お いて は 、 奮 闘 努 力 する 従業 員 に 支え られ 、 蒼 
闘 者 を 根幹 と し 、 頁 献 し た 者 が 適正 な 報酬 を 得 ら れ 
20e し くい ま の また サラ ライ レル リード デー 
企業 、 業 界 団体 、 オ ー プ ン ソ ー ス ・ コ ミュ ニテ ィ 、 標 
準 化 団体 、 大 学 、 研 究 機関 と の 間 で 互恵 的 な エコ シ 
ステ ム を 構築 し 、 技 術 の 進歩 と 産業 の 発展 を 推し 進 
め て いま す 。 私 た ち は 事 業 を 展開 する 国 で 適用 され 
る 法律 法令 を 遵守 し 、 現 地 社 会 で 雇用 を 生み 出し 、 
税収 面 で の 貢献 を 果たし 、 デ ジタル ・ イ ネー ブル メ 
ント を 推進 する と と も に 、 政 府 、 メ ディ ア な ど と オー 
プン な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 維持 し て いま す 。 
(「 フ ァ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン アニ ュ ア ルレ ポー ト 2019」 参 照 ) 
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サス テ ナ ビ リティ ・ 
ブッ ク に つい て 


ジア ー ク ウイ ドン ソン (し NR 1 アァ ー レ ウェ キイ | 
「 会 社 」、「 当 社 」 ま た は 「 私 た ち 」 と 言い ます 。) 
は 社会 の 人 々 に 向け て 、 会 社 の サス テ ナ ビ リティ 
の 状況 を 自主 的 に 報告 する こと で 、 フ ァ ー ウ ェ イ 
の サス テ ナ ビ リティ 事業 を 社会 全体 に 理解 し て も 
らい 、 ま た その 監督 を 受け て いま す 。2008 年 以降 、 
ファ ー ウ ェ イ は サス テ ナ ビ リティ ・ ブ ッ ク を 毎年 
公開 し 、 フ ァ ー ウ ェ イ の サス テ ナ ビ リティ に 関す 
る 理念 と 実践 を 開示 し て いま す 。 こ れ に より ファ ー 
ウェ イ と ステ ー ク ホル ダー な ら び に 社会 の 人 々 と 
の 間 の 理解 、 コ ミュ ニケ ーション 、 相 互 作 用 を 促 
進 し 、 企 業 の 持続 可能 な 発展 を 実現 し ます 。 


この ブッ ク の 構成 範囲 に は 会 社 が その 財務 お よ 
ひび 事業 運営 ポリ シー と 措置 に 対し 支配 権 を 持つ 、 
も し く は 重大 な 影響 を 及ぼ すす べ て の 事業 体 が 含 
まれ て お り 、 こ れ は アニ ュ ア ルレ ポー ト の 対象 範 
囲 と 一 致し て いま す 。 こ の ブッ ク で は ファ ー ウ ェ 
イ 本 社 お よび 全 支 店 ・ 支 部 の 経済 、 環 境 、 社 会 面 
に お ける グロ ー バ ル 事 業 運 営 状 況 に つい て 記述 し 
ます 。 デ ー タ は すべ て ファ ー ウ ェ イ の 公式 文書 お 
よび 統計 レポ ー ト に 基づい て お り 、 こ の うち 経済 デー 
タ に つい で ほ | フラ ファー ウェ イ ・ シ ャ パン アニ ュ ア 
ルレ ポー ト 2019」 に より 詳し く 記 載 さ れ て いま す 。 
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この サス デ テ ナ ビ リティ ・ ブ ッ ク は グロ ー バ ル ・ レ ポー 
ティ ング ・ イ ニシ アテ ィ ブ (Global Reporting 
Initiative, GRI) 《GRI Standards》 の 「 中 核 」 オ プシ ョ 
ン に 準拠 し て 作成 され まし た 。 そ の 信頼 性 、 公 正 性 
お よび 透明 性 を 保証 する た め 、 当 社 は 社外 の 検証 機 
関 で ある BV に 、 こ の ブッ ク に 対す る 検証 と 、 独 立 し 
た 検証 報告 書 の 発行 を 依頼 し まし た (附録 4 参照 )。 


この ラリ ソ ク は 介し た サス デ ナ ヒ リティ イィ ラッ ク 
で あり 、 印 刷 版 と 電子 版 に 分 か れ て いま す 。 オ ン ラ イ 
ン で ご 覧 に を なりたい 場合 、 ま た は ダウ ン ロ ー ド され 
る 場合 は www.huawei.com に アク セス し て くだ さい 。 


この ブッ ク に 対し ご 提案 や ご 意見 が あり まし た ら 、 
下記 の 方 法 に て ファ ー ウ ェ イ まで お 寄せ くだ さい 。 


電話 : +86- (0) 755-28780808 
E メ ー ル アド レス : sustainability の huawei.com 
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サス テ ナ ビ リティ 管理 
P12 サス テ ナ ビ リティ 関係 の 栄 準 お よび 受賞 


P13 サス テ ナ ビ リティ 戦略 
に 関 ッ を ルー リル ある : ジル を も ぴ ペ 


P20 ステ ー ク ホル ダー・ エ ン ゲ ー ジ メン ト 











| 、0 人 $\ 


テン タル ・ 





< As Ay 婦 / 安全 
イン クル ー ジ ョ ン 
P27 公平 で 質 の 高い 教育 P43 サイ バー・ セ キュ リティ お よび ユー ザー の 
個人 情報 保護 


P31 脆弱 な 環境 の 保護 
P34 健康 福祉 の 促進 
P37 バラ ンス の と れ た 発展 の 推進 


P48 オー プン 性 と 透明 性 
P52 ネッ トワ ー ク の 安定 性 の サポ ー ト 
P55 事業 継続 性 


P102 付表 1: 持続 的 成長 の 目標 と 進展 P104 付表 2 : GRI Standards 
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調和 の と れ た 


エコ シス テム 
P60 二酸化 炭素 排出 削減 P81 ビジ ネス モラ ル 
P69 再生 可能 エネ ルギー の 利用 拡大 P83 従業 員 支 援 
P71 循環 型 経済 の 促進 P90 サプライ チェ ー ン に お ける 責任 


P96 地域 へ の 責任 


P110 付表 3 : 用 語 
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サス テ ナ ビ リティ イ 関 係 の 栄誉 お よび 受 


サス テ ナ ビ リティ 戦略 
サス テ ナ ビ リティ 管理 シス テム 


ステ ー ク ホル ダー・ エ ン ゲ 


/ メ ント 


し 2 


EE 
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サス 


栄 党 / 賞 の 名 称 


2019 年 エコ ヴァ ディ ス 社 に よる CSR 「 ゴ ー ル ド 」 評価 


2019 SDGs 実 現 企業 ベス ト プ ラ クティ ス 賞 (生態 環 境 保 


護 お よび 気候 変動 車 視 ) 


2019 年 中 国民 間 企 業 ト ッ プ 100 社 CSR 指 数 ラン キン グ 
第 1 位 


ファ ー ウ ェ イ Mobile Money ソリ ュー ショ ン が 「 生 活 の 全 
方 面 に メリ ッ ト を も た ら す 」 (EC 部 門 ) 2019 年 度 WSIS 大 
賞 を 受賞 


ファ ー ウ ェ イ Green 5G Power ソリ ュー ショ ン が 


ITU サ ステ ナビ リティ 賞 を 受賞 


ク グリー ン の ララ イ た ョ ニン に の 


シア 政府 の 「 事 故 ゼ ロ 賞 」 を ファ ー ウ ェ イ が 


最高 CSR イ ノ ベ ー シ ョ ン 企 業 


ICT 業界 デジ タル 経済 促進 賞 


「Seeds for the Future」 プロ グラ ム が アル ゼン チン 最高 伝 
描 党 EIKON- 教育 持続 貢献 部 門 - 銀 賞 を 受賞 


テ ナ ビ リティ 関係 の 栄誉 お よび 受賞 


授与 機関 


ョ 還 還 2 ジグ 6 


タク 還 因 MO ョ クハ ルク 2 イク ウラ クノ 
チャ イナ (Global Compact Network China) 


中 国 社会 科学 院 
国際 電気 通信 連合 (ITU) 
国際 電気 通信 連合 (ITU) 


中 国 グ リー ン サ プラ イチ ェ ー ン 連盟 


アリ カカ パイル お よび JIC 展 』(MOBEX) 
2a コ | ジョ ョ リル ) MG 


ガ アルゼ セ ゼン チン 昌 IKON 賞 


サス テ ナ ビ リティ 管理 < た 


サス テ ナ ビ リティ 戦略 


世界 有数 の ICT イ ン フ ラ 機 器 お よび スマ ー ト 端 
未 メ ー カ ー と し て 、 ファー ウェ イ は あら ゆる 人 、 家庭 、 
組織 に デジ タル 化 の 価値 を 提供 し 、 すべ て が つなが っ 
た イン テリ ジェ ント な 世界 を 実現 する こと を 目指 
し て いま す 。ICT が 国連 の 掲げ る 持続 可能 な 開発 目 
標 (SDGs) を 実現 する 過程 で 重要 な 役割 を 発揮 し 、 
経済 、 環境 、 社会 の 調和 の と れ た 発展 を 推進 し 、 人 々 
と 社会 に 幸福 を も た ら す と 私 た ち は 信 じ て い ます 。 
ファ ー ウ ェ イ は すでに 持続 可能 な 発展 (CSD) を 、 
優先 すべ き 準 則 と し て 企業 の 全体 発展 戦略 に 全面 


的 に 組み 入れ て お り 、SDGs ベン チマ ー ク と し て 、 
これ ら に 対応 し た 目標 と 計画 を 制定 し 、 確 実 で 実 
効 性 の ある 行動 を と り 、 サ プラ イチ ェ ー ン 全体 に 
プラ ス の 影響 を 及ぼ し 、SDGs の 実現 に 向け て 共 
に 貢献 を 果たし て ゆき ます 。 


2019 年 時 点 で 、 私 た ち が サ ステ ナビ リティ 戦 
略 の うち 重点 を 置く 4 つの 主要 分 野 に お いて 得 た 、 
主 な 進展 は 次 の 通り で す 。 


2 
クン ルー ン | 


あら ゆる 人 に テク ノロ ジー 
の 恩恵 を 、 力 を 合わ せ て 
その 先 へ 

クン ノニ 28280D23iG 
あっ て は な ら ず 、 世 間 に あ ま 
ね く 普 及 す べき も の で す , 
ファ ー ウ ェ イ は 技術 、 応 用 、 
技能 の 3 つの 面 で の 努力 
を 通じ て 、 デ ジタル ・ イ ンク 
ルー ジョ ン の 成果 を 持続 的 
に 拡大 し 、 最 終 的 に あら ゆ 
る 人 、 家 庭 、 組 織 に デジ タル 
テク ノロ ジー の 思 恵 を 届け 
太 Wal 朋 60 いま ge 


SDG3 : すべ て の 人 に 健康 
と 福祉 を 

SDG4 : 質 の 高い 教育 を 
みん な に 

SDG5 : ジェ ンダ ー 平 等 を 
実現 し よう 

SDG8 : 働き が いも 経済 
成長 も 

SDG9 : 産業 と 技術 単 新 
の 基盤 を つく ろう 

SDG13 : 気候 変動 に 具体 
的 な 対策 を 

SDG14 : 海 の 豊 か さ を 守 
ろう 

SDG15 : 陸 の 豊か さも 守 
人 る あ 

SIDIGI 泊 al2iee シン 
プ で 目標 を 達成 し よう 


・ パ ー ト ナー 企業 と 共に 6 つの 


TECH4ALL デジ タル ・ イ ンク ルー 
ジョ ン ・ プ ログ ラム を 運営 


・20,000 名 以上 の 子供 た ち が 


SmartBus を 利用 し て イン タラ ク 
ティ ブ 学 習 に 参加 


・ フ ァ ー ウ ェ イ IOCT 学 院 を 72 の 国 


と 地域 の 938 の 大 学 に 展開 


・ ユ ネス コ ( 東 アフ リカ ) と 協力 の 覚 


書 を 締結 し 、 デ ジタル スキ ル と Al 
能力 の アフ リカ に お ける 普及 を 推 
進 


nn 


ーーーー 14 


調和 の と れ た 
エモ ンス テバ が 


職務 を 全う し 、 信 頼 を 
強固 な も の に する 
1 二 2 e ョ こ ョ ー ン ce 
お よび 個人 情報 保護 を 
会 社 の 最 優先 事項 と し 、 
継続 的 に 投資 し 、 オ ー プ 
ン 性 と 箕 明 性 を 維持 し 、 
ツン ZN シン 
クウ (0 ラ 
ベル を 全面 的 に 高め 、 強 
責 な ネッ トワ ー ク を 構築 
し 、 信 頼 性 の 高い 高 品質 

な 製品 を 生み 出し 、 お 客 
様 の ネッ トワ ー ク の 安定 
性 と 事業 の 継続 性 を 保 
障 し ます 。 


クリ ー ン で 高 効率 な 

低 炭 素 循環 型 社会 

生産 、 事 業 運 営 な どの プ 
ロ セ ス な ら び に 製品 と 
の の コン 2 2 
クル の 環境 に 対す る 影 
和 響 を 軽減 し 、 時 新 的 な 製 
品 と ソリ ュー ショ ン を 通 
じ て 各 業界 の 省エネ と 
排出 削減 お よび 循環 型 
経済 発展 を 促進 し 、 サ プ 
th 
ド し て 共に 低 大 素 社会 
の 実現 を 目指 し て いけ 
る よう 取り 組ん で いま す 。 


心 を 一 つ に し て 、 

共に 世の中 の た め に 
誠意 ある コン プラ イア ン 
ZIBG 問 K 司 
の ョ al ES 
理 を 継続 的 に 強化 し 、 従 
業 具 の 成長 と 価値 の 実 
現に 注目 し 、 事 業 を 展開 
する 地域 の コミ ュ ニ ティ 
に 積極 的 に 貢献 し 、 サ プ 
ラン 20ー ン fil 
に 、 健 全 で 調和 の と れ た 
産業 エコ シス テム を 構 
SD に SE 


SDG9 : 産業 と 技術 時 
新 の 基盤 を つく ろう 
SDG12 : つく る 責任 
つか う 貢 任 
BICMIPS グ Aegisos ジ ルツ 
プ で 目標 を 達成 し よう 


SDG6 : 安全 な 水 と ト 

イレ を 世界 中 に 

SDG7 : エネ ルギー を 

229ASNle2oel 2 

ジンク a 

SDG12 : つく る 責任 つ 
92 に MEE 

SDG13 : 気候 変動 に 具 


体 的 な 対策 を 

SDG1 : 貧困 を な くそ 
ウ 

SDG2 : 人 錠 餅 を ゼロ に 
SDG3 : すべ て の 人 に 
健康 と 福祉 を 

SDG4 : 質 の 高い 教育 
を みん な に 

SDG5 : ジェ ンダ ー 平 
寺 を 実現 し よう 


SDG8 : 働き が いも 経 
済 成長 も 

SDG10 : 人 や 国 の 不平 
2426 くう 

SIDUG II42/ ウシ 
プ で 目標 を 達成 し よう 


・ 主 力 製 品 の エネ ルギー 


・ 世 界 で 発生 し た 200 以上 の 重大 事 


故 / 自 然 炎 害 に お いて ネッ トワ ー 
ク を 保障 


・Al セ キュ リティ お よび 個人 情報 保 


護 日 書 を 公開 


・ 主 力 製 品 が 20 以 上 の サイ バー・ 


セキ ュ リ ティ と 個人 情報 保護 に 関 
する 認証 を 取得 


・ 世 界 の 複数 の 事業 体 が ISO22301 


事業 継続 マネ ジメント シス テム 説 
証 証書 を 取得 


効率 を 最大 
22% 引き 上 げ 


・ 二 酸化 炭素 排出 量 を 基準 年 より 


32.7% 削減 


・ 返 品 さ れ た 製品 の 再 利用 率 が 


86% に 到達 


・12.5kWh の 電力 の クリ ー ン エネ ル 


ギー 化 を 実現 し 、 約 57 万 トン の 
炭素 排出 を 削減 


・ グ ロー バル で の 従業 員 福 利 に 139 


偽 人 民 元 以上 を 投資 


・ 中 国 国外 の 現地 採用 率 約 67% を 


達成 


SER 人 司 の クン 旦 の 2 シク 


サプライ ヤ が 労働 安全 衛生 マネ ジ 
メン トシ ステ ム の 認証 を 取得 


GSK 有 クシ クン ショ クム 


|Seeds for Ihe Future」 を 111 の 国 
と 地域 で 展開 


ビジ ネス 環境 


ステ ー ク 
ホル タダ ター 


顧客 





サス テ ナ ビ リティ 管理 < た 


サス テ ナ ビ リティ 管理 シス テム 


サス テ ナ ビ リティ 戦略 目標 の 達成 を 支援 する た め 、 
ファ ー ウ ェ イ は ISO26000/SA8000 な どの 国際 規格 
お よび ガイ ドラ イン に 沿っ て CSD 管 理 シ ステ ム を 
確立 し 、 会 社 の 置か れ て いる 内 外 環 境 を 総合 的 に 
考慮 し 、 ステ ー ク ホル ダー か ら の 要望 に 配慮 し 、 リー 
ダー シッ プ 、 計 画 、 組 織 お よび 能力 の 支援 、 プ ロ 


eee ・ 遡 肥 


セス の 運用 、 成 果 の 評価 お よび CSD 管 理 シ ステ ム 


の 継続 的 改善 と いう 6 つの 面 か ら 事 業 運営 お よび 


循環 を 継続 する こと で 、 サ ステ ナビ リティ 目標 の 
クロ ー ズ ドル ー プ 管理 を 実現 し 、 ス テー ク ホ ル ダ ー 
の 満足 度 を 高め て いま す 。 


CSD 戦略 、 方 針 、 目 標 
CSD ボリ シー、 規 則 、 基 準 
CSD マ ネジ メン ト 権 限 付与 


CSD 文化 . インセン ティ ブ 、 


問 責 


リ スク と 機会 へ の 対 / 
(ek だ E き 滞 【 の 7/ 式 2 ル の だ 
計画 

変更 計画 


アー ウェ イ の 
サス テ ナ ビ リティ 
管理 シス テム の 
枠組み 


顧客 満足 調査 
成熟 度 評価 

測定 、 分 析 お よび 評価 
CSD 監査 

管理 評価 


主要 業務 フロ ー (IPD、LTC、 ITR) 


連用 
全 過 程 に お ける CSD 管 理 (CSD 
要件 を フロ ー の 中 で 構築 ) 
全 バ リュ ー チ ェ ー ン の 持続 可能 な 
発展 (サプライ ヤ / パ ー ト ナー) 


・ ら 
C 運 運営 組織 ・ 能力 開 人 





知識 管 理 . 文書 窟 
3 組 科 お よび 季 力 人 









ビジ ネス 環境 





シシ ニョ レノ 
ホル ダー 


15 一 一 一 







顧客 
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CSD 委員 会 の 職責 と 運営 


症 に 
会 (CSD 委 員 会 ) は 、 人 事 、 製 造 、 管 理 、 購 
研究 開発 な どの 部 門 に 所 属す る 10 名 以上 の 経 
党 層 メン バー で 構成 され て いま す 。 委員 長 は 、 取 
吊 役 兼 品質 ・ 事 業 プ ロ セ ス お よび IT 管理 部 門 の 部 


CSD 委 員 会 の 職責 


会 社 全体 の CSD 戦略 、 大 綱 、 目 標 、 方 針 、 
びに 実施 状況 の 監督 に 責任 を 負う 。 


行い 、 会 社 の CSD 管理 を 関連 法律 法令 


コミ ュ ニ ケー ショ ン を 指導 お よび 実施 する 。 


ツー ・ エ ンド の 運営 協力 を 促す 。 


叶う 4 


・CSD 委員 会 
意思 決定 を 1 二 o 


CSD 委員 会 定例 会 議 : 四 半期 ご と に 開催 し 、: 


CSD 管 理 シ ステ ム の 確立 、 実 施 お よび 継続 的 改善 を 統括 し 、 関 連 課 題 に つい て の 意思 
令 、 国 際 規格 、 顧 客 要件 に 確実 に 適合 させ る 。 


CSD に 関す る 事項 に つい て 、 顧 客 、 規 制 当局 、 業 界 組織 な ど 重 要 ス テー ク ホ ルター と の 良好 な 


会 社 の EHS 管理 シス テム の 構築 、 運 営 お よび 改善 を 指導 し 、EHS の 重大 問題 の 処理 に 


門 長 で ある 陶 景 文 (ケビン ・ タ オ ) が 務め て いま 
す 。CSD 委 員 会 の 下部 ( 


の 実行 な どの 業務 を 担当 し て いま す 。 


ポリ シー お よび 制度 の 制定 、 方向 性 の 決定 、 な ら 


決定 を 


分 野 お よび プロ セス 横断 的 に CSD 業務 の 調整 と 問題 解決 を 推進 し 、CSD 業務 に お ける エン ド ・ 


責任 を 


思 決 定 メ カニ ズム : 委員 長 と 委員 が サス テ ナ ビ リティ 関連 の 問題 に つい て 集団 


通常 は 各 四 半期 の 最終 月 の 未 に 開催 する (年 4 回 )。 


CSD 戦略 ワー クシ ョ ッ プ : 毎年 年 初 に 開催 する (年 1 回 )。 
@Sjp) アミ ョ ョ クタ ク ク ルレ ニラ | 司 ほ 多 の とき 請 寺 2250 


責任 を 負う 。 


に は CSD 委 員 会 ワー キン グ 
グル ー プ を 設置 し て お り 、 ワ ー キ ング グル ー プ は 
主 に CSD の 日 常 業務 の 実施 、 調 整 お よび 戦略 目標 


サス テ ナ ビ リティ ・ リ スク お よび 機会 


ファ ー ウ ェ イ は RGC (Risk/ リス ク 、Governance/ 
ガバ ナン ス 、Control コ ント ロー ル ) 方 法論 を 参考 
に し て 、 サ ステ ナビ リティ ・ リ スク を 系 統 的 に 管 
理 し て いま す 。CSD リ スク の 管理 業務 は 会 社 の 管 
理 活動 に 組み 入れ 、 組 織 運 営 の 一 部 と すべ きも の 
で あり 、 会 社 の 業務 か ら 切 り 離 すべ き で は な いと 
私 た ち は 考 えま す 。CSD リス ク 管 理 に お いて は 経 
営 層 の 役割 を 重視 すべ き で あり 、 明 確 な トッ プ の 
姿勢 を 通じ て 行動 規 男 を 確立 し 、 従 業 員 の 行動 の 
ボー ダー ライ ン を 定義 し 、 す べき 事 と すべ き で な 
い 事 を 明確 に し 、 良 好 な リス ク 菅 理 環境 を 作り 出 


9 CSD リ スク 評価 と 目標 設定 
リス ク の 持 定 





リス ク 評 価 


サス テ ナ ビ リティ 管理 の 


さ な け れ ば な り ま せん 。 ま た 、CSD リ スク 管理 に 
お いて は リス ク の 特定 だ け で な く 、 潜 在 的 な 機会 
の 特定 も 必要 で す 。 


包括 的 に サス テ ナ ビ リティ の リス ク と 機会 を 特 
定 す る こと に よっ つて 、 年 次 戦略 計画 の 事 要 な レフ ァ 
レン ス を 取得 する こと が で き 、 こ れ に より 適切 な 
目標 と 業務 計画 の 設定 が 可能 と な り 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ の 持続 可能 な 発展 へ の 寄与 を 最大 化す る こと が 
で きま す 。 


9 リス ク 管 理 監督 


CSD リス ク 管 理 の 枠組 み 


1/ - 一 一 一 


サス テ ナ ビ リティ ・ リ スク お よび 機会 の 分 析 例 


= 0 
辺境 地域 過 本 な 環境 や その 他 ア クセ ス ウッ ク ブ ロジ ンー よっ て ペリ 広 提 
8 0 2 ー へ 、 の 、 よ り 便 利 な 、 よ り 経 済 的 な 接続 を 確立 し 、 
が 制限 され た 地域 の 人 、 家 庭 、 組 織 は 、 デ 

ME 8 や 2 世界 の より 多く の 地域 と 人 々 に 恩恵 を も た 
クル JNCRS9(S 人 RI NE 生日 の ピン に に に 
タル 体験 を 楽し むせ こと が で き な い 。 の 3 
顧客 に オー ダー メイ ド の ICT ア プリ ケー ショ 
ン や ソリ ュー ショ ン 、 使 いや すい アプ リ ケ ー 
ショ ン 開 発 プ ラッ ト フ ォ ー ム 、 発 展 し た 産 
半 下 滞 シ ジス た を 提供 の る 


全 世 界 の 政府 、 企 業 、 組織 お よび 現地 コミ ュ 
ニテ ィ と 協力 し 、 個 人 と 社会 全体 の デジ タ 
ルス キル を 向上 させ 、 中 小 組織 の デジ タル 
能力 を 引き 上 げ 、 自 国 の デジ タル 経済 競争 
力 を 高め よう と する 政府 を 支援 する 。 


サイ バー・ セ キュ リティ と 個人 情報 保護 を 
ICT 技 術 の 発展 は 機会 と 利便 性 を も た 会 社 の 最 優先 事項 と し て 位置 付け 、5 年 以 
ら す と 同時 に 、 サ イ バ ー・ セ キュ リティ 内 に 20 億 米ドル の 特別 予算 を 投じ て 、 系 統 
お よび 個人 情報 保護 の 課題 も も た ら す 。 的 に ソフ トウ ェ ア エ ンジ ニア リン グ 能 力 を 
回 NCID 


本 、 業界 や 特定 の 人 々 の ニー ズ を 細分 化し 、 
デジ タル ・ イ ン カス タマ イズ され 、 シ ー ン に 合わ せ た 
クル ー ジ ョ ン デジ タル テク ノロ ジー を 提供 する 。 


国 と 地域 に よ つ っ て 人 々 の デジ タル テク 
ノロ ジー 使用 能力 に は 大 き な 差 が あり 、 
グロ ー バ ル な デジ タル 経済 の パラ ンス 
の と れ た 発展 を 妨げ て いる 。 


Ko (ペペ の 音羽 の の 

イス 内 に は ユー ザー の デー タ か が 大量 に 良好 な 製品 体験 を 保証 する と 同時 に 、 チ ッ 
(保全 6 寺 240 の 2 9 eK 了 20 の 明生 
に イン スト ー ル され る アプ リ ケ ー シ ョ バイス ・ ク ラウ ド ・ サ ービス の セキ ュ リ ティ 
(の 00 2 ショ ンク (750 間 目 会 きる (の (ピクト ドリ クン ク | の em 
語 二 状 一 が さら され る 個人 情報 の セキ ョ | リ 寺 イィ ノリ ョ ヨー ン ョ ン を ョ ヨー ザー に 提供 る 5 
人 りり の ペク 中 目 2 条 還 (U 

公正 で 信頼 で きる 、 オ ー プ ン で 透明 性 の 高い 、 
責任 ある 態度 で ステ ー ク ホル ダー と 連携 し 、 
サイ バー・ セ キュ リティ お よび 個人 情報 保 


(中 MS シン eeE5UY で 、 | し 生計 
フロ ー バ パル 人 な テン クル 人 時 TI に お し "て 、 、 論 の 課題 に 共に 向き 合う 。 ブ リュ ッ セル に サ 


の 信頼 を 築く こと は サイ パー・ セ キュ リティ に コーラ ン ン ペッ レ ンジ ーー 
が 直面 する 最も 困難 か つ 現実 的 な 命題 「、。 っ コノ リーフ フイ レン プン 


セン ター を 開設 し 、 政 府 機関 、 技 術 専 門 家 、 業 
界 団体 、 標 準 化 団体 な ど 複 数 の 関係 者 が 緊密 
に 協力 し 、 交 流す る プ ブ プラットフォーム を 構築 
隔 

自然 炎 害 お よび ネッ トワ ー ク へ の 需要 2 大 グロ ー バ ル 技 術 支援 セン ター と 10 か 所 
過多 に よっ て 、 ネ ットワーク が 麻痺 ま の 地域 技術 支援 セン ター を 設立 し 、 世 界 中 
た は 使用 で き な く な る 可能 性 が ある 。 で 24 時 間 365 日 体制 の サー ビス を 提供 する 。 


で ある 。 


高度 な 分 業 化 が 進む 国際 社会 に お いて 、 

ファ ー ワ ウェ イ の 購買 、 製 造 、 物 流 お よ 

び グ ロー バル 技術 サー ビス な どの 業務 も 、 事業 継続 マネ ジメント (BCM) シス テム を 
サー ド パ バ パーティー の メー カー や 専門 機 確立 し 、 各 組織 の BCM 意 識 お よび 突発 的 な 
関 と の 幅広 い 協 業 に 頼ら ざる を 得 な く 。 アク シ デ ン ト へ の 対応 能力 を 高め 、 日 常 業 
な る 。 そ の 業務 が 中 断 さ れれ ば 、 フ ァ ー 務 リ スク の 有効 な 管理 を 確実 に する 。 

ウェ イ の 業務 に や も 直接 的 ・ 間 接 的 な 悪 

尿 響 が 生じ る 。 


リス ク と 機会 の 説明 


環境 保護 の 推進 


調和 の と れ た 
回 還 ン piUN 


デー タ 通 信 量 に 対す る ニー ズ か が 急増 し 、 
ネッ トワ ー ク の 負荷 が 大 幅 に 増加 する 
の に 伴い 、ICT イ ン フ ラ の 電力 消費 量 
の 問題 が 日 々 深刻 化し て いる 。 ネ ッ ト 
ワー ク 性 能 を 保障 する と 同時 に エネ ル 
ギー 消費 を 抑え 、 環 境 へ の 悪影響 を 軽減 
させ る こと は 、 業 界 全体 に と っ て の 大 き 
は 款 事 で め る 。 


事業 の 発展 と 多数 の 工業 団地 新設 ・ 操 
業 開始 に 伴い 、 エ ネル ギー 消費 量 が 増 
加 す る 。 


サプライ ヤ の コン プラ イア ンス 違反 が 
ファ ー ウ ェ イ に 悪影響 を 及ぼ す 、 あ る い 
は サプライ ヤ の 炭素 排出 削減 へ の 取組 
み 不 足 に より 顧客 要件 を 満た せな く な 
る 。 


気候 変動 、 資 源 遷 、 電子 ご み 汚 染 
な どの 問題 が 世界 の 持続 可能 な 発展 に 
と っ て 多く の 課題 を も た らし て いる 。 
ICT 業界 に と っ て は 、ICT の 力 を 存 分 に 
発揮 し 、 環 境 に 優し い 世 界 の 構築 に 役 
立つ こと が 可能 と な る 。 

世界 各地 で 活動 する ファ ー ウ ェ イ の 従 
業 只 は 、 病 気 、 戦 乱 、 自 然 炎 害 、 犯 罪 な ど 
に よっ て 常に 健康 や 安全 が 脅かさ れ て 
いる 。 

事業 運営 の 過程 に お いて コミ ュ ニ ティ 
に マイ ナス の 影響 を も た ら す 可能 性 が 
222 王 5 号 三 (る ゆ し 
社会 に 貢献 する こと で 地域 住民 の 支持 
と 尊重 を 得る こと が で きる 。 
外部 の 複雑 な 政治 、 経 済 環境 お よび 不 
確実 性 の 増大 に より 、 世 界 各 地 に お いて 
アル クコ の EE の 記 ピ ンク ラー2 
ンス 環境 は より 複雑 な も の に な っ て い 
5 


従業 上 只 や 下請 業者 が 仕事 中 に 健康 安全 
ング GU RSK1IUIGIO8 


サプライ ヤ が 社会 的 責任 を 果たさ な い 
こと で 製品 供給 に 影響 が 及ぶ 可能 性 が 
2 me28K 2 e2 1 0 四 
ティ 要件 を 確実 に 実行 する こと で 、 サ プ 
ライ チェ ー ン の 競争 力 が 上 昇 する 可能 
性 も ある 。 


サス テ ナ ビ リティ 管理 《G た 


技術 革新 に より 、 ト ッ プ レベ ル の 高 エ ネル ギー 
効率 ・ 環 境 配慮 型 製品 お よび ソリ ュー ショ 
ン を 提供 し 、 製 品 の 全 ラ イフ サイ クル を 通じ 
て エネ ルギー 消費 と 談 素 排出 を 削減 する 。 


エネ ルギー 管理 シス テム を 導入 し 、 技 術 面 
と 管理 面 の 省エネ を 取り 入れ 、 ク リー ン エ 
ネル ギー を 利用 し 炭 素 排出 量 を 削減 する こ 
と で 、 事 業 運 営 プ ロ セ ス に お ける 環境 へ の 
悪影響 を 最大 限 に 減少 させ る 。 

ンク 2 の Im クラ 2 だ II 球 
サプライ ヤ と 共に 省エネ ・ 排 出 削減 イノ ベー 
ン ョ | 2 ラ | Em の る 
出 を 削減 する と と も に 、 関 連 業 界 団体 の 活動 
や や 関連 標準 規格 の 制定 に 積極 的 に 関わ り 、 環 
境 に 優し い サ プラ イチ ェ ー ン を 構築 する 。 


クリ (の 0 クル ノリ ーー ョ クノ | ノノ 
進 す る こと で 、 各 業界 の 省エネ ・ 排 出 削減 
を 促進 し 、 同 時 に 電子 廃棄 物 の 回 収 や 下 取 
りな どの 活動 を 積極 的 に 行う 。 


従業 具 健 康 保障 シス テム を 整備 し て いる 。 
法律 で 規定 され た 社会 保障 に 加え 、 民 間 保 
険 と 医療 扶助 を 提供 し て いる 。 


所 在 国 お よび 地域 の 法律 法令 を 遵守 し 、 コ 
ミュ ニテ ィ に お いて 雇用 機会 を 創出 し 、 コ 
ミュ ニテ ィ の 環境 を 保護 する と と も に 、 災 
害 救助 、 健 康 お よび 社会 福祉 な どの 慈善 活 
動 に も 真 献 す る 。 


コン プラ イア ンス 管理 シス テム の 構築 を 強 
化す る こと で 、 法 令 遵 守 の 確実 性 を 高め 、 
国際 政治 の 不 確 実 性 に 対応 する 。 


国際 規格 ISO45001 に 準拠 し 、 顧 客 要件 お 
よび 適用 法令 を 踏ま えて EHS 管 理 シ ステ ム 
を 確立 し 、 従 業 員 と 下請 業者 の 安全 を 保障 
し YS 


サプライ チェ ー ン の 安全 管理 シス テム を 確 
立 す る 。 サ ステ ナビ リティ 要件 を 購買 プロ 
セス と 慎 行 に 組み 入れ 、 購 買 業 務 を 通じ て 
サプライ ヤ の 持続 可能 な 発展 を 牽引 する 。 


IO ni 
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ステ ー ク ホル ダー・ エ ン ゲ ー ジ メン ト 


ファ ー ウ ェ イ の ステ ー ク ホル ダー に は 主 に 顧客 、 
消費 者 、 従 業 員 、 サ ブラ イヤ 、 政 府 、 非 政府 組織 
(NGO)、 業 界 団体 、 専 門 機関 、 メ ディ ア お よび コ 
ニテ デイ な どの が 言 ま れれ まま よ 。 ス テー ク ホル ター で 
エン クー シメ ント は ほ は アア ァ アー ウェ エイ の サス テ ナ ビ リティ 
礼 理 に お いて 不可 欠 な 一 部 分 で す 。 関係 者 と 共通 
の 注目 トピ ッ ク に つい て コミ ュ ニ ケー ショ ン を と り 、 
その 視点 、 要 望 、 期 待 を 理解 する こと で 、 私 た ち 
は サス テ ナ ビ リティ の リス ク と 機会 を より 適切 に 
特定 し 、 サ ステ ナビ リティ 業務 の 優先 順序 を 決定 し 、 
科学 的 で 適正 な 目標 を 定め る こと が で きま す 。 


ステ ー ク 


ホル ダー チャ ネル 


中 生 = 呈 mk ノ ニー ニ ト ン スー ン ノ 


ファ ー ウ ェ イ は 重要 な ステ ー ク ホル ダー の イニ 
シア ティ ブ 、 業 界 団体 、 地 域 お よび グロ ー バ ル な 
サス テ ナ ビ リティ ・ プ ラッ ト フ ォ ー ム に 積極 的 に 
参加 し 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン と 協業 を 通じ た サス テ ナ 
ビリ ティ 目標 の 実現 を 提唱 し て いま す 。 


ステ ー ク ホル ダー の 主 な 関心 事 、 コミ ュ ニ ケー ショ 


ンチ ャ ネル お よび ファ ー ウ ェ イ の 対応 戦略 は 次 の 
通り で す 。 


ファ ー ウ ェ イ の 戦略 





ヒネ UNE 


・ 顧 客 中 心 、 品 質 優先 、 品 質 で 勝利 する 


a 品 ゾ サ ービス 
還 還 
・ 公 正 な 取引 ei 
・ 消 費 者 の 健康 と 、。、 
呈 客 消費 者 安全 ・ 消 費 者 の た め の フ ァ ー 
. 持 続 可能 な 消費 "ファ ファ ー 
」 ノ 。 、。+。 ・' 客 の 臣 人 、 調 研究 お 
リー よび 共同 プロ ジェ クト 
7 ーー ーーー 
の 個人 情報 保護 
・ 従 業 員 代 表 と の 対話 
・ 民 主 生活 会 
. 業務 中 の 健康 と ・ 合 業 員 調査 (組織 周 土 
安全 に 関す る 調査 な ど ) 
. 報奨 、 福 利 、 イ ・ マ ネー ジャ ー・ フ ィ ー 
ン ノル センティ ラ ド バ ッ ク ・ プ ログ ラム 
従業 員 
・ 従 業 員 研 修 と 能 。 "「「/ 
力 開発 ・ ク レー ム 、 提 案 、 通 幸 、 
年 畠 、 異議 申立 て ホッ トラ イ 
「 生 、。。。。 ン お よび 公共 メー ル 


NR ツ タク < 


・ 上 級 官 理 職 、 専 門 家 


シン 


と いう ポリ シー を 堅持 する 


・ 誠 意 ある 経営 を 行い 、 賭 賠 や 腐敗 行為 


は 決し て 容認 せ ず 、 知 的 財産 権 と 営業 
秘密 を 保護 する 


・ 上 厳格 な 製品 安全 管理 シス テム を 確立 し 、 


厳正 な 製品 安全 基準 を 適用 し 、 安 全 で 
信頼 で きる 製品 と サー ビス を 消費 者 に 
提供 する 


・ サ ステ ナビ リティ 要件 を 製品 の 全 ラ イ 


フサ イク ル に 組み 入れ 、 備 環 型 経済 を 
提唱 する 


・ サ イ パ ー ・ セ キュ リティ と 個人 情報 保護 


を 会 社 の 最 優先 事項 と し て 位置 付け る 


・ 従 業 員 の た め の 労 働 安 全 衛 生 官 理 シ ス 


テム お よび 保障 シス テム を 完備 


・ 奮 闘 者 を 根 寺 と する 理念 を 堅持 し 、 各 


種 人 材 が 最適 な 時 期 に 、 最 適 な 職場 で 
最高 の 真 献 を し 、 最 高 の 報酬 を 得 ら れ 
る よう 導く 


・ 完 全 な 研修 ンス テム と 明確 な 職能 開発 


ルー ト を 確立 し 、 優 秀 な 人 材 は 前 例 に 
と ら わ れず 抜 控 


・ 多 様 性 を 重視 し 、 良 好 な 職場 環境 を 創 


出し 、 健 全 な 社内 風土 づく り に 努め る 


ヒネ 3EUNE 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 
チャ ネル 


サス テ ナ ビ リティ 管理 《G た 





の 0 2 


政府 


NGO/ 業界 団 
体 / 専 門 機関 


還 |、 拉 gi の 


・ 公 正 な 取引 
・ ス キル アッ プ 研 


修 


SN ンス (の ン 


ス 経 滞 


・ 雇 用 と 冨 の 創出 


・ 国 連 SDGs へ の 


真 献 


・ 経 済 、 社 会 、 環 


境 へ の 真 献 


・ オ ー プ ン 性 と 透 


明 性 


・ 箕 明 性 の 高い 情 


報 を 速やか に 開 
示 


・ 現 地 で の 雇用 、 


購買 、 技 能 開発 


・ サ プラ イヤ ・ サ ステ ナ 


ビリ テディ 監査 


・ サ プラ イヤ 会 議 
・ サ プラ イヤ 研修 


・ 政 府 方 針 に 関す る ミー 


2 ジン 


・ 政 府 基準 お よび 協議 へ 


の 関わ り 


・ 政 府 お よび 政府 間 会 議 
・ 政 府 の サス テ ナ ビ リ 


信人 下 クン で の) 
参加 


・ 外 部 の 関連 会 議 に 出席 


し 、 フ ァ ー ウ ェ イ 主催 
会 議 に も 関連 組織 / 
機関 を 招待 


・ 業 界 フ ォ ー ラ ム お よび 


二ノ ククル ーッ 
(ITU、GeSI、RBA、 
AUGEW 


・ 規 格 に 関す る ワー ク 


ショ リッ アク 


・ サ ステ ナビ リティ 共同 


| 四 シ ョ ク ト 


・ 研 究 / 学 術 活動 へ の 参 


加 


・ 記 者 会 見 
・ 独 占 イ ンタ ビュ ー 
・ フ ァ ー ウ ェ イ 主催 の 会 


議 また は 活動 に 参加 招 


待 


- き 0 ウ ョ ラッ (トノー 


シン ルン デア (2 HU 
em クー シク ンド 


・ 現 地 招 勝 / 現 地 購 買 
| の 2A 還 | に 2 


クト へ の 参加 


< 当 ニ ニテ ィ で の 入会 


真 献 お よび 慈善 活動 の 
実施 


CU の 92 ge ドン 計 


シャ ルン ララ (72 
7 シク 2。 ニニ パント 


ファ ー ウ ェ イ の 戦略 


・ エ シカ ル な 購買 、 透 明 性 の 高い 購買 の 


原則 を 堅持 し 、 周 略 や 腐 取 行為 を 決し 
容認 な い 


・ サ ブラ イヤ 研修 お よび 指導 を 行い 、 サ 


プラ イヤ 能力 開発 プロ グラ ム を 実施 す 
る 


・ 企 業 倫理 を 中 実に 守り 、 国 際 公 約 と 各 


国 の 関連 法律 法令 を 遵守 する 


・ 現 地 で の 雇用 お よび 購買 を 積極 的 に 推 


進 し 、 適 法 に 納税 する 


・NGO/ 業 界 団 体 / 専 門 機 関 の 意見 お よび 


イニ シア ティ ブ の 収集 と 聞き 取り を 行い 、 
要望 に 速やか に 応え る 


ラニ ウイ (の ゅ パラ クビ ピリ 


情報 を 速やか に 開示 する 


っ シラ ァ ルー アウ ョ (の 9 パピ リン イ (市 


情報 を 開示 し 、 外 部 か ら の 関心 や 質問 
に 速やか に 対応 する 


・ 現 地 で の 雇用 お よび 購買 を 積極 的 


に 推進 し 、 技 能 開発 を ファ ー ウ ェ イ 
明生 回 NE 人 0 主人 2 のり 是 時 内 
の 1 つと し て 位置 付け る 


・「 環 境 保護 の 推進 」 を ファ ー ウ ェ イ の サ 


ステ ナビ リティ 4 大 戦略 の 1 つと する 


・ コ ミュ ニテ ィ 団 体 と 連携 し 、 各 種 社会 


真 献 慈善 活動 を 実施 する 


ファ ー ウ ェ イ が 2019 年 に 参加 し た ステ ー ク ホル ダー の 活動 


ファ ー ウ ェ イ は 重要 な ステ ー ク ホル ダー と 幅広 
く 交 流す る と と も に 、 世 界 規模 で の 対話 に 参加 し 、 
各 ス テー ク ホ ルター が 関心 を 持つ 、 喫 忠 の サス テ 
ナビ リティ 課題 に どう 対応 すべ きか 、 ま た テク ノ 
ロジ ー に よっ て これ ら の 課題 を どう 上 手 く 解決 す 
べき か に つい て 議論 を 行っ て いま す 。 私 た ち は い 


Responsible Business Summit に 参加 


2019 年 6 月 10 日 忌 12 日 、 エ シカ ル ・ コ ー 
ポレ ーション (Ethical Corporation) が 主 
催す る 「Responsible Business Summit」 
が ロン ドン で 開催 され まし た 。 ファー ウェ 
イ は この 活動 の 重要 な パー トナ ー 企 業 で す 。 
サミ ッ ト で は グロ ー バ パル な ビジ ネス 協力 の 
た め に 、 多 様 な 、 経 験 豊か な 業界 の 実践 者 
に よる 交流 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 構築 に 取り 
組み 、 課 題 と 機会 を 共有 する こと で 、 持 続 
可能 な 発展 の 新た な 未来 を 切り 開 こ うと し 


くつ か の サス テ ナ ビ リティ ・ イ ニシ アテ ィ ブ 、 業 
界 団体 、 お よび その 他 の 関連 する 地方 、 地 域 、 な 
ら ひ に ク 一 パル だ リス テ ナ ビ リティ ヽ ・ フ ラッ ト 
フォ ー ム と 協力 し 、 イノベーション と 協業 を 奨励 し 、 
品 力 の ある 変 革 を 推進 する こと で 、 サ ステ ナビ 
リティ イ 目 標 を 実現 し よう と し て いま す 。 





て いま す 。 今回 の サミ ッ ト に は 、 企 業 、 政 府 、 主 な 国際 機関 お よび 組織 (国連 機関 な ま ど )、 シ ンク タン 
ク 、 協 会 、NGO の 代表 者 約 500 名 が 参加 し まし た 。 サ ミッ ト 期 間 中 、 フ ァ ー ウ ェ イ は サス テ ナ ビ リティ 
と 1ICT 技 術 を テー マ に し た スピ ー チ を 行い 、 そ の 中 で 、ICT イ ン フ ラ の 発展 は 国連 の 掲げ る 持続 可能 な 
開発 目標 (SDGs) の 実現 と 緊密 に 結び つい て いる こと 、 国 の ICT 計 画 は SDGs と 相互 に 補い 合う 関係 


で な けれ ば な ら な いこ と を 指摘 し まし た 。 


サス テ ナ ビ リティ 管理 《G た 


2019 年 CSR アジ ア 会 議 に 出席 


2019 年 9 月 17 日 19 日 、CSR ア ジア 会 議 
が タイ の バン コク で 開催 され 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ は S5 年 連続 で 会 議 ひ ゴール ドス ポン サー 
を 務め まし た 。 会 議 で は サス テ ナ ビ リィ イィ 
の 理論 お よび 実践 例 に 焦点 が 当て られ 、 約 
400 名 の ステ ー ク ホル ダー が 参加 し まし た 。 
会 議 に お いて ファ ー ウ ェ イ が 強く 主張 し た 
の は 、 技 術 の 進歩 は 社会 の 発展 を 促し 、 質 
の 高い 教育 は イノ ベー ショ ン と 未来 を も た 
ら す の だ と いう こと 、 ま た 国連 SDGs を 実 
現す る た め に は 、 各 国政 府 、 公 共 機 関 、 民 
間組 織 、NGO お よび 研究 教育 機関 が 連携 を 強め 、 完 全 な グロ ー バ ル ・ サ ブ プライ チェ ー ン の 価値 を 維持 
お よび 発展 させ る 必要 が ある と いう こと で し た 。 さ ら に 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 「 リ ー ダ ー シ ッ プ ・ フ ォ ー ラ 
ム ふと | デン タル ル ・ ト ラ シ ス フォ ー メ ーション 時 代 に お ける ビッ ク デ ー タ 、 テ クノ ロジ ー お よび ザ サザ ステ 
ナビ リティ 」 の 2 つの 分 科 会 で スピ ー チ を 行い まし た 。 





2019 持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) 実現 中 国 企業 サ ミッ ト に 参加 


2019 年 12 月 13 日 、 グ ロー バル ・ コ ン パ 
クト ャ ネツ ッ トワーク チャ イナ に よる !2649 
持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) 実現 中 国 企 生 電 月 本 計 E7W1 
業 サ ミッ ト 」 が 北京 で 開催 され まし た 。 会 9 9 5 
議 で は 基調 講演 と 優良 企業 の 経験 紹介 な ど 
MR より 、 企 業 が どの よう に SDGs の 

早 念 に 従い 、SDGs に 寄与 する と 同時 に 新 
た な ビジ ネス チャ ンス を 見 出し 、 WM 
純 品 能 な 発展 を 実現 で きる か に つい て 、 
方 面 か ら 検 討 が 行わ れ ま し た 。 サ ミッ 和 
お いて 、 ファ ー ウ ェ イ は 「2019 SDGs 実 現 企業 ベス ト プ ラ クティ ス 賞 (生態 環境 保護 お よび 気候 変動 重視 ) 」 
を 受 党 し まし た 。 
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ユネ スコ と 協力 の 覚書 を 締結 


2019 年 9 月 18 日 、 第 4 回 HUAWEI 
CONNECT 2019 の 期間 中 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 
ユネ スコ ( 東 ア フリ カ ) と 協力 の 覚書 を 締結 

、 今 後 双方 が 協力 し て デジ タル スキ ル と 
AI 能力 を アフ リカ 全体 に 普及 させ 、 国 連 の 
持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) の 達成 を 加速 
させ る と こと を 発表 し まし た 。 これ は ファ ー 
ウェ イ の デジ タル ・ イ ンク ルー ジョ ン ・ イ 
ニシ アテ ィ ブ で ある TECH4ALL の 、「 公 平 
で 質 の 高い 教育 」 を 促進 する た め の 重 要 な 
構成 部 分 で も あり ます 。 





央 DVAINCE 











「ICT の 持続 可能 な 発展 に 向け た 
ベン チマ ー ク 」 レ ポー ト を 公開 


ファ ー ウ ェ イ は 、2030 年 まで の 国連 の 持続 
可能 な 開発 目標 を 大 規模 か づつ 迅速 に 実現 する 
た め に 、ICT 技 術 が 重要 な 推進 作用 を 果たす と 
信じ て いま す 。 こ の た め 、 私 た ち は 2019 年 6 月 、 
第 3 回 IICT の 持続 可能 な 発展 に 向け た ベン チ 
マー ク 」 分 析 レ ポー ト を 公開 し まし た 。 こ れ は 、 
ICT が 持続 可能 な 発展 に 与え る 影響 を 国家 の 視 
点 か ら 分 析 し 、 よ り 持 続 可能 な 世界 の 構築 を 加 
速 さ せる た め の イ ン サ イト を 提供 する も の で す 。 
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サス テ ナ ビ リティ 管理 < た 


ファ ー ウ ェ イ の 加盟 する サス テ ナ ビ リティ 組織 


グロ ー バ ル ・e サ ステ ナビ リティ ・ 国連 ブロ ー ド バン ド 委 員 会 


に ジグ 2 た ッッ 


国連 グロ ー バ ル ・ コ ン パ クト 
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責任 ある 企業 同盟 CSR ヨー ロッ パ 
っ 人 
1 半 。 ー 
< テ Rgspnrhhla 」 IEEE1 こ ーー 人 


車 妥 課 題 へ の 集中 


重要 課題 を 見 極め る こと で 、 重 視 ま た は 改善 す 
べき 分 野 を 特定 し 、 サ ステ ナビ リティ 管 理 を 最適 


社会 的 影響 の 重要 性 を それ ぞ れ 表す よう に し まし た 。 
複数 の ステ ー ク ホル ダー の 調査 結果 を 総合 的 に ラ 


化す る こと が で きま す 。 ま ず 宣 要 課 題 の 男 囲 、 す 
な わ ち どの 課題 が ファ ー ウ ェ イ の 業務 に 影響 を 与 
える の か 、 ス ステークホルダー に と っ て 重要 な の か 
を 明確 に し て いま す 。 す べ て の 重要 課題 を マト リッ 
クス 化し 、 縦 軸 の 優先 度 が ステ ー ク ホル ダー の 評 
価 と 意思 決定 へ の 影響 、 横 軸 の 優先 度 が 経済 、 環境 、 


高 
環境 に 優し い 
人 サプライ チェ ー ン の 提唱 
I 
| 資源 効率  」 
/ お よび 
小 循環 型 経済 
ル “ 
タク I 
| I 
の 」 
評 | シシ シシ シシ シシ ニニ ーー 間 
価 | 
い 
負 人 W 従業 員 能 力 の 向上 と 開発 
決 
定 」 
の 人 W 生 全 に コ ミュニティ 
星 へ の 頁 献 
針 E 〇 サス テ ナ ビ リティ 
ー 管理 シス テム 」 
! 


, エ ネル ギー 消費 


ij お よび 二酸化 炭 環境 に 優し い 製 品 箇 
素 排出 量 の 削 小 9 喜 境 に 優し い 製 品 の 研究 開発 


相 フ ライ まま 中 一 ツ の 
サス テ ナ ビ リティ 管理 


ンク 付け し 、 縦 軸 で 示さ れ た 課題 の 優先 順位 を 決 
定 し ます 。 そ し て 、 関 連 分 野 の 社内 専門 家 に よる 
リス ク 分 析 、 戦 略 と の 整合 性 、 成 熟 度 評価 の 結果 
な ど を 総合 的 に 評価 し 、 横 軸 で 示さ れ た 課題 の 優 
Zr 順 位 を 決定 し ます 。 


W 加 業 継続 性 を 十分 に 考慮 


サイ バー・ セ キュ リティ の 確保 と 
ユー ザー の 個人 情報 保護 
(9 労働 衛生 と 安全 


C) ユビ キタ ス な 接続 


誠意 ある コン プラ イ 
グロ ー バ ル な ネッ トワ ー ク の アン ス 経 営 の 堅持 


安定 性 サポ ー ト 


ぺぺ dn 


( 細 オー プン で 透明 な 行動 を 
堅持 
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経済 、 環 境 、 社 会 的 影響 の 重要 性 


正 
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革 


ノ テ ジ タ ル ・ イ ンク ルー ジョ ンー 一 一 





世界 に お いて 、 デ ジタル テク ノロ ジー は 未 財 有 の 規模 と スピ ー 
ド で 各国 の 経済 成長 と 社会 福祉 の 発展 を 牽引 し て いま す 。 と て とれ 


に よっ て 、 今後 国連 の 持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) の 達成 が 大 
きく 近づき 、 貧 困 と 餅 僚 の 減少 、 健 康 の 増進 、 新 た な 雇用 機会 
の 創出 、 気候 変動 へ の 影響 軽減 、 生 物 多 様 性 の 保全 、 エ ネル ギー 
効率 の 向上 に つなが り 、 都 市 と コミ ュ ニ ティ の 持続 可能 な 発展 
が 実現 還 < よ 0 


LAS ソリ 哲 の 高い 教育 を ジェ ンダ ー 平 等 を 働き が いも 産業 と 技術 革新 の 13 気候 変動 に 必用 海 の 豊 か さ を 15 陸 の 豊か さも 『/ バート カニ ン ッ プ で 
健康 と 福祉 を みん な に きき 当別 や ) 基盤 を つく ろう 具体 的 な 対策 を "年 守 ろ う に ウン) 目標 を 達成 し よう 
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サス テ ナ ビ リティ の 背景 


この 地球 上 で は 75 億 人 が 共に 暮らし て いま す が 、 
世界 に は デジ タル ・ デ バイ ド が 依然 と し て 存在 し 
て いま す 。 現時点 で 世界 の 人 口 の うち 約 半数 が ま 
だ イン ター ネッ ト に 接続 で き な い か 、 も し く は 必 
要 な 使用 スキ ル を 備え て いま せん 。 私 た ち が 今 行 
動 を 起こ ざさ なけ れ ば 、 こ の 人 々 は 今後 も を デジ タル 
の の 000 の 0 の 0 で G 玩 00 で し NNS 
れ と 同時 に 、 世 界 で は 環境 問題 が 頻発 し 、 教 育 リ 
ソー ス が 不平 等 と な り 、 地域 格差 が 拡大 し て いま す 。 
力 を 持た な い 国 、 地 域 、 業 界 、 そ し て 人 々 は 、 生 
まれ な が ら 様 々 な 機会 に 恵まれ な いた め に デジ タ 
ル 化 か ら 取 り 残 され 、 グ ロー バル な デジ タル 化 の 
恩恵 を 受け る こと が か な わ ず に いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ の 管理 方 法 と 実践 


ファ ー ウ ェ イ の ビジ ョ ン お よび 使命 は 、 あ ら ゆ る 
人 、 家 庭 、 組 織 に デジ タル 化 の 価値 を 提供 し 、 す べ 
て が つなが っ た イン テリ ジェ ント な 世界 を 実現 する 
こと で す 。 誰 も が デジ タル テク ノロ ジー の 思 恵 を 受 
ける と と が で き 、 誰 一 人 と し て デジ タル の 世界 か ら 
取り 残さ れ な いこ と 。 私 た ちの 進め る デジ タル ・ イ 
ンク ルー ジョ ン の 根底 に は その よう な 願い が あり ます 。 
私 た ち は テ クノ ロジ ー、 ア プリ ケー ショ ン 、 ス キル 
の 3 方 面 に 重点 を 置い に し 、 デ ジタル ・ イ ンク ルー ジョ 
ン を 推進 し て ゆき ます 。 


hm や 還 T 赴 円 IFC 語 Wi 


ファ ー ウ ェ イ TECH4ALL デ ジタル ・ イ ンク ルー ジョ ン 行 動 計 画 の 4 大 分 野 





Al、 ク ラウ ド 、 モ バイ ル 端 末 な どの 技術 イノ ベー ショ 
ン を 通じ て 、 す べ て が つなが っ た イン テリ ジェ ント な 
世界 を 実現 し ます 。 そ の 次 に 鍵 と な る の は アプ リ ケ ー 
ショ ン で す 。 エ コシ ステ ム を 活性 化す る こと で 、 開 発 
者 が 様々 な 地域 、 コ ミュ ニテ ィ 、 業界 、 人 々 に 向け て 、 
カス タマ イズ し た アプ リケーション プロ グラ ム を 作成 
する た め の サ ポー ト を し ます 。 最 後に 、 ス キル と は 
保障 で す 。 現 地政 府 、 大 学 、 コ ミュ ニテ ィ お よび そ 
の 他 組 織 と の 提携 を 通じ て 、 社 会 全体 の デジ タル ス 
キル を 向上 させ 、 未 来 の た め の 専 門人 材 を 育て ます 。 


ファ ー ウ ェ イ は 技術 の 進歩 を 追求 する だ け で な く 、 
その 技術 が も た ら す 社会 的 価値 に より 注目 し て いま す 。 
より 多く の 人 、 組 織 が デジ タル テク ノロ ジー の 思 恵 
を 受け られ る よう 、 フ ァ ー ウ ェ イ は TECH4ALL デジ 
タル ・ イ ンク ルー ジョ ン 行 動 計 画 を 打ち 出し まし た 。 
ビジ ネス の 持続 可能 性 を 基本 と し て 、 長 期 的 に 非 党 
利 目的 の 投資 を 行い 、 デ ジタル ・ イ ンク ルー ジョ ン 
を 持続 可能 な も の に し て ゆき た いと 考え て いま す 。 


私 た ち は 国 連 機 関 、NGO、 科 学研 究 機関 、 政 府 
お よび 通信 事業 者 と 顧客 企業 な どの 世界 中 の パー ト 
ナー と 共に 努力 し 、 公 平 で 質 の 高い 教育 、 脆 弱 な 環 
境 の 保護 、 健 康 福祉 の 促進 、 バ ラン ス の と れ た 発展 
の 推進 と いう 4 大 分 野 で 積極 的 な 協力 を 行っ て いま す 。 
今 は 小さ な 一 歩 を 踏み 出し た ば か り で す が 、 よ り 多 
く の 個人 、 団体 に TECH4ALLL デジ タル ・ イ ンク ルー 
ジョ ン 計 画 に 加わ っ て いた だ き 、 力 を 合わ せ て 国連 
の 持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) の 達成 を 推進 し た 
いと 願っ て いま す 。 
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テ ジ タ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン (@ 
公平 で 質 の 高い 教育 


穫 識 こと スキル は 社会 の 進歩 に お ける 礎 で す 。ICT 技 術 は 教育 へ の 公平 な アク セス を 促進 する と 同時 に 、 
デジ タル スキ ル 教 育 の 車 要 な 内 容 を 構成 する 要素 で も あり ます 。 「 移 動 式 デジ タル 教室 」、 「 学 校 の 接続 」、 「 障 
壁 の な い 学 習 」、「ICT 人材 エ コシ ステ ム の 構築 」 と いう 4 つの プロ ジェ クト を メイ ンス トリ ー ム と し 、 フ ァ ー 


ウェ イ は さら に 多く の パー トナ ー と 協力 し て 、 草 新 的 な 1ICT 技術 に よ 


公平 で 商 の 高い 教育 機会 を 提供 し て いま す 。 
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ファ ー ウ ェ イ DigiTruck 移動 式 デ ジタル 教室 


世界 銀行 の 最新 の レポ ー ト に よ 
る と 、 グ ロー バル な デジ タル 経済 
の 急速 な 発展 に 伴い 、2030 年 ま 
で に アフ リカ 南部 で は デジ タル ス 
キル を 必要 と する 職種 の 人 材 需要 
が 2.3 億 人 に 達する 見 込み で す 。 こ 
の 事実 と 、 現 地 で デジ タル スキ ル 
を 持た な い 人 が 一 般 的 で ある と い 
う 現状 と の 間 に は 、 明 ら か な ギャ ッ 
プ が 存在 し ます 。 ケ ニア を 例 に と 
る と 、ICT 施 設 が 比較 的 整っ て い 
る に も か か わら ず 、 イ ンタ ー ネ ッ 
ト ユ ー ザ ー が 総 人 口 に 占め る 割合 
は 50% 未 満 で す 。 こ れ は 、 ケ ニ 
人 口 の 75% 以上 が 辺 地 に 居住 し 、 
安定 し た 生活 用 電力 が 得 ら れ な い 
か ら だ け で は あり ませ ん 。 多 く の 
人 が デジ タル スキ ル の 経済 的 価値 
に 気づい て お ら ず 、 ス マー ト フ ォ 
ン や イン ター ネッ ト に 触れ た 経験 
を 持た な いこ と も 理由 の 1 つ で す 。 


1 台 の トラ ッ ク か ら 始 まる 変 早 


デジ タル に 対す る 人 々 の 意識 
改革 と デジ タル スキ ル の 向上 を 
支援 する た め 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 
ベル ギー の NPO で ある Close 
the Gap、 ユ ネス コ ( 東 アフ リカ )、 
ケニア CFSK (Computers For 
Schools Kenya) 、 世 界 の 移動 体 通 
信 事 業者 の 業界 団体 で ある GSM 
ガン シー ジン ョ ング ー ア の 通信 
事業 者 Safaricom な どの 複数 の 
パー トナ ー と 共に 、DigiTruck 移 
動 式 デジ タル 教室 を 立ち 上 げ 、 辺 
地 や 農村 地域 に お ける デジ タル 
朋 力 開発 に 乗り 出し まし た 。 


DigiTruck は ファ ー ワ ウェイ 
TECH4ALL デジ タル ・ イ ンク ルー 
ジョ ン EE 
平 で 質 の 高い 教育 に お ける 


テ ジ タ ルス キル へ の 道 


り 、 様 々 な 地域 や 立場 の 人 々 に 対し 





最新 の 取組 み で あり 、 特 に ケ ニ 
農村 部 の 教師 、 失 業 中 の 若者 、 女 
性 に 対す る デジ タル スキ ル ・ ト 


2 
す 。 


に 重点 を 置い て いま 


DigiTruck は トラ ッ ク の コン テ 
ナ を 改造 し て 作っ た 移動 式 の デ 
ンタ ル 教 室 で す 。 長 ざさ 12 メー トル 
の 車内 は 、 ノ ー ト パソ コン 、LED 
大 画面 ディ スプ ブレ イ 、VR ゴー グ 
族 。、 マー トド フォ オン 、 ル ーー ター な 
どの ICT 設 備 が そろ う デ ジタル 

空間 に な っ て いま す 。 生 徒 は 車内 
Ah Z キン ンク ドッ 
コン を 使用 し て イン ター ネッ ト 
スキ ル を 学ぶ こと が で きま す 。 電 
力 は すべ て 太陽 光 発 電 を 使用 す 
る た め 、 電 力 供給 が 不安 定 な 辺 地 
で も 授業 が 可能 で す 。 
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Close the Gap の 発起 人 兼 CEO 
の Olivier Vanden Eynde 氏 は 次 の 
よう に 話し ます 。「DigiTruck は ま 
だ デジ タル の 思 恵 を 受け られ て 
いな い 辺 地 の コ ミュ ニテ ィ を 回 
り 、 現 地 で 質 の 高い デジ タル スキ 
ル ・ ト レー ニン グ を 行え る 効果 
的 な 手段 だ と 確信 し て いま す 。 こ 
れ は ケニア の デジ タル 経済 を バ 
ラン ス 良 く 発 展 さ せる 上 で プラ 
ス の 影響 を も た ら す で し ょ う 」。 


DigiTruck に よっ て 、 現 地 の 住 
民 は 徐々 に デジ タル スキ ル の メ 
リッ ト を 理解 し 始め まし た 。 農 村 
部 の 教師 は デジ タル 技術 を 取り 
入れ た 授業 を 行う こと で 、 子 供 た 
ち を 早く か ら 情 報 の 世界 に 触れ 
させ る こと が で きま す 。 起 業 を 目 
指す 若者 は 電子 商取引 に つい て 
学び ひ 、 イ ンタ ーネット を 利用 し て 


収入 を 増やせ ます 。 農 村 の 女性 は 
コン ピュ ー タ 技術 を マス ター し 、 
経済 的 に 目 立 可 能 な 能力 を 高め 
らし ます 。 こ れ ま で に ラッ アー ツェ 
イ の DigiTruck は すでに ケニア 
の 5 つの カウ ン テ ィ を 訪れ 、 合 計 
796 名 の 参加 者 が トレ ー ニ ング プ 
ログ ラム の 恩恵 を 受け て いま す 。 
DigiTruck は 今後 も さらに 多く の 
地域 へ と 走り 、 辺 地 の 人 々 の デジ 
タル スキ ル 開 発 を 行っ て ゆき ます 。 


「 早 く 行 きた いな ら 、 1 人 で 行け 。 
遠く へ 行き た い の な ら 、 皆 で 行 
け 」。 ア フリ カ の より 多く の 人 々 
に デジ タル テク ノロ ジー の 思 
恵 を 


アフ リカ に は 、「 早 く 行 ぎ た い 
な ら 、1 人 で 行け 。 境 く へ 行き ぎ 
た い の な ら 、 皆 で 行け 」 と いう 古 


いこ と わざ が あり ます 。 ファ ー 
ウェ イ の DigiTruck、 そ し て デジ 
タル ・ イ ンク ルー ジョ ン ・ プ ブロ 
クラ ム は パー トド トナー か が から の 中 店 
い 支 持 と 協力 が な けれ ば 成 し 得 
る こと が で きま せん 。HUAWEI 
CONNECT 2019 の 期間 中 、 フ ァ ー 
ウェ イ は ユネ スコ ( 東 ア フリ カ ) 
と 協力 の 覚書 を 締結 し 、 今 後 双 
方 が 協力 し て デジ タル スキ ル と 
Al 能力 を アフ リカ 全体 に 普及 さ 
せる こと を 発表 し まし た 。 双方 
は ファ ー ウ ェ イ DigiTruck、 地 域 
フォ ー ラ ム お よび 活動 、 フ ァ ー 
IGT の デュー テン クル 
スキ ル 研 究 な どの 面 で 協力 し 、 東 
アフ リカ 各国 に お ける Al お よび 
デジ タル テク ノロ ジー の 使用 能 
力 向上 を 支援 し 、 国 連 の 持続 可能 
な 開発 目標 (SDGs) 達成 を 加速 さ 
せる 予定 で す 。 


StorySign : 耳 の 不 自由 な 子供 た ちの 読書 を 継続 的 に サポ ー ト 
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HUAWEI HiAI の 技術 を 利用 し 
た AI アプ リケーション 「StorySign」 
は 、2019 年 も 引き 続き ぎ 、 テ クノ 
ロジ ー の 力 で より 多く の 子供 た 
ちと その 家族 を 応援 し て いま す 。 
StorySign が あれ ば 、 耳 の 不 自 由 
な 子供 が お 気に入り の 本 に スマ ー 
ト フ ォ ン を か ざす だ け で 、 画 面 に 
可愛 い キ ャ ラク ター が 現れ 、 本 に 
書か れ た 言葉 を 手話 で 生き 生き と 
表現 し て くれ る た め 、 聞 こえ る 子 
供 た ちと 同じ よう に 読書 の 楽し み 
を 味わう こと が で きま す 。 


2019 年 現在 、 StorySign は 英語 、 
フラ ンス 語 、 ドイ ツ 語 、 イ タリ ア 語 、 
スペ イン 語 な ど 14 種類 の 手話 と 
69 冊 の 児童 書 に 対応 し 、 よ り 多 
く の 聴 覚 障 害 児 た ちの 読書 を サ 
2 一 ド じ て の まみ 。 さら に 多く 
の 聴覚 障害 児 と その 家族 に 使用 
し て も ら え る よう 、StorySign は 
2019 年 か ら iOS 上 で も 動作 が 可 
本 に な り ま し た 。 


欧州 ろう 連合 の Mark Whitley 
事務 局長 は 次 の よう に 述べ て い 





ま の 。 IGG ま で GO クア ー ウ ェ キイ 
か ら の サポ ー ト は 、 聴 覚 障害 児 
と その 家族 に 本 当 に 良い 影響 を 
与え て くれ て いま す 。 現在 の パー 
トナ ー 関 係 を も と に 、 今 後 さ ら 
に 緊密 な 協力 を 重ね 、StorySign 
の 利用 を で きる だ け 多 く の 家 庭 
や コミ ュ ニ ティ に 広げ 、 よ り 多 く 
の 聴覚 障害 児 の 学習 と 読書 を 手 
助け する と いう 共通 の 願い を 実 
現す る た め に 努力 し て ゆき たい 
と 思い) あ まみ | 


デジタ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン 《⑳ 


SmartBus : ヨー ロッ パ の 青少年 の ネッ ト 適正 利用 を サポ ー ト 


デジ タル ・ ネ イ テ ィ ブ た ち に と っ 
て 、 イ ンタ ーネット は 切っ て も 切 
り 離 せな い 生 活 の 一 部 で す 。 ヨ ー 
ロッ パ に お ける イン ター ネッ ト の 
普及 率 は 約 90% で あり 、18 歳 未 
満 の 青少年 の うち 約 9,.000 万 人 が 
定期 的 に ネッ ト を 利用 し て いま す 。 
ネッ トワ ー ク は 彼ら に 多大 な 利益 
を も た ら す と 同時 に 、 目 に 見 えな 
い 危 険 も は らん で いま す 。 ネ ッ ト 
いじ め と 個人 情報 保護 が 彼ら の 
抱え る 2 つの 大 き な 問 題 で あり 、 
イン ター ネッ ト の 利用 時 間 が 長く 
な る ほど 問題 は 深刻 に な っ て いま 
9 の! デン クタ ルル ャ ネイ ティ イクッ たち 
に は ネッ ト の 適正 利用 に 関す る 安 
全 ガ イド ライ ン が 今 す ぐ 必 要 で あ 
り 、 彼 ら に 必要 な 知識 と スキ ル を 
身 に 付け させ て は じ め て 、 安 全 か 
つ 健 全 に ネッ ト の 世界 を 楽し ん で 
も ら う こと が で きる 」、 こ れ は す 
で に 保護 者 、 学 校 、 科 学 技術 業 
界 に と っ て の 共通 認識 と な っ て い 
ます 。 


この 問題 に 対応 する た め 、 
グー2 生 8 申 還 WV で 
供 の 権利 保護 と ネッ ト 安 全教 育 に 
関す る 団体 と 連携 し 、SmartBus 
プロ ジェ クト を 共同 で 運営 し て い 
ます 。SmartBus は Wi-Fi 環 境 を 備 
えた 移動 式 の デジ タル 教室 で あり 、 
11 歳 か ら 15 歳 まで の 子供 向け に 
イン タラ クティ ブ で 楽し い 学 習 環 
境 を 提供 し 、 双 方 向 型 の カリ キュ 
ラム や ゲー ム を 通じ て 教育 の 目的 
を 果たそ うと する も の で す 。 


現在 の ヨー ロッ パ の 青少年 が 直 
面 す る ネッ ト の 安全 利用 に 関す る 
問題 に 対応 する た め 、 プ ロジ ェ ク 
トチ ー ム は 11 歳 か ら 15 歳 まで の 
子供 向け に 、 ネ ッ ト い じ め と 個人 
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情報 保護 に つい て の カリ キュ ラム 
を 作成 し まし た 。 こ の カリ キュ ラ 
ム で は 、 ネ ッ ト 上 、 特 に SNS 上 
で 、 気 付か な いう ち に 個人 情報 
が 流出 し て いる 可能 性 に つい て 知 
る こと が で きま す 。 本 当 に あっ た 
事例 を 基 に 説明 を 行う た め 、 ネ ッ 
ト の 世界 の 真 偽 と 安全 に 関す る 
注意 事項 へ の 理解 が 深まり ます 。 
SmartBus で は さら に 、 ネ ッ ト い 
じ め へ の 適切 な 対応 、 助 け を 求 
め る 手段 な ど に 関す る 指導 に も 力 
を 入れ て いま す 。 


2019 年 10 月 以降 、SmartBus 
プロ ジェ クト は ベル ギー、 オ ラン 
タダ 、 ス ペイ ン 、 ポ ルト ガル で 相 次 
いで 始動 し まし た 。 現 在 、 フ ァ ー 
ウェ イ の SmartBus は すでに 79 都 
市 で 126 校 を 訪問 し 、20,000 人 
以上 の 生徒 、5.000 人 以上 の 保護 
者 と 教師 が 双方 向 型 学習 に 参加 し 
まし た 。 公平 な 教育 を 推進 する た 
め 、SmartBus は 特別 支援 学校 に 
対し て も 必要 な カリ キュ ラム 調整 


SmartBus で 安全 な ネッ ト 利 用 の た め の 知 識 を 学ぶ 生徒 た ち 


中 


を 行 つ た 上 で 授業 を 行っ て いま す 。 


子供 の 権利 保護 と ネッ ト 安 
全教 育 の 専門 家 で ある Janice 
Richardson 氏 は 次 の よう に 述べ 
て いま す 。「 私 た ち は 、SmartBus 
が 青少年 の 最も 重要 な ニー ズ に 
応え る こと が で きる よう 、 彼 ら の 
ネッ ト 行 動 に つい て 多く の 研究 を 
行っ て いま す 。 可能 な 限り 子供 た 
ち が 喜 ふ 方 法 で ネッ ト 安 全教 育 を 
行い 、SmartBus で の 活動 全体 を 
通じ て 、『 楽 し みな が ら 学 ぶ 』 こ 
と を 常に 大 事 に し て いま す 」。 


ヨー ロッ パ 大 陸 を 進む SmartBus 
と 共に 、 フ ァ ー ウ ェ イ は さら に 多 
く の 学 校 や 政府 と 協力 し 、 デ ジ タ 
ル ・ ネ イ テ ィ ブ た ち が ネ ッ ト 安 全 
の 知識 に よっ て 自ら の 身 を 守り 、 
より 安全 か つ 理 性 的 に ネッ ト の 世 
界 を 楽し むための 手助け を し て ゆ 
きま 9。 
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デジ タル の 未来 に 向け て 、ICT 人 材 エ コシ ステ ム を 継続 的 に 構築 


ICT は 知識 集積 型 の 産業 で あり 、 
人 的 資源 に 強く 依存 し て いま す 。 
ICT エ コシ ステ ム の 繁栄 が 続く 中 
で 、 人 材 不足 は さら に 深刻 に な っ 
て いま す 。2020 年 まで に 、 中 国 の 
ICT 分 野 の 人 材 不 足 は 1.246 万 人 
に 達し し この うち Al、 ク ラウ ドコ ン 
に の 2 ク し ルク デ テー クタ 
どの 新興 分 野 で の 不足 が 904 万 人 
を 占め る と 予測 され て いま す 。 


ICT アカ デミ ー : 世界 の より 多く 
の 人 に デジ タル テク ノロ ジー の 


ファ ー ウ ェ イ ICT アカ デミ ー は 
世界 中 の 大 学生 に ICT 技 術 を 伝 
える た め 、2013 年 に 設立 され ま 
し た だ 学生 は ファ ー ウ エイ の 認 
定 取 得 を 奨励 し 、 彼 ら が 現地 で 持 
来 の 需要 を 担う ICT 人 材 を 継続 
的 に 育成 する こと で 、 持 続 可能 か 
つ 良 好 な 人 材 エ コシ ステ ム を 作 
り 上 げ る こと を 期待 し て いま す 。 
ファ ー ウ ェ イ は 世界 各地 の 高等 
教育 機関 と 提携 し 、 常 に 探 界 と 実 
践 を 続け 、 業 界 の 発展 促進 を 目標 
と し 、 企 業 の ニー ズ に 沿っ た 、「 学 
習 - 認 定 - 就 職 」 の トー タル な 人 材 
サプライ チェ ー ン を 確立 させ ま 
だ 。 


2019 年 12 月 時 点 で 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ は 世界 72 の 国 と 地域 で 938 大 
学 と の 産学 連携 を 実施 し 、 教 材 開 
発 、 教 員 養 成 、 実 験 室 設立 、 学 生 認 
定 な どの サー ビス を 提供 し て お り 、 
2019 年 の 1 年 間 で 45,000 名 以上 
の 学生 を 育成 し まし た 。 


大 学生 を より ICT 分 野 に 足 を 踏 
み 入 れ や すく し 、 理 論 を 応用 し て 
実践 と イノ ベー ショ ン を 行え る 
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よう 、 フ ァ ー ウ ェ イ ば は 世界 の 大 学 
生 が 競技 と 交流 を 行う 国際 プラッ 
ト フ ォ ー ム と し て 、ICT 大 会 を 創 
設 し まし た 。2019 年 5 月 、 第 4 回 
ファ ー ウ ェ イ 1ICT 大 会 が 成功 裏 に 
幕 を 閉じ まし た 。 フ ァ ー ウ ェ イ と 
世界 の 1.600 を 超え る 大 学 が 共同 
で 開催 し た この 一 大 イベ ント に 
は 、61 か 国 か ら 10 万 人 以上 の 大 
学生 が 参加 し まし た 。 大 会 に 参加 
し た 大 学生 全員 に 無料 の カリ キュ 
ラム と 学習 資料 を 提供 し 、 オ ン ラ 
イン で の 学習 、 交 流 、 競 技 の 準備 
を 無料 で 行え る よう に し た ほか 、 
呪 技 成 績 の 優秀 な 選手 に は ファ ー 
ウェ イ で の イン ター ンシップ 、 就 
職 の 機会 も 提供 し まし た 。 


ファ ー ウ ェ イ の 認定 : 全面 的 な 人 
材 育 成 基準 を 制定 


ファ ー ウ ェ イ の 認定 シス テム に 
は 「ICT 技術 アー キテ クチ ャ 認定 」、 


ICT アカ デミ ー の 教師 が 学生 の 質問 に 答え る 


ファ ー ウ ェ イ が ITU 本 部 で 開催 し た Al 技術 研修 
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ドア ラウ ドッ ネー ム お より サー ビ 
ス 認 定 」、「 業 界 ICT 認 定 」 の 3 種類 
の 認定 が あり 、 ト ッ プ レベ ル の 人 
材 育成 シス テム と 認定 基準 を 世界 
に 向け て 継続 的 に 提供 する 取組 み 
人生 つ で いま う 。 


90E RU 2 の 
イ が 認定 し た ICT 人 材 は 累計 22 
0 昌 り 05 MG 
(ファ ー ウ ェ イ 認定 ICT 専 門 家 ) 
は 累計 11.000 人 以上 に 上 り ま す 。 
ファ ー ウ ェ イ は 世界 100 か 所 以上 
の 研修 パー トナ ー と 提携 し 、 世 界 
規模 で ICT 研 修 と 人 材 説 定 サー ビ 
ス を 提供 し て いま す 。2024 年 ま 
で に は 、 累 計 100 万 人 を 超え る ICT 
誌 定 人 材 を 産業 界 に 供給 する こと 
が で きる 予定 で す 。 


脆弱 な 環境 の 保護 


pg ドー 


人 類 の 生存 に 欠か せな い 水 、 空 気 、 土 壌 、 和 森林 な 
と の 自然 環境 は 破壊 され る 一 方 で あり 、 気 候 変動 、 
海面 上 昇 な ど は まさ に 今 、 人 類 と 地球 上 の すべ て の 
生き 物 の 生存 と 繁栄 を 脅かし つつ ある 問題 で す 。 環 
境 保護 団体 と の 協力 と 控 究 を 行う 中 で 、 私 た ち は 、 
人 類 が より 目 然 を 理解 し 保護 する た め に 、ICT 技 術 
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を 役立て られ る と 確信 し まし た 。 自 然 環境 の モニ タ 
リン グ か ら 絶 滅 危 恨 種 の 保護 に 至る まで 、 私 た ち は 

より 多く の 環境 保護 団体 や パー トナ ー と の 提携 を 模 

索 し な が ら 、 革 新 的 な ICT 技術 に よっ て 良好 な 生態 

環境 を より 適切 に 保護 お よび 維持 し 、 科 学 技術 の 力 
で 自然 を 守る ろう と し て いま す 。 


Al で 熱帯 雨林 を 守り 、 絶 滅 外 動物 を 保護 する 


コス タリ カ の 熱帯 雨林 で は 違 
法 伐採 が 横行 し 、 貴 重 な 原 始 林 
が か 宏 わ れれ ル る だ だ ゆけ で な く 、 ク モザ 
ル に 代表 され る 絶滅 危 恨 種 の 繁 
殖 と 生息 まで も が 脅かさ れ て い 
ます 。 ク モザ ル は 優れ た 種子 散 
布 者 で あり 、 コ スタ リカ の 熱帯 
雨林 の 生態 系 全体 を 維持 する 上 
で 重要 な 役割 を 担っ て いま す 。 


2019 年 か ら 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 熱 
融 雨 林 保 護 団体 RFCx (Rainforest 
Connection) と 密接 な 協力 活動 を 
展開 し 、 デー タ 収 集 設備 、 ス トレ ー 
ンー レベ メデ テリ ルン ント 
析 の 機能 を 備え た 革新 的 な ブラ ッ 
ト フ ォ ー ム を 開発 し 、 熱 淀 雨林 
の 違法 伐採 の 監視 と 防止 、 ク モ 
ザル な ど 絶 減 危 恨 動物 の 保護 を 
効果 的 に 行っ て いま す 。 


穫 三 タリ ンク ノン ペデ ム が チョー 
ンク ツー や ドラ ッ ク の 背 と いつ 6 罰 
法 伐採 の 異 音 を 検知 する と 、 た 
だ た ち に 違法 伐採 の 具体 的 な 位置 
を 現地 の 自然 保護 紀 に アブ プリ の 
ブッ シュ 通知 で 知ら せる こと で 、 





熱帯 雨林 で 設備 の 取付 け を 行う RFCx 発起 人 兼 CEEO の Topher White 氏 


迅速 な 取り 締まり が 行え る よう 

に な り ま し た 。 シ ステ ム 化 され 
た Al 技術 を 用 いる こと で 動物 の 
声 を 聞き 分 ける こと も で き 、 生 
物 学 者 に よる 研究 や クモ ザル な 
と 絶滅 危 恨 動物 の 救助 に も 効果 
を 発揮 し て いま す 。Al 技 術 の サ 
ボート に よっ て 、 遠 く 離 れ た 熱 
宙 雨 林 で 、 彼 ら の 愛す る 緑 の 土 
地 を 懸 舘 に 守 ろ うと する 目 然 保 
護 官 や 生物 学者 の 戦い は 、 も は 


や 孤 独 な も の で は な く な り ま し た 。 

ファ ー ウ ェ イ と RFCx の 提携 で 
は 、 す で に 10 か 国 の 熱帯 雨林 保 
護 活 動 に お いて この ソリ ュー ショ 
ン が 活用 され て お り 、 そ の 対象 
朝 囲 は 2020 年 末 ま で に 約 6,000 
平方 キロ メー トル の 熱帯 雨林 に 
広がる 予定 で す 。 
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東北 虎 和 国家 公園 : テク ノロ ジー で 生態 系 を 守り 、 ト ラ や ヒョウ の 家路 を 照らす 


中 国 に 現存 する 4 種類 の 野生 の 
トラ 亜 種 の うち 、 東 北 地方 に は ア 
ムー ルト ラ だ けが わずか な 数 の 
野生 の 群れ で 生息 し て いま す 。 こ 
の 絶滅 危 恨 種 を 効果 的 に 保護 す 
る た め 、2017 年 8 月 、 中 国 の 吉林 
省 、 黒 意 江 省 に また が る 地域 で 東 
北 虎 釣 国家 公園 モデ ル 事 業 が ス 
ター ト し まし た 。 総 計画 面積 は 1.46 
万 平方 キロ メー トル で 、 野 生 動物 
の 生息 地 を 科学 技術 に よっ て モ 
ニタ リン グ し 、 保 護 し よう と いう 
試み で す 。 


この た め 、 国 家 林 業 局 は 北京 師 
加 大 学 の 協力 を 得 て 東 北 虎 多 (C7 
バー ルド ラ ・ ア ムー ルビ ヒョウ ) モ 
ニタ リン グ ・ 研 究 セ ンタ ー を 設立 
し 、 通 信 ネ ットワーク 、 衛 星 リ モー 
ト セ ン シ ン グ と 無人 航空 機 、 ビ デ 
オ と 生態 系 要素 自動 収集 、 光 ファ 
イ バ ー 振 動 検知 と Al 認識 、 ビ ッ グ 
ポー ダマ イー ンク こと クラ ウド 
ン ピ ュ ー テ ィング な どの 最新 情 
報 技 術 を 駆使 し 、 全 域 を リア ル タ 
イム か つつ 高 効率 に カバ ー す る 、 地 
上 ・ 上 空 一 体型 の モニ タリ ング 
シス テム を 作り 上 げ ま し た 。 


2019 年 12 月 、 国 家 林 業 晶 原 局 
の 統括 と 手配 の 下 、 東 北 虎 釣 国家 
公園 の 5,000 平方 キロ メー トル に 
及ぶ トラ ・ ヒ ョ ウ 密 集 活動 エリ ア 
に 、「 東北 虎 釣 国 家 公 園地 上 ・ 上 
空 一 体型 モニ タリ ング シス テム 
セン ター モデ ル 拠 点 」 が 設立 され 
に 


ファ ー ウ ェ イ は 吉 視 伝 媒 (Jishi 
Media) と 共同 で 、 既 存 施設 で ある 
条 林 防火 浴 を 活用 し 、 国 家 公 園 の 





立地 に 合わ せ て 有線 と 無線 を 組 
み 合 わせ た 、 ブ ロー ドバンド ・ ナ 
ロー バン ドー 体型 の 通信 ネッ ト 
ワー ク を 建設 し まし た 。 低 コス ト 
で 広範 囲 を カバ ー で きる テレ ビ ・ 
ラジ オ 用 の 700MHz 周 波数 帯 を 
使用 し 、LTE 無 線 基 地 局 を 42 カ 
所 に 設置 し まし た 。 現 場 で の 実測 
に よる と 、1 つ の 基地 局 が 半径 
10km を カバ ー し 、 遮 蔽 物 が な い 
エリ ア で は 18km 先 まで 信号 が 到 
達し て いま す 。 国 家 公 園 モ ニタ リ 
ング ・ 研 究 セ ンタ ー は これ に 基 
づい て 、 各 種 動 植物 、 土 壌 、 水 質 、 
空気 、 防 火 ・ 盗 難 防止 な どの リア 
ル タ イ ム モ ニタ リン グ と 情報 報告 
の ま 260GR NN/ PC2RG 
自然 保護 官 が パト ロー ルル ー ト を 
その 場 で 確認 し た り 、 ビ デオ や 音 
声 通話 を 行っ た り 、 異 変 を リア ル 
タイ ム で 報告 し た りす る こと も 可 
本 で す 。 


2019 年 末 時 点 で 、 こ の モニ タリ 
ンク ンス チム ほす で アア ムー ルト 
ラ と アム ー ル ヒョウ の 活動 を 1.000 


東北 虎 釣 国家 公園 内 の LTE 基 地 局 


回 以上 、 ニ ニホン ジ カ な どの 野生 動 
物 の 活動 を 100 万 回 以上 捉え て 識 
別 す る と 同時 に 、 天 然 資 源 の モニ 
タリ ング 画像 撮影 も 行っ て いま す 。 


2020 年 末 ま で に 、 こ の シス テム 
の カバ ー 男 囲 を 東北 虎 多国 家 公 
園 全体 に 広げ 、「 資源 が 目 に 見 え 、 
人 上 員 管 理 も 良好 な 国家 公園 を 建 
設 す る 」 と いう 目標 を 実現 で きる 
見 込み で す 。 現 時 点 で も いく つか 
の 喜ば し い 発 見 が 報告 され て い 
ます 。 生 熊 学 者 が モデ ル 拠 点 内 の 
最初 の エリ ア で 行っ た 統計 に よっ つっ 
て 、 新 た に 繁殖 し た トラ の 子供 10 
頭 ヒョウ の 子供 6 頭 が 確認 され 
た の で す 。 ト ラ ・ ヒ ョ ウ の 数 が 人 徐々 
に 増え 始め た こと は 、 世 界 の トラ ・ 
ヒョウ 保護 事業 関係 者 に 自信 を 
CMDB の 6 


ツア ー ワ ウェ エイ とれ か ら や 国 
家 林 業 晶 原 局 東北 虎 交 モニ タリ 
ング ・ 研 究 セ ンタ ー と の 間 で 、 ビ 
デオ 画像 分 析 、 ビ ピッグ デー タ 解 析 、 
5G な ど 最 新 の ソリ ュー ショ ン の 


面 で 協力 を 続け 、 テ クノ ロジ ー で 
生態 系 を 守り 、 ト ラ ・ ヒ ョ ウ の 家 
路 を 照ら す 活動 を 続け る 予定 で 
す 。 ま た 同時 に 、 中 国 全 土 と 世界 


に LO 4 


2019 年 か ら 、 中 国 の 多く の 者 
市 で ご み の 分 別 政策 が 始ま り ま 
し た 。 ご み の 分 別 は 都市 環境 の 
改善 、 資 源 リ サイ クル の 促進 、 
国民 の モラ ル 向 上 に 役立ち 、 社会 、 
経済 、 エ コロ ジー の 面 で 大 き な 
メリ ッ ト が あり ます 。 た だ し ご み 
の 分 別 は 簡単 な こと で は な いた め 、 
科学 的 な 管理 を 強化 し 、 分 別 の 
習慣 づけ を 推進 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 上 海 で 条例 が 正式 に 公 
布 さ れ た 後 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 「 ス 
マー ドア ンス タン トド TODAY」 で 
は すぐ に ご み 分 別に 関す る トピ ッ 
ク を 公開 し 、 簡 単 で 分 か りや す 
い ご の み 分 別 方 法 を 1 億 人 の ユー 
天王 に 広め まし / た 。 


あ 7Ee アデ ター クキ イリ ポス マー ド 
フォ ン を か ざす だ け で ごみ の 種 
類 を 識別 で きる 新 製品 、Air Lens 
を いち 早く 発売 し まし た 。 識別 
率 も 高く 、 多 く の 都 市 の ご み 分 
別 基 準 に 対応 し て お り 、 位 置 情 
報 に 基づき 現在 地 の 都 市 の 基準 
に 上 自動 的 に 切り 替え られ る た め 、 
消費 者 は 都市 ご と の 基準 に 従っ 
て 正確 に 分 別 す る こと が で きま 
す 。Air Lens に よる ご み 分 別 は 
Mate30 シ リー ズ 発 表 会 の ライ ブ 
配信 で も 注目 を 集め 、 億 単位 の 
消費 者 に 対し ファ ー ウ ェ イ スマ ー 
ト フ ォ ン の Al に よる ご み 識 別 能 
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中 の 国立 公園 お よび 自然 保護 区 
の スマ ー ト 化 に 役立つ 情報 を 提 
供し て ゆき ます 。 よ り 多 く の パ ー 
トナ ー に 活動 に 胃 わ っ て も らい 、 


力 を 合わ せ て テク ノロ ジー に よっ 
て 野生 動物 の 生息 地 を 保護 し 、 人 
と 自然 と の 共生 を 実現 する こと 
が 私 た ちの 願い で す 。 


ファ ー ウ ェ イ の 「 ス マー ト ア シス タン ト -TODAY」 と Air Lens : AI で 簡単 に ご み を 分 別 





力 を アビ ピー ル し 、 環 境 意識 を 高 
め る と と に つなが り ま し た 。 また 
ファ ー ウ ェ イ が 4 都市 で 開催 し た 
「DigiX デ ジタル ライ フフ ェ ス ティ 
バル 」 で は 、3,000 万 人 が Al に よ 
る ご み 分 別 を 実際 に 体験 し まし 
た 。 既存 の 視覚 系 ご み 分 別 アプ 
リ と 比べ て 、Air Lens は か ざす だ 
け で 済む の で 使い や すく 、 識 別 
も より 正確 で す 。2019 年 度 中 国 
イノ ベー ショ ン 製 品 アワ ー ド (Inno 
Awards) に お いて 、Air Lens は 
最 先端 探究 力 ラ ン キ ング 入賞 を 
果たし まし た 。 


アー ウエ イル は テクノ シー 
の 力 で 人 々 の 暮らし を 便利 に し 、 
「 ア プリ ケー ショ ン で 価値 を 創造 
する 」 と いう 社会 的 使命 と 責任 
感 を 体現 し て いま す 。 そ し て 消 
費 者 と 共に 環境 保護 に 取り 組み 、 
さら に 素晴らし い デ ジタル ライ 
ツ グ 各 送る と と か で きま る の よう 労力 
を 続け ます 。 
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健康 福祉 の 促進 


1 
代 を 開く も の で す 。 よ り 安 価 で 、 よ り 普 遍 的 か つ 
アク ヤメ し ゃ すい ヘル スケ ゲリー ピス が あれ 
ば 、 人 々 は 病気 を 早期 に 発見 、 予 防 し 、 に は 
健康 上 の 問題 を 改善 で きま す 。 平等 で 質 ee 
療 に 守ら れる こと で 、 人 々 は より 便利 に 医療 リソー 


TrackAl : 診断 を 受け られ な い 視 覚 障害 


ス に アク セス で き 、 健 康 で 豊か な 生活 を 実現 で き 
る ぐ ぐし よう 。 ノア ー ウ エイ は デン クタ リル テ ク ノ ツー 
を 通し て 各 関 係 者 と 協力 し 、 よ り 活 力 に 満ち た 健 
全 な 社会 を 共に 作り 、 あ ら ゆ る 人 が 健康 福祉 の 恩 
恵 を 受け られ る よう 取組 み を 進め て いま す 。 


児 を この 世 か ら な くし た い 


小児 科 は 「 沈 昧 の 科 」 と も 呼 
ば れ 、 乳 幼児 の 先天 性 眼 疾 患 は 
「 沈 詩 の 科 」 の 中 で も 特に 難題 と 
され ます 。 子供 た ち は 通 常 、 泣 
き 叫 ん で 上 自分 の 不快 症状 を 伝え 
る こと は あり ませ ん 。 こ の た め 、 
ee の 眼 疾患 は 診断 の 難易 度 

高く な り ま す 。 し か し この 病 
気 ( ei 
0 の 


世界 保健 機関 の 推計 に よる と 、 
世界 に は 1.900 万 人 の 視力 障害 
児 が 存在 し ます が 、 適 切な 時 期 
に 治療 を 受け れ ば 、 そ の 70% て 
80% は 予防 が 可能 だ と 言わ れ て 
いま す 。 大 多数 の 眼 疾患 は 生後 
5 年 以内 に 発症 し ます が 、 両 親 に 
必要 な 知識 や 意識 が 欠け て いる 
な ど で 最 適 な 診断 時 期 を 逃し て 
し まう 子供 が 多く 、 早 期 に 治療 
が 受け られ た 子供 は 全体 の 3 分 の 
1 に 過ぎ ませ ん 。 


現 段 階 で 、 小 児 の 眼 疾患 検査 
は 主 に 眼科 専門 医 が 指 や 道具 を 
動か し て 子供 の 注意 を 引き 付け 、 
眼球 の 反応 を 観察 する こと で 行 
う 判 断 に 頼っ て いま す 。 し か し 、 
開発 途上 国 の 中 に は 眼科 専門 医 
が 著しく 不足 し て いる 国 が あり 





に は 厳格 な 
Ph 
Ph 
資格 を 持た な いた め 、 有 眼科 専門 
医 の 元 へ 転院 が 必要 と な っ た 場合 、 
最長 で 3 か 月 か ら 半 年 の 予約 待ち 
MS 


に 本 Rh 
専門 医 制 度 が あ 


小児 眼科 の 「 受 診 し に くく 、 
診断 も 難し い 」 問題 に 対応 し 
よう と 、 ス ペイ ン の 医療 研究 機 
関 IS Aragon と 、 創 業 間 も な い 
DIVE Medical 社 は 5 年 を 費やし 
て 新しい 医療 設備 の 開発 に 取り 
組み 、 生 後 6 か 月 か ら の 乳幼児 に 
も 使え る 、 自 動 的 で 迅速 か つ 正 
確 な 視覚 機能 検査 の 提供 を 目指 
し て くい ます 


2019 年 の 初め 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ は スマ ー ト ・ デ バイ ス と Al 技 
術 を 利用 し て 、 よ り 多 く の 子 供 


た ち を 眼 疾患 か ら 救う た め 
Aragon お よび DIVE Medical と 共 
同 で TrackAl プロ ジェ クト を 立ち 
の 3S の りり 


TrackAI 検 査 シ ステ ム は DIVE 
(Device for an Integral Visual 
2 が 
PB30 シ リー ズ の スマ ー ト フォ ン 、 
Matebook E の ディ スプ ブレ イ で 構 
成 さ れ て いま す 。 デ ィ ス プレ イ 
を 通じ て 視覚 刺激 を 与え 、 視 標 
追跡 装置 を 使用 し て 子供 の 眼球 
連動 の 軌跡 を 追跡 する こと で 、 
正常 な 子供 と 眼 疾 患 の ある 子供 
の 違い を 学習 し ます 。 検査 中 、 
患者 が Matebook E の ディ スプ レ 
イ に 表示 され る 刺激 信号 を 見 る 
だ け で 、DIVE は 眼球 の 移動 軌 距 


Examination)、 


と 反応 を ! (402 10NI こ 追 跡 し 
人 ー タ を スマ ー ト フォ 
ン に 送信 本 


最後 に ファ ー ウ ェ イ P30 で 事 
前 トレ ー ニ ング 時 の デー タモ デ 
ル を 運用 し て 分 析 を 行い 、 患 者 
を 健常 児 と 視覚 障害 児 に 分 類 
ます 。 大 多数 の 標準 的 な テク ノ 
ロジ ー と 同様 、 現 在 の TrackAl は 
まだ 眼科 医 が 検査 を 行わ な けれ 
ば な り ま せん 。 こ れ は 、 検査 結 
果 の 解読 は 専門 家 が 行わ な けれ 
ば な ら な いか ら で す 。 AI が 判定 
を 補助 する こと で 、 小 児 眼科 専 
門 医 で な く て も より 容易 に 視覚 
評価 結果 を 解読 し 、 視 力 に 問題 
の ある 子供 を 効果 的 に 見 つけ る 
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こと が で きる よう に な り ま す 。 


DIVE Medical の 共同 創設 者 で 
ある Victoria Pueyo 氏 は 次 の よう 
に 述べ て いま す 。「 研 究 者 と し て 、 
テク ノロ ジー 企業 か ら の サポ ー 
ト は 必要 で す 。 ファー ウェ イ の 
協力 の お か げ で DIVE の 影響 力 は 
グロ ー バ ル な も の に な り 、 世 界 
の あら ゆる 場所 に 技術 を 届け る 
こと が で きる よう に な り ま す 」。 


現在 、TrackAl は 中 国 、 ス ペイ 
2 ペド トナ ム 、 グ キン ノコ 、 和 マラ 


ア の 複数 の 医療 機関 で AlI ア ルコ 
リズ ム の トレ ー ニ ング に 必要 な 
デー タ の 収集 を 行っ て お り 、 視 
覚 障 害 児 2.000 人 の 眼球 デー タ 収 
集 を 終え て いま す 。 継続 的 な デー 
タ 収 集 と 機械 の 学習 モデ ル 調 整 
を 行う こと で 、 研 究 機関 は より 
正確 な モデ ル を 入手 する こと が 
可能 に な り ま す 。 


TrackAl の 進む 道のり は まだ 長 
い の で す が 、「 診 断 を 受け られ な 
い 視 覚 障害 児 が いな い 」 世界 は 
徐々 に 近づい て き て いま す 。 


PocketVision : ロー ビジ ョ ン の 人 々 が クリ ア な 「 視 」 界 を 取り 戻す た め に 


私 た ちの 周り に は ロー ビジ ョ ン 
と 呼ば れる 視力 の 弱い 人 た ち が 多 
く 存 在 し 、 彼 ら の 見 る 世界 は 私 た 
ちと まったく 異な り ま す 。 色 と り 
ど とり の 世界 も 彼ら の 目 に は 黒 、 白 、 
黄 、 灰 な どい くつ か の 単調 な 色 し 
か 映ら な いこ と が 多く 、 仕 事 や 生 
活 の 上 で と て も 不便 で す 。 こ の よ 
うな ロー ビジ ョ ン の 人 は 通常 、 視 
覚 補 助 具 と 呼ば れる 補助 ツー ル を 
使用 し な けれ ば 日 常 的 に 文字 を 読 
むこ と が で きま せん 。 し か し 、 徒 
来 の 高級 な 電子 視覚 補助 具 は 高価 
な た め 、 購 入 に 二の足 を 踏む 人 も 
多く いま す 。 





HUAWEI Kirin チ ッ プ セッ ト の 
強力 な Al 計算 能力 と 、HUAWEI 
IAIEー ラ アン ノラ ラッ ト ア フォ オーム の 
提供 する 文字 認識 お よび 音声 変換 
能力 を ベー ス に 、 杭 州 小 六 境 培 公 
司 (Eyecoming) が 開発 し た ロー 
ビジ ョ ン 補 助 用 アプ リ ケ ー シ ョ 
ン 、PocketVision が ファ ー ウ ェ イ 
AppGallery に 登場 し まし た 。 こ の 
アブ プリ に は 6 種類 の 読み 上 げ モ ー 
ド と テキ スト 音声 ブロ ー ド キャ ス 
ト 機能 が あり 、 ロ ー ビ ジ ョ ン の 人 
が 自身 の 見 え 方 に 応じ て 選択 で き 
る 上 、 ネ ットワーク 状態 に も 左右 
され ませ ん 。 文字 認識 拡大 と 音声 


PocketVision を 使っ て 文章 の 内 容 を 読む ロー ビジ ョ ン の 人 


ブロ ー ド キャ スト 機能 を 実現 し た 
CO 帳 四 ンコ ョ の 0 ロー クー 
は 聴覚 と 視覚 の 両方 か ら ア シス ト 
を 受け 、 よ り 明 確 な 情報 を 得る こ 
と が で きま す 。 


多く の 人 の 役に立つ 、 温 か み の 
ある テク ノロ ジー を 目指 す 私 た ち 
が 、 努 力 の 歩み を 止め る こと は あ 
り ま せん 。 パ ー ト ナー と 共に 、 よ 
り 多 く の 人 、 家 庭 、 組 織 に デジ タ 
ル 化 の 素晴らし さ を 届 け 、 特 別 な 
人 を 特別 で は な くし 、 普 通 の 人 を 
普通 で は な くす る こと が 私 た ちの 
願い で す 。 
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国家 リモ ー ト 医療 セン ター : 医療 を より スピ ー デ ィ ー に 、 よ り 温 か く 


世界 で は 医療 リソー ス の 配置 が 
不 均衡 な た め 、 農 村 な どの 辺 地 に 
住む 一 般 の 人 々 は 医療 機関 を 受診 
する こと が 難し く 、 重 病 の 場合 は 
は る ば る 都市 の 大 病院 まで 行か な 
けれ ば な り ま せん 。 広い 面積 に 多 
く の 人 口 を 抱え る 河南 省 も 例外 で 
は な く 、 質 の 高い 医療 リソー スズ の 大 
部 分 は 大 都市 に 集中 し て お り 、 県 、 
卿 な どの 辺 地 で は 医療 リソー ス が 
非常 に 乏しく 、 省 都 の 大 病院 の よ 

うな 診療 や サー ビス を 受け る こと 
は 困難 で す 


ファ ー ウ ェ イ は リモ ー ト 医療 の 
分 野 で 豊富 な ソリ ュー ショ ン と 成熟 
し た アプ リケーション を 鞭 積 し て 
きま し た 。 高 解像度 の ビデ オ 会 議 
シス テム を ベー ス と し て 、2011 年 に 
は 早く も 河南 移動 (China Mobile 
Group Henan) な どの パー トナ ー 
企業 と 共に 、 州 大 学 第 一 附属 病 
院 と 提携 し て リモ ー ト 医療 プラ ッ ト 
フォ ー ム お よび 医療 ビッ グ デ ー タ ・ 
ジョ イン トイ ノ ベ ー シ ョ ン セ ンタ ー 
を 設立 し 、 リ モー ト 医 療 シ ステ ム を 
支え る た め の ICT イ ン フ ラ を 構築 し 
で きま し た 。 


現在 、 箇 州 大 学 第 一 附属 病院 
に ある 国家 リモ ー ト 医療 セン ター は 、 
河南 省 全体 を 対象 還 囲 と する リ 
モー ト 医 療 シ ステ ム に より 、 時 間 
的 ・ 地 理 的 な 制約 を な くし 、 辺 地 
の 一 般 市 民 が 目 宅 で 省 都 の 専門 
医 に よる 診療 を 受け る こと が 可能 
に な り ま し た 。 


目 宅 で 名 医 の 診察 を 農村 地域 で も 
省 級 医療 機関 レベ ル の 医療 が 可 


能 に 


河南 省 で は リモ ー ト 診療 に より 、 





ea 
、 一 般 の 患者 は 地域 医療 で 対応 
aiaiPefiie 
療 機関 が 受け 持つ て いま す 。 こ れ 
は 中 国政 府 が 提唱 する 「 軽 い 病気 
は 地元 で 治療 、 難 病 ・ 重 病 は 大 病 
院 で 治療 」 と いう レベ ル 別 医療 シ 
ステ ム を 真 に 実現 し た も の で 、 優 
れ た 医療 サー ビス リソー ス を 広範 
囲 に 行き 渡ら せる こと に 成功 し て 
いま み 


2018 年 、 国 家 リ モー ト 医 療 セ ン 
ター が 箇 州 大 学 第 一 附属 病院 内 
に 正式 に オー プン し 、 中 国 全 土 お 
よび 海外 に 向け て 定常 的 な リモ ー 
ト 医 療 サ ービス を 提供 し て いま す 
対象 男 囲 は 河南 省 内 の 500 以 上 の 
医療 機関 、 省 外 の 900 以 上 の 医療 
機関 の ほか 、 ア フリ カ の ザン ビズ 
モロ ッ コ な どの 国 に も 及 ん で いま す 。 
現在 、 こ の ブ プラット フォ ー ム で の 年 
間 オ ン ラ イン 診療 件 数 は 4 万 件 を 
超え 、 心 電 較 、 病 理 検査 、 画 像 診 
断 な どの 専門 科 診 断 数 は 50 万 件 以 
上 、 年 間 の リモ ー ト 授業 数 は 300 
回 以上 、 そ の 思 恵 を 受け た 医療 従 
事 者 は 50 万 人 を 超え て いま す 。 


ヘル スケ ア に 国境 は な い リモ ー 
ト 医療 の 思 恵 は アフ リカ に も 


2018 年 か ら 、 功 州 大 学 第 一 附 
属 病院 国家 リモ ー ト 医療 セン ター は 
一 帯 一 路 」 経 済 圏 の 参加 国 に 対 
する 日 常 的 な 国際 リモ ー ト 医療 サー 
ビス お よび リモ ー ト 医療 研修 を 提 
供し 、「 国 際 - 中 国 国内 - 省 - 市 - 県 
- 郷 - 村 」 と いう 7 段階 の 医療 サー 
ビス シス テム を 確立 する と と も に 、 
中 国 全 土 、 さ ら に は 全 世 界 を 対象 
と し た 総合 サー ビス プラ ッ ト フ ォ ー 
ム 構 築 の 計画 を すでに 開始 し て い 
ます 。 


河南 国家 リモ ー ト 医療 セン ター 
の 完成 後 、10 か 国 以上 の 国 か ら 多 
数 の 医療 従事 者 が 同 セ ンタ ー で の 
リモ ー ト 医療 研修 に 参加 し まし た 。 
2019 年 8 月 に は 、 モ ロッ コ か ら だ 
け で も 30 名 以上 の 医師 、 看 護 師 、 
技術 者 な ど が 、2 週 間 の リモ ー ト 医 
療 専門 研修 を 受講 じ て い ます 。 


や mm 
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バラ ンス の と れ た 発展 の 推進 


現在 、ICT 技術 は すでに 各 業 界 の デジ タル 化 、 
スマ ー ト 化 、 な ら び に 地域 経済 の 包括 的 な 成長 を 
促進 させ る 重要 な 原動力 と な っ て いま す 。 し か し 、 
それ ぞ れ の 各国 ・ 各 地域 間 、 各 業界 間 に は 依然 と 
し て 大 き な デ ジタル ・ デ バイ ド が 存在 し ます 。 ファ ー 
ウェ イ は それ ぞ れ の 応用 シー ン 、 特 に 相対 的 に 開 


発 が 遅 れ て いる 地域 や 業界 に 合わ せ 、 手 が 届き や 
すく 使い や すい デジ タル テク ノロ ジー を 提供 し 、 
多 方 面 と 協力 し 共に 努力 する こと で 、 業 界 、 企 業 、 
地域 、 人 々 の 間 に 存 在 す る 格差 を 解消 し 、 デ ジ タ 
ルリ ソー ス の 平等 な 利用 と あら ゆる 人 へ の テク ノ 
ロジ ー の 思 恵 を 実現 し ます 。 


Mobile Money 当座 貸越 ソリ ュー ショ ン で ケニア の 金融 イノ ベー ショ ン を 支援 


ケニア の 通信 事業 者 Safaricom 
の M-PESA は 世界 の モバ イル 決済 
事業 運営 に お ける 成功 の モデ ルケ ー 
ス と 言え る で し ょ う 。 誕生 か ら 10 
年 が 経っ た 今 で は ケニア の 成人 の 
95% が 利用 する まで に な り 、 年 間 
GDP の 40% は M-PESA で 決済 さ 
れ 、M-PESA か ら 生 み 出 され て い 
ます 。 し か し M-PESA も 、 ユ ー ザ ー 
数 が 頭打ち で ある こと 、 事 業 の 種 
類 が 1 つ だ け で ある こと 、 ユ ー ザ ー 
の 残高 不足 で 決済 が エラ ー と な る 
確率 が 高い こと な どの 問題 に 直面 
し CE 


2019 年 の 初め 、Safaricom は 
ファ ー ウ ェ イ の Mobile Money ソ 
リュ ーション を ベー ス に 、 新 た な 金 
融 サ ービス 事業 「Fuliza」 を 開始 し 
まし た 。 それ し より ヨー ザー は 借入 
れ を 行っ て M-PESA 上 で の 決済 を 
完了 する こと が で きる よう に な り 、 
2.600 万 人 の M-PESA ユー ザー が 
抱え て いた 、 残高 不足 で 決済 が 人 行 
えな い 問 題 が 解消 し まし た 。 この 
事業 は 2019 年 1 月 に スタ ー ト し 、 初 
月 の 取引 額 は 62 億 ケニア ・ シ リン グ 
( 約 6,200 万 米ドル に 相当 ) に 達し ま 
し た 。 Fuliza の 誕生 か ら 6 か 月 後に 
は 、 直接 利用 者 数 は 1400 万 人 に 





達し 、 月 間 ア クティ ブユ ー ザ ー 数 は 
100 万 人 を 超え て いま す この モバ 
イル 決済 (M-PESA) は 光熱 費 の 支 
払い 、 学 費 の 支払 い 、 家族 へ の 送 
金 や ショ ッ ピ ング な どの 、 基 本 的 な 
日 常 の 金融 活動 の すべ て に 使う こ 
と が で きま す 。 この 新 サ ービス 導入 
で Safaricom に は 新た な 事業 収入 
が 生ま れ 、 顧客 満足 度 も 大 きく 向 
の に Sa 


Fuliza は 個人 ユー ザー と 中 小 企 
業 向 け の 当座 貸越 サー ビス で す 
この サー ビス は 次 の よう な 場面 で 
使わ れ て いま す 。 


銀行 口座 を 持た な い 個 人 向け に 
信用 貸付 サー ビス を 提供 


アタ ム の 候 子 は 成績 優秀 で 、 最近 
市 内 の 高校 に 合格 し まし た が 、 学 費 
と 教科 書 代 が 家計 か ら 拉 出 で きま 
せん で し た 。 学校 の 窓口 で 、 アダ ム 
は M-PESA で 支払 お うと し まし た が 、 
ウォ レッ ト の 残高 が 200 シ リン グ 不 
足し て いる と 表示 され まし た 。 従来 
で あれ ば 、 支 払い は で きま せん 。 し 
か し 今 は Fuliza が あり ます 。 アダ タム 
は あら か じ め 申 込み を 行い 、1.000 
シリ ング 分 の 当座 貸越 サー ビス を 
有効 に に て お いた の で 、 すぐ に 支払 
い を 完了 する こと が で きま し た 。 


29 リ ーーーーー 
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中 小 企業 へ の 信用 貸付 が 簡単 に 


雑貨 店 を 営む ファ ティ マ は 、 開 
業 以来 すっ と 銀行 か ら の 融資 に よっ 
て 売上 の 増加 を 維持 し て きま し た 。 
し か し 、 融資 の プロ セス は 時 間 が 
か か る 上 に 複雑 で す 。 毎回 の 融資 

と に 申込 み を 行い 、 使 用 目的 を 
明らか に し な けれ ば な り ま せん 。 そ 
の 後 銀行 の 審査 が あり 、 長 い 時 間 


LO 4 


これ まで の 鉱山 で は 、 鉱 山 労働 
者 は 強烈 な 日 差し の 下 で 汗 を 流し 
な が ら 働 く 必要 が ある だ け で な く 、 
様々 な 突発 的 な 危 陣 に も さら され 
て きま し た 。 鉱 山 の 地 質 状 況 は 複 
答 で 、 採 掘 跡 の 崩落 や 、 沙 石 、 粉 塵 
な どの 危険 が 常に つき まとい ます 。 
ー 部 の 鉱山 で は 、 事 故 防止 と 効率 
向上 の た め 、 試 験 的 に トロ ッ コ の 
速 隔 操 作 に よる 採掘 が 行わ れ た こ 
と が あり まし た 。 し か し 、 こ の 採掘 
方 法 は ネッ トワ ー ク 伝送 速度 が 遅 
く 、 遠 隔 操 作 時 の タイ ムラ グ が 深 
刻 で 、 現 場 作業 の 効率 性 と 安全 性 
を 保 生 で きま せん で し た 。 人 々 に 
希望 の 光 を も た らし た の が 5G 通 
信 技 術 で す 。 


手 作 業 で の 採掘 か ら 隔 運転 
を 経て 、 現 在 の 5G ス マー ト 鈴 山 
に 至っ た こと で 、 立 ち 遅 れ て い 
た 鉱山 採掘 も デジ タル 化 の 時 代 
に 入り まし た 。 洛 銅 集団 (China 
Molybdenum) は ファ ー ウ ェ イ お よ 
び 中 国 移動 (China Mobile) と 提携 
し 、 5 イノ フラ ネイ ツ トド ワーク に 
よる 高速 伝送 を 利用 し 、 露 天 鉱 山 
に 全天候 型 の 、 鉱 山 全体 ・ 全 プロ 
セス を カバ ー す る 安全 監視 シス テ 
ム を 設置 し まし た 。 


を か け て や っ と 入金 され ます ,。 も っ 
と 柔軟 で 手軽 な 融資 の 方 法 は な い 
かど プア デ イマ は 考え て いし 肖 し た 。 


Fuliza 当座 貸越 サー ビス に よっ て 
ファ ティ マ の よう な 小 規模 の ビジ ネ 
ス オ ー ナ ー は より 簡単 に 、 よ り 便 利 
に 融資 を 受け る こと が 可能 に な り 
まし た 。 瞬時 に 入金 され る だ け で 
な く 、 限度 梓 も 有効 期間 内 な ら 繰 


5G 無 人 スマ ー ト 鉱山 が 鉱業 全体 を 変え る 


り 返し 使う こと が で きま す 。 さら に 
Fuliza に は 無利息 期間 が 設定 され 
て お り 、 無 利息 期間 を 過ぎ る と 利 
息 が 日 割り 計算 され ます 。 約定 期 
間 内 に 返済 すれ ば 延滞 利息 は 発生 
し ませ ん 。 この 新た な 金融 サー ビ 
ス は 、 現 地 の 経 済 発展 を 促進 し 、 
人 々 の 暮らし を より 便利 に する 、 プ 
ラス の 作用 を 果たし て いま す 。 





洛 但 鈴 山 で 5G を 利用 し た 採掘 機 の 遠 隔 運 転 を 行う 労働 者 


鉱山 の 作業 車両 の セン サー と 制 
件 装 置 は 5G 高 速 ネ ットワーク で 
つなが っ て お り 、 セ ン サ ー が 現場 
環境 や 設備 状態 の 情報 を リア ル タ 
イム で 制御 室 に 送信 し ます 。 ド ラ 
イ バ ー は 広々 と し て 明る い 制 御 セ 
ンタ ー で 椅子 に 座っ た まま 、 鉱 山 
全体 を リモ ー ト 監視 で きま す 。 ド 
ライ バー の 座席 の 前 に ある 3 枚 の 
スク リー ン に は 、 左 か ら 右 に それ 
ぞ れ 採掘 機 の ロボ ッ ト ア ー ム の 近 
景 、 ド ライ バー の 視点 か ら の 中 景 、 
採掘 機 と その 周辺 環境 の 全景 が 映 
Ei ドラ イ バ パー は これ 

画像 を 通じ て 、 鉱 山 の 現場 状 
5s ee く 把 握 で きる よう 

こ な り 、 タ イム ラグ も ほとん と ど 感 
Pe 


この 鉱山 は 中 国 初 の 無人 鉱山 で 
ある だ け で な く 、 鉱 業 全 体 の あり 
方 を 変え つつ ある 存在 で す 。 河 南 


忠 新 久 能 機械 有限 公司 の COO と 
5G 無 人 スマ ー ト 鉱山 の 設計 責任 
者 を 務め る 楊 輝 氏 は 次 の よう に 説 
明 し て いま す 。「 私 た ちの 採掘 運搬 
事業 に は 、 現 時 点 で 純 電気 の 無人 
連 転 車 40 台 が 使わ れ て お り 、 そ の 
うち 30 台 が 運搬 車 で 、 ス ピー ド は 
時 速 15km か ら 時 速 30km に まで 
上 昇 し まし た 。 全般 的 な 運用 効率 
は 大 幅 に 向上 し 、 生 産 効率 は 総 じ 
て 約 30% 上昇 し まし た 。 年 間 の 人 
件 費 削 減額 は 約 1.200 万 元 に 達し 
の あの 


4G は 暮らし を 変え 、5G は 社会 

を 変え ます 。 鉱 山 労働 者 ! EE 
5G の お か げ で 空調 の 効い た 部 
で 椅子 に 座 販 inyeiwuieoyn 
する こと が 可能 に な り 、 業 務 上 の 
安全 が 保障 され た だ け で な く 、 採 
掘 効 率 も 大 幅 に 向上 し 、 家 族 も 心 
か ら 安 心 で きる よう に な り ま し た 。 


デジ タル ・ イ ンク ルー ジョ ン 《⑳ 


大 鉱 の 頭脳 : 炭鉱 の 運営 を よ とり ス マー ト に 、 よ り 安 全 に 、 よ り 効 率 的 に 


石 談 産業 は 中 国 に と っ て 重要 
還 ギ 王 寿 業 で きす 。 と く の 
炭鉱 に と つっ て は 、 生 産 効率 の 向 
上 だ け で な く 、 生 産 の 安全 確保 
も 重要 な 運営 目標 と な つて いま 
す 。 塊 内 で は どん な に 小さ な ミ 
ス で あっ て も 、 思 わ ぬ 事態 に つ 
な が る 可能 性 が あり ます 。 現在 、 
中 国 で は 5,800 カ 所 以上 の 炭鉱 で 、 
Al に よる 自動 化 、 ス マー ト 化 が 
急 ビ ピッ チ で 進め られ て お り 、 炭 
狼 は これ まで と は 違う 道 を 歩み 
始め て いま す 。 


精 央 数 名 、 中 国 燥 大 科 学研 
究 総 院 は ファ ー ウ ェ イ と 共同 で 
「Mine Brain (炭鉱 の 頭脳 )」 ソ 
リュ ーション を 開発 し まし た 。 こ 
の ノリ ョ ヨー ンション で アー クエ 
イ の 一 体型 イン テリ ジェ ント エッ 
ジ で ある FusionCube が 強力 な 基 
首 計 算 能 力 の 提供 と 管理 支援 を 
行い 、 精 英 数 智 の アル ゴリ ズム 
能力 が Al モデ ル 、 予 測 警 告 ア ル 
コリ 、 エキス ハー トモ テル 
を 提供 し て いま す 。 


危険 な 場所 で 、Mine Brain は 
人 に 代わ っ て 単調 な 作業 を 繰り 
返し 行い ます 。 例 えば ビジ ュ ア 
ル テ ク ノロ ジー を 利用 し た スク 
レー パー コン ベ ヤ の 監視 な どの 
ほか 、 人 が コン ベ ヤ に 座っ て い 
る 、 索道 の ゴン ドラ を 追っ て いる 、 
ヘル メッ ト を 着用 し て いな いな 
どの 安全 違反 行為 を 検出 し て 現 
場 モ ニタ リン グ シ ステ ム 上 に 管 
告 表 示 を 出し 、 ソ フト ウェ ア で 
記録 し て 安全 評価 に 用 いる こと 
な ど が 可能 で す 。 





Mine Brain は 監督 者 、 保 安 員 
の 事故 防止 に も 役立っ て いま す 。 
生産 の 連続 性 に 影響 する 異常 状 
態 を 検出 し て 早期 に 警告 し 、 大 
狼 の 有効 工数 を 10% 向上 させ た 
ほか 、 炭 鉱 管理 者 が 職務 か ら 解 
放さ れ 、 工 程 の 最適 化 に より 多 
く の 労 力 を 割 け る よう に な り ま 
し た 。 ま た 、 炭 鉱 の 連続 生産 能 
力 を 向上 させ る こと で 直接 的 な 
経済 効果 が 生ま れ 、 年 間 生 産 量 
100 万 トン クラ ス の 炭鉱 で あっ て 
も 3.000 万 人 民 元 以上 の 収益 を 上 
げ る こと が 可能 に な り ま し た 。 


現 在 、Mine Brain は 山西 省 、 
内 モン ゴル 自治 区 、 了 西 省 な ど 
の 多数 の 炭鉱 で 実際 に 使用 され 、 
所 内 水 探査 作業 、 ガ ス 抽 出 作業 


「 セ 


な ど に つい て 、 塊 内 で の 検証 か 
ら 志 外 で の 検証 方 式 へ の 変更 が 
可能 に な り 、 炭 鉱 の 生産 効率 を 
劇 的 に 向上 させ まし た 。 同時 に 
作業 と 施工 の コン プラ イア ンス 
を リモ ー ト で 監視 し 、 自 動 的 に 
判断 と 警 樹 を 行う こと で 、 炭 鉱 
の 安全 性 を 強固 に 保証 し て いま 
す 。 今 や 、 炭 鉱 企業 に これ まで 
の よう な 粉塵 が 舞う 光景 は も う 
あり ませ ん 。 密閉 型 コ ン ベ ヤ に 
よる 石炭 運搬 、 洗 大 ブ ラン ト へ 
の 直接 搬入 を 採用 する こと で 、 
石炭 が 地面 に 落ち て いる こと も 
な く な り 、 炭 鉱 は 緑 あ ふれ る ク 
リー ン な 環境 と いう 新た な 姿 を 
見 せ て いま す 。 
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ICT 技 術 の 発展 と 応用 の 恩恵 を 
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を 講じ て 、 自 国 の 重要 な イン フラ を サイ バ 

或 か ら 守 り 、 国 際 間 信 ? 
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各国 は どの よう に し て 
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サス テ ナ ビ リティ の 背景 


デジ タル テク ノロ ジー の 急速 な 発展 は 、 サイ バー・ 
セキ ュ リ ティ に お ける 数 多く の 課題 と 機会 を も た 
らし まし た 。 各 半 界 の テン シタ クル ・ ド ラン スラ フォ オー メー 
ショ ン の 過程 で は 、 ク ラウ ドコ ン ピ ュ ー テ ィング 、 
ビッ クチ テー ク 、96、 loT AIC こ の デ ク ノ ロン ー 
が 広く 用 いら れ 、 ビ ジネス エコ シス テム は より オー 
プン に な り 、 新規 事業 展開 は より スピ ー ド アッ プ し 、 
ソリ ュー ショ ン は より 多様 化し て いま す 。 これら 
の イノ ベー ショ ン は 私 た ち に 機会 や メリ ッ ト 、 利 
便 性 を も た ら す と 同時 に 、 サ イ バ ー・ セ キュ リティ 
お よび 個人 情報 保護 の 課題 も 生み 出し まし た 。 


また 、 現 在 の サイ バー・ セ キュ リティ と 個人 情 
報 保護 が 直面 する 課題 は 非常 に 複雑 で 、 法 的 要件 
の みな ら ず 、 多 く の 要 素 や ステ ー ク ホル ダー に も 
関連 する た め 、 業 界 と 社会 全体 が 協力 し 、 互 い に 
努力 し な けれ ば な り ま せん 。 オ ー プ ン で 遂 明 性 が 
高く 、 可 視 化 され た セキ ュ リ ティ 問題 解決 の 枠組 
みお よび 個人 情報 保護 の 仕組 み を 構築 する こと は 、 
サプライ チェ ー ン 全体 の 健全 な 発展 の 継続 に 役 立 
ち 、 通信 技術 の イノ ベー ショ ン と 人 々 の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン 促 進 に も つなが る は ず で す 。 


すべ て の モノ が セン シン グ 機 能 を 備え 、 す べ て 
の モノ が つなが り 、 す べ て の モノ が イン テリ ジェ 
ント に な る 社会 は まま すま す 近づい て いま す 。 よ り 


オー プン で 、 よ り 信 頼 性 が 高く 、 よ り 安 定 し た ICT 
イン フラ は 、 人 々 を イン テリ ジェ ント な 世界 へ 導 
く た め の 基礎 と 保障 とこ なり ます 。 こ の た め 、ICT イ 
ン フ ラ に 関連 する 企業 に と っ て は 、 ネ ットワーク 
の 安定 性 と 事業 継続 性 を 保障 し 維持 する こと が 重 
要 な 社会 責任 で あり 、 使 舘 な の で す 。 


ファ ー ウ ェ イ の 党 理 方 法 と 取り 組み 


96moi 2 全 0 ME 
平和 な サイ バー 空間 を 支持 する と と も に 、 積 極 的 
に 提唱 し て いま す 。 ま た 国連 の 「 世 界 人 権 宣言 」 
が 提唱 する 通信 、 プ ライ バシ ー 等 に 関す る 基本 的 
人 権 を 尊重 お よび 遵守 し 、 適 用 され る 法律 法令 な 
ら び に 業界 優れ た 慣行 に 従っ て サイ バー・ セ キュ 
リティ お よび ユー ザー の 個人 デー タ を 保護 し ます 。 
また 、 ネ ットワーク の 安全 性 と 安定 性 の 保障 は ファ ー 
ウェ イ に と っ て 最も 重要 な 社会 的 責任 で す 。 私 た 
ち は 組 織 、 人 、 プ ロ セ ス 、IT ツ ー ル な どの 全 方 面 
か ら お 客 様 の ネッ トワ ー ク の 保障 シス テム を 構築 
し 、 人 々 が いつ で も どこ と か ら で も 情報 と 通信 に ア 
クセ ス し 、 共 有する 権利 を 保障 し て いま す 。 同時 
に 、 重大 な 自然 災害 、 政治 、 経済 、 貿易 、 ネ ッ ト ワ ー 
クウ イル ス 被 害 な どの リス クイ ベン ト へ の 緊急 時 
対応 計画 を 含め た 事業 継続 マネ ジメント シス テム 
を 確立 する こと で 、 重 大 イベ ント の 発生 後 も 供給 
の 連続 性 を 保障 し 、 お 客 様 に 製品 と サー ビス を 確 
実 か つの 速やか に お 届け で きる よう に し て いま す 。 





安心 ・ 安 全 


サイ バー・ セ キュ リティ お よび ひ 
ユー ザー の 個人 情報 保護 


世界 有数 の ICT イ ン フ ラ 機 器 お よび スマ ー ト 敵 
未 メ ー カ ー と し て 、 私 た ち は 各 業界 の デジ タル ・ 
トラ ンス フォ ー メ ーション に 積極 的 に 関わ り 、 あ 
ら ゆ る 人 、 家 庭 、 組 織 に デジ タル 化 の 価値 を 提供 
し よう だ し て いま すず す 。 し か し 、 テ ンク ルト ラン 
ス フ ォ ー メ ーション の 加速 に は サイ バー・ セ キュ 
リティ と 個人 情報 保護 の 責任 が 伴う こと も 意識 し 
な けれ ば な り ま せん 。 フ ァ ー ウ ェ イ は すでに サイ 
バー セキ ュ リ ティ と 個人 情報 保護 を 会 社 の 最 優先 
事項 と し て 明確 に 位置 付け て お り 、 さ ら に 長年 の 
継続 的 な 努力 に に つっ て エン ド ・ ツ ー・ エ ンド の セキ ュ 
リティ 保障 シス テム を 構築 し て いま す 。 こ れ ま で 
の 30 年 あま り 、 私 た ち は 一 貫 し て 良好 な セキ ュ リ 
テイ 実績 を 維持 し て きま し た 。5G の セキ ュ リ ティ 
面 の 強化 に 関し て は 、 フ ファー ウェイ は トッ プレ ベ 
ル の 技術 を 持つ サプライ ヤ か つ 積 極 的 な 貢献 者 と 
し て 、 国 際 機 関 に 対し 5G 保 護 の た め に 多く の 専門 
家 と リソー ス を 投じ て いま す 。 安全 規格 の 提案 数 
は 世界 第 1 位 で あり 、2019 年 に は 国際 標準 化 機構 
の 3GPP に 385 件 の サイ バー・ セ キュ リティ に 関す 
る 提案 を 行い まし た 。 こ れ は 提案 総数 の 24.6% 以 
上 を 占め 、 ト ッ プ の 座 を 維持 し 続け て いま す 。 


エン ド ・ ツ ー・ エ ンド の サイ バー・ セ キュ 
リティ お よび ユー ザー 個人 情報 保護 
ンス テム 


の EE0N E /6 っ ソー の クー 
バル な サイ バー・ セ キュ リティ お よび ユー ザー 個 
人 情報 保護 シス テム の 構築 を 会 社 の 重要 な 発展 戦 
略 の 一 つと 位置 付け て いま す 。 ま た 、 適 用 され る 
すべ て の 国 お よび 地域 の セキ ュ リ ティ と 個人 情報 
保護 に 関す る 法令 、 国 際 電 気 通信 規格 を 遵守 し 、 
業界 の ベス ト プ ラ クティ ス (成功 事例 ) を 参照 す 
る こと を 前 提 に 、 政 策 、 組 織 、 プ ロ セ ス 、 管 理 、 
技術 お よび 規定 な どの 面 か ら 、 持 続 可 能 で 信頼 性 
の 高い 保障 シス テム を 確立 、 整 備 し て いま す 。 さ 
ら に 、 政 府 機関 、 お 客 様 、 業 界 の パー トナ ー と 連 
携 し て 、 オ ー ブ プン か つ 透 明 な 方 法 で セキ ュ リ ティ 


エン ド ・ ツ ー・ エ ンド の サイ バー・ 
セキ ュ リ ティ 保障 シス テム 


戦略 & 
法令 
人 材 レア 目 ie4〆 ぐ 
欠陥 と ョ | フジコ ロン | の 間 
8 の サイ パー セキ ュ リ ティ 7 
7 本 
保障 シス テム 
SA 2 0 
トレ ー サ ビリ ティ ニク 
管理 
検証 科 所 と 
功 二 に と 物流 
AU 三 


と 個人 情報 保護 の 課題 に 取り 組み 、 お 客 様 の サイ 
バー・ セ キュ リティ お よび ユー ザー 個人 情報 保護 
に 関す る ニー ズ を 全面 的 に 満た し ます 。 


ナイ が かー 形 ュ ユリ ティ お より ユー ザー の 介入 
情報 保護 の 要件 に 基づき 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 社内 の 
標準 プロ セス 、 ベ ー ス ライ ン 、 ポ リ シ ー、 規 定 の 
中 に 、 必 要 な ベス ト プ ラ クティ ス を 盛り 込ん で い 
表 ま 。 と の 記法 に より 、 ファー ツェ イ で は サイ パー・ 
セキ ュ リ ティ お よび ユー ザー 個人 情報 保護 が 日 常 
経営 に お ける 基本 的 な 行動 と な っ て いま す 。 


ツアー ウエ イド ツア クワ ウン 型 の サイ リー ャ ヤセ 
キュ リティ ・ ガ バナ ンス の 枠組 み を 構築 する こと で 、 
セキ ュ リ ティ 戦略 を 確実 に 実行 し て いま す 。 グ ロー 
バル ・ サ イ バ ー・ セ キュ リティ お よび ユー ザー・ 
プラ イバシー 保護 委員 会 (GSPC) は ファ ー ウ ェ 
イ の サイ バー・ セ キュ リティ に 関す る 最高 レベ ル 
の 管理 組織 で あり 、 全 社 の サイ バー・ セ キュ リティ 
戦略 に つい て の 意思 決定 と 承認 に 責任 を 負い ます 。 
グロ ー バ ル ・ サ イ バ ー・ セ キュ リティ お よび プラ 
イバシー 保護 官 は GSPC の 重要 な メン バー で あり 、 
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当社 CEO に 直接 報告 を 行い ます 。 グ ロー バル ・ サ 
イ バ ー・ セ キュ リティ お よび プラ イバシー 保護 官 
は チー ム の リー ダー と な っ て セキ ュ リ ティ 戦略 を 
制定 し 、 研 究 開発 、 サ プラ イチ ェ ー ン 、 マ ー ケ ティ 
ング お よび 販売 、 プ ロジ ェクト デリ バリ ー、 技 術 
サー ビス な どの 関連 部 門 に お ける エン ド ・ ツ ー 


エン ド の サイ バー・ セ キュ リティ 保証 シス テム の 
組織 と 業務 を 統一 し て 計画 、 管 理 お よび 監督 し ます 。 


これ に よっ て 、 各 シス テム 、 各 エリ ア 、 全 プロ セ 
ス で の サイ バー・ セ キュ リティ 保証 シス テム を 確 
実に 実施 し 、 政 府 、 お 客 様 、 パ ー ト ナー、 従業 員 
な どの 各 ス テー ク ホ ル ダ ー と の 間 で 積極 的 な コミ ュ 
ニケ ーション を 推進 し ます 。 


安心 ・ 安 全 で 高 品 質 な 製品 を 作り 、 
サイ バー・ セ キュ リティ お よび ユー ザー 
個人 情報 の 保護 を 保証 


過去 2 年 間 で 、 私 た ち は こ れ ま で の サイ バー・ 
セキ ュ リ ティ と 個人 情報 保護 の 方 法 を 見 直す と と 
も に 、 新 テク ノロ ジー の 発展 方 向 、 な ら び に お 客 
様 が 現在 直面 する 、 そ し て 将来 直面 し 得る 課題 に 
つい て 分 析 し まし た 。 複 雑 化す る 世界 に お いて 「 サ 
イ バ ー 攻 撃 が 常態 化す る 」 と いう 仮説 に 基づき 、 
私 た ち は サ イ バ ー・ セ キュ リティ と 個人 情報 保護 
の 枠組 み の 最適 化 を 行い まし た 。 こ の 梓 組 み に 基 
づき 、2019 年 も プロ セス 改革 、 ソ リュ ーション 、 
セキ ュ リ ティ ・ エ ンジ ニア リン グ 能 力 、 セ キュ リティ 
技術 と 規格 、 独 立 検証 、 MR 
営 理 な どの 面 で 引き 続き 努力 し 、 エ ンド ・ 
0 
保護 能力 を 積極 的 に 強化 し て きま し た 。 こ の うち 
重要 な 取り 組み に つい て ご 紹介 し ます 。 


ソフ トウ ェ ア ・ エ ンジ ニア リン グ 能 力 改 革 へ の 投資 
を 強化 し 、 安心 ・ 安 全 で 高 品 質 な 製品 を 生み 出す 


同 np 放 滞 3 う / 当 人 

こし 、 最 新 の セキ ュ リ ティ ・ ア ー キ テク チャ と 開 
1 と する こと も に 、 人 技術 
コン ポー ネン ト 、 パ ー ト ナー と の 協力 を 段階 的 に 
取り 入れ 、 製 品 と ソリ ュー ショ ン 
グレ ー ド を 行っ て いま す 。 ま た 、 強 各 な アー キテ 
クチ ャ の デザ イン 方 法 を 系 統 的 に 構築 する こと で 、 
分 散 型 バイ ナリ 脆弱 性 自動 検出 プラ ッ ト フ ォ ー ム 


に 必要 な アッ プ 


を 開発 し 、 セ キュ リティ ・ デ ザイ ン ツ ー ル 、 セ キュ 
リ デ ィ イニ ュー ド 栓 人 査 ク ラウ 下 、 セ キョ ヨリ ティ テス 
トド クラ ウド Fizz クラ ウド 6 この 0 ソー ルレ ルッ クラ ッ 
ト フ ォ ー ム を 継続 的 に 整備 し 、 セ キュ リティ ・ エ 
ンジ ニア リン グ 能 力 を 強固 な も の に し て きま し た 。 
これ に より 、 私 た ち は お 客 様 が 安全 に デジ タル 化 
を 実現 し 、 顧 客 価 値 を 創造 で きる よう サポ ー ト し 
NG 


AI を フル 活用 し た セキ ュ リ ティ 製品 と ソリ ュー ショ ン 
ファ ー ウ ェ イ は Al を ベー ス に し た セキ ュ リ ティ ・ 


リス ク 特 定 と 状況 認識 、 セ キュ リティ ・ リ スク に 
対す る 防御 と 脅威 へ の 対応 、 セ キュ リティ ・ エ コ 


シス テム を 含め た 、 一 連 の サイ バー・ セ キュ リティ 
旬 品 お よび 共通 コン ボー ネン ト を 開発 し まし た 。 


これ ら の セキ ュ リ ティ 製品 と コン ポー ネン ト に は 
アー ウキ イ の 5G、I6T クラ ウド な と の ソリ ヨー ン ョ 
ン が 集約 され 、 イン テリ ジェ ント 化 さ れ た ネッ トワ ー 
ク 境 界 保護 、 攻撃 か ら の 防御 、 リア ル タ イ ム 状 況 誰 識 、 
セキ ュ リ ティ ・ リ スク の 迅速 な 収束 処理 な どの 能 
力 を 備え て いま す 。 こ れ に より お 客 様 の ネッ トワ ー 
ク の 強 朝 性 を サポ ー ト し 、 お 客 様 自 身 と その 顧客 
の 安全 を 保護 し ます 。 


技術 イノ ベー ショ ン を 通じ て お 客 様 の リス ク を 最大 
限 に 軽減 


様々 な ICT 製 品 に 、 ホ スト ベー ス の 侵入 検知 シ 
ステ デ テム 、 リ ンド ホッ クス 、 コ コンテナ セキ ギ キュ リティ 、 
CPU に 対す る サイ ド チ ャ ネル 攻撃 の 模 出 、Web ア 

プリ ケー ショ ン 自 己 保護 、 イ ン テ リ ジェ ント リス 
ク 管 理 な どの セキ ュ リ ティ 技術 を 捨 載 し 、 製 品 の 
安全 性 と 強 萌 性 を 高め て いま す 。5G 基 地 局 に は メ 

モリ ー コ ー ド の 整合 性 検査 技術 を 実装 し 、 コ ー ド 
実行 の 安全 性 が 保護 され て いま す 。 ス マー ト フ ォ 
ン 製 品 で は カー ネル の 整合 性 保護 能力 を 増強 し 、 
カー ネル へ の 攻撃 の リア ル タ イ ム 検 出 お よび AI に 
基づく 未知 の 脅威 の 検出 な どの 重要 セキ ュ リ ティ 
技術 を 用 いる こと で 、 製 品 の 安全 性 を 向上 させ て 
いま す 。 動 的 お よび 静 的 手段 を 組み 合わ せ た 個 人 
情報 アク セス ・ コ ンプ ライ アン ス 検 出 技術 に より 
し 、 ア プリ ケー ショ ン の 権限 乱用 、 悪 意 ある 行為 、 
海賊 版 ア プリ ケー ショ ン な どの 異常 を 検出 し ます 。 
これ に より ファ ー ウ ェ イ の AppGallery は グリ ー 


se 穫 で クウ ツーン な 
グフ IN0) 


アラ イア ンス 2.0 規 格 に 適合 
の 0 クン ツ ルッ トウ / 
構築 を 実現 し て いま す 。 


独立 検証 メカ ニズム を さら に 強化 


私 た ち は 、 各 ステ ー ク ホル ダー が ファ ー ウ ェ イ 
の サイ バー・ セ キュ リティ に 対し 独立 検証 を 行う 
こと を 全面 的 に 支持 し て いま す 。 品質 管理 、 内 部 
お よび 外部 監査 、 規 格 認証 な どの 様々 な 手段 で 階 
層 別 に サイ バー・ セ キュ リティ 管理 シス テム 、 製品 、 
サー ビス 、 有 要員 な ど に 対す る 保障 と 検証 を 受け る 
と と で 、 ステ ー ク ホル ター の サイ パー・ セ ギュ リティ 
に 関す る 要望 が ファ ー ウ ェ イ の 業務 プロ セス ( 研 
究 開発 、 販 売 、 サ ービス 、 供 給 な ど を 含む ) を 通 
じ て 確 実に 実現 され る よう に し 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 
サイ バー・ セ キュ リティ に 対す る 外部 か ら の 信頼 
を 高め て いま す 。 


サプライ チェ ー ン の サイ バー・ セ キュ リティ リス ク 管 
理 お よび 能力 開発 を 継続 的 に 強化 


ファ ー ウ ェ イ は ISO28000 に 適合 し た サプライ 
チー ン 0 セ ポ ョ リティ マネ シグ ノド ノン ベス デ テム を 
確立 し て お り 、 材 料 受 入 か ら お 客 様 へ の 納品 に 至 
の まで の モン ドッ ツー エン ド の アア 自 セス に お けり 
る セキ ュ リ ティ リス ク を 特定 し 、 管 理 し て いま す 。 
また 、 業 界 ト ッ プ レベ ル の 原材料 安全 規格 お よび 
安全 型式 選択 試験 規格 28 種類 、 な ら び に サプライ 
ヤ ・ サ イ バ パー・ セ キュ リティ シス テム 朗 証 規格 11 
件 を 制定 し 、 こ れ ら の 試験 お よび シス テム 朗 証 に 
合格 し た サプライ ヤ の み に 参 入 を 許可 し て いま す 。 
2019 年 に は 、 サ イ バ ー・ セ キュ リティ に か か わる 
世界 中 の サプライ ヤ 3,800 社 以上 に 対し リス ク 評 価 
と 追跡 管理 を 行い 、 個 人 情報 保護 に か か わる サ プ 
ライ ヤ 3,000 社 以上 と の 間 で デー タ 処 理 契約 (Data 
Processing Agreement, DPA) を 締結 し 、 さら に デー 
タ 処 理 に 関す る デュ ー デ リジェ ンス を 実施 する こ 
と で 個人 情報 保護 の 遵守 性 を 確保 し まし た 。 私 た 
ち は 供 給 可 能 性 に つい て の 安全 ベー スラ イン を 公 
表し 、 新 た に 開発 し た 145 の 新 製 品 す べ て に 適用 
し まし た 。 ま た 、 物 流 途中 の 異常 を 知ら せる 表示 
板 を 開発 し 、 あ る ポイ ント で の 異常 な 停滞 、 ル ー 
ト 逸 脱 な どの 異常 に 対し リア ル タ イ ム で 警報 を 出 
せる よう に な り ま し た 。 さ ら に 製品 出荷 追跡 シス 


安心 ・ 安 全 


テム を 再 構築 し 、 ソ フト ウェ ア の 追跡 に か か る 時 
間 を 1 時 間 以 内 、 材 料 受入 か ら お 客 様 の ハー ドウ ェ 
ア ま で の 追跡 に か か る 時 間 を 1 日 以内 に 短縮 し 、 問 
事 の 迅速 な 修復 と リス ク 緩 和 の サポ ー ト を 実現 し 
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従業 員 の 意識 と 能力 の 継続 的 な 向上 


私 た ち は 全 従業 員 に 対し サイ バー・ セ キュ リティ 
お よび 個人 情報 保護 意識 に 関す る 研修 と 試験 を 実 
席 し て いま す 。 現 時点 で 、 会 社 全体 で 試験 に 合 
し た 従業 員 の 割合 は 99% を 超え まし た 。 会 社 の ポ 
リ シ ー と し て 、 私 た ち は 従 業 員 が 外部 研修 や 専門 
認証 取得 に よっ て サイ バー・ セ キュ リティ お よび 
個人 情報 保護 に 関す る 専門 能力 を 高め る こと を 奨 
励 し て いま す 。 す で に 500 名 以上 の 従業 員 が IAPP 
(国際 プラ イバシー 専門 協会 ) /CISSP (セキ ュ リ 
テイ プロ フェ ッ シ ョ ナル 認定 資格 制度 ) な どの 外 
部 資格 を 取得 し 、 当 社 は 世界 で IAPP 認証 取得 者 が 
最多 の 企業 と な り ま し た 。 ま た 、 サ イ バ ー・ セ キュ 
リティ お よび 個人 情報 保護 知識 セン ター を 立ち 上 げ 、 
ワン スト ッ プ 型 の サイ バー・ セ キュ リティ ・ ト レー 
ジンク ャ アラ ッ ド フォ ー ム を 設 まし 101 の カカ 
リキ ュ ラ ム を 設置 し 、 受講 人 数 は 延べ 29 万 人 以上 、 
維 子 泊 時 間 は 62 万 時 間 以 上 と な り 、 平 均 学習 時 間 
は 2 時 間 を 超え て いま す 。 


ユー ザー 個人 情報 の 尊重 と 保護 


ファ ー ウ ェ イ は 各国 の 個人 情報 保護 に 関す る 法 
的 要件 を 遵守 し 、 業 界 が 認め る ベス ト プ ラ クティ 
ス を 採用 し 、 個 人 情報 保護 の 設計 理念 1 
び サ ービス 開発 プロ セス に 取り 入れ 、 完 全 な 個人 
情報 保護 ポリ シー の 枠組 み を 構築 し て いま す 。 私 
た ち は デ ー タ 主体 の 権利 の 保障 と 管理 へ の 投資 を 
強化 し 、 明 確 な 管理 要件 お よび プロ セス を 制定 す 
る と と も に 、 統一 され た シス テム 管理 に より 、 デー 
タ 主 体 か ら の リク エス ト の 迅速 か つ 有 効 な 処理 を 
保証 し 、 累 計 で 延べ 10,000 回 以上 の デー タ 主 体 リ 
クエ スト 処理 を 完了 し て いま す 。 ま た 、26 回 の 内 

部 監査 を 実施 し 、 会 社 の 個人 情報 保護 ポリ シー が 
Pe 
し た ほか 、5 回 の 外部 監査 と 1 回 の 規制 当局 に 
専門 査察 に も 合格 し まし た 。 
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AI ガバ ナン ス の 探究 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 「 先 を 見 据え て : Al の 
セキ ュ リ ティ と 個人 情報 保護 」 日 書 を 発表 し まし た 。 
その 中 で 、 現在 Al が 抱え る サイ バー・ セ キュ リティ 
と 個人 情報 保護 の 課題 は 主 に 、 技 術 の 信頼 性 、 社 
会 に お ける 応用 、 法 的 要件 お よび 責任 と いう 3 つ 
の 面 に 関連 する と の 分 析 を 示し まし た 。 また 同時 に 、 
信頼 性 の 高い 技術 ソリ ュー ショ ン の 策定 、 責 任 を 
分 担 す る ガバ ナン スモ デル な ど を 含む 、 確 実に 実 
行 可能 な ガバ ナン ス 慣 行 に つい て 総括 し 、 そ れ ぞ 
れ の 役割 を 担う 関係 者 に 対し 、AI の 健全 な 発展 の 
た め に 共に 努力 する よう 呼び か け ま し た 。 


誰 で あろ うと 良い アイ デア を 独占 し て は な ら な 
いと いう こと を 、 私 た ち は 経 験 か ら 知 っ て いま す 。 
より 多く の も の を 共有 し 、 課 題 に つい て 活発 に 議 
諭す る ほど 、 よ り 素 晴らし い ソ リュ ーション 、 規格 、 
方 法 を 作り 出せ る 可能 性 が 高まり 、 あ ら ゆ る 人 の 
セキ ュ リ ティ 向上 を 支援 で きる よう に な る の で す 。 
公正 で 信頼 で きる 、 オ ー プ ン で 透明 性 の 高い 、 責 
任 あ る 態度 で ステ ー ク ホル ダー と 連携 し 、 科 学 技 
術 イ ノ ベ ー シ ョ ン 、 規 格 制 定 、 管理 の 改善 な どの 
取り 組み で サイ バー・ セ キュ リティ お よび 個人 情 
報 保護 の 課題 に 共に 向き 合い 、 お客様 の ネッ トワ ー 
ク の 強 刺 性 向上 、、 リス ク 軽 減 に 寄与 し た いと ファ ー 
ウェ イ は 願っ て いま す 。 


消費 者 か ら 信頼 され る 個人 情報 保護 ブラ ンド の 確立 


パ ハイ ルイ ンタ ーネット の 発 
展 に 伴い 、 モ バイ ル ・ ス マー ト ・ 
デバ イス は すでに 主要 な イン ター 
ネッ ト 接 続 設備 と な り 、 そ の デ 
バイ ス 内 に は 個人 情報 を 含む 大 
量 の ユー ザー デー タ が 保存 され 
て いま す 。 同時 に 、 デ バイ ス に 
イン スト ー ル され て いる アプ リ 
ケー ショ ン も 増え 続け 、 そ れ ら 
の ソー スズ ス も 管理 不可 能 な こと か 
ら 、 ユ ー ザ ー が 直面 する 個人 情 
報 保護 と セキ ュ リ ティ の 問題 は 
ます ます 顕著 な も の に な っ て お 
りり 。 寺 パ イル ッッ スマ ー ド テバ 
イス の セキ ュ リ ティ 問題 に 消費 
者 の 関心 が 集まり つつ あり ます 。 
アー ウエイ は モハ イル ャ スマ ー 
ト ・ デ バイ ス の 安全 性 を 非常 に 
重視 し て お り 、 良好 な 製品 体験 
を 保証 する と 同時 に 、 ユ ー ザ ー 
に 全 方 位 的 な 個人 情報 セキ ュ リ 
テイ 保障 も 提供 し て いま す 。 


ゲー ウツ TUN | コノ ソノ ュ ョ ュー マー 
向け 事業 に お いて 常に 、 世 界 中 


の 消費 者 か ら 信頼 され る 個人 情 
報 保護 ブラ ンド の 確立 に 取り 組 
み 、! 一 般 に 公正 妥当 と 認め られ 
た ブラ イバシー 原則 」(Generally 
Accepted Privacy Principles, 
GAPP)、EU「 一般 デー タ 保 護 
規則 」(General Data Protection 
Regulations, GDPR) お よび 各 
国 で 適用 され る 法律 法令 を 上 厳格 
に 遵守 し て いま す 。 個人 情報 の 
保護 は 消費 者 の 基本 的 な 権利 で 
あり 、 個 人 情報 に か か わる あら 
ゆる 行為 に 対し 、 消 費 者 は すべ 
て 知る 権利 お よび 支配 権 を 有 す 
る べき だ と ファ アー ウェ イ は 考え 
県 9。 CUIN グ アー ウツ コイ ルー 
中 し て 全力 で 消費 者 の た め に 守っ 
PIG 


ユー ザー の 個人 情報 の 安全 性 
保護 を 実践 する 中 で 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ の コン シュ ー マ ー 向 け 事 業 は 
「 大 切な 個人 情報 は お 客 様 の 管理 
下 に 置く 」 と の 理念 に 則り 、 か 
つ 「 透 明 で コン トロ ー ル 可能 」、 


「 ユ ー ザ ー の 利益 」、「 セ キュ リティ 
保障 .」、「 コ ンプ ライ アン ス 」 と 
いう 4 つの 原則 を 常に 遵守 する と 
と も に 、 製 品 設計 プロ セス に お 
いて も これ ら を 常に 徹底 し て い 
まま び 。 


また 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 保 
護 に お いて は 、 そ れ を 支え る 先 
進 的 な 技術 力も 必要 で す 。 フ ァ ー 
ウェ イ の コン シュ ー マ ー 向 け 事 
業 で は 業界 トッ プレ ベル の デー 
タ 保護 セキ ュ リ ティ 技術 を 常に 
取り 入れ 、 製 品 設計 の 段階 で 個 
人 情報 保護 の 原則 を 製品 に 盛り 
込み 、 製 品 開発 プロ セス 全体 を 
引 し で 例 画 的 大 ユ コー ザー デー タ 
の 安全 性 を 保障 し て いま す 。 例 
ス ほ 、 フ アー ウェ エイ は ハー ドウ ェ 
アデ * ア イン ソン レー ンション に よる セ 
キュ リティ シス テム TEE (Trusted 
Execution EnvironmenU OS を 確 
立 し 、 ユ ー ザ ー の 指紋 、 顔 、 ス 
クリ ー ン 回 ックス メ ワ ウー ド な どの 
慣 重 に 扱う べき デー タ を すべ て 


この シス テム 内 で 暗号 化 、 検 証 、 
保存 な ど を 行う こと に より 、 ユ ー 
ザー の 個人 情報 漏洩 を より 適切 
に 防止 し て いま す 。 ま た 、TEE 
OS の マイ クロ カー ネル は 、 現 時 
点 で 商用 OS カー ネル が 取得 する 
こと の で きる 最高 等 級 の セキ ュ 
リティ 認証 で ある CC EAL5+ 認 
証 を 取得 し て いま す 。 こ れ に 用 
いら れる 形式 的 検証 方 法 は 従来 
の 検証 方 法 と 異な り 、 コ ー ド か 
ら 開 始 し 、 数 学 的 方 法 に よる 検 
証 を 行い 、 コード の それ ぞ れ の 
実行 可能 性 を 分 析 す る こと で 、 
シス テム の 脆弱 性 を 根絶 し 、 シ 
ステ ム の 安全 性 を 強固 に する も 
の で す 。 フ ァ ー ウ ェ イ EMUI の 主 
要 特 性 (HOTA、Celia、Hiview) 
は EU の 個人 情報 保護 認証 で ある 
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Certificate of Registration 


ePrivacySeal を 取得 済み で あり 、 
これ は スマ ー ト フォ ン 端 末 メ ー 
カ 還 還 と し て 初 の 取得 で す 。 


ファ ー ウ ェ イ モバ イル サー ビ 
ス (HMS) に お いて は 、 す で に 
完全 な 個人 情報 保護 管理 シス テ 
ム が 確立 され て お り 、 個 人 情報 
セキ ュ リ ティ 管理 、 透 明 性 、 プ ラ 
2 人 ジン アン 6 と 
の 面 で いずれ も 世界 トッ プレ ベ 
ル に あり ます 。 例え ば 、 ファ ー ウ ェ 
イ AppGallery で は 独自 の 四 車 の 
検出 シス テム (悪意 ある 行為 の 
検出 、 セ キュ リティ 脆弱 性 の ス 
キャ ン 、 個人 情報 漏洩 チェ ッ ク 、 
手 作 業 に よる 実名 再 確認 ) を 採 
用 し 、 リリ ー ス 後 の ア プリ ケー ショ 
ン に 対し 全 方 位 的 に セキ ュ リ ティ 





隆 画 四 


暫 ar kF 吾 


安心 ・ 安 全 


管理 を 行う こと で 、 ア プリ ケー ショ 
ンダ ウン ロー ド の 安全 性 を 高め 
< ます 。 ツア ー ワ エイ クラ クト 
で は デバ イス と クラ ウド 間 の チャ 
ネル の 暗号 化 伝送 、 ス トレ ー ジ 
に お ける 全 プ ロ セ ス の 暗号 化 に 
より ユー ザー デー タ の 安全 性 を 
保護 し て いま す 。2019 年 11 月 、 
HMS は 国際 的 な 権威 ある 標準 化 
団体 で ある 英国 規格 協会 (BSD) 
が 公布 し た ISO/IEC 27701 個人 
情報 保護 シス テム の 認証 を 初め 
て 取得 し まし た 。HMS の 個人 情 
報 保護 お よび 情報 セキ ュ リ ティ 
党 理 に 関す る 能力 が 世界 的 な 機 
関 に よっ て 認め られ た こと に な 
りり ます 。 
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オー プン 性 と 箕 明 性 


公正 で 信頼 で きる 、 オ ー プ ン で 透明 性 の 高い 、 
責任 ある 姿勢 で ステ ー ク ホル タダ ー と 連携 し 、 科 学 
技術 イノ ベー ショ ン 、 規 格 制定 、 管 理 の 改善 な と 
の 一 連 の 方 法 を 通じ て サイ バー・ セ キュ リティ お よ 
び 個 人 情報 保護 の 課題 に 向き 合い 、 お 客 様 の ネッ 
トワ ー ク の 強 動 性 を 確か な も の に し 、 リ スク を 軽減 
させ た いと ファ ー ウ ェ イ は 考え て いま す 。 


バハ バリ ・ コ ー ル 


ファ ー ウ ェ イ は 「 サ イ バ ー 空 間 の 信頼 性 と 安全 
性 の た め の パ リ ・ コ ー ル 」 に 署名 し 、 サ イ バ ー 空 間 
に お ける 信頼 性 、 安 全 性 、 安 定性 を 促進 する 一 連 
の 主張 に 対す る 支持 を 表明 し まし た 。 こ の プラ ッ ト 
フォ ー ム に よっ て 、 各 国政 府 、 顧 客 、 業 界 、 国 際 機 
関 な どの ステ ー ク ホル ダー と の 協力 を 強化 し 、 サ イ 
バー 空間 の 信頼 性 と 安全 性 を 共に 高め て いき た い 
と 願っ て いま す 。 


サイ バー・ セ キュ リティ ・ ト ラン スペ 
アレ ン シ ー・ セ ンタ ー 


2019 年 3 月 5 日 、 ブ リュ ッ セ ル で ファ ー ウ ェ イ の 
ザイ パー セ ギ ミ リ デ ィ ・ ト ラン スペ アレ ン ン ー・ 
セン ター が 正式 に オー プン し まし た 。 こ れ は 、 政 府 
機関 、 技 術 専 門 家 、 業 界 団体 、 標 準 化 団体 な ど 複 
数 の 関係 者 が 緊密 に 協力 し 、 交 流す る た め の ブ ラッ 
ト フ ォ ー ム を 構築 し 、 サイ バー・ セ キュ リティ の 課 
題 に 共に 対応 で きる よう に する こと を 目的 と し た も 
の で す 。 セキ ュ リ ティ セン ター の 3 つの 重要 な ビジ ョ 
ン は オー プン 性 、 透 明 性 、 コ ラボ レー ショ ン で す 。 
正司 グ ス デ テム の パー トド ナー と の オー フ ラボ レー 
ショ ン を 通じ て 、 私 た ち は お 客 様 の た め に 永続 的 な 
価値 を 生み 出し 、 人 々 に より 多く の 選択 肢 と より 豊 
か な 暮らし を 提供 する べく 取り 組み 、 関 連 す る 団体 
と 共に 様々 な 形 で の イノ ベー ショ ン を 行っ て いま す 。 
この セン ター が 主 に 担う 職能 は 次 の 3 つ で す 。 
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グリ ョ ッ セ リル サイ リー・ ドル キュ リティ ッ ド トラ ノンノ ス ペ クレ レノ シー ・ セン クー 


プレ ゼン テー ショ ン と 体験 : 戦略 、 サ プラ イチ ェ ー 
ン 、 研 究 開発 か ら 製 品 、 ソ リュ ーション に 至る まで 
0 クル の 210 / ド 0 / ド の 0 0 
セキ ュ リ ティ に お ける 実践 例 を 紹介 し ます 。 


交流 と イノ ベー ショ ン : ステ ー ク ホル ダー と 共に 
サイ バー・ セ キュ リティ に 関す る 規格 と 検証 の 仕組 
み に つ いて 検討 お よび 推進 し 、 業界 全体 の サイ バー・ 
セキ ュ リ ティ 分 野 に お ける 技術 イノ ベー ショ ン を 牽 
引 し ます 。 


セキ ュ リ ティ 検証 サー ビス : ファ ー ウ ェ イ の お 客 
様 に 対し 、 製 品 セ キュ リティ テス ト お よび 検証 の た 
め の プ ラッ ト フ ォ ー ム と サー ビス を 提供 し ます 。 


開設 以来 、 ドラ ンス ペア レン シー・ セ ンタ ー で は ほ 
政府 、 お 客 様 、 メ ディ ア 、 業 界 団体 、 標 準 化 団体 
か ら の 1.500 名 を 超え る 代表 者 を 迎え 、 多 く の 検証 
試験 を サポ ー ト し て きま し た 。 未 来 に 向け て 、 私 た 
5 は 各 ス テー ク ホ ルター が この ラッ トド フォ ー ム を 
利用 し て コミ ュ ニ ケー ショ ン を 深め 、 セ キュ リティ 
規格 、 検 証 、 セ キュ リティ ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン の 面 で 
さら に 緊密 な 協力 を 行う こと を 心から 歓迎 し ます 。 

共に 努力 する と と で 、 パ リュ ー チ ヂ ェ ー ン 全体 の 安全 
性 を 高め 、 事実 に 基づく 相互 信頼 関係 確立 を 支援 
で きる よう 願っ て いま す 。 


安全 規格 と 安全 訪 計 


安全 規格 

ファ ー ウ ェ イ は 世界 各国 が 合意 し 公認 する サイ 
ツー キョリ チ ィ の 国際 の 制定 を 、 推進 し 、 
業界 標準 化 団体 の 標準 化 活動 に 積極 的 に 参加 する 
と と も に 、 テ クノ ロジ ー と 業界 の 発展 に 基づく 新た 


な 標準 化 団体 の 設立 を 推進 し 、 標 準 規格 の 発展 に 
重要 な 真 献 を 果たし て いま す 。 


安心 ・ 安 全 


2019 年 末 時 点 で 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 400 を 超え る 
標準 化 団体 、 業界 団体 お よび オー プン ソー ス ・ コ ミュ 
ニテ ィ の 一 員 と な り 、400 を 超え る 重要 な 役職 に 
就任 し て いま す 。 ま た 、3GPP、IETF、IIC、IEEE- 
SA、Linux Foundation、BBF、ETSI、TMF、WFA、 
WWRF、CNCF、OpenStack、LFN、LFDL、IFAA、 
GP、CCSA、All、CUVA、VRIF な どの 団体 で 役員 
また は 執行 委員 を 務め て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 既存 の 標準 化 団体 へ の 参加 だ け 
で な く 、 テ クノ ロジ ー の 進歩 、 業界 の 発展 に 基づき 、 
産業 の 発展 を さら に 推進 する た め の 新 た な 業界 規 
格 の 制定 を 提唱 し て いま す 。 例 えば 、ICT サ ブ プライ 
チェ ー ン に お ける サイ バー・ セ キュ リティ の 課題 
に 対応 する た め 、OTTF (Open Trusted Technology 
Forum) の 規格 開発 に 参加 し 、 業 界 の パー トナ ー 
と 共同 で 「Open Trusted Technology Provider 
Standard V1.0」 を 発表 し まし た 。 


安全 説 

信頼 は 事実 に 基づき 、 その 事実 は 検証 可能 で あり 、 
そし て その 検証 は 共通 の 基準 に 基づか な けれ ば な 
ら な いと ファ ー ウ ェ イ は 考え ます 。 業界 の 慣行 か ら 
見 て 、 安 全 性 と 信頼 性 の 問題 を 解決 する 最も 有効 
な 手段 は 、 共 通 の 標準 規格 に 基づく 誰 証 で す 。 


マネ ジメント シス テム 認証 ' ファ ー ウ ェ イ は 情報 
セキ ュ リ ティ マネ ジメント シス テム お よび サプライ 
た 更 ー ン トキ ギョ リィ イマ ネン メン 2 人 る 村 
立 し て いる ほか 、ISO27001 お よび ISO28000 認 
も 取得 し 、 組 織 面 と プロ セス 面 の 両方 で 製品 の 研 
究 開発 お よび 製造 過程 の 信頼 性 を 確保 し て いま す 。 


DU 上 5 


アン 


遇 品 誰 証 : 製品 安全 規格 説 証 の 面 で は 、 私 た ち 
ば イギリス 、 ド イル ン 、 ラ ラン スズ 、 オ ラン クタ 、 スペ 
イン 、 ス ウェ ー デ ン の 権威 ある 認証 機関 お よび 第 
三 者 試験 機関 と 協力 し 、 上 級 認証 の 取得 に 挑戦 し 
続け て いま す 。2019 年 に は 、 主 力 製品 が 中 国 お よ 
ER 
個人 情報 保護 認証 を 取得 し まし た 。 そ の 中 に 
HarmonyOS の マイ クロ カー ネル が 取得 し た oc 
EALS5+ 認証 、 フ ァ アー ウェイ クラ ウド が 世界 で 初め 
て 取得 し た ISO/IEC 27701 認 証 、EulerOS が 取得 し 
た CC EAL 4+ 認証 、 モ バイ ル OS EMUI10.0 が 取得 
し た ePrivacySeal 認証 、Kirin990 5G チ ッ プ セッ ト 
が 取得 し た 中 国人 民 銀 行 に よる 金融 安全 認証 な ど 

が あり ます 。 


サイ バー・ セ キュ リティ お よび 個人 情報 保護 白書 
2019 年 5 月 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 5G サイバー・ セ キュ 
リティ 円 書 を 発表 し まし た 。 そ の 中 で 、 業 界 お よび 
標準 化 団 体 の 専門 家 が セキ ュ リ ティ プロ トコ ル 規 格 
と セキ ュ リ ティ 保障 の 仕組 み の 中 で どの よう に 5G 
セキ ュ リ ティ の リス ク を 有効 に 管理 で き て いる の か 、 
ファ ー ウ ェ イ が どの よう な 技術 的 手段 で 設備 の サイ 
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べ 、 通 信 事 業者 に 対し 5G ネ ットワーク を どの よう 
に 安全 に 導入 お よび 運用 すべ きか に つい て の 提言 
を 行う と と も に 、 各 ステ ー ク ホル ダー と 責任 を 分 担 し 、 
各自 が 職責 を 果たす こと で 、 共に 5G の セキ ュ リ ティ 
レベ ル 向 上 に 努め て いく こと を 提唱 し まし た 。 


2019 年 9 月 、HUAWEI CONNECT 2019 の 期間 中 に 、 
ファ ー ウ ェ イ は 「Al の セキ ュ リ ティ と 個人 情報 保護 
保障 シス テム の 全面 的 な 構築 」 を テー マ と する サ 
ミッ ト を 開催 し 、「 先 を 見 据え て : Al の セキ ュ リ ティ 
と 個人 情報 保護 」 白 書 を 発表 し まし た 。 そ の 中 で 、 
現在 Al が 抱え る サイ バー・ セ キュ リティ と 個人 情 
報 保護 の 課題 は 主 に 、 技 術 の 信頼 性 、 社 会 に お け 
る 応用 、 法 的 要件 お よび 責任 と いう 3 つの 面 に 関連 
する と の 分 析 を 示し まし た 。 ま た 同時 に 、 信 頼 性 の 
高い 技術 ソリ ュー ショ ン の 策定 、 貢 任 を 分 担 す る ガ 
バナ ンス モデ ル な ど を 含む 、 確 実に 実行 可能 な ガ 
バナ ンス 慣行 に つい て 総括 し 、 時 
担う 関係 者 に 対し 、AIl の 健全 な 発展 の た め 
努力 する よう 呼び か け ま し た 。 
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AIl の セキ ュ リ ティ お よび 個人 情報 保護 白書 


オー プン な コミ ュ ニ ケー ショ ン 


ファ ー ウ ェ イ の 製品 に 「 バ ッ ク ド ア 」 は 一 切 あ り 
ませ ん 。 その 代わ り 、 ラ ア ー ウ エイ の 」 ラ ロン トド アリ 
は いつ で も オー プン の 状態 で す 。 2019 年 の 1 年 間 で 、 
中 国 お よび 海外 の 記者 4.500 名 以上 、 専 門 家 や 研究 
者 3.000 名 以上 、 政 府 代 表 団 1.000 組 以上 が 当社 を 
訪問 し 、 ラ ボ 、 生 産 ラ イン 、 株 式 資料 室 な ど を 見 
学 し まし た 。 経営 幹部 に よる 社外 で の スピ ー チ 、 イ 
ンタ ビュ ー の 回 数 は 300 回 近く に 上 り 、 高 い 頻 度 で 
外部 と の オー ブン か つ 率 直 な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 
継続 し て いま す 。 


_ 革 二 、 雪 「 人 ーー 
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2019 年 10 月 20 日 、 中 東 お よび アフ リカ の アラ ビア 語 メ ディ ア か ら イ ンタ ビュ ー を 受け る 任 正 非 





プレ ス 発 表 会 の 開催 


お 客 様 、 バ ー ト ナー、 メ ディ イア 、 な ら び に 社会 の 人 々 
に いち 早く 実情 を 理解 し て いた だ く た め 、2019 年 
だ け で 重要 な ブレ ス 発 表 会 を 20 回 開催 し まし た 。 
チッ プ セ ッ ト 「Kunpeng」 お よび 「Ascend」 の 発 
表 で は 数 兆 元 規模 の コン ピュ ー 人 タタ 産業 に 対す る 考 
え 方 と 取り 組み に つい て 述べ 、 サ ステ ナビ リティ と 
知 的 財産 権 保護 に 関す る ブレス 発表 会 で は ファ ー 
ウェ イ の 会 社 経 営 に 対す る 信念 と 、 企 業 の 社会 的 
責任 を 果たす こと へ の 決意 を 伝え まし た 。 ヨ ー ロ ッ 
パ 、 ア ジア 太平 洋 お よび 南米 で 行っ た イノ ベー ショ 
ン ッ デー の イベ ント で は 、 未 求 の テクノロジー 対 
みのる の ブ ファ アー ウツ ウエイ の 考え と イノ ペ ベーション に つい て 
述べ 、 ブ リュ ッ セ ル で 行わ れ た サイ バー・ セ キュ リ 
イド リド ラン スパ アレ ノン シール セン ター の 開 説 生 で 
は 「 フ ァ ー ウ ェ イ の サイ バー・ セ キュ リティ に 関す 
る 立場 の 声明 」 を 発表 し 、 サ イ バ ー・ セ キュ リティ 
に 関す る 理念 、 ポ ボ ポリシー、 取 り 組み な ど を 明らか に 
まし 7e。 
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ネッ トワ ー ク の 安定 性 の サポ ボート 


会 社 設立 か ら 30 年 以上 に わた り 、 フ ァ ー ウ ェ イ 
は ネッ トワ ー ク の 安定 性 サポ ー ト を 常に 自ら の 重 
要 な 社会 的 責任 お よび 使命 と し て きま し た 。 私 た 
ち は 自 社 が 背負 う 貢 任 の 重 さ を 深く 理解 し て いま す 。 
ネッ トワ ー ク 隊 害 は お 客 様 、 消 費 者 、 社 会 に 重大 
な 損失 を も た ら す か ら で す 。 こ の た め 、 私 た ち は 
お 客 様 の ネッ トワ ー ク 保障 の た め の シ ステ ム を あ 
り と あら ゆる 面 に お いて 万 全 な も の に し 、 お 客 様 
に より 良い サー ビス を 提供 し 、 人 々 が いつ で も ネッ 
トワ ー ク に 接続 で きる よう に し て いま す 。 


長年 に わた り 、 私 た ち は 常 に 最前 線 に 立ち 続け 
て いま す 。 福島 の 原発 事故 、 ネパール の マグ ニチ ュー 
ド 8.1 の 地震 な どの 重大 災害 の 発生 後 も 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ の 従業 員 は 持ち 場 を し つかり と 守り 、 ネ ッ ト ワ ー 
ク の 安定 性 を サポ ー ト し て きま し た 。 多 く の 人 々 
が 危険 な 環境 か らい ち 早 く 脱 出し よう と する と き 、 
ファ ー ウ ェ イ の 従業 員 は 危険 を 顧み ず 、 被 炎 地 へ 
駆け つけ まし た 。 非常 時 に と そ ネッ トワ ー ク が つ な 


が る こと が 人 々 に と っ て どれ だ け 重 要 か を よく 知っ 
て いる か ら で す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 世界 中 に 5.000 名 以上 の カス タマ ー 
Fm ニン シン ニ / お より メン デ テ ナ ン ノン ス エン ンー 
ア を 有 し 、2 か 所 の グロ ー バ ル 技 術 支援 セン ター と 
10 か 所 の 地域 技術 支援 セン ター を 設立 し 、24 時 間 
体制 で お 客 様 に サー ビス を 提供 し て いま す 。 フ ァ ー 
ウェ イ の ネッ トワ ー ク 保障 チー ム は 常に 職責 を 全 
うし 、 お 客 様 の ネッ トワ ー ク の 速やか な 復旧 と 安 
定 運 用 、 スム ー ズ な 通信 を 確保 し ます 。 2019 年 現在 、 
ファ ー ウ ェ イ は 世界 の 3 分 の 1 以上 の 人 々 に 障害 の 
な い 通 信 を 提供 し 、170 あま り の 国 と 地域 で 1.500 
以上 の ネッ トワ ー ク の 安定 性 を サポ ー ト し て いま 
す 。 イン ド ネ シア の 大 規模 停電 、 フ ィ リ ピン の 地震 、 
日 本 の 台風 19 号 お よび 21 号 な ど 、 全 世界 の 200 以 
上 の 自然 災害 お よび 重大 事故 に お いて も ネッ トワ ー 
ク の 保障 に 努め まし た 。 


@ ロシア ノ 
@ ルー マニ ア 
⑱ @』 中 国 


生 地域 技術 支援 セン ター(TAC) 
人 @ グロ ー バ ル 技 術 支援 セン ター(GTAC) 


安心 ・ 安 全 


サウ ジア ラビ ア で ラマ ダン 期間 中 の ネッ トワ ー ク 安定 性 保障 に 成功 


2019 年 6 月 6 日 サウ ジア ラビ 
ア で の ラマ ダン 期間 中 の 通信 ネッ 
トワ ー ク 保障 活動 が 無事 に 終了 
し まし た 。 イ ベン ト 期 間 中 、 フ ァ ー 
ウェ イ の 保障 チー ム は 現場 に 駐 
留 し 、24 時 間 体制 で ネッ トワ ー 
ク の 監視 を 行い 、 最 終 的 に ! イ ン 
シ デ ン ト ゼ ロ 」、「 重 大 問題 ゼロ 」、 
「 ク レー ム ゼ ロ 」 を 実現 し まし た 。 


ラマ クン 中 の ネッ ドウ ワー ク 究 
定性 保障 は 、 保 障 チ ー ム に よる 十 
分 な 事前 準備 な し に は 成功 し な 
の の 用 で し よう 。 MMP 
ら 、 フ ァ ー ウ ェ イ ネッ トワ ー ク 保 


2019 年 8 月 4 日 の 昼 頃 、 イ ンド 
ネシア の ジャ ワ 島 で 突如 、20 年 
ぶり の 大 規模 停電 が 発生 し まし 
た 。 高速 鉄道 は 急 停 車 し 、 シ ョ ッ 
ビン グモ ー ル は 突然 真っ 暗 に な り 、 
電 の 影響 は 細 都 ジャ カル タ と 
その 周辺 の 3,000 万 人 以上 に 及び 
まし た 。 通 信 設 備 の バッ テリ ー の 
電力 が 尽き れ ば 、 通 信 事 業者 の 通 
信 ネ ットワーク は 大 規模 な 基地 
局 稼働 停止 の リス ク に さら され 
ます 。 事 態 は 非常 に 深刻 で し た 。 


三 日 三 晩 の 稚 闘 


光電 発生 か ら 15 分 以内 に 、 通 信 
事業 者 の 最高 軍用 保守 責任 者 と 
ファ ー ウ ェ イ 保障 チー ム は 協議 を 
行い 、 停 電 時 保 障 緊 急 対応 計画 の 
発動 を 決定 し まし た 。 イ ンド ネ シ 
ア の ファ ー ウ ェ イ 事業 継続 チー ム 
お よび ネッ トワ ー ク 保障 チー ム は 
すぐ に ネッ トワ ー ク 監視 セン ター 
に 駆け つけ 、 緊 急 修復 計 画 を 制定 
し まし た 。 そ の 主 な 内 容 は 、 デ ィ ー 
ゼル 発電 機 を 手配 し て 中 央 機器 室 
お よび 基幹 基地 局 の 運転 を 保障 


障 チ ー ム は リス ク の 役 底 的 な 詩 
人 査 と 排除 を 開始 し 、 機 器 室 の 施設 
老朽 化 、4G サ ービス の 大 幅 な 利 
用 増 、 ネ ットワーク 操作 の 集中 な 
ど 、 ネ ットワーク の 安定 性 に 影響 
する お それ の ある リス ク を 特定 
し ま し た 。 ま た 、 通 信 事 業者 の 要 
望 に 応え 、 ラ マダ ン 中 の ネッ トワ ー 
ク の 安定 性 保障 の た め に 第 一 線 
と 第 二 線 の メン テ ナ ン ス チー ム 
が 共同 で ネッ トワ ー ク メン テ ナ 
ンス 専門 家 チ ー ム を 速やか に 結 
成 し 、 全 ネッ トワ ー ク に 対す る 往 
底 的 な 検査 と リス ク 除 去 を 実施 
の 


ファ ー ウ ェ イ の ネッ トワ ー ク 保 
障 チ ー ム が 解決 し た 問題 お よび 
潜在 リス ク は 5,000 以 上 と な り ま 
し た 。 さ ら に 300 以 上 の シナ リオ 
を 想定 し た 緊急 時 対応 計画 を 作 
成 し た 上 、 重 要 な 計画 に つい て は 
お 客 様 と の 訓練 も 実施 し 、 最 終 的 
に ラマ ダン 中 の ネッ トワ ー ク を 
保障 する こと に 成功 し まし た 。 今 
回 の 保障 活動 は ファ ー ウ ェ イ の 
ネッ トワ ー ク 保障 サー ビス に お 
ける 専門 技術 能力 の 高 さ を 示す 
も の で 、 お 客 様 か ら も 高く 評価 さ 
CC い ます 。 


イン ド ネ シア で 起き た 20 年 間 で 最大 規模 の 停電 後に 
ネッ トワ ー ク 復旧 を サポ ー ト 





07 ドジ ンー ンク ンク ク チー 
ム を 増員 し て 速やか に 発電 機 の 燃 
料 補給 お よび メン テ ナ ン ス を 行う 
こと な ど で し た 。 さ ら に 、 通 庄 ト ラ 
フィ ッ ク の 急増 に 対応 する た め の 
峠 溢 緩和 叱 急 計画 を 、 専 門 家 に よ 
る 合同 レビ ュー を 経て 実行 する な 


ど 、 大 規模 停電 に よる 通信 中 断 を 
低減 する た め に あら ゆる 努力 を 行 
の 


ファ ー ウ ェ イ 保障 チー ム は お 
客 様 と 一 丸 と な っ て 全力 で 基地 
局 の 復旧 を 行い 、 通 信 サ ービス を 


保障 する た め 、 現 場 繋 急 復旧 チー 
ム を 雪 計 141 組 手配 し 、899 台 の 
電機 を 調達 し まし た 。 三 日 三 晩 
の 奮闘 を 経た 8 月 6 日 、 つ い に す 
2Z の 通信 表 ソ トド ワー クリ サービ 
欠か 此 二 相 働 上 則 し まし た だ た 。 ブ ァ アー 
ウェ イ と お 客 様 は 互い に 支え 合 
い 、 イ ンド ネシア で の 20 年 ぶり の 
大 規模 停電 と いう 突発 的 な 状況 
下 で 全力 を 尽く し 、 お 客 様 の ネッ 
トワ ー ク の 迅速 な 復旧 と 、 現 地 に 
住む 3.000 万 人 以上 の 人 々 に 障害 
の な い 通 信 を 保障 する こと が で 
き 7EO の です 。 


S 


SS -ーーー 


トル コ 最 大 都市 で の 地震 後に 通信 を 復旧 


2019 年 9 月 26 日 、 ト ルコ 最大 
の 都市 イス タン ブー ル で マグ ニチ ュー 
ド 5.7 の 地震 が 発生 し まし た 。 現 
地 の 多 く の 通信 事業 者 の 通信 サー 
ビス に 深刻 な 影響 が 生じ 、 約 2.000 
万 人 の ユー ザー の 音声 通話 が つ な 
が り に くい 状態 に な り ま し た 。 


地震 発生 の 5 分 後 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ は 速やか に ネッ トワ ー ク 保障 緊 
急 時 対応 計画 を 発動 し まし た 。15 
分 以内 に 、 フ ァ ー ウ ェ イ ・ ト ルコ の 
ゼネ ラル マネ ー ジ ャ ー が 各 通 信 分 
野 の メン テ ナ ン ス の 専門 家 か ら 成 
る 保障 チー ム 計 15 名 を 率い て 、 お 
客 様 の ネッ トワ ー ク 運用 保守 セン 
ター に 到着 し 、 ト ルコ 電気 通信 当 
局 次 官 、 通 信 事 業者 の CTO と 共 
に 現場 で 復旧 作業 の 指導 に 当たり 
まし た 。 こ れ と 同時 に 、 フ ァ ー ウ ェ 
イグ ロー バル 技術 支援 セン ター の 
第 二 線 お よび 第 三線 の 保障 チー ム 


40 名 が 緊急 復旧 対策 室 に 集結 し 
て 待機 し まし た 。 事 業 継続 ナー ム 
は 20 分 以内 に お 客 様 に 対し 、 緊 
急 時 に お ける ネッ トワ ー ク 混雑 緩 
和 の た め の ト ラフ ィ ッ ク 管 理 計 画 
を 提供 し まし た 。 そ し て 1 時 間 以 
内 に 8 名 の 現場 エン ジニ ア を 集め 
て 同国 首都 の 通信 機器 局 舎 の 現 
場 に 派遣 し 、 お 客 様 の エン ジニ ア 
と 共同 で サー ビス 復旧 作業 に 当 た 
5 必 ま し た 。 


ファ ー ウ ェ イ 保障 チー ム と お 客 
様 は 共に 時 間 と の 戦い に 挑み 、 地 
震 の も た らし た 困難 を 克服 し まし た 。 
延べ 128 名 を 投入 し て ネッ トワ ー ク 
通信 を 復旧 させ 、36 時 間 の 奮闘 
を 経て 、 最 終 的 に すべ て の サー ビ 
ス を 復旧 させ た の で す 。 トル コ 電 
気 通 信 当 局 次 官 か ら は 駐在 員 事 務 
所 の ゼネ ラル マネ ー ジ ャ ー を 通じ て 、 
ファ ー ウ ェ イ の 強力 な 支援 に 対し 
直接 感謝 の 言葉 が 贈ら れ ま し た 。 





最強 クラ ス の 台風 が 日 本 に 上 陸 ファ ー ウ ェ イ と お 客 様 が ネッ トワ ー ク 


の 安定 性 を 守る 


2019 年 10 月 12 日 、 猛烈 な 勢 
力 の 台風 19 号 が 日 本 に 上 陸 し ま 
し た 。 東京 を 中 心 と する 首都 圏 
で は 10 月 10 日 か ら 地 下 鉄 が 運行 
を 停止 し 、1,126 便 の 航空 便 が 相 
次 いで 欠航 と な り ま し た 。 台風 
災害 の 情報 を 受け て 自然 災害 緊 
急 時 対応 計画 が 発動 し 、 フ ァ ー 
ウェ イネ ットワーク 保障 チー ム 
は た だ ち に 緊急 復旧 活動 を 開始 
に 3 あの 


技術 支援 を 途切れ な く 行 うた め 、 


10 月 12 日 か ら 4 組 の 現場 メン テ 
ナン スチ ー ム を 通信 事業 者 の 緊 
急 復旧 チー ム に 合流 させ 、3 つ の 
重要 基地 局 の 正常 稼働 を 保障 し 
まし た 。 技術 支援 チー ム は 毎日 
お 客 様 と 共同 で ネッ トワ ー ク 状 
態 の 監視 を 行う と と も に 、 交 代 
で 24 時 間 の 電話 応対 に 当たり 、 
ネッ トワ ー ク 障害 に 速やか に 対 
応 し まし た 。 ま た 、 お 客 様 と 共 
に スペ アパ ー ツ の 不足 状態 を 調 
査 し 、 在 庫 の 緊急 調整 を 行う こ 
と で 、 重 要 な スペ アパ ー ツ を 確 


保 し 、 ネ ットワーク の 速やか な 
修復 を 可能 に し まし た 。 


ファ ー ウ ェ イ と 通信 事業 者 に 
よる 保障 チー ム の 懸命 な 努力 に 
より 、10 月 17 日 に は サー ビス の 
完全 復旧 が 通信 事業 者 か ら 発表 
4 し まし た だ 。 フラ アー ウツ ウェイ お 
客 様 と 力 を 合わ せ て 戦い 、 ネ ッ 
トワーク 通信 サー ビス を 守り ま 
し た 。 私 た ち は 今 回 も また 、 目 
に 見 える 行動 に よっ て ファ ー ウ ェ 
イ の 約束 を 果たし まし た 。 


高度 な 分 業 化 が 進む 現在 の 国際 社会 に お いて 、 
ファ ー ウ ェ イ の 購買 、 製 造 、 物 流 お よび グロ ー バ 
ル 技 術 サ ービス な どの 業務 は すべ て 、 サ ー ド バー 
ティ イー の メー カー や 専門 機関 と の 幅広 い 協 業 に 頼 


ら ざ る を 得 な く な っ て いま す 。 事業 継続 性 の 管理 
(BCM) は 極め て 重要 な 問題 で す 。 
長年 の 努力 に より 、 フ ァ ー ウ ェ イ は すでに 購買 、 


抽 造 、 物 流 、 グ ロー バル 技術 サー ビス な どの 分 野 
で N サラ ライ ヤル ら フ アァ アー タラ エイ アァ アー ツウ ョ イ 
か ら お 客 様 へ の 、 エ ンド ・ ツ ー・ エ ンド の 事業 継 


安心 ・ 安 全 


続 マ ネジ メン トシ ステ ム を 確立 し て いま す 。 さら に 、 
管理 組織 、 プ ロ セ ス 、IT プ ラッ ト フ ォ ー ム を 立ち 
上 げ 、 事業 継続 計画 お よび 緊急 時 対応 計画 を 制定 し 、 
従業 只 へ の BCM 研修 お よび 訓練 を 実施 する こと で 、 
各 組 織 の BCM 意 識 と 緊急 事態 へ の 対応 能力 を 高め 、 
日 常 業務 リス ク の 有効 な 管理 を 保証 し て いま す 。 


事業 継続 性 の 詳し い 内 容 に つい て は 、「 フ ァ ー 
ウェ イ ・ ジ ャ パン アニ ュ ア ルレ ポート 2019」 の 50 
2251 ペ ニー ン 、111 ペ ー ン を 賢く だ さい 。 Https/ 


www.huawei.COm/cn/press-events/annual-report 


ie リル ドニ 


Business Impact も に 9 に 1 いづ 6 / < ー ミ ーー 開 


緊急 時 対応 計画 IMP 





MM の 


豪 雨 台風 感染 症 


サプライ ヤ BCM 


研究 開発 買 造 


財務 


⑯ 隊 


(の 7 くく 


アル ん を 店 5 ウレ 4 


山間 


スト ライ キ 交通 事故 


⑤⑮ 息 


経済 / 質 易 政治 / 政 策 


地域 本 部 / 支 社 / 在 外 機関 
事業 継続 計画 BCP 


= を を リリ ムリ ピラ / 
ネッ トワ ー ク 保障 


HR 総務 


組織 と 責任 、 運営 の 仕組 み 、 実行 と 評価 





事業 継続 マネ ジメント シス テム 


5/ 一 ーー 






















環境 保護 は サス テ ナ ビ リティ の トリ プル ボトム ライ ン (企業 
活動 の 環境 的 側面 、 社 会 的 側面 、 経 済 的 側面 の 3 つの 側面 か 
ら 評 価 す る こと ) の 一 つ で あり 、 サ ステ ナビ リティ の 各 目 標 
と 密接 に 関連 し て いま す 。 現在 の 持続 不可 能 な 生産 お よび ラ 
イフ スタ イル は 、 廃棄 物 に よる 汚染 の 激化 、 資源 と エネ ルギー 
の 枯 湯 加速 、 異 常 気 象 の 増加 を も た らし 、 環 境 に 極め て 大 き 

な 悪影響 を 与え ます 。 人類 社会 の 発展 は 自然 環境 の 破壊 と 引 
き 換え で あっ て は な り ま せん 。 私 た ち は 共 に 持続 可能 な 未来 
を 守っ て いく 必要 が あり ます 。 





この た め 、 世 界 中 の すべ て の 国 、 地 域 、 企 業 、 そ し て 個人 は 
た だ ち に 行動 を 起こ し 、 環 境 保護 に 関連 する 目標 を 定め 、 積 
極 的 に 有効 な 措置 を 取り 、 自 然 環境 の 破壊 お よび 資源 採取 を 
減少 させ 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 使用 を 拡大 する と と も に 、 
低 炭 素 理 の 環境 に 優し い 生 産 と 生活 様式 を 探求 し 、 気 候 変動 
に よる 影響 に 共に 対処 し て いか な けれ ば な り ま せん 。 





二酸化 炭素 排出 削減 
再生 可能 エネ ルギー の 利用 拡大 
備 環 型 経済 の 促進 


















エネ ルギー を みん な に 
kd と ルレ 2 


\! / 
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1 つく る 責任 


気候 変動 に 
ウル ルレ ii: 13 具体 的 な 対策 を 


ぐ @ 崩 の フ 









昔 保 護 私 た ち は 「 テ クノ ロジ ー と 自然 の 共生 を 目指 す 」 と 
ロ 芝 里 訪 ・ っ いう 環境 保護 理念 に 則っ て 行動 を 続け 、 次 の 3 つの 面 


9 MO へ の 投資 を 強化 し て いき ます 。 
に わた ー と 
・ 二酸化 炭素 排出 削減 : 環境 に 優し い ICT 技 術 イ ノ 
自然 タ 入 の ) ユ 共生 を 


ベー ショ ン に より 、 様 々 な 業種 で 省エネ と 排出 削減 

指す を 実現 し 、 当 社 と サプライ チェ ー ン の 事業 運営 に お 

中 ける 環境 へ の 配慮 を 常に 強化 し 、 責 任 を 持っ て 一 
歩 ずつ 二酸化 炭素 排出 削減 を 進め ます 。 


・ 再 生 可 能 エ ネル ギー の 利用 拡大 : 再生 可能 エネ ル 
ギー 分 野 へ の 投資 を 継続 的 に 拡大 し 、 イ ン テ リ ジェ 
ント な 世界 の た め に クリ ー ン な 原動力 を 提供 し ます 。 
再生 可能 エネ ルギー の 利用 効率 を 高め 、 共 同 で 再 
生 可 能 エ ネル ギー 利用 へ の 構造 転換 を 行い ます 。 


・ 人 循環 型 経済 の 促進 : より 少な い 資 源 で 、 よ り 多 く の 
福祉 を 人 々 !【 MM と が で きる よう 考え ます 。 





今後 5 年 間 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 継続 し 、 以 下 の 目 標 の 実現 に 全力 で 取り 組み ます 。 

2025 年 、 売 上 高 当 た り の 二酸化 炭素 排出 量 (温室 効果 ガス 排出 スコ ー プ 1 お よび スコ ー プ 2) を 2019 年 
比 で 16% 削 減 

2025 年 、 主 力 製品 の 平均 エネ ルギー 効率 を 2019 年 比 で 2.7 倍 引 き 上 げ 


ーーー 60 


サス テ ナ ビ リティ の 背景 


国連 の 年 次 報告 書 「 世界 経済 状況 ・ 予 測 2019」 に 
は 、 気 候 リ スク が 高まり つつ あり 、 異常 気象 現象 が 増 
加 し 続け て いる こと が 明記 され て いま す 。 過去 6 年 間 
に 世界 で 発生 し た 異 淀 気象 現象 の うち 、 半数 以上 が 
気候 変動 に よる も の で す 。 気候 変動 の 問題 に 対応 す 
る た め の よ り 厳 格 な 措置 を 取ら な けれ ば 、 世界 の 気 
温 は 1.5C て 上昇 し 、 沿 海 地域 の イン フラ は 海面 上 昇 に 
よる 水没 の リス ク が 大 幅 に 増加 し ます 。 この 状況 は 
早けれ ば 2030 年 に も 起こ り 得 る と 言わ れ て いま す 。 


グ 由 一 バル ve サステナビリティ ャ イシ アティ イラ 
(GeSl) の 報告 書 『 ス マー ター2030(SMARTer 2030)』 
の 予測 で は 、ICT 製品 の エネ ルギー 効率 が 上 昇 す る 
こと で 、1ICT 業 界 の 二酸化 炭素 排出 量 が 世界 の 総 排 
出 量 に 占め る 割合 は 徐々 に 低下 し て いき ます 。 2030 
年 まで に ICT 業界 の 二酸化 炭素 排出 量 は 12.5 億 トン 
と な り 、 世界 全体 の 排出 量 に 占め る 割合 は 1.97% ま 
で 下がり 、 また ICT 技術 を 広く 用 いる こと で 、 他 の 業 
界 で も 二酸化 炭素 排出 量 を 大 幅 に 削減 で きる と 考え 
られ て いま す 。 2030 年 まで に 、 各 業界 が 1ICT 技術 に 
よっ て 削減 で きる 二酸化 炭素 排出 量 は 120 億 トン に 
達し 、ICT 業界 自体 の 排出 量 の ほぼ 10 倍 と な り ま す 。 


ICT 技術 は 世界 の 環境 問題 を 解決 する 上 で ます ま 
す 重 要 な 役割 を 果たし 、 国連 の 持続 可能 な 開発 目標 
(SDGs) の 迅速 な 実現 に 役立ち ます 。 ICT 技術 の 活 
用 は 各 業 界 の 省エネ と 排出 削減 を 促進 し 、 再 生 可 能 


エネ ルギー の 利用 効率 を 高め 、 気候 変動 が も た ら す 
飛 維 へ の 有効 な 対応 が 可能 と な る で し ょ う 。 


ファ ー ワ ウェ イ の 党 理 方 法 と 取り 組み 


あら ゆる 人 、 家庭 、 組織 に デジ タル 化 の 価値 を 提 
供し 、 す べ て が つなが っ た イン テリ ジェ ント な 世界 を 
実現 する こと が 、 ファ ー ウ ェ イ の ビジ ョ ン で あり 使命 
で す 。 この 果て し な い 目 標 を 実現 する た め 、 私 た ち は 
引き 続き ICT イ ン フ ラ と スマ ー ト ・ デ バイ ス に 重点 を 
直 ぎ ます 。 オー プン な コラ ボ ポレ ーション に より 、 パート 
ナー と 共に 各 業 界 の デジ タル 化 、 イ ン テ リ ジェ ント 化 
を 可能 に し 、 お 客 様 と 社会 の た め に より 大 き な 価 値 
を 創造 し 、 それ に よっ て あら ゆる 人 が 思 恵 を 受け ら 
れる こと を 目指 し ます 。 この イン テリ ジェ ント な 世界 
は 、 同時 に 環境 に も 優し い 世界 で な けれ ば な り ま せん 。 
そう で あっ て こそ 、 人 と 自然 の 調和 の と れ た 共生 が 実 
現 で きる の で す 。 


世界 有数 の ICT イ ン フ ラ 機 器 と スマ ー ト 端末 の メー 
カー と し て 、 私 た ち は 「 テ クノ ロジ ー と 自然 の 共生 を 目 
指す 」 と いう 環境 保護 理念 に 則っ て 行動 を 続け ます 。 


数 十 年 に わた り 、 絶え ず イ ノ ベ ー シ ョ ン を 追求 する 
中 で 、 私 た ち は 常 に エネ ルギー 効率 の 限界 に 迫り 、 イ 
ノ ベ ー シ ョ ン に よっ て 目 然 を 守り 、 地 球 の 美しい 未来 
の た め に より 多く の 可能 性 を 切り 拓く 努力 を 続け て 
いま す 。 


と 到 い 
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二酸化 誠 素 排出 削減 


周知 の 通り 、 二 酸化 炭素 の 排出 削減 が 地球 の 温度 を 下げ る た め に 有効 で す 。 こ の た め 、 私 た ち は 製 品 
の ライ フサ イク ル の 各 有 段階 に お ける 二酸化 炭素 排出 量 を 丹念 に 計 鼻 し 、 技 術 イ アノ ベー ショ ン に よっ つて 高 性 
本 化 の 課題 を 移 服 し 、 製 品 の 二酸化 炭素 排出 量 を 削減 し 続け て いま す 。 事業 運営 に お いて 、 常 に 環境 保 
護 を 念頭 に 置き 、 高い 基準 を 設定 し 、 あ ら ゆ る 機会 を と ら え て 排出 削減 に 取り 組ん で いま す 。 また 、 グ リー 
ン ・ パ ー ト ナー・ ブ ログ ラム を 継続 し 、 サ プラ イヤ と 共に 省エネ と 排出 削減 に 努め 、 環 境 に 優し い サ プラ 


イチ ェ ー ン を 構築 し て いま す 。 


製品 の ライ フサ イク ル か ら 二 酸化 炭 
素 排出 量 を 削減 


私 た ち は 製品 ライ フサ イク ル ア セ スメント (LCA) 
の 手法 に 基づき 、 自 社 の 製品 に 対し 系 統 的 な 評価 
を 行っ て いま す 。 ネ ットワーク 機器 は 使用 段階 で 
の 二酸化 炭素 排出 量 が ライ フサ イク ル 全 体 の 80% 


排出 は 主 に 設備 の エネ ルギー 消費 に よっ て 生ま れ 
る の で す 。 こ の た め 、 製 品 の 二酸化 炭素 排出 量 削 
減 の た め に は 省エネ 技術 が 鍵 と な り ま す 。 長年 に 
わた り 、 私 た ち は 環 境 に 優し い ICT 技 術 イ ノ ベ ー シ ョ 
ン に よっ て エン ド ・ ツ ー・ エ ンド で ICT 製品 の エネ 
ルギー 消費 を 節減 し 、 多 数 の 業界 に お ける 排出 削 
減 に 貢献 し て きま し た 。 長 年 の 探究 は 私 た ち に 優 


て 95% を 占め る こと が 分 か つっ て いま す 。 つ まり 、 れ た 成果 を も た らし て いま す 。 


衣 m ロ ご と の ライ フサ イク ル に お ける 二酸化 炭素 排出 量 評価 チャ ー ト 





ネッ トワ ー ク 使用 ( 約 80 へ 95%) 
機器 | 
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* ネ ットワーク 機器 は ライ フサ イク ル 全 体 に 占め る 使用 段階 の 二酸化 炭素 排出 量 比率 が 約 80% …95% 
* ユー ザー デバ イス は ライ フサ イク ル 全 体 に 占め る 使用 段階 の 二酸化 炭素 排出 量 比率 が 約 509%% >70% 


* デ バイ ス 製 品 は ライ フサ イク ル 全 体 に 占め る 原材料 採取 段階 の 二酸化 炭素 排出 量 比率 が 約 80% >959% 
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ワイ ヤレ ス 接 続 : 5G の 加速 に は まず 省エネ を 


ICT 技 術 の 集大成 で ある 5G は 、 ビ ッ ト 当 た り の 
エネ ルギー 効率 が 4G の 50 倍 に 達し て いま す 。 そ の 
一 方 で 、5G の 高速 大 容量 、 超 低 遅 延 、 多 数 接続 な 
どの 特性 は 、 ネ ットワーク の エネ ルギー 消費 増加 に 
も つなが り ま す 。 性 能 と エネ ルギー 消費 低減 を 両 
立 さ せる に は どう すれ ば よい の で し ょ うか 。 技術 イ 
ノ ベ ー シ ョ ン に よっ て 様々 な 側面 か ら 、 高 性 能 に 伴 
う エ ネル ギー 消費 の 課題 を 克服 し て いく し か あり ま 
せん 。 


PowerStar レベ ル 3 の 省エネ ソリ ュー ショ ン で 120% の 節電 を 実現 し 、 産 業界 最 


ある 賞 を 受賞 


環境 保護 


私 た ち は 先 進 的 な ハー ドウ ェ ア 材 料 、 高 性 能 ア 
ル ゴ リ ズム 、 放 熱 関連 の 先進 技術 を フル 活用 し 、 
束 qm ロ の エネ ルギー 効率 を 有効 に 高め て いま す 。 ま た 、 
機器 、 基 地 局 、 ネ ットワーク の 3 つの 側面 で の 技術 
イノ ベー ショ ン を 通じ 、5G ネ ットワーク の エネ ル 
ギー 効率 を 高め 、 通 信 事 業者 の 二 上 化 談 素 排出 量 
削減 を 支援 し て いま す 。 例 えば 、5G の 完全 屋外 ソ 
リュ ーション で は 空調 を 設置 する 必要 が な いた め 、 
基地 局 の エネ ルギー 消費 を 40% 低 下さ せる こと が 
ぐ でき まり 。 


の 栄 堂 


表 


2019 年 、 フ アァ アー ウェ イ は 中 
還 計 語 当 語 当 回り 細め) 還 代 
事業 者 と 共に 、 現 在 使用 され て 
の ポポ ツ トレ ラー ク の (10 月 の 上 
上 の 基地 局 に PowerStar レベ ル 3 
の 省エネ ソリ ュー ショ ン を 配備 
し まし た 。 中国 の ある 事例 で は 、 
2019 年 2 月 か ら お 客 様 が ファ ー 
6 の OZ2Rm の NISEBR ツ ドド 
ワー ク の 17,000 か 所 の 基地 局 に 
PowerStar ソ リュ ーション を 配備 
し 、 各 ネッ トワ ー ク 指標 の 安定 性 
保障 を 前 提 と し た 上 で 12% の 節 
電 を 実現 し まし た 。 


ファ ー ワ ウェイ PowerStar レベ 
川 100 搬 還 0 ン UM ョ ニン ョ リン は 
2020 年 度 の GSM アソ シ エ ー シ ョ 
ン GLOMO 眞 (Global Mobile 
Awards) の 「 最 優秀 気候 行動 
促進 モバ イル イノ ベー ショ ン 
眞 (Best Mobile Innovation for 
Climate Action) 」 を 受賞 し まし た 。 
GLOMO 賞 は モバ イル 産業 を 代表 
する 最高 の 宋 癒 で す 。 こ の 引 の 受 
中 は 通信 分 野 に お ける ファ ー ウ ェ 
イ の 世界 の 気候 変動 改善 へ の 取 
り 組 み が 認 め ら れ た 結果 で す 。 





デー タ 通 信 : スマ ー ト な IP ネッ トワ ー ク で 高 
BE か つづ 低 消費 電力 を 実現 


デジ タル の 世界 で は 、 デ ー タ セン ター、 メ トロ ポ 
リタ ン エ リア ネッ トワ ー ク 、 ラ 基幹 ネッ トワ ー ク が 各 
都市 、 地 域 お よび 国 の ネッ トワ ー ク 通信 の 集約 と 
交換 と いつ 車 要 な 役割 を 担っ て いま す 。 こ れ ら の 場 
所 に 設置 され る ルー ター や 交換 機 な ど は 非常 に 高 
い 性 能 を 備え て いる 必要 が あり ます が 、 一 方 で は 
性 能 が 向上 する に つれ て 設備 の 放熱 や 環境 温度 に 


対す る 要件 が より 荷 酷 な も の に な り ま す 。 私 た ち は 
emm 性 能 を 保証 する と いう 前 提 の 下 で 努力 を 重ね 、 
イノ ベー ショ ン に より 重要 技術 の ブレ イク スル ー を 
果たし まし た 。 例 えば 磁気 吹 消 に 基づく 電源 切替 
技術 、 熱 伝導 性 に 優れ た カー ボン ナノ 材料 、VC 相 
変化 放熱 お よび 斜 流 フ アァ アン な ど に よっ て 、 電 源 効 
率 と 放熱 効率 を 高め 、 製 品 の エネ ルギー 消費 を 有 
効 に 減少 させ て いま す 。 


2019 年 、 私 た ち は デ ー タ セン ター ネッ トワ ー ク 
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用 の CloudEngine 16800 シ リー ズ 交 換 機 お よび メト 
ロ ポ リタ ン エ リア ネッ トワ ー ク 用 の NetEngine 8000 
シリ ー ズ ルー ター と いう 2 つの 新 製品 シリ ー ズ を 発 
表し まし た 。 設 計 の 初期 段階 で 、 高 効率 の 電力 供 
給 と 放熱 と いう 2 つの 技術 的 難関 に 挑み 、 最 終 的 に 
設備 全体 の 電力 消費 量 を 減少 させ る こと に 成功 し 
まし た 。 業界 の 同種 製品 と 比較 し て 、 デ ー タ 1 ビッ 
ト 当 た り の 電力 消費 量 は 26% と 50% 低 く な っ て い 
ます 。NetEngine 8000 X8 ル ー タ ー の 例 で は 、 設 備 
1 台 に つき 年 間 約 90.000kWh の 節電 が 可能 で す 。 


光 ネ ットワーク : 環境 に 優し い 未 来 に つなが る 、 
スマ ー ト な 全 光 ネッ トワ ー ク 


伝送 ネッ トワ ー ク 層 に お いて 、 私 た ち は 光 ファ 
イ バ ー を 媒体 と し て 、 エ ネル ギー 効率 の 限界 を 打 
破 し 続け 、 環 境 に 優し い ネ ットワーク を 新た な 段 
階 に 進め よう と し て いま す 。 当社 独自 の 全 光 バッ ク 
プレ ー ン 技術 に より 、1,000 本 以上 の 光ファイバー 
を A4 サ イズ の 大 き さ の バッ ク プ レー ン に プリ ント 
で G き る よう EK こり まし た と こう し て 生ま れ 昭 ルク 
ロス コネ クト (OXC) シリ ー ズ 製品 OptiXtrans は 、 
機械 室 の スペ ー ス を 最大 90% 節約 し 、 電 力 消費 量 
を 60% 減少 させ る こと が 可能 で す 。 


光 接 続 に つい て は 、 系 統 的 な イノ ベー ショ ン を 
通じ て エネ ルギー 効率 と 電力 消費 量 の ボトル ネッ ク 
を 打破 し 、 新 製品 の エネ ルギー 効率 を 、 EU り の ブロ ー 
ドバンド 機器 の エネ ルギー 効率 に 関す る 行動 規範 
(CoC) バー ジョ ン 7 の 基準 より 43% 低く 抑え まし た 。 


四川 電信 の 「 光 立方 」 ネ ットワーク が 年 間 25 万 kWh 


の 節電 を 実現 


中 国電 信 四 川 公司 (China 
Telecom Sichuan) は 12 の 省 級 コ 
クン ニー NIS ラ ルー クー の の /@ 
東口 を 使用 し 、「 光 立方 (Optical 
Cube)」 ネ ットワーク を 構築 し ま 


し た 。 こ れ は ネッ トワ ー ク の 高速 
化 、 高 品質 化 お よび 各 業 界 の ネッ 
軸 選 二 ク (eyalgi る 言語 廊 の 
る と 同時 に 、 年 間 25 万 kWh の 節 
電 【 に も つなが り ま す 。 





OptiXstar V シ リー ズ ギ ガ ビ ッ ト 対 応 家庭 用 ONU 


ホー ムネ ットワーク の 面 で は 、 業 界 初 と な る Al 
ベー ス の OptiXstar V シ リー ズ ギ ガ ビ ッ ト 対 応 家庭 
用 ONU (区 回 線 終 端 装置 ) を 発表 し まし た 。 使用 
状態 を 自動 感知 し 、 非 使用 時 は スリ ー プ モー ド に 入 
る と いう 製品 特性 に より 、 無 駄 な エネ ルギー 消費 を 
効果 的 に 抑え る こと が で きま す 。 エ ネル ギー 消費 は 
EU の ブロ ー ド バン ド 機 器 の エネ ルギー 効率 に 関す 
る 行動 規範 (CoC) バー ジョ ン 7 の 基準 より 20% 低く 、 
1 台 当 た り の 年 間 節 電 量 は 38kWh と な っ て いま す 。 


キャ ン パ ス 内 ネッ トワ ー ク の 面 で は 、 機 械 室 と 配 
線 ス ペー ス を 50%、 エ ネル ギー 消費 を 30% 削 減 で 
さる 画 期 的 な キャ ン パ ス 用 全 光 ネッ トワ ー ク ソリ ュー 
ショ ン を 提供 し て いま す 。 





基地 局 の エネ ルギー : 環境 に 優し い 電力 供給 で 
二酸化 炭素 排出 量 「 ゼ ロ 」 へ 


太陽 光 発 電 、 リ チ ウ ム 電 池 、AI な どの 技術 が 成 
熟し つつ あり 、 基 地 局 の エネ ルギー の 「 排 出 ゼロ 」 
の 実現 に 向け て 新た な 可能 性 が 開か れ よ うと し て 
いま す 。 基地 局 へ の 電力 供給 に お いて 、 私 た ち は 
技術 的 障壁 を 突破 し よう と 努力 し 、 エ ネル ギー ソ 
リュ ーション を 絶え すず 進化 させ る こと で 、 基 地 局 
か ら の 二酸化 大 素 排出 を 最大 限 低 減 さ すてき まし た 。 


5G 時代 に 向け て 、 私 た ち は 5G Power 基 地 局 エエ 

ネル ギー ソリ ュー ショ ン に 太陽 光 エ ネル ギー と Al 
技術 を 取り 入れ 、 基 地 局 へ の 電力 供給 に 可能 な 限 
り ク リー ン エ ネル ギー を 使用 し 、 最 終 的 に 「 排 出 
ゼロ 」 を 実現 する べく 呆 進 し て いま す 。 





ファ ー ウ ェ イ と 中 国鉄 塔 (China 
Tower) と の 共同 実験 で の 検証 に 
より 、5G Power は 基地 局 1 局 当 
た り の 電力 を 年 間 4.130kWh 節 
約 可能 で ある と の 結果 が 示さ れ 
まし た 。 中国 鉄塔 は 2019 年 か ら 
2022 年 の 間 に 約 200 万 か 所 の 5G 
基地 局 の 新設 また は 改築 を 予定 
の の 5 ツン 有 2 ウル の クン ルリ 
ショ ン を 使用 する こと で 年 間 83 
意 kWh の 電力 を 節約 で きる と 予 
< ぐい の 。 


また 、 フ ファー ウェイ と ヨー ロッ 
パ の お 客 様 が 合同 で 行っ た 5G 





Power ベ ー ス の イノ ベー ショ ン 
実験 で も 、 基 地 局 1 局 当たり 51% 
の 活 00 


国際 電気 通信 連合 (ITU) が 主 


leallUU 庄 レ 厨 訟 p 語 ルド 
2019」 の 期間 中 、 フ ァ ー ウ ェ イ 


中 国鉄 夫 と の 共同 テス ト 








5G Power で 基地 局 1 局 当 た り 519%% の 省エネ が 可能 、 将 来 に 期待 


の 5G Power は モバ イル ネッ ト 
ワー ク の 省エネ と 排出 削減 に お 
ける 千 越 し た 頁 献 が 認め られ 、 
ITU サ ステ ナビ リティ 賞 (Global 
Industry Awards: Sustainable 


Impact) を 受賞 し まし た 。 





5G Power ソ リュ ーション が 
ITU サ ステ ナビ リティ 賞 を 受賞 
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デー タ セ ンタ ー の エネ ルギー : 多様 な アプ ロー チ で 
で デー タ セ ンタ ー の エネ ルギー 消費 を 大 幅 に 削減 


デー タダ セン ター は し ば し ば (エル ギー の 大 互 
消費 者 」 と 呼ば れ ま す 。 デ ー タ セン ター の 省エネ 
を サポ ー ト する た め 、 私 た ち は 無 停電 電源 装置 
(UPS) の モジ ュー ル 化 に よっ て ライ フサ イク ル に 
お ける 電力 消費 量 を 500 万 kWh も 節約 可能 に し ま 
し た (10MW デ ー タ セン ター、 人 負荷 率 40%、 エ ネ 
ルギー 消費 効率 (COP) 3)。 電 力 使 用 の ボトル ネッ 


ク を 打破 する た め 、 単 新 的 な 間接 蒸発 冷却 技術 に 
よっ て 目 然 冷熱 源 を 効率 的 に 利用 し 、 冷 却 シ ステ 
ム の エネ ルギー 消費 を 40% て 60% 低 下さ せ て いま す 。 
ビッ グ デ ー タ 、 Al な ど が 搭載 され た iCooling ソリ ュー 
ショ ン を 用 いて 、 デ ー タ セン ター が 節電 を 「 学 習 」 
し て 自動 的 に エネ ルギー 効率 の 最適 化 を 行え る よ 
うに な っ て お り 、 デ ー タ セン ター の PUE を 約 8% 
と 15% 低下 させ る こと が 可能 に な り ま し た 。 


iCooling ソ リュ ーション が 中 国 移動 寧夏 デー タ セ ンタ ー の 年 間 電 力 消費 の うち 600 万 


kWh の 節減 に 貢献 


2019 年 11 月 、 中 国 移動 (China 


の 学習 能力 強化 に 伴い 、 省 エネ 


Mobile) と ファ ー ウ ェ イ に よる 合 
同 イ ノ ベ ー シ ョ ン Al 省エネ デー 
タ セ ンタ ー、「 中 国 移動 寧夏 デー 
タ セ ンタ ー (中 衛 )」 が 段階 的 な 
イノ ベー ショ ン の 成果 を 発表 し 
まし た 。 現場 で の テス ト の 結果 、 


ファ ー ウ ェ イ の iCooling@AIl の エ 
ネル ギー 効率 最適 化 技術 に より 、 
第 一 段階 の 冬季 自然 冷却 + 低 負 
何 環境 に お いて 、 デ ー タ セン ター 
の 総 エ ネル ギー 消費 は 3.2% 減少 
1 の St20 ジ 6 の の | 
何 上 昇 、 冷 却 方 式 の 切替 え 、Al 


効果 の 持続 的 な 上 昇 が 見 込ま れ 
SC この 欠 26 クー ぐ の 
年 間 節電 量 は 600 万 kWh と 予測 
され 、 こ れ は 二酸化 炭素 約 3.000 
トン 分 の 排出 削減 に 相当 し ます 。 


スマ ー ト ・ デ バイ ス : 未来 志向 の 低 エ ネル ギー 消費 
機器 


5G 時代 の 到来 と と も に 、8K 映 像 、 高 解像度 の 
ビデ オ 会 議 、 ク ラウ ド ゲ ー ム な どの デー タ 通 信 量 
の 大 き な ア プリ ケー ショ ン が スマ ー ト フォ ン で 主 
に 用 いら れる よう なり ま し た 。 し か し 、 デ ー タ 
通信 量 の 大 き さ は ベー スバ ンド の エネ ルギー 消費 
増加 に つなが り 、 ス マー ト フ ォ ン の バッ テリ ー 持 
続 時 間 の 向上 を 阻む 要因 と な りつ つ あ り ま す 。 こ 
の た め 私 た ち は 、 消 費 者 に 最高 の 製品 体験 を 提供 
する た め 、 ス マー ト フ ォ ン の 消費 電力 減少 と バッ 
テリ ー 持 続 時 間 の 向上 に 取り 組み を 続け て いま す 。 


2019 年 に 当社 が 発売 し た スマ ー ト フォ ン Mate 
30 は 、 チ ッ プ セッ ト の エネ ルギー 効率 が 前 モデ ル 
と 比べ て 20% 以 上 向上 し て いま す 。 さ ら に 私 た ち 
は 上 位 ア プリ ケー ショ ン に つい て 、 異 な る シー ン 
に 合わ せ た 最 適 化 を 実施 し 、 製 品 の エネ ルギー 消 
費 を 大 幅 に 減少 させ まし た 。 ま た 「 ソ フト ウェ ア ・ 
ク グリー ラフ ャ アラ イア ンス | と 半周 で アプ リ ゲ ケーン ショ 
ン の 低 消費 電力 設計 を 推進 し 、 製 品 の バッ テリ ー 
持続 時 間 を 有効 に 延ばし て いま す 。 例 えば Mate 30 
シリ ー ズ の スス マー トラ フラ ォ ン で ぐ で ほ き 、 ア ノリ ケー フン ョ 
ン の バッ テリ ー 持 続 時 間 が Mate 20 シ リー ズ に 比 
べ て 10% 以 上 長く な っ て いま す 。 





環境 保護 W め 
2015 2016 2017 2018 2019 
Mate 9 Mate 10 Mate 20 Mate 30 





GPU 処理 能力 が エネ ルギー 効率 が 初 の ニュ ー ラ ルネ ッ バッ テリ ー 持 続 時 間 低 消費 電力 の 5G 
1259% アッ プ 、 エ 15 ン 209%6 アッ プ トワ ー ク プロ セッ サ 30% アッ プ お よび AI アプ リ 
ネル ギー 効率 が を 統合 し 、 画像 認識 、 ARK コ ン パ イラ ー に ケー ショ ン 体 験 
7096 あと 全 り / レ の 4 音声 認識 、 顔 認識 な よ ま り Android ンス テム 
の 分 野 で の エネ ル の 運用 効率 が アッ プ 
一 効率 アッ プ を 
実現 
環境 配慮 型 事 業 運 営 を 目 指 了 省 エ ン と 実践 を 行い 、 ク リー ン で 低 炭 素 型 の キャ ン パ 


ネ ・ 排 出 削減 に 全力 を 尽く す 


私 た ち は 環 境 に 優し い キ ャ ン パ ス (事業 所 ) の 
サス テ ナ ビ リティ 理念 を 積極 的 に 実践 し 、 常 に 管 
理 面 と 技術 面 な どか ら 省 エネ の た め の イ ノ ベ ー シ ョ 


ス を 作り 上 げ て いま す 。 ま た 、 当 社 の 事業 運営 に 
お ける 省エネ と 二酸化 炭素 排出 削減 を 継続 的 に 重 
視 し 、 キ ャ ン パ バス の 施設 か ら 、 研 究 開 発 ラ ボ 、 

場 に 至る まで 省エネ ・ 低 排出 の 運営 モデ ル を 実践 - 
環境 に 配慮 し た 企業 キャ ン パ ス を 構築 し て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ の 世界 で の エネ ルギー / 資源 消費 (2015 て 2019 年 ) 





| 名 称 。 | 単位 7(』 に に コ 2016 年 の 】(』 7 ん に コ 2018 年 2019 年 


天然 ガス 10.000 m3 5 ウ ク 1.114 仙 88 
シン 4 リン トン 363 358 600 347 650 
2 トン 41 116 256 7 106 
電力 (中国) 10.000kWh 134,700 168,653 207,095 235,504 302,093 
電力 (海外 ) 10.000kWh / / / / (09 の 
蒸気 発電 2 20,561 20,.352 21.801 23,143 22I646 
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温室 効果 ガス 排出 量 (2019 年 ) 





温室 効果 還 呈 人 旦 





排出 量 42.947 2.170.599 2.213.546 
(LCO2e) 1.94% 98.06% 100% 
総 排 出 量 に 
占め る 割合 

スコ ー プ 1 : 固定 燃焼 に よる 排出 、 移 動 燃焼 に よる 排出 、 
漏洩 排出 
スコ ー プ 2 : エネ ルギー の 間接 排出 
単位 : トン 
曲 6 2.213.546 
1.876,496 
1.585,369 
1.272,553 | 
2015 2016 2017 2018 2019 


温室 効果 ガス 排出 量 (2015 て 2019 年 ) 


ファ ー ウ ェ イ は 2016 年 に 排出 削減 目標 を 制定 
し まし た 。 そ れ は 温室 効果 ガス 排出 スコ ー プ 1 お 
よび スコ ー プ 2 に つい て 、2020 年 まで に 売上 高 当 
た り の 二酸化 炭素 排出 量 を 30% 削 減 す る も の で す 
(2012 年 を 基準 年 と する )。2019 年 の ファ ー ウ ェ 
イ の 売上 高 当 た り の 二酸化 炭素 排出 量 は 2.58 ト ン 
/100 万 人 民 元 で あり 、 基 準 年 (2012 年 ) 比 の 低下 
率 は 32.7% と な り ま し た 。 





*%2019 年 の 温室 効果 ガス 排出 デー タ は 世界 の 排出 デー タ 、2015 ン 2018 年 の デー タ は 中 国 地域 の み 


環境 保護 型 キ ャ ン パ バス の 建設 


私 た ち は ICT 技 術 を フル 活用 し て キャ ン パ ス の 施 
設 連 用 の 総合 礼 理 を 行っ て いま す 。 運営 の 面 で は 
省エネ の た め の 改 修 と 高 エ ネル ギー 効率 の 運営 管 
理 を 行っ て お り 、LED 照明 へ の 切替 や 水 ボ ンプ の 
イン バー ター 化 、 制 御 パ ラメ ー タ ー の 最適 化 な どの 
総合 的 な 管理 方 法 を 通じ て 、 キ ャ ン パ ス の エネ ルギー 
消費 指標 の 同期 比 で の 低下 を 実現 し 、 高 い 省 エネ 
効果 を 上 げ て いま す 。 


単位 ・ トン /100 万 (RMB) 
3.22 生 3.11 
| | | | 
2015 2016 2017 2018 2019 
売上 高温 室 効果 ガス 排出 原 単 位 (2015 て 2019 年 ) 
2019 年 、 私 た ち は フ リー クー リン グ 冷 却 改 修 、 
冷水 ポン プ の イン バー ター 化 、 照 明 器 具 の 切替 な 


ど と 複数 の 省エネ 工事 を 完了 し 、 中 国 国内 の 拠点 で 
の 電力 使用 量 を 同期 比 で 1.797 万 kWh 節減 し まし た 。 
これ は 二酸化 炭素 排出 量 約 1.7 万 トン に 相当 し ます 。 
2019 年 に ファ ー ウ ェ イ が 調達 し た クリ ー ン 電力 ( 天 
然 ガス 発電 ) の 総 電力 使用 量 は 12.57 億 kWh と な り 、 
2018 年 の 11.95 億 kVVh を 上 回 り ま し た 。 


ファ ー ウ ェ イ キャ ン パ ス の 2019 年 主要 省エネ 改善 プロ ジェ クト 


人 


技術 面 
2 営 理 面 補 
3 技術 面 上 海 
4 技術 面 上 海 
5 技術 面 上 海 
6 技術 面 出 氷 
7 技術 面 南京 
8 技術 面 西安 
9 技術 面 成都 
10 技術 面 下 漢 
11 技術 面 下 涯 
12 技術 面 北京 


南方 工場 真空 ポン プ 圧 力 制御 


環境 保護 


松山 湖 キ ャ ン パ ス 地 下 室 照 明 最適 化 


上 海 研究 所 飲用 水原 水 加熱 改修 


駐車 場 の 早 明 器具 を スマ ー ト 照明 に 交換 


フリ ー ク ー 
一 多 冷 水 ボ ン 
フリ ー ク ー 


リン グ 冷 却 改修 


プ へ の イン バー ター 追加 設 
リン グ 連 続 運 転 の た め の 改 修 


冷水 ユニ ッ ト 開 閉 メ カニ ズム の 最適 化 


外気 送風 装置 【 
冷却 ポン プ の イン バー ター 化 


こよ る 補助 冷却 改修 


空気 圧縮 機 シ ステ ム の ネッ トワ ー ク 化 
地下 駐車 場 ス マー ト 照 明 お よび 廊下 LED 照明 交換 


キャ ン パ ス の デジ タル 化 を スタ ー ト 年 間 15% 以上 省エネ 


20SGE 還 2 語 ョ ーEe IT 
ン ョ リン ン ョ ンド ノノ ハス ソノ 
リュ ーション 」 を 導入 し て キャ 
ン パ ス 管 理 の デジ タル 化 を 開始 
の SU ウ 0D0t の Ne2( 
の 所 証 2 ラ ショ レル ショ ョ ン BE 0 シリ ルン 
ジタル ルル ラッツ クト クッ ニー ベ この ⑳ 眉 ツ 
グ デ ー タ 分 析 診 断 モ デル お よび 
アル ゴリ ズム に より 、 従来 の 粗 
放 な エネ ルギー 供給 モデ ル を 改め 、 
ニー ズ に 基づく 精密 な エネ ルギー 
供給 モデ ル を 確立 する も の で す 。 
従来 の 冷房 設備 の 画 一 的 な 管理 
ES り 証 の 2 の miE 
の キャ ン パ ス 冷 房 設備 の 動 的 最 
と ae ジン 2 主 | ンク / 
2 2 クツ 2 ee な UN つ 
各 段 階 の 運用 状態 、 環 境 の 変化 、 
キャ ン パ ス 内 の 人 口 分 布 状況 な 
0 多 220 間 32 ン し 
ス の エネ ルギー 消費 の 動 的 管理 


ポリ シー を 制定 する こと で 、 冷 
房 設備 の 自動 制御 、 最 適 な 電力 
供給 、 無 駄 の 削減 を 実現 し 、 キ ャ 
ン パ ス の 電力 コス ト を 15% 引 き 
IS SO ぐう の に に ッ 
グ デ ー タ 、loT 技 術 に よっ て 人 の 
分 布 や その 変化 を 自動 的 に 感知 し 、 
照明 の リア ル タ イ ム 動 的 制御 を 
推進 し 、 人 の 往来 に よっ て 点灯 ・ 
消灯 する イン テリ ジェ ント 照明 
モデ ル を 構築 し て いま す 。 


ンカ ョ リル ンク ョ ンク リク 
エネ ルギー ソリ ュー ショ ン を 配 
備 ゆ る こと で 、 当社 の 深セン 坂 
田 キ ャ ン パ ス B エ リア で は 2019 
年 下半期 に 140 万 kWh の 節電 
実現 し 、 累 計 で 約 1.150 トン の 二 
酸化 炭素 排出 量 を 削減 し まし た 。 
2019 年 末 現 在 、 イ ン テ リ ジェ ン 
トキ ャ ン パ ス ・ エ ネル ギー ソリ ュー 


ショ ン は ファ ー ワ ウェイ の 各 キ ャ 
ン パ ス に 相次い で 導入 され 、 優 
れ た 効果 を 上 げ て お り 、 通 年 で 
15% 以上 の 省エネ を 実現 し て い 
2S OH 


ョ ハジ クリ 2 の 0 ラーン クリ し 請 1 
ショ リシン ョ ョ ンク 0 ショ 
ウェ イキ ャ ン パ ス は 複合 化 、 精 
IO 二 リン カル ンク ョ ン (6eUD/e 
エネ ルギー 管理 モデ ル へ と 変化 
2 の 2) で KU NBS2 太 議 シ 2 計 
am の 0 シラ リル クア ョ ント aar ク 
MX ネル キー ンク リリ 委 ョ ン ジョ ノン 
は 今後 より 多く の キャ ン パ ス 
に 導入 され 、 省 エネ と 電力 消費 
削減 、 低 誠 素 型 経済 の 発展 、 環 
境 配慮 型 キ ャ ン パ ス へ の 転換 の 
実現 を 後押し し ます 。 
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熱源 設備 の 運用 を 最適 化し 、 天 然 ガ ス の 消費 を 削減 


ファ ー ウ ェ イ 武漢 研究 所 の 新 
設 キ ャ ン パ ス は 2018 年 に 供用 開 
後 、 ク リー ン ル ー ム の 要件 に 
基づい て 冬季 の 暖房 使用 時 に 熱 
源 設備 を 24 時 間 稼働 させ る 必要 
が あり 、 冬 季 夜 間 の 低 負 荷 時 に 
ボイラ ー が 起動 と 停止 を 鍵 繁 に 
繰り 返す た め 、 エ ネル ギー ロス 


ボイラ ー 最 適 化 の 効果 : 最 適 化 後 の 熱 源 設 備 エ ネル ギー 


消費 と 人 数 変化 傾向 が 一 致 





人 数 一 熱源 設備 エネ ルギー 消費 


00ZSS Nm つら USR 夜 22:00 以 降 ボ イラ ー を すべ て 上昇 ・ 低 下す る こと で 、 ボ イラ ー 
停止 し 、 暖 房 シ ステ ム 配 管内 の の 正常 動作 に お ける 起動 と 停止 

2019 年 より 、 フ ファー ウェイ は 流体 の 余熱 の み を 利用 し て 暖房 の 頻度 が 減少 し 、 ボ イラ ー の 燃 
業務 統合 プラ ッ ト フ ォ ー ム (IOP) を 行い 、 朝 4:00 に 前 も っ て 1 て 2 焼 器 全 体 の 燃焼 効率 が 向上 陳 cs 


の 人 数 の 変化 傾向 に 基づき 、 和 夜 
18:00 以降 は 天候 状況 に 応じ て 事 
前 に ボイラ ー、 水 ポン プ 、 空 計 
ユニ ッ ト の 析 働 台数 を 減ら し て 
いま す 。 冬季 の 最も 寒い 時 期 は 、 近く な 


設計 段階 か ら 環境 に 配慮 


新設 キャ ン パ ス の 建築 設計 、 施 工 お よび その 後 
の 運営 な ど に つい て 、 環 境 保護 の 要件 を 十分 に 考 
慮 に 入れ 、 建 築 の 省エネ 設計 要件 に 適合 し た 壁 材 、 
保温 材料 、 開 口 部 、 採 暖 / 冷 却 シ ステ ム お よび 照明 
設備 を 使用 し 、 省 エネ で 環境 保護 に 配慮 し た キャ 
ン パ ス を 建設 する よう 注力 し て いま す 。 新 た に 供 
用 開始 し た ファ ー ウ ェ イ の 東館 松山 湖 開 発 拠点 で 
は 、 建 築 の 立体 効果 を 保証 する 前 提 の 下 で 、 可 能 
な 限り 開口 部 を 広く 取り 、 自 然 採光 と 通気 を 多く 
取り 入れ まし た 。 熱 損失 を 減少 させ る た め 、 建 築 
材料 は 低 放 射 複 層 ガ ラス を 選択 し 、 さ ら に 石材 ・ 
タイ ル 外 壁 と 主 構造 の 間 に キ ャ ビ テ イィ を 設け た ほか 、 
高 性 能 の LED 照明 光源 を 全体 に 使用 し 、 建 築 面 か 
ら の 省エネ を 積極 的 に 実践 し まし た 。 


台 の ボイラ ー を 起動 し 、 
ステ ム の 流体 を 予備 加熱 する よ 
つう RU ZN ラー の ia 
7202200c202e220G 
り 、 室 温 の 変化 ( 


で 2 ーー で 


暖房 シ し た 。2018 年 の 同様 の 天候 条件 
の 場合 と 比較 し て 、 ガ ス 消 費 量 
は 30% 前 後 、 約 32.7 万 m* 減 少し 

これ は 二酸化 大 素 排出 量 653 ト 


に 応じ て ン 分 に 相当 し ます 。 


キャ ン パ ス 内 に 導入 し た ミニ 電車 は 松山 湖 開 発 
拠点 の 日 常 的 な 交通 手段 を 担っ て いま す 。 こ の 電 
車 は 世界 最大 容量 の 12.000F スーパ ー キ ャ パシ タ 

を 牽引 動力 源 と し て 使用 し て いま す 。 充電 は 30 秒 
NN サイ クル 寿命 は 100 万 回 以上 で す 。 

気 駆動 運転 方 式 を 使用 し 、 エ ネル ギー の 高 効率 

な 御 環 利用 と 当 寄 物 質 排出 ゼロ を 実現 し て いま す 。 
また 車内 に は 従来 の 軍 光 灯 の 代わ り に LED 照 明 を 
使用 し 、30% の 省エネ を 実現 し まし た 。 


寒冷 地 に ある ファ ー ウ ェ イ キャ ン バ パ バス の 設計 で は 、 

ラボ の 設備 か ら の 放熱 を 熱 ボ ポン プ で 回 収 し て 事務 
エリ ア の 暖房 に 利用 する 仕組 み を 採用 し て いま す 。 
これ に より ラボ の 温度 を 下げ る と 同時 に 、 冬 季 の 
事務 エリ ア に 暖房 を 供給 する こと が 可能 に な り ま 
NE 


ラボ : 新た な 省エネ ソリ ュー ショ ン 導 入 で 
年 間 2.9 億 kWh を 節減 


当社 の エネ ルギー 方 針 と ラボ 業務 の 特徴 の 両方 
を 踏ま え 、 そ の 場所 に 合わ せ た 省 エネ 排出 削減 戦 
略 を 用 いる た め 、 ラ ボラ イフ サイ クル 省エネ 写 理 
シス テム を 確立 し まし た 。 ラ ボ の 設計 計画 お よび 
建設 段階 で 、 南 北 の 気 候 差 を 考慮 に 入れ 、 新 た な 
省エネ 技術 を 設計 計画 書 と 実際 の 工事 に 取り 入れ 
まし た ( 例 : フリ ー ク ー リ ング 冷却 設計 、 自 然 空 
冷 技術 、 冷 熱 空気 路 の 分 離 設計 、 マ イク ロモ ジュ ー 
ル に よる 精密 送風 な ど )。 


日 常 の 事業 運営 に お いて 、 既 存 の 分 散 し た ラボ 
を 集中 ラボ に 移転 させ 、 新 型 ラ ボ の イン フラ の 省 
エネ に お ける 優位 性 を 生か し 、PUE を 2 か ら 1.24 
に 引き 下げ 、 エ ネル ギー 効率 を 38% 上 昇 さ せま し 
た (すでに 70,000 平方 メー トル 以上 が 供用 開始 )。 
同時 に 、 省 エネ 技術 レベ ル お よび 管理 能力 の 継続 





東 完 松 山 湖 開 発 拠点 の 建築 


的 な 向上 に も 取り 組ん で いま す 。 例 えば 冷房 設備 
の イン バー ター 技術 採用 、 サ ー バ ー の 省エネ モー 
ド 使用 、 高 エ ネル ギー 消費 設備 の 廃止 、 設備 の 共有 、 
巡回 ロボ ッ ト に よる 24 時 間 環境 モニ タリ ング な ど 
の 措置 に より 、 年 間 2.9 億 kWh 以 上 の 節電 を 実現 
SM あり 


生産 製造 : 高 い 基準 を 設定 し 、 二 酸化 炭素 排出 量 
を 最低 レベ ル ま で 減少 させ る 


製造 段階 で 、 私 た ち は 施設 の 省エネ (冷水 ポン 

プ の イン バー ター 化 改 善 、 空 気圧 縮 機 の エア タン 
ク 圧 力 安定 化 技術 な ど ) お よび 設備 の 省エネ ( 液 
体 の 相 変 化 に よる 鞭 熱 、 ウ ェ ー ブ は ん だ 設備 の 保 
温 技術 な ど ) 等 の 改善 計画 、 お よび 現場 で の 省 エ 
ネ 管 理 手段 に より 製造 過程 で の エネ ルギー 消費 を 
抽 え て いま す 。2019 年 の 1 年 間 で 、 フ ファー ウェイ 
は 製造 段階 で 累計 1.920 万 kWh の 節電 に 成功 し 、 
二酸化 炭素 排出 量 を 16.065 ト ン 削 減 し まし た 。 








巡回 ロボ ッ ト が 24 時 間 環 境 モ ニタ リン グ を 実施 
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製造 設備 エネ ルギー 消費 の 
デジ タル 化 管理 


高 出力 設備 は 生産 が 予定 され て いな いと きも 
常に 稼働 状態 に あり ます 。 こ の 問題 を 解決 する に 
2 計 性 180 プ フカ ョ リル ショ ント 6 ポル 
管理 技術 を 用 いた エネ ルギー 測定 装置 で 、 電 気 エ 
ネル ギー、 電 流 な どの モニ タリ ング と 警報 発出 を 
行っ て いま す 。 設備 が 生産 状態 に な く 、 か つ 単 位 
エネ ルギー 消費 量 が 基準 を 超過 し て いる 場合 は 省 
エネ モー ド に な る よう 自動 調整 する な ど 、 エ ネル 
ギー 消費 の デジ タル 化 管理 を 実現 し て いま す 。 例 
えば 、 改 良 後 の ウ ェ ー ブ は ん だ 設備 は 25.6% の 省 
エネ を 実現 し 、 設 備 1 台 当たり の 年 間 節 電 量 は 約 
31.000kWh に 達し て いま す 。 


パートナー と 共に 、 環 境 に 優し い サ 
プラ イチ ェ ー ン を 作る 


当社 は 購買 ポリ シー お よび 購買 業務 の 全 プ ロ セ 
ス に 環境 保護 要件 を 盛り 込ん で いま す 。 サ プラ イ 
ヤ の 認定 、 選 択 、 監 査 、 実 績 管理 お よび 原材料 の 
選定 な どの 各 段 階 で 環境 保護 要件 を 明確 に し 、 環 
境 コ ンプ ライ アン ス へ の 適合 を 確実 に し て いま す 。 
購買 業務 を 通じ に て サプライ ヤ の 持続 的 改善 を 奨励 し 、 
競争 力 の ある 環境 に 優し い サ プラ イチ ェ ー ン を 構 
生じ し よう ご し CU いま ます 。 


サブ プラ イヤ が エネ ルギー 計測 シス テム の 導入 、 
エネ ルギー 監査 、 エ ネル ギー 消費 削減 可能 性 の 発 
掘 に 取り 組む こと 、 また 業界 の 優れ た 事例 を 見 洗い 、 





蓄熱 技術 に より 冷熱 エネ ルギー の 
再 利用 を 実現 


ファ ー ウ ェ イ は 液体 相 変 化 型 省 エネ ソリ ュー ショ 
ン を 推進 し て いま す 。 こ れ は 、 恒 温 循 環 装 置 の 低 
温 段 階 で 余剰 の 冷却 能力 を 蓄熱 槽 に 貯蔵 し 、 高 温 
維持 段階 で すべ て の 圧縮 機 を オフ に し 、 循 環 水 ポ 
ンプ で 冷水 を 槽 内 の 液体 熱 交 換 器 に 導入 し 、 冷 却 
能力 を 放出 し て 温度 平衡 を 実現 する こと で エネ ル 
ギー 消費 を 減少 させ る と いう も の で す 。 改良 後 の 
恒温 循環 装置 の 省エネ 率 は 31.5% に 達し 、 設 備 1 
台 当 た り の 年 間 節電 量 は 約 52.000kWh に 達し て い 
9 


省エネ 排出 削減 計画 を 制定 する こと を 奨励 し て い 
ます 。 2019 年 に は 計 35 社 の サプライ ヤ が エネ ルギー 
節減 、 お よび 排出 量 削減 プロ グラ ム に 参加 し まし た 。 
その 主 な 措置 に は 空気 圧縮 機 / 空 調 / 照 明 シ ステ ム 
の 改善 、 製 造 設備 お よび 工程 の 改良 、 余 熱 利用 な 
ど が 含ま れ 、 累 計 で 80,144 トン の 二酸化 炭素 排出 
量 削減 を 実現 し まし た 。 


私 た ち は 2025 年 まで に 、 ト ッ プ サプライ ヤ 100 社 
に 対し 二酸化 炭素 排出 量 削減 目標 の 設定 を 完了 する 
予定 で す 。2020 年 は この サプライ ヤプログ ラム を さ 
ら に 拡大 し 、 よ り 多 く の サ プラ イヤ が 二酸化 炭素 排出 
量 デ ー タ 統計 を 定期 的 に 行い 、 排 出 削減 計画 を 制定 
し て 排出 削減 プロ グラ ム を 実施 で きる よう に し 、 サ プ 
ライ チェ ー ン の 持続 可能 な 発展 を 牽引 し て いき ます 。 


サプライ ヤ に よる エネ ルギー 節減 お よび 排出 量 削減 プロ グラ ム へ の 参加 状況 (2015 年 ご 2019 年 ) 


二酸化 炭素 排出 削減 量 (トン ) 





2015 6 
2016 20 
2017 2 
2018 20 
0 うり 


77,144 
55,000 
63,000 
51.094 
60,144 


再生 可能 エネ ルギー の 利用 拡大 


再生 可能 エネ ルギー の 確保 と 利用 に つい て 、 多 
く の 国 ・ 地 域 、 組 織 で は これ まで 以上 に 関心 が 高 
まっ て いま す 。 化石 燃料 へ の 依存 か ら 脱 却 し 、 再 
生 可 能 エ ネル ギー へ と 転換 し て いく 中 で 、 ファ ー ウ ェ 
イ と し て も 積極 的 に 取り 組み 、 環 境 問題 の 解決 に 
向け て で きる 限り の 努力 を し て いき ます 。 


太陽 光 エ ネル ギー の 電力 変換 効率 の 
最大 化 


再生 可能 エネ ルギー の 普及 を 加速 さす せる た め 、 
ジュ ー ル の 太陽 光 エ ネル ギー を より 多く の 電力 へ 
と 転換 し 、 電 力 を 安定 的 に ネッ トワ ー ク へ と 供給 
で きる よう 力 を 入れ て いま す 。 フ ァ アー ウェ エイ は ほ は デ 
ジタル 情報 技術 と 太陽 光 発 電 を 組み 合わ せる こと 
で 、 太 陽光 発電 シス テム の 転換 効率 を 向上 させ 、 
太陽 光 発 電 を 主要 エネ ルギー へ と 発展 させ る 努力 
em0 の で 寺 ま あ し 7。 プア ー ウ エイ スマ ー ド トド ト ソ ー ラ ー 
で は フル スタ ッ ク か つ オ ー ル シナ リオ 対応 の AIl ソ 
リュ ーション を 導入 する こと で 、 発 電 量 を 3% 以 上 
向上 させ る こと に 成功 し て いま す 。 


ら な る 発電 量 
0N ソー ラー は アレ イ あ た り 144MPPT を 備え 、 
スト リン グ 間 の 不 整 合 を 最大 限 減 少 さ せる こと が 
で きま す 。 こ れ は 特に 両面 モジ ュー ル に 適し て お り 、 
電 量 が 向上 し ます 。 ま た 、 ス マー ト 直 流 発電 シ 
ステ ム (SDS) で は 天文 アル ゴリ ズム の 最適 化 を 
行い 、AIl の 自律 学習 を 通じ て 最適 な 角度 へ の 調整 


が 可能 に な り ま す 。 優 数 回 の 実地 検証 の 結果 、 先 
電 量 増加 は 0.5% か ら 1.31% に な っ た こと が 確認 さ 
れ て いま す 。 

点検 時 間 の 短縮 


遠隔 管理 シス テム に より 「 現 場 点 検 ゼ ロ 」 を 実現 。 
保守 担当 者 が 現場 に 向かう こと な く 、15 分 以内 に 
100MW の 自動 点検 を 完了 し ます 。 


Phy 人 
を 活用 し た 業界 で も 先進 的 な 系 統 連 系 アル ゴ 
リズ ム に より 、 す で に 世界 30 以 上 の 国 ・ 地 域 で 200 
以上 の 電力 グリ ッ ド モデ ル を 提供 し て いま す 。 世 界 
各地 の 発電 所 に 向け て 、 す べ て の シナ リオ ! 間 還 
る 安定 的 な 系 統 連 系 の 実現 を 支え 、 太 陽光 発電 
品 員 な ヨ PP か wm 


2012 年 以降 、 当 社 敷 地内 で の 太陽 


光 発 電 に より 二酸化 炭素 の 排出 量 を 
89.000 ト ン 削 減 


ファ ー ウ ェ イ で は 自社 敷地 内 に も 太陽 光 発 電 所 を 
建設 し 、 再 生 可能 エネ ルギー の 利用 を 拡大 する こと 
で 、 事 業 運 営 に 必要 と する エネ ルギー の 構造 改善 を 
巡 け て いま す 。 中 国東 完 市 南方 工場 、 杭 州 研究 所 、 南 
京 研究 所 で は それ ぞ れ 2012 年 、2015 年 、2017 年 
に 系 統 連 系 型 太陽 光 発 電 所 を 設立 し 、3 地 点 合計 で 
19.35MW の 容量 を 有 し て いま す 。2019 年 、 自 社 敷地 
内 太陽 光 発 電 所 の 年 間 発電 量 は 1.357 万 kWh に 達し 
て お り 、 二 酸化 大 素 排出 量 換算 で 11,.000 トン が 削減 
され た こと と な り ま す 。 ま た 、 発 電 開 始 以来 の 累計 発 
電 量 は 1.0714 億 kWh と な り 、 こ れ は 二酸化 炭素 排出 
量 換算 で 89.000 トン の 削減 に 相当 する 数 字 で す 。 





ファ ー ウ ェ イ 東 沈 南方 工場 スマ ー ト ソー ラー 発電 所 
総 容量 : 17.5MW 
系 統 接続 : 2012 年 6 月 
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ファ ー ウ ェ イ 枕 州 研究 所 スマ ー ト ソ ー ラ ー 発 電 所 
総 容量 : 1.8MW 
系 統 接続 : 2015 年 3 月 


アル ゼン チン か ら サ ウジ アラ ビア まで 、 
クリ ー ン エネ ルギー が 家庭 に 明か り 
を 灯す 


エコ ロジ ー で イン テリ ジェ ント な 世界 を 構築 す 
る だ め 、 フ アァ ー ウ エイ で は スマ ー ド ソー ラー を 世 
各 地 へ と 積極 的 に 展開 し 、 多 く の 家 庭 に クリ ー 
ン な 電力 を 提供 し て いま す 。 


アル ゼン チン 北部 の 高原 上 に 位置 する フフ イ 州 
の 州都 サン サル バド ー ル の 中 央 広場 で は 、「 エ ネル 
ギー 溢れ る フフ イ 州 」 MP 
4 まし 大 。 ラ アー ウツ ウェイ の 記 力 に 、 ア ルル セン 
チン で は 現地 の 人 々 人 プ 同 
クト が 進ん で いま す 。 


2019 年 10 月 、 フ フイ 州 カ ウチ ャ リ 300MW 太陽 
光 発 電 所 が 竣工 し 、 発 電 が 開始 され まし た 。 こ の 発 
電 所 で は ファ ー ウ ェ イ スマ ー ト ソー ラー ソリ ュー ショ 
ン を 全面 的 に 使用 し て お り 、 敷 地面 積 は アル ゼン チ 
ン の 首都 ブエノスアイレス の 面積 の 半分 に 相当 し 


ファ ー ウ ェ イ 南京 研究 所 スマ ー ト ソー ラー 発電 所 
総 容量 : 0005MW 
系 統 接続 : 2017 年 12 月 


ます 。 ま た 、 ラ テン アメ リカ 地域 で は 最も 標高 の 高 
い 地 点 (4200m) に 位置 する 太陽 光 発 電 所 で も あり 
ます 。 太 陽光 発電 所 の 想定 利用 期間 は 25 年 、 年 間 発 
電 量 は 約 6.6 億 kWh と な り 、16 万 戸 の 家庭 の 電力 
を クリ ー ン エネ ルギー で 賭 うこ と が で きま す 。 こ の 

電 所 の 建設 に より 、 フ フイ 州 で は 他 州 の 電力 に 依 
存する こと が な く な り 、 電 力 の 自給 自足 が 実現 され 
まし た 。 現 地 の 電 力 不 足 は 大 幅 に 解消 され 、 一 般 向 
け 電 力 価 格 が 引き 下げ られ まし た 。 


地球 の 反対 側 に 目 を 向け る と 、 サ ウジ アラ ビア 
で も 従来 の 化石 燃料 か ら ク リー ン エ ネル ギー へ の 
転換 の 第 一 歩 を 踏み 出し て いま す 。 サ ウジ アラ ビ 
ア 北 部 の ジャ ウフ 州 サ カカ 300MW 太陽 光 発 電 事 業 
は | サウ シン アッ ピア が | ピノ ョ ン 2080 | を 発表 し 
て 以来 初 の 太陽 光 発 電 所 で あり 、 ま た 最大 規模 の 

電 所 で す 。 こ の 発電 所 で も 同様 に ファ ー ウ ェ イ 
スマ ー ト ソー ラー ソリ ュー ショ ン が 導入 され て お り 、 
ジャ ウフ 州 の 45,000 戸 の 家庭 に 向け て クリ ー ン な 
電力 を 供給 し て いま す 。 年 間 で 二酸化 炭素 排出 量 
を 43 万 トン 削減 する と 想定 され て いま す 。 





アル ゼン チン ・ フ フイ 州 カ ウチ ャ リ 300MW 太陽 光 発 電 所 


フ 州 サカ カ 300MW 太陽 光 発 電 所 


サウ ジア ラビ ア ・ ジ ャ ウ 


備 環 型 経済 の 促進 


原材料 の 消費 を 減ら し 、 よ り 効 果 的 に 資源 を 利用 する 。 私 た ち は 原 点 に 立ち 返り 、 市 品 設 計 の 段階 か 
ら 環境 に 優し い 素 材 を 優先 的 に 選択 し て いま す 。 原 材料 の 使用 量 を 削減 し 、 園 品 の 耐用 性 を 高め る と と 
も に より 分 解 し や すい も の と し 、 製 品 の 回 収 シ ステ ム を 整備 する こと で 、 製 品 の 全 ラ イフ サイ クル を 通じ 
て 素材 効率 の 最適 化 を 実現 し て いま す 。 利用 で き ぎる も の は 確実 に 使い 切る こと で 目 然 資 源 の 消費 を 減ら し 、 
循環 型 経済 の 発展 を 促し て いき ぎ ま す 。 













包装 と 輸送 の 
軽量 化 
素材 軽量 化 _ 
構造 の 革新 重量 ・ 体 本 


リユース 





環境 に 優し い 製品 寿命 の 
素材 長期 化 
再生 素材 人 

リサ イク ル 素 材 に 5 1 

バイ オマ テリ アル ンジ ユ フ ー 認 


耐用 性 設計 


製品 回 収 
分 解 を 考慮 し た 


設計 





/S 
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より シン ブル に 、 よ り 軽 い 製品 を 


ファ ー ウ ェ イ は シン プル な 形 で お 客 様 に 製品 を 
と これ UU ま ノア ー ウ エ 


提供 する こと に 努め て いま す 。 
イ が 掲げ 続け て きた 理念 で す 。 製 品 設 計 の 段階 


ら 素 材 の 節減 と 軽量 化 を 図り 、 シ ンプ ブル か つ 使 い 
や すい 製品 を つく る こと で 循環 型 経済 に 寄与 し て 


いま す 。 


・ フ ァ ー ウ ェ イ 第 3 世代 5G ア クティ ブ ア ン テ ナ 軸 


品 (AAU) で は 、 こ れ ま で の 製品 と 比べ 大 幅 に 
製品 の 集約 度 が 向上 し 、 製 品 の 軽量 化 を 実現 し 
て いま す 。64T64R 仕 様 の 場合 、 製 品 車 量 は わ 
ず か 25kg で あり 、 こ れ は 多く の 国 に お いて 一 人 


の 人 貞 【 と よる 設 直 、 施工 が 


ぉ ふ め られ る 重量 で す 。 


・ フ ァ ー ウ ェ イ ブレ ー ド 型 AAU 製 品 で は シン プ 


ルル を 條 求 し 、 アク ティ クト バッ ンク グ 両 / ノ テ ナ 
の 一 体 化 設 計 を 行い まし た 。 高 さ を 2m ほ ど に 
抑え た 製品 の 中 で 、5G ア クティ ブ ア ン テ ナ と 
2G/3G/4G パ ッ シ ブ アン テ ナ が 一 つの 人 筐 体 に 集 
約 さ れ て いま す 。 一 つの モジ ュー ル で 6GHz 以 
下 の す べ て の 周波 数 帯 を 同時 に サポ ー ト する こ 
と が で き 、 ア ン テ ナ の 設置 に 必要 と され る 空間 
と 資材 を 大 幅 に 削減 する こと に 成功 し て いま す 。 


・ こ れ ま で 複数 の 周波 数 帯 に 対応 する に は 、 そ れ 


ぞ れ 無線 装置 (RRU) を 設置 する 必要 が あり ま 
し た 。 フ ァ ー ウ ェ イ で は 革新 的 な 超 広帯域 技術 
を 導入 する こと で 、 一 つの 無線 モジ ュー ル で 複 
数 の 周波 数 帯 を 同時 に サポ ー ト する こと が で き 
る よう に な り 、RRU の 数 は 従来 の 13 に まで 削 
減 さ れ ま し た 。 


強化 プラ スチ ッ ク 製 軽量 パレ ッ ト に より 木材 使用 を 削減 


製品 輸送 時 、 こ れ ま で は 使い 捨 
て の 合板 パレ ッ ト が 利用 され て き ぎ 
まし た が 、 複雑 な 物流 環境 に お け 
る 長期 的 な 利用 に は 適さ ず 、 ま た 
多く の 木材 資源 が 消費 され る と い 
う 問 題 が あめ あり まし た 。 








ファ ー ウ ェ イ は 2019 年 に 強化 プ 
ラス チッ ク 製 軽量 パレ ッ ト を 開発 、 
5G 無 線 基地 局 な どの 製品 の 包装 
適用 し 、 パ レッ ト の 再 利用 を 進め 
て いま す 。 従来 の パレ ッ ト と 比較 


使い 捨て 型 合 板 パ レッ ト 


する と 、 年 間 1.367 トン の 軽量 化 を 
実現 し 、 木 材 利用 を 約 11.000 m 分 
即 絶 、 そし て 二酸化 炭素 排出 量 を 


約 6.890 ト ン 削 減 し ます 。 今後 、 強 


強化 プラ スチ ッ ク 製 軽量 パレ ッ ト 
(ラル / ク 6 レツ 


段階 的 に サー バー、 端 末 分 野 な ど 
の 製品 包装 に も 適用 され 、 木 材 の 
消費 を さら に 減ら し て いき ぎ ま す 。 


環境 に 優し い 包装 の た め の フ ァ ー ウ ェ イ 「6R1D」 ポ ボ ポリシー 


・Right 合理 的 な 設計 
・Reduce 消費 電力 の 低減 
・Returnable リタ ー ナ ブル 素材 
・Reuse リユース 可能 な 素材 
・Recovery 回 収 可能 な 素材 
・Recycle リサ イク ル 素 材 
・Degradable 分 解 処 理性 


weQuCl 


Recycle & Recovery 


環境 配慮 型 素材 や 再生 素材 を 利用 し 、 
資源 と エネ ルギー の 再 利用 を 実現 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 90,000m 以 
上 の 森林 木材 利用 を 節約 


環境 に 優し い 包 装 を 実現 する た め 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ で は 「6R1D」 ボ ポリ シー を 実行 し て いま す 。 す 
な わ ち 、 適 切な 包装 (Right Packaging) を 目標 
に 、 合理 的 な 設計 (Righ) 、 リ デュ ー ス (Reduce)、 
リタ ー ナ ブル (Returnable)、 リ ユー ス (Reuse) 、 
資源 の リサ イク ル (Recycle)、 エ ネル ギー の 回 収 
利用 (Recovery)、 分 解 処理 性 (Degradable) 
を 追求 し て いま す 。 包装 の 軽量 化 と 小型 化 、 包 装 
設計 の 合理 性 と 適切 性 は 包装 材 の 消費 と 包装 の 保 
党 ・ 輸 送 コ スト を 削減 し ます 。 ま た 、 環 境 に 優し 
い リ サイ クル 可能 な 包装 材 を 使う っ こと で 、 資 材 の 
循環 利用 率 を 向上 させ 、 資 材 お よび エネ ルギー の 
回 収 と リユース を 図り ます 。 そ し て 、 包 装 材 の 回 
収 利用 が 可能 で な 効果 的 な 回 収 シ ステ ム を 確立 し 、 
包装 用 品 の ライ フサ イク ル を 長期 化し て いき ます 。 







Right & Reduce 

軽量 化 、 小型 化 に より 包装 材 の 消費 を 
減ら し 、 合 理 的 か つ 適 切な 包装 設計 を 
追求 する こと で 、 包 装 と 輸送 に か か る 


の 
る 
に 論 。 コス ト を 低減 
る 


Returnable & Reuse 
効果 的 な 回 収 シ ステ ム を 確立 し 、 
包装 用 品 の ライ フサ イク ル を 長期 化 


2008 年 より ファ ー ウ ェ イ で は 包装 設計 と 加工 
の 最適 化 を 続け 、 多 く の 製 品 に 対し て より 環境 に 
優し い 包装 方 法 を 提供 する こと で 、 資 材 の 節減 に 
関し て 大 き な 成 果 を 挙げ て いま す 。2019 年 、 環 
境 対 応 型 包装 の 年 間 出 荷 数 は 40 万 件 以上 に の ぼり 、 
これ は 90,000 m 以 上 の 森林 の 木材 を 節約 し た こ 
と に 相当 し ます 。 


長年 に わた り 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 環境 に 優し い 包 
装 で の イノ ベー ショ ン に 力 を 注い で きま し た 。 高 
強度 段ボール 、 複 数 密度 一 体 成型 発泡 ポリ プロ ピ ビ 
レン (EPP)、 強 化 プ ラス チッ ク 製 軽量 パレ ッ ト 、 
薄型 ペー パー ハニ カム パネ ル な どの 新しい 素材 と 
加工 技術 を 開発 し 、 製 品 包 装 に 適用 し て 全 世 界 向 
け に 出荷 し て いま す 。 


7/ ーー デー 
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環境 配慮 型 包装 出荷 数 (単位 : 万 個 ) 


3 0 4 0 4.8 


0.0 


森林 木材 の 節減 量 (単位 : 万 m) 


24.7 
21 5 23.6 
9 | 「 「 


41.7 
26.9 
「 21.8 


42.0 


9.3 9 1 
6.6 
5.8 
4.6 4.4 4.4 
20 
0.4 0.5 0.5 に 
0.0 ー 和 


2008 2009 2010 2011 


2012 


2013 2014 2015 


複数 密度 の 緩衝 材 加工 技術 に より 軽量 化 包装 を 実現 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 緩 衝 材 
の 複数 密度 一 体 成型 加工 技術 を 
本 購 UW 二 ろ の 』 二 ルド Ga る 
密度 の 原材料 を シー ムレ ス に 結合 
させ る 一 体 成型 を 実現 し まし た 。 
現在 、 この 技術 は 無線 基地 局 、 サ ー 
バー な どの 製品 に 活用 され て いま す 


従来 の 単 一 密度 発泡 成型 技術 と 
比較 する と 、 新 し い 加 工 技術 は 同 
等 の 保護 能力 を 実現 し 、 包 装 の 
体積 は 平均 30% 減 、 重 量 は 20% 
減 を 達成 し て いま す 。 一 例 と し て 、 
5G MIMO 製 品 の 包装 で は 複数 密 
度 緩 衝 材 加工 技術 に より 包装 の 


2016 


2017 2018 2019 


体積 は 38% 減 、 重 さ は 291 ト ン 削 
減 さ れ て お り 、 こ れ は 二酸化 炭素 
排出 量 を 約 463 ト ン 削 減 す る こと 
に 相当 し ます (2019 年 の 実績 統計 
値 よ り 計 算 )。 


は よ リ 少な く 


、 使 用 する 資源 


資源 を 最も 効果 的 に 保護 する 方 法 の 一 つと し て 、 
優れ た 品質 と 長期 に わた る 耐用 性 を 持つ 製品 を 生 
産 す る こと が 挙げ られ ます 。 ファ ー ウ ェ イ で は 端 
未 製 品 へ の 厳 し い 信 頼 性 試験 を 実施 する こと で 、 
製品 の 耐用 性 を 高め て いま す 。 加え て 、 ス マー ト フ ォ 
ン の 故障 を 減ら す た め に ソフ トウ ェ ア と ハー ドウ ェ 
ア の 最適 化 を 行い 、 さ ら に 製品 の ライ フサ イク ル 
を 長期 化 さ せる た め に 全 世 界 向け に 利便 性 の 高い 
修理 サー ビス 体制 を 整備 し て いま す 。 こ うし た 取 
り 組 み を 通じ て 、 資 源 の 消費 を 減ら し て いま す 。 


同じ 資源 か ら 作 り 出 され る 製品 の ライ フサ イク 
ル が 長い ほど 、 使 用 する 資源 の 総量 は 少な く な り 
ます 。 ファ ー ウ ェ イ で は より 美しく 、 よ り 高 性 能 か つ 、 
バッ テリ ー 持 続 時 間 が より 長い スマ ー ト フォ ン を 
追求 し 続け て いま す 。 最 新 の EMUI10.1 シ ステ ム で 
は ファ イル 断片 化 の 抑制 、 メ モリ リソー ス 割 り 当 
て の 改善 に つい て 飛躍 的 な 向上 が 見 られ 、 ス マー 
ト フ ォ ン の 動作 体験 は 18 か 月 も の 間 低 下す る こと 
な く 、 快適 に 利用 いた だ ける よう に な り ま し た 。 また 、 
ハー ドウ ェ ア シ ステ ム の 信頼 性 を 全面 的 に 強化 す 
る こと で 、 製品 が 組立 、 使用 の 過程 で 起こ りう る 様々 
な 温度 ・ 湿 度 変 化 に 対応 で きる よう に な っ て いま す 。 


し か し な が ら 、 信 頼 性 の 高い 製品 で あっ て も 問 
題 が 発生 する こと は あり ます 。 その 際 、 スマ ー ト フォ 
ン を 交換 する こと な く 修 理 に よる 対応 を 行う こと 
で 、 電 子 機器 資材 を より 効果 的 に 利用 する こと が 
で きま す 。 フ ァ ー ウ ェ イ で は 110 を 超え る 機種 に つ 
いて 全 世 界 向け に 統一 価格 で の バッ テリ ー 交 換 サ ー 
ビス を 提供 し て お り 、2019 年 に は 毎月 数 十 万 台 の 
スマ ー ト フォ ン の バッ テリ ー 交 換 を 実施 し まし た 。 
統一 価格 で の 修理 サー ビス も 提供 し て お り 、 工 場 
で の 修理 を 行う こと で 修理 サー ビス の 品質 を 保証 


環境 保護 


する と と も に 、 利 用 可能 な 部 品 に つい て は 最大 限 
利用 する こと で 、 ユ ー ザ ー が 負担 する 修理 費用 を 
吉 え て いま す 。 ま た 、 使 用 済み の ディ スプ レイ の 
リサ イク ル シ ス テム を 整備 し 、 多 く の 国 々 で 運用 
し て いま す 。 こ うし た 取り 組み で 継続 的 に 資源 消 
殴 を 抑制 し 、 資 源 利 用 効率 の 最大 化 を 目指 し て い 
ます 。 


「 エ コロ ジー 活動 」 リ サイ クル 、 
ス 、 ア ッ プ グレ ー ド 


リ ユ ー 


リサ イク ル は 循環 型 経済 の 重要 な 一 部 分 で す 。 
ファ ー ウ ェ イ で は 拡大 生産 者 責任 を 主体 的 に 履行 し 、 
全 世 界 向け の 端末 製品 リサ イク ル シ ス テム を 構築 
し て いま す 。 使用 済み の 電子 機器 の リサ イク ル 制 
度 を 整備 し て ユー ザー に 提供 する こと で 、 電 子 機 
和 融 の 廃棄 に よる 環境 へ の 影響 を 減ら すこ と が で き 
ます の 。 より 多く の ヨー ザー ファ ー ツ キイ の リザ 
イク ル 制 度 を 理解 し て いた だ き 、 参 加 し て いた だ 
く こ と で 循環 型 経済 の 発展 を 後押し し て いき ます 。 
2019 年 末 時 点 で 世界 48 の 国 ・ 地 域 に 1300 近 い リ 
サイ クル セン ター を 設置 し て いま す 。 有償 回 収 な 
どの 活動 を 通じ て 、2019 年 に は ファ ー ウ ェ イ サー 
ビス セン ター で 毎月 30 万 点 以上 の 使用 済み 部 品 を 
回 収 し 、 そ の 重量 は 約 60 トン に 上 り ま し た 。 


これ まで の 品 の 利用 率 を 向上 させ る と と も に 、 
ユー ザー が 新 製品 を 購入 する 際 の 費用 を 抑 える た 
め 、 フ ファー ウェイ で は 「 下 取り 」 サ ービス を 展開 
し て いま す 。 中国 で は 新た に オン ライ ン 上 で 「 信 
用 リサ イク ル 」 を 開始 し 、 先 に クー ポン 券 を 発行 し 、 
その 後 リ サイ クル 回 収 を 行う こと で 事業 の さら な 
る 発展 を 実現 し て いま す 。 中 国 以外 の 地域 で も 下 
取り サー ビス を 積極 的 に 展開 し て お り 、 現在 ロシア 、 
イタ リア 、 ド イツ 、UAE な ど 9 か 国 で 実施 され て 
いま す 。 
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人 /。 記 イコ ロジ ー リ 條 ル 活 動 、 
弄 見 て 1 完 串 し い 世 界 た @w W 
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使用 済み の 史 っ 直下 3. 博 
健康 や 安全 放 装 が gm 可能 性 が あり ま 旨 粒 
ファ ー ウ ェ 邊 は 無償 で 適切 に 使用 済み の スマ デ 対 還 オ ン を 回 収 し 、 電 子 機器 と し て の 
新た な 命 を 吹き 込む と と で 、 資 源 の 再 利用 に 央 界 菓 読 を 保護 し まず 
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環境 に 優し い 世 界 を 作る た め の フ ァ ー ウ ェ イ の 取り 組み に に つい て 【 ほ 思 ち 大 
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廃棄 物 に 新た な 命 を 1.54% 1.69% 
1.249% 
2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 合計 12.756 ト ン の 廃 
葉 物 を 処分 し まし た が 、 埋 め 立 て 処分 が 行わ れ た 
も の は 全体 の わずか 1.24% で し た 。 業界 大 手 の 環 
境 保 護 リ サイ クル 機構 と の 密接 な 協業 を 通じ 、 廃 
棄 物 に 対し て 分 別 収 集 と 処分 を 行う と と も に 、 廃 
葉 物 資源 を 最大 限 活 用 する 方 法 を 積極 的 に 模索 し 
て いま す 。 廃棄 物 の 埋め 立て 処分 を 減ら すこ と で 、 4 2 2 
環境 へ の 影響 を 低減 し て いま す 。 2017 年 2019 年 の 廃棄 物理 め 立 て 処分 率 





多 方 面 か ら の 協業 に より 、 電 子 機器 廃棄 物 の 再 利用 を 促進 


現在 、 埋 め 立て 処分 され る 電子 
機器 廃棄 物 の 大 部 分 を 占め る 資材 
が 樹脂 粉末 で す 。 樹脂 煽 末 の 処理 
方 法 は 企業 に と っ て 、 こ とれ まで 大 
き な 課題 と た な っ て いま し た 。 フ ァ ー 
ウェ イ は 埋め 立て 処分 の デー タ に 
つい て サプライ ヤ と 共同 分 析 を 行 
い 、 さ ら に 中 国 環境 科学 研究 院 と 
と も に 最適 化 され た 処理 に つい て 還 議 職 剛 
oh こと の 使用 済み の ボー ド 製 品 か ら 作ら れ た 環境 対応 型 ど み 箱 、 収 納 ケ ー ス 
結果 、 樹 脂 粉 末 の 特性 を 改良 し 造 
粒 を 行う こと で 製品 と し て の 再 利 を 実現 し まし た 。2019 年 に は 大 き た ご み 箱 、 収 納 ケ ー ス な どの 試作 
用 が 可能 と な り 、 循 環 的 な 再 利用 な 進展 が あり 、 再 生 資 源 を 利用 し に 成功 し て いま す 。 
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復 水 の 余熱 を 活用 し 、 


ファ ー ウ ェ イ 上 海 研究 所 の 飲 
料 ポ ンス 売 玉 で は 水道 水 ( 対 
する 事前 処理 と 逆 浸透 膜 を 利用 
し た 浄化 を 行う こと で 、 飲 料 水 
と 濃縮 水 を 生成 し ます 。 通常 、 
シス テム へ の 流入 水温 10 て の 際 
に 生成 され る 水量 は 定格 生成 量 
の 60% で あり 、 生 成 量 は 水温 が 
6 が る で S だ le 二川 U し eK 


飲料 水生 成 効 率 を 向上 


水温 が 25 て に 達する と 逆 浸 透 膜 
に と っ つて 最適 楽 件 と な り 、 生 成 
効率 は ビー ク を 迎え ます 。 


冬 李 に は 林 気 熱 交 換 シ ステ ム 
に よる 暖房 が 上 海 市 か ら 供給 さ 
れ て お り 、 式 気 の 熱 交換 後に は 
余熱 を 持っ た 復 水 が 大 量 に 生成 
20 C 記 ラ 74 語 2 ES 


の 余熱 を 利用 し て 水道 水 を 加 温 
し 、 飲 料 水 シ ステ ム へ の 流入 水 
温 を 25 て に 設定 する こと で 、 生 
成 効率 を 大 幅 に 向上 させ て いま 
す 。 と の 取り 組み に より 飲料 水 
生成 量 は 40% 増加 し 、 水 生成 率 
は 10% 向上 、 年 間 約 1.200 ト ン 
の 節水 効果 を 達成 し て いま す 。 


貴重 な 水 資源 を 守る た め に 


事業 拡大 、 敷 地面 積 の 増加 お よび 緑化 面積 の 増 
加 な どの 要因 も あり 、2019 年 の ファ ー ウ ェ イ に よ 
る 水 の 使用 量 は 1.294 万 トン と な り ま し た 。 こ れ は 
前 年 比 28% 増 と な る 数 字 で す 。 調査 の 結果 、 水 は 
主 に 緑化 、 社 内 食堂 、 空 調 ン システム の た め に 使用 
LLC UI 


ファ ー ウ ェ イ で は 事業 運営 の 中 で 積極 的 に クリ ー 
ン 生 産 技術 を 導入 し 、 徹 底 し た 節水 の 取り 組み を 
進め て いま す 。 雨水 の 回 収 利用 、 冷 却 水 の 循環 利 
用 、 復 水 回 収 の ほか 、 敷 地内 の 清掃 や 緑化 に 外部 
か ら 購 入 し た 中 水 を 使用 する な どの 取り 組み に より 、 
水 資源 の 消費 を 抑制 し て いま す 。 


卓 品 の 加工 製造 工程 で 生成 され る 研磨 廃水 に つ 
いて も 有効 活用 を 行っ て いま す 。2019 年 以前 は 危 
険 廃棄 物 と し て 環境 保護 専門 機構 に 処理 を 委託 し 
て いま し た が 、 保 管 と 輸送 の 過程 の 中 で 漏出 、 汚 
染 な どの 環境 リス ク が 存在 し て いま し た 。 そ こ で 、 
主体 的 な 取り 組み と し て 製造 部 門 に て 環境 改善 チー 
ム を 設立 し 、 バ グフ ィ ル ター、 限 外 ろ 過 、UV 消 


毒 、 オ ゾン 処 理 を 工程 に 導入 する こと で 研磨 廃水 
の 100% 循環 利用 を 実現 。 年 間 で 約 20 トン の 節水 
効果 を 達成 し まし た 。 ま た 、 製 造 部 門 で は 多段 階 
生物 化学 的 処理 、 膜 分 離 活性 汚泥 法 (MBR)、 電 
気 脱 イ オン 法 (EDI) な どの 手法 に より 有機 廃水 を 
処理 し て お り 、 廃 水 の 60% を 製造 工程 で 再 利 用 す 
る こと で 年 間 約 15,000 トン の 節水 効果 を も た らし 
UN 
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広く 認め られ る 、 


環境 に 優し い 設計 と いう 理念 の 下 で 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ で は 「 製 品 に よる 環境 へ の 影響 の 抑制 」 を 製品 
m 負 評価 の 中 で 最も 重要 な 指標 の 一 つと 見 な し て 
いま す 。 お 客 様 と ユー ザー の 皆様 に も 注目 され る 
部 分 で あり 、 原 材料 選定 、 生 産 、 包 装 輸送 、 使 用 、 
保守 お よび 回 収 と いう 製品 ライ フサ イク ル の 全 段 
階 に お いて 管理 を 強化 し 、 環 境 へ の 影響 を 最小 限 
に 抑え る こと で 、 よ り 環 境 に 優し い 製 品 を お 客 様 
と ユー ザー の 皆様 に 提供 し て いき ます 。 


グラ ウイン ラン は 


CQC 環境 保護 ラン ク 認 証 

中 国 品質 説 証 セン ター(CQC) 電子 電気 類 製品 環境 保護 ラン ク 認 証 で は 、 
電子 ・ 電 気 製 品 を 対象 と し て 製品 ライ フサ イク ル 各 段階 に お ける 環境 保 
護 要 素 (環境 対応 型 設計 、 エネ ルギー・ 資 源 消 費 、 素材 使用 、 汚染 物 排出 、 
包装 、 再 利用 な ど ) に つい て 評価 を 行い 、 製 品 の 環境 保護 ラン ク を 決定 
し て いま す 。 A、 B、 C の 3 つの ラン ク が 人 存在 し 、A が 最高 ラン ク と な り ま す 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ で は 計 28 機 種 の スマ ー ト フォ ン と タブ レッ ト 
各 品 か CQC 環境 保 護 フ ンク 認証 最上 位 の A ラ ンク 認証 を 取得 了 ウ に ミ が o 


TUV-WT 認証 


UVSWWVT 認証 デ ュ ヨブ ベー ド と ウェ エリ / ラ フル デ ク / ノ ロロ ツ ー ス クル ー ラ 
(WT) グル ー プ の 協業 に より 提供 され て お り 、 各 種 ウ ェ ア ラ ブル 製品 に 
対し て 検証 ・ 認 証 サ ービス を 実施 し て いま す 。 製品 の 環境 保護 性 能 、 安 
全 性 、 性 能 、 相 互 運 用 性 、 耐 久 性 な ど 多 く の 内 容 に つい て 検証 ・ 認 証 サ ー 
ビス を 提供 し て いま す 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ で は キッ ズ ウ ォ ッ チ 3X、 キ ッ ズ ウォ ッ チ 3S が 
TUV-WT ウェ アラ ブル 製品 認証 を 取得 し まし た 。 


証 セ ンタ ー、 中 国 
よる 環境 対応 型 製 品 認証 活動 に 参加 し 、 計 626 機 
種 の 端末 お よび ネッ トワ ー ク 機器 製品 が 環境 対応 
型 束 品 誰 計 を 取得 し まし た 。 





一 邊 し た 取り 組み 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は エネ ルギー スタ ー、 テ ュ 
テ ュ フ ズー ド 、 中 国 環境 
品質 認証 セン ター 


な どの 団体 に 





COC 環境 保護 ング 
A ラ ンク 誰 証 


紋 の へ 、 ミ 丸 
有職 ロロ 





TUV-WT ウェ アラ ブル 製品 
旅 語 





エネ / レル ギー スタ ー 対 計 


エネ ルギー スタ ー (ENERGY STAR") 認証 は 自薦 に より 認定 され る 、 
世界 的 な 省エネ 認証 で す 。 エ ネル ギー 消費 を 低減 温室 効果 ガス の 
排出 量 削減 に よる 環境 保護 を 目的 と し て いま す 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ で は タブ レッ ト パ ソ コン M5 Lite お よび ノー 
ト パ ソ コン MateBook、MagicBook シ リー ズ 5 機 種 が エネ ルギー スタ ー 
認証 を 取得 し まし た 。 


中 国 環境 見 ラベ し 認証 


中 国 環境 ラベ ル 誰 証 は 製品 が 優れ た 品質 と 環境 保護 性 能 を 有する こ 
と を 示す 認証 で す 。 有 害 性 や 危険 性 が 低く 、 資 源 利 用 の 節減 に つなが 
る 園 品 に 対し て 与え られ ます 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ で は ノー ト パ ソ コン MateBook E が 中 国 環境 
ラベ ル 認 証 を 取得 し 素 太ら 


また 、 FusionServer Pro シ リー ズ サ ー バ ー、TaiShan シリ ー ズ サー バー、 
な ら び に Atlas シ リー ズ の 各 製 品 も 中 国 環境 ラベ ル 認 証 を 取得 し て い 
9 





ノー ト パ ソ コン MateBook14 が 
エネ ルギー スタ ー 認 証 を 取得 


平 回 吐 昌 軽 志 の 曲 見 男 還 証 





中 国 環境 ラベ ル 認 証 証明 書 


2019 征 選 は サー バー。、 ズ ベイ ツチ な と そ ネッ ドウ ワー 
ク 機器 を 含む 多く の ファ ー ウ ェ イ 製品 が 環境 対応 
型 麗 品 認証 を 取得 し て いま す 。FusionServer Pro 
ジリ ー 有 スス サ ーー、TaiSlian ン リー ズ ザ サー リー、 


認証 を 取得 し た ほか 、 


スイ ッ チ 製品 が CQC 中 国 省エネ 製品 
計 40 機 種 の 製 器 が テ ュ フ ラ 
イン ラン ド 誰 証 を 取得 し て お り 、 安 全 性 、 電 磁 両 立 性 、 
り サ イン クル 、 省エネ カー ボン シラ クッ ド ブリ シド 、 社 
会 責任 な ど 様々 な 要件 へ の 対応 を 達成 し て いま す 。 


の サー/ バー、 


CloudEngine 6800 シ リー ズ ス イッ チ な ど 計 64 機 種 





中 国 医 本 声 亜 汰 全 蘭 
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スイ ッ チ CloudEngine 6820 が 
COC 中 国 省 エネ 製品 認 証 を 取得 





TaisShan シリ ー ズ サー バー が 
COC 中 国 省 エネ 製品 認 証 を 取得 
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スイ ッ チ CloudEngine 16816 が 
デラ ヨン ライ ン ラ ン ド 認証 を 取得 
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持続 可能 な 発展 と は 


世界 の 政治 、 経 済 環境 の 不安 定性 や 突発 事件 の 
頻発 に より 、 国 連 の 提唱 する 持続 可能 な 開発 目標 
(SDGs) の 実現 に は 大 き な 課 題 が 突き 付け られ て 
いま す 。 具 体 的 な 政策 と 行動 を 今 す ぐに 実行 し 、 世 
漠 経済 の リス ク を 減少 ざさ せる と と も に 、 安 定 的 か つ 
持続 可能 な 経済 成長 の た め の 基 盤 を 確立 し な けれ 
村 り ま 衝 ん 。 クイ ナミ ソノ が つろ イン クル ー ン 6 
世界 経済 は 「 持 続 可 能 な 開発 の た め の 2030 アジ ェ 
ンダ 」 が 掲げ る 大 き な 目 標 を 実現 する た め に 極め 
て 重要 で す 。 


SDGs は グロ ー バ ル 社 会 の 発展 の 一 要素 と し て 数 
えら れる よう に な り ま し た 。 先進 的 な 企業 は 人 類 や 
地球 へ の マイ ナス 影響 を 抑え 、 ブ ラス 影響 の 最大 
化 を 図っ て いく こと で 、 企 業 自身 の 持続 可能 な 発展 
を も 実現 し ます 。SDGs で は 持続 可能 な 発展 に つい 
て 、 企 業 と 関連 する 幅広 い 分 野 か ら 議 諭 が 行わ れ 
て いま す 。 貧困 、 健 康 、 教 育 、 ジ ェ ン ダー の 平等 、 
や り が い の あ る 仕事 、 経 済 成長 な ど 様 々 な 内 容 が 
対象 と な を っ て お り 、 企 業 と 世界 の 優先 課題 を 結び 
つけ る こと で 、 企 業 は SDGs を 全体 戦略 の 枠組 み と 
し て 利用 する こと が で きま す 。 戦 略 、 目 標 、 事 業 活 
動 の 制定 、 改善 、 交流 、 報告 に 活用 し 、 ビジ ネス チェ ー 
ン 上 の パー トナ ー と の 協業 を 行う こと で 、 持 続 可 能 
な 発展 目標 の 実現 に 近づき ます 。 


ファ ー ウ ェ イ の 管理 方 法 と その 取り 組み 


ファ ー ワ ウェイ は 一 革 し て 、 コ ンプ ライ アン ス 経 党 
と ビジ ネス モラ ル の 順守 は 事業 展開 に あたっ て 最 
も 基本 的 な 要求 と 前 所 で ある と 考え て いま す 。 関 
連 す る 施策 、 プ ロ セ ス な ど を 導入 する こと で 、 す 
べ て の 従業 只 に 順守 を 求め て いま す 。 ま た 、 従業 
員 の 成長 を 重視 し て お り 、 ダ イ バ ー シ ティ 豊か な 
従業 員 に 向け て 十分 か つ 平 等 な 学習 と トレ ー ニ ン 
グ の 機会 を 提供 する こと で 、 従 業 員 の 成長 を 支援 
し 、 一 人 ひと り の 自己 実現 を 支え て いま す 。 一 方 で 、 
調和 の と れ た ビジ ネス エコ シス テム 環境 を 構築 し 、 
持続 可能 な 発展 目標 を 達成 する た め に は 、 サ プラ 
イチ ェ ー ン の 強化 も 極め て 重要 で す 。 フ ァ ー ウ ェ イ 
で は 責任 感 の ある 購買 活動 を 通じ て サプライ チェ ー 
ン の 持続 可能 な 発展 の た め に 存在 する リス ク を 減 
少 さ せる と と も に 、 サ プラ イヤ 管理 モデ ル の 革新 と 
サプライ ヤ の 能力 向上 を 通じ て 、 サ プラ イチ ェ ー ン 
の 持続 可能 な 発展 を 実現 する た め の 競 争 力 を 確立 
し CU まき ます, 


ファ ー ウ ェ イ は 所 在 する 各国 へ 納税 や 就業 の 促進 、 
ビジ ネス チェ ー ン な どの 直接 的 な 効果 を も た ら す 
だ け で は あり ませ ん 。 そ れ 以 上 に 重要 な こと は 、 革 
新 的 な ICT ソ リュ ーション を 通じ て デジ タル 化 を 牽 
引 し 、 各 地 の デ ジタル トラ ンス フォ ー メ ーション を 
支援 する こと で す 。 経済 成長 を 後押し する と と も に 、 
人 々 の 生活 の 質 や 福祉 を 向上 させ て いま す 。 ま た 、 
ファ ー ウ ェ イ は 各地 へ の 協力 や 感謝 の 活動 を 通じ て 、 
皆様 に 直接 支援 を 届け て いま す 。 


ビジ ネス モラ ル 


コン プラ イア ンス を 徹底 し た 事業 運営 


コン プラ イア ンス 経営 を 確保 し 、 ビ ジネス モラ 
ル を 守り 、 適 用 され る すべ て の 法律 を 順守 する こ 
と は 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 経営 層 が 一 貫 し て 持ち 続け 
る 重要 な 理念 で す 。 ファー ウェ イ は 長年 に わた る 
資源 の 投入 に より 、 業 界 の ベス ト プ ラ クティ ス に 
適合 する コン プラ イア ンス 管理 シス テム を 確立 し 、 
コン プラ イア ンス 管理 を 事業 活動 と プロ セス に お 
いて 全面 的 に 実行 し て いま す 。 ま た 、 誠 実 さ を 重 
視 し 、 今 後 と も この 文化 を 継承 し て いく た め に 、 
すべ て の 従業 員 に 対し ビジ ネス 行動 基準 を 遵守 す 
る こと を 求め て いま す 。 外 部 と の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン 、 双 方 向 の 活動 も 積極 的 に 取り 組ん で お り 、 パ ー 
トナ ー と コン プラ イア ンス に つい て 交流 と 連携 を 
強化 し て いま す 。 開放 的 か つ 誠 実 な 姿勢 で 、 フ ァ ー 
ウェ イ が これ まで コン プラ イア ンス 体系 を 確立 す 
る た め の 取 り 組 み と 経 験 を 幅広 く お 伝 え し て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 世界 各地 の 子会社 に お いて コン 
プラ イア ンス 責任 者 を 任命 する と と も に 、 子 会 社 
で は 監督 を 行う 取締 役 会 を 設置 し て いま す 。 各 子 
会 社 の コン プラ イア ンス に つい て 管理 と 監督 を 行い 、 
以下 の 施策 を 実行 し て いま す 。 


・ コ ンプ ライ アン ス を 各 子 会 社 の 評価 指標 体系 に 
組み 込み 、 眞 神体 系 を 設定 する こと で 、 各 子 会 
社 の コン プラ イア ンス 管理 を 主導 し て いま す 。 


・ グ ルー プ 全 体 に 適用 され る コン プラ イア ンス 統 
一 要件 の 下 、 各 子会社 に お いて 各地 の 法律 、 法 
規 に 適合 する 現地 向け の コン プラ イア ンス 管理 
規定 と 制度 を 制定 し 、 子 会 社 の コン プラ イア ン 
ス を 確保 し て いま す 。 


・ 各 子会社 で は リス ク を 十分 に 検知 し 、 評価 を 行っ 
た 上 で 、 コ ンプ ライ アン ス 年 度目 標 を 設定 し て 
いま す 。 管理 監督 施策 を 制定 し 、 定 期 的 に 関連 
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業務 の 進展 を 審査 する こと で 、 管 理 監督 施策 の 
着実 な 実行 と コン プラ イア ンス 目標 の 達成 を 確 
保 し ます 。 


・ 各 子会社 で は セル フチ ェ ッ ク 、 特 別 監査 、 社 内 
独立 審査 、 第 三 者 に よる 審査 を 通じ て 重要 な コ 
ンプ ライ アン ス 事 項 を 検証 し 、 コ ンプ ライ アン 
ス 管 理 の 有効 性 を 確保 し て いま す 。 


ビジ ネス 行動 基準 


行動 管理 細則 
ガイ ドラ イン 


El 山 





従業 員 ビ ジネス 行動 基準 お よび 子会社 従業 員 行 動 
党 理 細則 を 通じ て 、 コ ンプ ライ アン ス に 適合 する 行 
動 を 従業 員 に 求め て いま す 


・ ファー ウェ イ は 誠実 さ を 車 視 し 、 今 後 と も この 
文化 を 継承 し て いく た め に 、 す べ て の 従業 只 に 
対し ビジ ネス 行動 基準 を 遵守 する こと を 求め て 
いま す 。 加 えて 、 各 子会社 で は 従業 貞 行 動 管 理 
細則 を 施行 し コン プラ イア ンス に 適合 する 行 
動 を 従業 上 員 に 求め て いま す 。 


・2019 年 、 世界 各地 の ファ ー ウ ェ イ 従業 只 に よ 
る ビジ ネス 行動 基準 (BCG) へ の 署名 率 は 
99.98% に 達し て いま す 。 
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2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 貿易 コン プラ イア ンス 、 
金融 の コン プラ イア ンス 、 取引 に 関わ る 贈 賭 の 禁止 、 
知 的 財産 権 と 企業 秘密 へ の 保護 、 サ イ バ ー セ キュ 
リティ と プラ イバシー の 保護 な ど 、 多 く の 分野 に 
関し て コン プラ イア ンス 管理 体制 を さら に 強化 さ 
せ て お り 、 コ ンプ ライ アン ス 管 理 は 事業 活動 お よ 
び 業 務 プ ロ セ ス に 組み 込ま れ て いま す 。 お 客 様 、 バー 
トナ ー、 各 国政 府 の 管理 監督 機構 な ど 、 ス テー ク 
ホル ダー と 積極 的 か つ 開 放 的 な 交流 、 協 業 を 展開 
し で て おり 。、 ブ プ ァ ー ウ ェ イ の コン ララ イア ンズ 理 訪 
と 実際 の 活動 に つい て 交流 を 深め る こと で 、 相 互 
に 理解 度 と 信頼 度 を 高め て いま す 。 コ ンプ ライ ア 
ンス 確保 に お ける 取り 組み は 多く の 政府 機構 や パー 
トナ ー か ら 高 く 評 価 さ れ て いま す 。 


汚職 ・ 贈 賭 行為 の 禁止 


ファ ー ウ ェ イ は コン プラ イア ンス 経営 を 確保 し 、 
ビジ ネス モラ ル を 守り 、 適 用 され る すべ て の 法律 
を 順守 し ます 。 汚職 ・ 贈 賭 行 為 は 一 切 許 人 容 さ れ ま 
せん 。 


ファ ー ウ ェ イ は 公正 競争 と 反 汚職 ・ 反 贈 賭 を 規 
定 する 世界 各地 の 法律 体系 の 下 で 事業 を 展開 し て 
いま す 。 汚職 ・ 贈 賭 行為 の 禁止 義務 は 企業 の 商業 
利益 より 優先 され る も の で あり 、 公 平 、 公 正 、 透 
明 の 原則 の 上 に 当社 事業 は 展開 され ます 。 


ブフ アー ツモ エイ は コン プラ イア ンズ WE、 バチ 

ンス 監督 、 予 防 ・ 発 見 ・ 対 応 、 継 続 的 な 運用 と 
いう 4 つの 側面 か ら 、 効 果 的 に 反 汚 職 ・ 反 贈 財 
体系 を 構築 し て いま す 。 定期 的 に コン プラ イア 
ンス リス ク を 評価 し 、 業 務 中 に 存在 し 得る リス 
ク を 全面 的 に 検知 する こと で 、 管 理 監督 施策 を 
制定 し 、 事 業 活動 と 業務 プロ セス の 中 で 実行 し 
CUUN 0O 


・ ファ ー ウ ェ イ は 信義 誠実 の 原則 を 大 変 還 要 視 し 、 
今後 と も この 文化 を 継承 し て いき ます 。 従業 上 
に 対し て は 、 す べ て の 従業 員 に ビジ ネス 行動 基 
準 、 反 汚職 ・ 反 贈 貼 規定 へ の 著名 と 順守 を 求め 
る ほか 、 全 従業 員 向 け お よび 対象 者 向け に それ 
ぞ れ トレ ー ニ ング を 実施 し て いま す 。 ま た 、 外 
部 に 対し て も 、 フ ァ ー ウ ェ イ と 商業 活動 を 行う 
すべ て の 第 三 者 に 対し 、 当 社 の 反 汚 職 ・ 反 贈 周 


規定 の 順守 と 実行 を 求め る と と も に 、 ファ ー ウ ェ 
イサ プラ イヤ 社会 的 責任 行動 基準 、 バ ー ト ナー 
行動 基準 、 信 義 誠実 と 清廉 潔 日 に 関す る 合意 の 
順守 を 求め て いま す 。 


・ ファ ー ウ ェ イ で は 苦情 申し 立て 窓口 を 設置 し て 
お り 、 コ ンプ ライ アン ス 違 反 行 為 の 通報 を 奨励 
し て いま す 。 ま た 、3 段 階 の 予防 措置 を 運用 す 


の 実施 を 行っ て いま す 。 


・ 業 界 、 同 業 他 社 、 顧 問 、 パ ー ト ナー、NGO な 
どの ズ デ ー ク ホル ター と の 交 は ヨン プラ イア 
ンス 要件 を 満た す 形 で 展開 され て いま す 。 ファ ー 
ウェ イ の 反 汚 職 ・ 反 贈 四 に つい て の 考え と 要求 
を 説明 し 、 ス ステークホルダー に 当社 の コン プラ 
イア ンス 管理 規定 を 明確 に 理解 いた だ ける よう 
努め て いま す 。 


逢 的 財産 権 と 企業 秘密 へ の 保護 


ファ ー ウ ェ イ で は 国際 的 な 知 的 財産 権 に 関す る 
規定 を 遵守 し 、 運 用 し て いま す 。 知 的 財産 権 関連 
事項 に つい て は 国際 的 な 慣例 に 従っ て 取り 扱っ て 
お り 、 ク ロス ライ セン ス や ビジ ネス の 協業 な どの 
様々 な 手段 に より 、 知 的 財産 権 問 題 に 対し て 積極 
的 か つ 真 撃 な 姿勢 で 解決 に 取り 組ん で いま す 。 ま 
た 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 世界 で 最も 多く の 特許 を 持つ 
企業 の 一 つ で す 。 2019 年 12 月 31 日 時 点 で ファ ー ウ ェ 
イ が 世界 各地 で 保有 する 有効 特許 数 は 85,000 件 を 
超え て お り 、 そ の うち 中 国 で 保有 する 有効 特許 数 
は 30.,000 件 以上 、 中 国 以外 の 国 ・ 地 域 で 保有 する 
有効 特許 数 は 50,000 件 以上 と な っ て いま す 。 保有 
する 特許 の うち 、 発 明 に よる 特許 が 90% 以 上 を 右 
め て いま す 。 


イノ ベー ター、 そ し て 知 的 財産 権 規定 へ の 順守 、 
実行 、 頁 献 を 果たす 者 と し て 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 自 
身 の 知 的 財産 権 と 企業 秘密 へ の 保護 を 重視 する と 
と も に 、 他 者 の 知 的 財産 権 と 企業 秘密 を 尊 還 し ます 。 
企業 秘密 に 関わ る コン プラ イア ンス 要件 を 社内 規 
定 、 ガ イド ライ ン 、 業務 プロ セス に 導入 する こと で 、 
従業 員 に 対し て 他 者 の 知 的 財産 権 と 企業 秘密 を 尊 
重 す る よう 明確 に 求め て お り 、 従業 員 が 自覚 を 持ち 、 
合法 的 か つ 適切 に 各種 事業 活動 を 展開 する 体制 を 
確保 し て いま す 。 


会 業 具 支援 


献身 的 な 従業 員 は ファ ー ウ ェ イ の 持続 可能 な 事 
業 運 営 を 支え る 柱 で あり 、 競 争 力 を 維持 する た め の 
鍵 で も ある と 考え て いま す 。 人 材 管理 に お いて 、「 積 
極 活用 、 多 様 化 、 オ ー ブ プン な 姿勢 」 を 理念 に 構築 され 
た 当社 の 人 材 管理 シス テム は 、 企 業 と 従業 員 が 共に 
成長 し て いく 基盤 と な っ て いま す 。 従 業 員 の キャ リ 
ア 形 成 は 、 淀 に 会 社 の 重要 な 取り 組み の 1 つ で あり 、 
従業 只 が 各自 の 業務 に 必要 な 専門 知識 を 習得 で き 
る よう 支援 する 取り 組み は 継続 的 に 行わ れ て いま す 。 
また 、 従 業 只 が 自身 の 価値 を 実感 で きる よう 、 多 く 
の キャ リア パス を 用 意 し て いま す 。 さ ら に 組織 の 多 
様 化 の 重要 性 を 十分 に 説 識 し 、 現 地 の 事 業 運 営 に お 
いて 大 切な 戦力 と な る 現地 人 材 の 育成 に 力 を 入れ 
て いま す 。 年 功 序列 に 捉 わ れ な い 、 有 人 能 な 人 材 を 抜 
搾 ・ 登 用 する シス テム を 整備 し 、 実 際 の 働き ぶり を 
通し て 優秀 な 人 材 を 見 極め 、 彼 ら に より 多く の 活躍 
の 場 を 与え ます 。 こ うし た 人 材 育 成 の 仕組 み に よ り 、 
従業 具 一 人 ひと り が 創造 性 を 解き 放ち 、 組 織 の 活性 
化 が いっ そう 進ん で いま す 。 


画 30 蔵 以下 
時 30<50 歳 
画 50 茂 以上 
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2019 年 度 フ ァ アー ウェ イ 
グル ー プ 従業 員 年 齢 構成 


79.89% 


「 20.29 「 20.1% 「 20.19% 「 20.6% 上 


2015 


調和 の と れ た エコ シス テム SN 


組織 の 多様 化 


ファ ー ウ ェ イ は 世界 170 以 上 の 国 と 地域 で 事業 
を 展開 し て いま す 。 海外 で は 、 現 地 の 従 業 員 を 優 
先 的 に 採用 し て お り 、 性 別 や 人 種 、 信 仰 な ど に 捉 
われ る こと な く 、 仕 事 や 能力 開発 、 成 長 の 機会 が 
平等 与え られ る 多様 性 の ある 人 材 育 成 に 取り 組 
ん で いま す 。2019 年 12 月 31 日 現在 、 世 界 の 従業 
員数 は 194.000 人 に な り 、 そ の うち 研究 開発 関連 
に 携わっ て いる 社員 は 全 従 業 員 の 49% を 占め る 、 
約 96.000 人 と な っ て いま す 。 ま た 、 従業 員 の 出身 
地 は 157 の 国 と 地域 に 及び 、 中 国 国内 だ け で 43 の 
民族 の 従業 員 が 一 緒 に 働い て いま す 。 


従業 員 が 働き や すく 、 多 様 性 を 許容 する 職場 づ 
くり に も 力 を 入れ て いま す 。 従業 員 一 人 ひと り が 
目 由 に 組織 の 中 で 能力 を 発揮 で きる よう 、 効 率 的 
に 働け る 、 か つ 快 適 に 過ごせ る 職場 環境 の 整備 を 
進め て いま す 。 


国男 件 還 女 性 


79.99% 79.99% 79.4% 79.99% 


2016 


2015 年 -2019 年 従業 只 の 男女 比 


2017 2018 2019 
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グロ ー バ ル 企 業 と し て 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 海外 拠 
PPPsiSiN いま す 。 多 く の 
現地 人 材 を 活用 する こと に より 、 地 域 の 多様 な 文 
化 を 深く 理解 し 、 現 地 雇 用 0 地域 経済 の 発 
展 に つなが る よう 努め て いま す 。 2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ は 37,000 人 を 超え る 従業 只 を 海外 で 雇用 し て お り 、 
現地 化 率 は 平均 67% に 達し て いま す 。 


0 
0 71% 70% 70% 6e7o6 


2015 2016 2017 2018 2019 
2015 年 <2019 年 従業 員 現 地 化 の 割合 


* 海 外 従業 員 の 現地 化 の 割合 = 海外 で 採用 し た 従業 員数 / 
海外 従業 員数 メ X1009 





従業 員 教 育 と 能力 開発 


ファ ー ウ ェ イ は 従業 員 に 多様 な 成長 機会 と それ ぞ 
れ の 資質 や 能力 に 合 つ た キャ リア パス を 提供 する な ど 、 
従業 員 の 能力 開発 と キャ リア 形成 を 重視 し て いま す 。 
2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 36,000 件 を 超え る 対面 型 
研修 プロ グラ ム を 実施 し 、 計 12 万 人 、 延 べ 30 万 人 
が 受講 し まし た 。 受講 者 数 は 全 従 業 員 の 約 48% に 
相当 し 、 一 人 あたり の 研修 時 間 は 30 時 間 を 上 回 っ て 
Na 


対面 型 研修 プロ グラ ム に 加え 、 フ ァ ー ウ ェ イ は オ 
ン ラ イン 学習 プラ ッ ト フ ォ ー ム iLearning を 構築 し て 
いま す 。 こ の プラ ッ ト フ ォ ー ム で は 、 従業 只 が 場所 や 
時 間 に と ら わ れる こと な く 好 き な プ ログ ラム を 受講 し 、 
最新 か つ 実 用 的 な スキ ル を 習得 し 、 能 力 を 向上 させ 
る こと が で きま す 。 iLearning プラ ッ ト フ ォ ー ム より 提 
供 さ れる 多岐 に わた る 質 の 高い 研修 プロ グラ ム は 、 
参加 者 同士 や 講師 と や り 取 り で きる 受講 方 式 を 採用 
し て お り 、 従 業 只 が より 興味 を 持つ て 学ぶ よう に な り 、 
効率 も 向上 し て いま す 。 フ ァ ー ウ ェ イ の オン ライ ン 学 
習 プ ラッ ト フ ォ ー ム は 、2019 年 末 現 在 、 ラ イブ プロ 
クラ ム 、 マ イク 回 グ ロク ラド トコ イ ンチ テン ノ ノン ロロ クラ 
ム な ど 139 の プロ グラ ム と 16,322 の 学習 コン テン ツ 


3496 


55⑳ 


296 





196 
2 の 王 アラ イン 四 当 クラ マト 


359 9.049 

イン テン シブ マイ クロ プロ グラ ム 
プロ グラ ム 

18 5.616 

ライ ブ プ ログ ラム テス ト 

21 1.259 

その 他 朋 大 規模 オン ライ ン 講 座 

(MOOC) 


学習 プロ グラ ム : 16,322 
プロ グラ ムシ リー ズ : 139 


を 含む 、 充 実 し た 学習 リソー ス を 用 意 し て いま す 。 


2019 年 、 に 参加 し た 人 数 は 延べ 
9,.047,.000 人 に 上 り 、 会 社 よ り 計 53.819 件 の MOOC 
(大 規模 公開 オン ライ ンプ ログ ラム ) 受講 認定 証 を 
概 才 し まし た 。 


iLearning【 


ファ ー ウ ェ イ は 事業 戦略 を 軸 に 、 グ ロー バル ビジ ョ 
ン と 世界 レベ ル の プロ ジェ クト で 、 優 秀 な 人 材 と 才能 
ある 若者 の 獲得 に 力 を 入れ て いま す 。 ファー ウェ イ 
は 現地 人 材 の 育成 を 優先 事項 と し て お り 、 プ ロフ ェ ッ 
ショ ナリ ズム 教育 を 大 切 に し 、 従 業 員 の 創造 性 を 引 
さき 出せ る よう 、 多 様 性 を 受け 入れ る 社風 醸成 を 心 が 
け て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 明確 な キャ リア 形成 計画 、 優 れ た 
プラ ッ ト フ ォ ー ム 、 競 争 力 ある 報酬 水準 を 通じ て 優 
秀 な 人 材 を 若き つけ ます 。 新入 社員 が いち 早く 会 社 
に 慣れ 、 力 を 発揮 で きる よう 手厚く サポ ー ト し ます 
ファ ー ウ ェ イ は 一 貫 し て 「 報 われ る 献身 」 を 理念 に 掲 

ナ 、 従 業 只 が 自ら の 専門 知識 を 遺 翌 な く 活か し 、 自 
RW また 、 従 業 
貞 幸 福 度 を 向上 させ る た め の 物 質 的 と 非 物質 的 な イ 
ン セ ン テ ィ ブ 制度 を 導入 し て いま す 。 
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多様 化す る 現地 従業 員 向 け キ ャ リア 形成 支援 プラ ッ ト フ ォ ー ム 


グロ ー バ ル 企 業 と し て 、 フ ァ ー 
ウェ イ の グロ ー バ ル ・ バ リュ ー・ 
チェ ー ン を 通じ て 、 現 地 の 技 術 や 
品 を 世界 各地 へ 広め 、 そ の 人 
値 を 最大 化す る こと が で きま す 。 
「 積 極 活用 、 多様 化 、 オ ー プ ン な 
姿勢 」 の 採用 方 針 に 基づき 、「 現 
地 に 根ざし 、 現地 の た め に 」 を モッ 
トー に 、 ロ ー カ ル 人 材 の 育成 に 取 
り 組 ん で いま す 。 2019 年 、 フ ァ ー 
ウェ イ は 世界 で 4.000 人 以上 の 現 
地 従業 員 を 採用 する な ど 、 地 域 
の 雇用 創出 と 経済 発展 に 寄与 し ま 
ee 


ファ ー ウ ェ イ は 、 従 業 員 が 成長 
し 、 目 己 実現 を 達成 する た め の 研 
修 や 昇進 の 機会 を 十分 か つ 平 等 
に 提供 し ます 。 現 地 の 人 材 に メン 
ター を 付け 、 体 系 的 な 研修 や 支 
援 を 行っ て いま す 。 英語 と その 他 


の 言 

イン プロ グラ ム が 、iLearning な 
どの シス テム より 提供 され て いま 
す 。 現地 従業 員 向 け の 新人 研修 や 、 
外国 姜 管 理 職 研修 、 各 分 野 の シ 
ニア エキ スパ ー ト 技術 研修 な ど を 
通じ て 、 現地 従業 員 の スキ ル 向 上 、 
専門 知識 や マネ ジメント 手法 の 
継続 的 な 向上 を 図り ます 。 ファー 
ウェ イ は 年 間 延 べ 38.000 人 以上 
の 現地 従業 員 を 対象 に し た 研修 
を 実施 し て いま す 。 


また 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 世界 各地 
で の 現地 化 事業 の 強化 に 力 を 注 
ざ 、 同 条件 の 現地 人 材 を 優先 的 
に 採用 し て いま す 。 世界 中 か ら 優 
秀 な 人 材 を 獲得 で きる よう 、 彼 ら 
が 持っ て いる 能力 を 最大 限 に 発揮 
ぐ き る フラ ツ ド フォ オー ム と 県 記 を 
用 意 し て いま す 。 ま た それ ぞ れ の 
地域 の 特徴 に 適し た 多様 な 人 材 
モデ ル を 構築 し て いま す 。 





スト ラテ ジー リザ ー ブ : 従業 員 の スキ ル 向 上 と ロー テー ショ ン の 促進 


ベト ラチ ンー リリ ー ク と は 、 潮 
略 的 能力 の 迅速 な 構築 、 戦 略 や 
ビジ ネス の 変化 に 合わ せ て 、 チ ー 
ム 体 制 を 見 直し 、 変 化 に 対応 で 
きる 人 材 の 育成 を 支援 する シス 
テム で す 。 こ の 仕組 み に よ り 、 
参加 者 の モチ ベー ショ ン を 高め 、 
実際 の プロ ジェ クト へ の 関与 を 通 
じ て 、 増 貞 要 請 す る 部 門 が 必要 
な スキ ル と 能力 を 開発 で きる よ 
う サ ポー ト し ます 。 組織 変革 、 事 
業 内 容 調整 、 ス キル 向上 、 配 置 
転換 な ど 様 々 な 場面 に お いて 鍛 
え 直 され た 社員 や 管理 職 の スム ー 
ズ な ロー テー ショ ン を 促し ます 。 


スト ラテ ジー リザ ー ブ 制 度 は 、 
ファ ー ウ ェ イ の 企業 の 社会 的 貢 


任 へ の 取り 組み の 車 要 な 部 分 で 
も あり ます 。 こ の 制度 を 実験 的 
に 取り 入れ た 事業 所 は 、 効 率 の 
改善 が 見 られ まし た 。 人 貞 配 置 
の 最適 化 に より 余剰 人 員 と な っ 
た 社員 は 、 ス トラ テ ジ ー リ ザー 
ブ に よっ て 吸収 され 、 新 し い 分 





野 で 再 出発 で きる よう 更に スキ 
ル を 磨き ます 。 こ の 仕組 み に よ 
り 、 大 規模 な リス トラ を 回 避 し 、 
従業 員 の 安定 し た 雇用 を 支え ま 
す 。2019 年 11 月 5 日 の ウォ ー ル 
スス ドリー ト シャ ー ナ ル と の イン クタ 
ビュ ー で 、 任 正 非 CEO は 次 の よ 
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うに 述べ て いま す 。 | スト ラ デ シ ー 
リザ ー ブ は 、 組 織 の ダウ ン サ イ 
ジン グ に よる 余剰 人 員 の た め の 
受け 皿 と な っ て いま す 。 解雇 さ 
れ な い 代 わり に 、 ストラテジー リ 
ザー ブ で 研修 と 試験 を 受け る こ 
と に な り ま す 。 彼ら が 新しい ス 
キル を 映 に つけ た 後 、 新 し い 職 
に 就き 、 新 し い プ ロジ ェクト に 


取り 組む 機会 が 与え られ て いま す 。 
それ に よっ て 、 安 定 し た 組織 変 
叶 を 可能 に し 、 過 度 な リス トラ 
を 避け る よう に し た いと 考え て 
いま す 。」 


2014 年 の 創設 以来 、 ス トラ テ 
ジー リザ ー ブ は 、5G や 高度 交通 
輸送 シス テム な どの 新 事業 の た 


め に 十 数 の チー ム を 編成 し まし 
た 。2019 年 だ け で も 2,.000 人 以 
上 の 従業 員 が スト ラテ ジー リザ ー 
ブ の 研修 と トレ ー ニ ング に 参加 し 、 
専門 的 スキ ル と 業務 上 必要 な 能 
力 を 向上 させ まし た 。 


従業 具 の 健康 と 安全 


ファ ー ウ ェ イ は 、 従業 員 の 健康 と 安全 を 守る た 
め の シ ステ ム を 完備 し て いま す 。2019 年 は 、 社 内 
外 の リソー ス を 集約 し 、 統 合 型 ヘル スケ アブ ラッ ト 
フォ ー ム を 構築 し まし た 。 緊急 事態 に 迅速 に 対応 
で きる だ け で な く 、 社 員 が さま ざま な 医療 サー ビ 

ス に 簡単 に アク セス する こと が で きま す 。 さ ら に 、 
ファ ー ウ ェ イ が 事業 を 展開 する 国 や 地域 で は 、 特 に 
医療 資源 が 之 し い 了 困難 な 地域 で は 、 優 れ た 医療 サー 
ビス を 提供 する 機関 と 提携 関係 を 結び 、 当 社 の 従 
業 具 が 医療 に 簡単 に アク セス で き 、 より 良い 医療 サー 
ビス を 受け られ る よう 支 め て いま す 。 


安全 リス ク が 世界 的 に 高まる 中 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 
リス ク の 高い 地域 で 安全 確保 措置 を 強化 する た め 、 
予防 的 な リス ク 監 視 と 警告 シ hm テロ 


12.64 


攻撃 、 政 情 不安 、 自 然 炎 害 な どの 危機 へ の 対処 方 
11.27 
9.24 
単位 : 
億 人 民 元 





2015 2016 





2017 


法 に 関す る ガイ ダン ス を 現地 の 事業 所 に 配布 し て 
いま す 。 こ うし た 取り 組み は 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 持続 
的 事業 運営 と 従業 只 の 安全 を 確保 する うえ で 必要 
不可 欠 だ と 考え て いま す 。 


また 、 従 業 員 の 福利 厚生 に お いて 、 法 律 で 義務 
付け られ て いる 社会 保障 の ほか 、 全 従業 員 を 対象 
に 傷害 保険 、 重 大 疾患 保険 、 生 命 保険 、 出 張 保 険 
な どの 企業 総合 保険 に 加え 、 特 別 な 状況 に 対応 す 
る 医療 支援 プロ グラ ム も 提供 し て いま す 。2019 年 、 
ファ ー ウ ェ イ は 従業 員 の 福利 厚生 に 139 億 元 以 上 
を 投入 し まし た 。 


更に 福利 厚生 の 一 環 と し て 、 ジ ム 、 カ フェ 、 授 
乱 室 な どの 施設 を オフ ィ ス エリ ア で 運営 し て いま す 。 
社員 の 多様 前 和 に 応え た 質 の 高い サー ビス を 
提供 する こと に より 、 快適 で 健康 的 な 職場 づく り 
を 目指 し て いま す 。 


13.51 13.98 


2018 2019 


2015->2019 年 ファ ー ウ ェ イ グル ー プ の 
従業 員 福 利 厚 生 投入 


従業 員 安 全 健康 活動 

ファ ー ウ ェ イ は 、 従 業 員 が 仕事 と 人 生 を と も に 
楽し む お こと が で きる ワー クラ イフ バラ ンス が 大 切 
だ と 考え て いま す 。 そ の た め 、 効 率 的 か つ 思 いや 
り の ある 快適 な 職場 づく り に 取り 組ん で いま す 。 


2019 年 も 、 世 界 各 国 の 事業 所 で 「 時 間 と か けっ こ 」、 
「 フ ァ ミ リー デー」、「3+1 健 康 週間 」、「 チ ャ リティ イ ・ フ ァ 
ン ・ ラ ン 」 と いっ た イベ ント を 企画 ・ 実 施し て お り 、 
こう し た 活動 を 通じ て 、 管理 責任 者 が 従業 只 に 対し 、 
様々 な 配慮 が で きる よう 促す 役割 を 果たし て いま す 。 
また 、 従業 員 が 他 者 を 大 切 に で きる 、 思 いや り が 
ある 楽し い 職場 づく り に 自ら 積極 的 に 関わ る きっ 
か け と な り ま す 。 





イベ ント に 参加 する ファ ー ウ ェ イ ・ ス リラ ンカ の 従業 員 た ち 


健康 安全 な 職場 づく り 

2019 年 、 フ アァ ー ウ ェ イ は オフ ィ ス エリ ア に お いて 、 
健康 と 安全 施設 を さら に 改善 し 、 専 門 の 医療 機関 
か ら 医 療 ス タッ フ が 従業 只 の 健康 官 理 (健康 相談 、 
症状 の フォ ロー アッ プ 、 対応 )、 お よび 緊急 対応 ( 救 
急 処置 、 救急 トレ ー ニ ング 、 訓練 等 )、 健 康 増進 サー 
ビス (健康 教育 と 健康 活動 ) を 提供 する と 同時 に 
ファ ー ウ ェ イ 独自 の 医療 緊急 対応 の 仕組 み づ く り 
も 進め て いま す 。 
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2019 年 末 ま で に 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 中 国 地区 各 事 
業 所 に 16 の 保健 セン ター、30 以上 の 保健 サー ビス 
セン ター を 設立 し 、500 セッ ト の AED/ 救 急 袋 を 配 
置 し まし た 。 ま た 、 中 国 本 土 に お いて 12 万 人 の 従 
業 員 が いる 事業 者 か ら の 1 万 人 以上 の 従業 員 と 安 
全 確 保 緊急 対応 チー ム (ERT) の メン バー を 対象 
に 訓練 を 実施 する な ど 、 従業 只 が 安心 し て 働け る 
環境 づく り に 力 を 入れ て いま す 。 





従業 具 健 康 セン ター 


海外 従業 員 の 健康 

世界 各地 で 発生 する 目 然 炎 害 、 疫 病 、 一 部 の 地 
域 の 治安 悪化 な ど は 、 従 業 員 の 健康 と 安全 に 大 き 
な 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が あり ます 。 フ ァ ー ウ ェ イ は 、 
世界 各地 の 従業 只 、 特 に 環境 の 上 厳しい 地 域 で 働く 
従業 具 の 健康 と 安全 の 確保 を 優先 的 に 考え 、 多 額 
の 資金 を 授 入 する な ど 全 力 で 取り 組ん で いま す 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 中 国 の 優良 医療 機関 と 
協力 し 、 中 南米 、 東 南ア ジア 、 中 東 、 ア フリ カ の 
22 カ 国 に 経験 豊 Rue 間 り ke 
これ ら の 医療 専門 家 が 約 200 人 の 従業 員 の ニー ズ 
を 調査 し 、 地 元 の 60 か 所 の 医療 機関 を 視察 し まし た 。 
また 、 従業 只 の 健康 と 保険 に 関す る 研修 を 50 回 開 
催し 、120 人 以上 の 従業 員 と その 家族 向け に 健康 
相談 を 提供 し まし た 。 視 察し た 病院 の 評価 を 行い 、 
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現地 の 病院 と の つなが り を 持つ こと で 、 海 外 の 過 
酷 な 地域 に 赴任 中 の 従業 員 が 安心 し て 必要 な 時 に 
すぐ に 医療 機関 に アク セス で きる よう な 基盤 を 整 
ン あ 9 2 


2019 年 4 月 、 南 米 出張 中 に 2 名 の 社員 が 重大 な 
交通 事故 に 巻き 込ま れ ま し た 。 事故 直後 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ は 直ちに 国際 救助 機関 と 連携 し 、2 人 の 従業 員 を 
中 国 に 搬送 する た め に 特別 医療 機 を 手配 し 、 そ の 
命 を 救い まし た 。 


健康 安全 窟 理 シス テム 


ファ ー ウ ェ イ は 、 従業 員 の 健康 と 安全 を 保つ こと 
を 会 社 の 最 重要 事項 と 位置 づけ て いま す 。 そ の た 
め に 労働 安全 衛生 マネ ジメント シス テム の 導入 を グ 
ロー バル に 推進 し て いま す 。 現在 、OHSAS18001/ 
ISO45001 認証 を 取得 し た ファ ー ウ ェ イ の 海外 事業 


製造 部 門 の 安全 


2019 年 は 、 重大 な セキ ュ リ ティ 
イン シ デ ン ト は 一 件 も 発生 し て 
いま せん 。2019 年 、 ヲ ァ ー ウ ェ 
イ は 安全 コン サル タン ト の 協力 
を 得 て 安 全 の 標準 化 、 細 分 化 、 
デジ タル 化 、 お よび 自動 管理 を 
推進 する こと で 、 本 質 安 全 へ の 
取り 組み を 強化 し まし た 。 当社 
で は 、 製 造 の 現場 管理 に 本 質 安 
全 技 術 を 適用 し 、 段 階 的 に 研究 
開発 、 サ プラ イヤ 、EMS メー カー 
まで 拡大 し まし た 。 従業 員 の 健 





中 国 で の 治療 の た め に 専用 機 に 搬送 され る 従業 員 


所 は 60 拠点 (79 カ 国 を 網 羅 ) あり 、 海 外事 業 所 の 
83.33% を 占め て いま す 。 安 全 礼 理 シ ステ ム 、 製 造 
部 門 の 安全 、 研 究 開発 部 門 の 安全 を 始め と する 包括 
的 な 安全 管理 対策 を 実施 し 、 従 業 只 と 協力 会 社 な ど 
の パー トナ ー の 健康 と 安全 を 確保 する た め に 最善 を 
尽く し ます 





安全 生産 知識 コン テス ト 


康 と 安全 を 守る た め の 包 括 的 な 
保証 の 仕組 み の 提 供 を 目指 し て 
いま す 。2019 年 は 、 製 造 安全 に 
関す る 重大 な 事故 は 発生 し ませ 
ん ル み で ぐし た 。 


本 質 安 全 : 製品 の ライ フサ イク 
ル を 通じ て 本 質 的 な 安全 を 確立 し 、 
安全 官 理 基準 の 標準 化 、 そ れ を 
遇 中 設計 、 製 造 プ ロ セ ス 、 自 動 
化 装 置 開発 、 機 器 調達 、 精 密 機 
器 製 造 に 取り 込み ます 。 ま た 本 


質 安 全 管 理 の 適用 を サブ ライ ヤ 
や EMS メー カー まで 拡大 し 、 安 
全 管 理 は 経営 資源 を 消費 する 活 
動か ら 付加 価値 を 生み 出す 活動 
へ と 変わ り ま し た 。 


デジ タル 安全 管理 : 予防 策 と 早 
期 警告 を サポ ー ト する 新しい 安 
全 管 理 方 法 へ の 移行 を 図り 、 労 
働 衛 生 管 理 の デジ タル 化 、 ハ イ 
リス クシ ナリ オ の 100% デ ジタル 
化 管理 を 実現 し ます 。 ま た 生産 
ライ ン 別 の 安全 マッ プ 管 理 、 レ 
ベル 別 の 現場 安全 リス ク 源 の 管 
理 を 定着 させ ます 。 


安全 機能 : 新 製品 領域 の 安全 性 
に 関す る 技術 仕様 を 策定 し 、 電 
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気 安 全 ラ ボ を 設置 し て いま す 。 
製造 関連 排水 処理 技術 や 運転 管 
理 基準 の 整備 、 リ チ ウム 電池 の 
状態 監視 、 リ チ ウ ム 電 池 の 相 変 
化 材料 の 導入 ・ 検 証 を 段階 的 に 
実施 し ます 。 


きめ 細か な 安全 管理 : 安全 コン 
サル ティ ング 会 社 の ベス ト プ ラ 
クティ ス か ら 学 び 、 主 体 的 管理 
と 積極 的 な リー ダー シッ プ に より 、 
国家 レベ ル の グリ ー ン 工場 、 ク 


に お ける 各 段 階 に つい て 、 


リー ン 製 造 、 安 全 製 造 の 説 証 を 
取得 し て いま す 。 


安全 指導 力 と 安全 意識 : 安全 製 
造 月 間 、 積極 的 な リー ダー シッ プ 、 
業界 の ベス トブ プラ クティ ス の 共有 、 
安全 スキ ル と 安全 意識 に 関す る 
オン ライ ン 研 修 な どの 活動 を 通 
じ て 、 安 全 製 造 責 任 体制 の 実施 
を 継続 し 、 従 業 只 の 安全 意識 を 
向上 させ ます 。 


詳細 か つ 公 正 な 規定 を 


働き や すい 快適 な 職場 づく り 


働き や すい 職場 環境 と 健全 な 従業 員 関 係 は 、 企 
業 の 持続 可能 な 事業 運営 の 基盤 で ある と 考え ます 。 
170 以上 の 国 と 地域 に 事業 拠点 を 構え る グロ ー バ 
ル 企 業 と し て 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 人 事 管 理 方 針 の 実 
施 や 海外 拠点 の 管理 規定 の 策定 ・ 実 施 に あたり 、 
これ ら の 国 や 地域 の 法律 、 規 制 、 業 界 規定 を 上 厳守 
する と と も に 現地 の し まき た りや 慣習 に 特別 に 配慮 
し て いま す 。 多様 な 信仰 を 持つ 従業 員 の た め に 、 
オフ ィ ス エリ ア に 「 祈 り の 部 屋 」 を 設置 し た こと 
は その 一 例 で す 。 


従業 員 へ の 配慮 に 関す る 方 針 」 は 、 従 業 員 へ 
の 配慮 に 関す る 指針 と 要求 事項 を 定め て お り 、 現 
地 法人 は 、 現地 の 法律 や 規制 に 治っ た 方 針 を 策定 ・ 
実施 し て いま す 。 ま た 、 そ れ に 関連 し て 業務 プロ 
セス や 社内 規定 、 基 準 な ど を 整備 し 、 オ ー プ ン か 
つ イ ンク ルー シブ な 職場 環境 を 築き 、 互 い に 尊重 
し 合い 、 多 様 性 を 認め る 取り 組み を 進め て いま す 。 


従業 只 の 採用 、 昇 進ま た は 報酬 を 決め る 場合 は 、 
従業 上 只 の 人 種 、 性 別 、 国 籍 、 年 齢 、 妊 娠 また は 障 
害 を 理由 に 差別 する こと は あり ませ ん 。 強制 労作 
や 借金 返済 の た め の 拘 束 労 働 、 契 約 労 働 を 禁止 し 、 
さら に 、 採 用 、 雇 用 、 退 職 な ど を 含む 、 労 使 関係 


定め て いま す 。 ファー ウェ イ で は これ まで 強制 労 
働 が 行わ れ た こと は 一 度 も あり ませ ん 。 


ファ ー ウ ェ イ は 、 児童 労働 を 茂 し く 禁 止 し て お り 、 
児童 労働 の 募集 と 児童 の 就労 を 防ぐ た め に 、 有 効 
な 対策 と 予防 措置 を 講じ て いま す 。 同様 の こと を 
サプライ ヤ に も 要請 し 、 そ の 遵守 を 徹底 する た め 
に 定期 的 な 監 倉 を 行っ て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 、 結 社 の 目 由 や 団体 交渉 に 関し 
て 、 従 業 具 の 法律 上 の 権利 を 尊重 し ます 。 中 国 本 
社 お よび 海外 の 子会社 で は 、 現 地 子 会 社 の 従業 員 は 、 
現地 で 正規 に 登録 され て いる 労働 組合 の 活動 に 自 
発 的 に 参加 する こと が で きま す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 、 従業 員 と の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン を 円 滑 に する た め の 仕 組み を いく つか が 用意 し て 
いま す 。 会 社 は 従業 員 満 足 度 調査 や 1「 マネージャー 
フィ ー ド バッ ク プ ログ ラム (MFP)」、 部 門 で と の 「HR 
ビジ ネス パー トナ ー (HRBP) 」 を 通じ て 従業 員 の 
意見 や 提案 を 吸い 上 げ る よう に し て いま す 。 ま た 
従業 具 は 倫理 遵守 委員 会 (CEC) の 相談 ホッ トラ 
イン や 人 事 ホ ッ ト ラ イン な ど を 使っ て 苦情 を 申し 
下 て る と と が で きま す 。 
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サプライ チェ ー ン に お ほけ る 責任 


ファ ー ウ ェ イ は 、 持 続 可 能 な 成長 を 調達 戦略 の 
重要 な 一 環 と 考え 、 サ プラ イヤ の 認定 と 選定 か ら 
業績 評価 、 日 常 管理 に 至る まで 、 サ プラ イヤ 管理 
プロ セス に お いて サス テ ナ ビ リティ に 必要 な 事項 
を 組み 込ん で いま す 。 サ プラ イヤ の 取り 組み を 定 
期 的 に 評価 し 、 必 要 に 応じ て 要件 や 基準 を 見 直し 
ます 。 ま た 、 顧 客 や サブ プラ イヤ 、 業 界 団体 と 緊密 
に 協力 し 、 調 達 量 の 配分 と 利益 を て こ に サプライ 
ヤ の サス テ ナ ビ リティ へ の 取り 組み を 後押し し ます 。 
さら に 、 業 界 の ベス ト プ ラ クティ ス を 手 本 に 、 サ 
プラ イヤ が サス テ ナ ビ リティ を 高め る た め に 同業 
者 の 経験 や ノウ ハウ を 学べ る 仕組 み を 作り 上 げ て 
いま す 。 こ うし た 取り 組み は 、 サ プラ イチ ェ エー ン 
に お ける 供給 リス ク の 最小 化 、 顧 客 満足 度 の 向上 、 
競争 力 の 強化 に 役立っ て いま す 。 ま た 、 業 界 と の 
提携 や 業界 標準 の 策定 に も 積極 的 に 取り 組ん で い 
ます 。2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 主導 に より CSR マ 
ネジ メン トシ ステ ム の IPC-1401 規格 の 改訂 が 行わ 
れ ま し た 。 企業 の 社会 的 責任 は 、 サ プラ イヤ の 製 
品 と その サプライ チェ ー ン の 基本 的 な 要件 だ け で 
は な く 、 サ ララ イヤ と サフ ノラ イチ エー ン 作 全 の 誠 
争 力 を 高め る うえ で も 極め て 重要 な 意味 を 持っ て 
いる と 考え ます 。 


新規 サブ プラ イヤ 認定 


ファ ー ウ ェ イ は 、 サ プラ イヤ 各社 に 、RBA (レス 
ポン シブ ル ・ ビ ジネス ・ ア ライ アン ス ) 行動 規範 
や JAC ガ イド ライ ン な どの 業界 標準 に 準じ る サ プ 
ライ ヤ サ ス テ ナ ビ リティ 協定 へ の 署名 を お 願い し 
UN の 


また 、 サ ステ ナビ リティ シス テム を 含む 、 す べ て 
の 新規 サプライ ヤ の 包括 的 な 説 定 プロ セス を 整備 
し て いま す 。 こ の プロ セス で は 、 サプライ ヤ の 能力 、 
法律 や 規制 、 お よび サブ プラ イヤ の サス テ ナ ビ リティ 
協定 へ の 準拠 状況 が 検証 され ます 。 資格 を 満た し 


た サブ プラ イヤ だ け を 正式 な サプライ ヤ と し て 認定 
し ます 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 111 社 の サプライ ヤ 候 補 
に 対し 、 サ ステ ナビ リティ の 見 地 か ら 評 価 を 行い 
まし た 。 そ の 結果 、 資 格 を 満た し て いな い 2 社 は 
認定 に 至り ませ ん で し た 。 


2015->2019 年 サプライ ヤ 認 定 件 数 


110 111 
93 
76 
57 「 
2015 2016 2017 2018 2019 


年 間 リ スク ラン キン グ と 監査 


ファ ー ウ ェ イ は 年 に 1 回 サプライ ヤ の リス ク 監 査 
を 実施 し て いま す 。 対象 サプライ ヤ の 購買 金額 は 
全体 の 90% 以上 を 占め ます 。 監査 結果 に 応じ て 、 
サブ プライヤ を 高 、 中 、 低 の 3 つの レベ ル に 分 け ま 
す 。 そ れ を も と に 、 毎 年 監査 が 必要 な 取引 先 を リ 
スト アッ プ し て いま す 。2019 年 度 は 、1.335 社 に 
リス ク 評 価 を 行い 、 中 ・ 高 リス ク と 判定 され た サ 
プラ イヤ 169 社 に 対し て 、 現場 監査 を 実施 し まし た 。 
また 、 一 部 の 1 次 サプライ ヤ の 協力 を 得 て 、2 次 サ 
プラ イヤ の サス テ ナ ビ リティ 監査 を 共同 で 監査 を 
行い 、2 次 サプライ ヤ の リス ク と 1 次 サプライ ヤ の 
CSR 管 理 シ ステ ム の 成就 度 を それ ぞ れ 評価 する こ 
と が で きま し た 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 107 社 の サブ ライ ヤ の 
監査 を 第 三 者 機関 に 委託 し まし た 。 中 リス ク ま た 
は 高 リ スク と 判定 され た サプライ ヤ に 対し 、 現 場 
監査 を 実施 し 、 低 リス ク に 達する まで 改善 を 促し 
まし た 。 ま た 、 第 三 者 監査 機関 に 、28 社 の サ プ ラ 
イヤ の 環境 保護 、 防 災 対 策 、 労 働 伺 生 対 策 の 調査 
Mb 


現場 監 食 で 問題 を 発見 し た 場合 、 当 社 は サ プ ラ 
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イヤ が 「CRCPE (確認 、 原 因 究 明 、 走 正 、 予 防 、 
評価 )」 手 法 を 使用 し て 、 根 本 的 原因 (人 、 機 械 、 
材料 、 方 法 、 環境 (5M) の 究明 、 PACD 手 法 (計画 ・ 
実施 ・ 評 価 ・ 改 善 )) を 分 析 し 、 そ れ を 活用 し た 改 
等 活 動 を 支援 し ます 。 評価 と 改善 は 、 所 定 の 指標 
に 基づい て 継続 的 に 行わ れ ま す 。 す べ て の 問題 は 
ファ ー ウ ェ イ の SCAR (Supplier Corrective Action 
Reques) シス テム に 記録 され 、 収束 まで の フォ ロー 
アッ プ が 行わ れ ま す 。 





2015<2019 年 サプライ ヤ 現 場 監査 件 数 


圏 高 リ スク サプライ ヤ 


田中 リス クサ プラ イヤ 174 





2019 


2015 2016 2017 2018 


2019 年 サブ ライ ヤ 監 査 で 発見 され た 問題 の 内 訳 


199 


| 





消 管 化 設 環 労 社 児 差 強 
防 _ 理 学 備 境 働 和 具 曹 別 制 
安 シ 品 の 保 時 豪 基 と 労 
全 スズ ス 安 安 護 間 と 労 懲 働 
7 。 全 全 と 社 と 割 

ム と 報 具 未 

健 酬 食 成 

康 に 
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圏 高 リ スク サプライ ヤ 
圏 中 リス クサ プラ イヤ 
田 低 リ スク サプライ ヤ 


注 : 2019 年 度 の サプライ ヤ 監 査 に お いて 児童 就労 
また は 強制 労 働 が 確認 さ れ ま せん で し た 。 


2015-2019 年 リス ク 評 価 結果 
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サプライ ヤ 業 績 管理 


ファ ー ウ ェ イ は 、 毎 年 サブ プラ イヤ の サス テ ナ ビ 
リティ 実績 、 現 場 監査 結果 、 改 善 点 を も と に サブ プ 
ライ ヤ の 実績 を 評価 し ます 。 実績 を 評価 する 際 、 
サプライ ヤ の マネ ジメント シス テム と いっ た 主要 
項目 を 対象 と し て いま す 。 サブ プラ イヤ が 「IPC-1401 
基準 」 に 基づき 、CSR マネ ジメント シス テム を 段 
階 的 に 進め て いく よう 支援 し ます 。 ま た 、 実 績 に 
応じ て 、A、B、C、D の 4 段階 評価 で サプライ ヤ を 
格付 け ま す 。2019 年 に は 、1.502 社 の サプライ ヤ 
の サス テ ナ ビ リティ に お ける 実績 を 評価 し まし た 。 


各 サ プラ イヤ の 業績 を 当社 の 入札 、 サ プラ イヤ 
の 選定 、 ポ ボート フォ リオ 管理 な ど と リン ク さ せま す 。 
サプライ ヤ の 業績 は 次 年 度 の 発注 数 量 と ビジ ネス 
チャ ンス に 反映 され ます 。 業績 が 芳しく な い サ プ 
ライ ヤ 、 と り わ け CSR 違 反 が ある サプライ ヤ に 対し 、 
所 定 の 期間 内 に 問題 を 是正 する よう 求め 、 発 注 数 
量 を 縮小 し ます 。 業績 が 著しく 不振 な サブ プライヤ 
と の 取引 関係 を 解消 する こと も あり ます 。2019 年 、 
サス テ ナ ビ リティ 実績 が 不 十 分 の た め に 、5 社 の サ 
プラ イヤ は 入札 な ど 新 し い 事 業 提携 を 制限 、 ま た 
は 発注 数 量 の 引き 下げ を 行い まし た 。 


サプライ ヤ 能 力 開発 


ファ ー ウ ェ イ は 定期 的 に サプライ ヤ に 研修 や 指 
導 を 提供 し て いま す 。 サ プラ イヤ が 業界 の 成功 事 
例 を 取り 入れ 、 自 社 の ビジ ネス 戦略 に サス テ ナ ビ 
リティ を 織り 込む よう 奨励 し て いま す 。 こ れ に よ 
り 、 事業 リス ク が 軽減 され 、 運営 効率 が 向上 し ます 。 
サプライ ヤ 各 社 が それ ぞ れ 独自 の 経験 と ノウ ハウ 
を 持つ て お り 、 あ る 程度 補完 関係 が 成り 立っ て い 
る こと に 注目 し 、 ファ ー ウ ェ イ は 費用 対 効果 が 高く 、 
効率 的 な 「 競 合 ベ ンチ マー キン グ 」 モ デル を 開発 
し まし た 。 こ れ を 使っ て サプライ ヤ は 競合 他社 の 
事例 と 比較 し 、 他 社 と 競争 し な が ら 能 力 を さら に 
向上 させ る こと が で きま す 。 


この モデ ル で は 、 ま ず 、 多 く の サ プラ イヤ が 関 
心 を 持っ つて いる テー マ と 業界 の ベス ト プ ラ クティ 
ス の 情報 を 収集 し ます 。 そ の 後 、 対 面 蓄 の ワー ク 
ショ ッ プ や サプライ ヤ が 紹介 し た ベス ト プ ラ クティ 
ス と の 比較 評価 が で きる オン ライ ン ま た は オフ ラ 
イン の 勉強 会 を 開催 し ます 。 


2019 年 は 、341 社 の サプライ ヤ は 、 防災 、 環境 保全 、 
2 次 サプライ ヤ 管 理 な ど を テー マ に し た 研修 プロ グ 
ラム (6 参加 し まし た 。 





火災 危険 化学 品 の 安全 党 理 研修 


サプライ ヤ の CSR マネ ジメント 力 を 高め る 

ファ ー ウ ェ イ は サプライ ヤ の CSR マ ネジ メン ト 
力 向 上 に 力 を 入れ て いま す 。 パ ー ト ナー 交流 会 
CSR マネ ジメント ワー クシ ョ ッ プ の 開催 、 サ プラ 
イヤ 評価 と 指導 、 サ プラ イヤ の CSR 専門 能力 向上 、 
戦略 的 サプライ ヤ 開 発 プ ログ ラム の 実施 な ど 、 サ 
プラ イヤ の CSR マ ネジ メン ト 効 率 の 向上 、 リ スク 
軽減 、 競 争 力 向 上 の た め の 一 連 の 対策 を 講じ て い 
まま の 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 196 社 の サプライ ヤ の 
管理 責任 者 な ど を 招い た コン シュ ー マ ー 向 け 端 末 
事業 部 パ バート ナー 交 流 会 を 開催 し まし た 。 こ れ に 
より 、 サ プラ イヤ の 管理 層 が CSR の 取り 組み に お 
いて リー ダー シッ プ を 発揮 し 、CSR に 対す る 意識 
を 高め る こと を 目指 し て いま す 。 ま た 、 リ スク の 
高い サプライ ヤ の 責任 者 に 対し 、CSR 改 善 計画 と 
進捗 状況 を ファ ー ウ ェ イ に 直接 報告 する よう 求め 
Ge 


ファ ー ウ ェ イ は 、 有 望 な サプライ ヤ や 新規 サブ プ 
ライ ヤ の 評価 と 指導 を 専門 家 に 依頼 し て いま す 。 
これ に より 、 サ プラ イヤ は ファ ー ウ ェ イ の CSR 要 
求 事項 に 対す る 理解 を 深め 、 適 切 に 対応 で きる よ 
うな り 。 サ フラ イヤ の CSR マ ネン メ ント ンス テ 
ム の 構築 と 改善 に つなが り ま す 。 ファー ウェ イ は 
定期 的 に サプライ ヤ CSR マネ ジメント に 関す る ワー 
クシ ョ ッ プ を 開催 し 、 サ プラ イヤ が 業界 の 成功 事 
例 を 積極 的 に 取り 入れ る よう 働き か け て いま す 。 
ビジ ネス スリ スク を 軽減 し 、 効 率 改善 を 図る た め 
に CSR 要 件 を ビジ ネス 戦略 に 組み 込む こと の 重要 
性 を 説き 、 そ の 取り 組み を 支援 し て いま す 。2019 
年 、 フ ァ ー ウ ェ イ の コン シュ ー マ 向 け 端 末 事 業 は 
専門 機関 と 協力 し 、 労働 者 の 権益 、 環境 保護 、 防災 、 
労働 衛生 な どの 分 野 に お ける 能力 開発 プロ グラ ム 
を 実施 し 、150 社 以上 の サプライ ヤ が 参加 し まし た 。 
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サプライ ヤ の 有害 物質 管理 の 改善 を 支援 

アア ー ウ エイ は 、 ザ サラ ライ ヤ 選 交 し て 、 ス マー 
NR オン クタ ラクレット 、 ウラ ラル テイ スス 
どの 機器 に 有害 な 物質 (塩素 系 難 燃剤 や 臭素 系 難 
燃剤 な ど ) の 使用 を 完全 に 禁止 する よう 求め て い 
ます 。 ま た 、 サ プラ イヤ が 有害 物質 を 管理 する 方 
法 を 改善 する た め の 支 援 も 行っ て いま す 。2019 年 
の 抜き 取り 検査 で 、 市 場 で 販売 され て いる デバ イ 
ス の 環境 特性 に つい て 、 フ ァ ー ウ ェ イ 製品 に 関す 
る 違反 や 顧客 か ら の 苦情 は 報告 され て いま せん 。 


ファ ー ウ ェ イ は 、 国 際 的 な 環境 保護 法規 (RoHS 
電子 ・ 電 気 機器 に お ける 特定 有害 物質 の 使用 制限 
に 関す る 欧州 連合 (EU) に よる 指令 )、REACH 規 
則 (化学 物質 の 登録 ・ 評 価 ・ 認 可 ・ 制 限 に 関す る 
EU 法 ) ) に 準拠 し た 規制 物質 不 使用 宣言 書 を 作成 し 、 
サブ プライヤ に 贅 名 を 求め て いま す 。 必 要 な 製品 環 
境 認証 に 合格 し て いな い サ プラ イヤ が 認定 され る 
こと は あり ませ ん 。 当社 の すべ て の サプライ ヤ は 
有害 物質 プロ セス マネ ジメント 規格 QC 080000 の 
認証 を 取得 し て いま す 。 環境 リス ク の 調査 に 加え 、 
ファ ー ウ ェ イ は 、 リ スク の 高い サプライ ヤ の 監査 
を 第 三 者 機関 に 委託 し 、 決 め ら れ た 期限 内 に 赴 正 
する よう 求め て いま す 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 150 社 を 超え る サ プ ラ 
イヤ と 280 名 を 超え る 専門 家 を 招き 、 製 品 の 環境 
保護 に 関す る 交流 イベ ント を 多数 開催 し まし た 。 
サプライ ヤ が 製品 の 環境 的 特性 を 適宜 に 管理 で き 
る こと を 目指 し ます 。 ま た 、 環 境 専門 家 と の 幅広 
い 当 ミュ ニケ ーション を 掛け 、 ク リーン ・ リ フワ 
アイ チョ ポーン を 時 人 し まし た 。 
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JAC (共同 監査 協力 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は お 客 様 
が 委託 し た 現地 監査 を 実施 する 第 
三 者 監査 機関 と と も に JAC 共 同 監 
査 に 参加 する サプライ ヤ を 3 社 指 
名 し まし た 。 ま た 第 三 者 専門 機関 


プ に 専門 家 を 出席 させ まし た 。 ま 
た ファ ー ウ ェ イ は JAC の 監査 を 受 
ける サプライ ヤ と し て 5 社 を 指名 
まし LE ジア アー ウツ ドイ の 還 伯 同 
は 、JAC の モデ ル を 使用 し て 現地 


を 通じ て サプライ ヤ の 改善 を 推進 


に 提出 し まし た 。2020 年 1 月 、 第 
9 回 JAC CSR フォ ー ラ ム に お いて 、 
JAC 監 査 で 評価 され た 3 社 の サブ プ 
ライ ヤ に 賞 が 授与 され まし た 。 


に サプライ ヤ の 従業 員 ア ン ケ ー ト 
を 依頼 し まし た 。 お 客 様 と 第 三 者 
機関 の 監査 専門 家 は 、 サ ブ プラ イヤ 
3 社 に 関す る 監査 結果 に つい て 満 
足 で きる も の で ある と 表明 し まし た 。 
また 、 監 査 中 や 従業 員 ア ン ケ ー ト 
で 判明 し た 問題 に つい て サプライ 
ヤ に 報告 し 、 業 界 の 取り 組み を 紹 
人 f し まし た 。 


2019 年 、 フ アァ ー ウ ェ イ は 引き 
続き JAC の パイ ロッ ト プ ロ ジェ ク 
ト に 参加 し 、JAC の ワー クシ ョ ッ 


顧客 ・ 業 界 団体 と の 協力 関係 の 強化 


ファ ー ウ ェ イ は 、 サ ステ ナビ リティ を 顧客 の 重要 
な 要件 と 捉え 、 サ プラ イヤ の 施設 訪問 、 共 同 監査 、 
従業 具 調 査 、 サ プラ イヤ の 能力 開発 プロ ジェ クト の 
実施 な ど を 通じ て 、 顧 客 と 緊密 に 協力 し て サプライ 
ヤ 管 理 を 行い ます 。 こ の 共同 アプ ロー チ は 、 サ プラ 
イチ ェ ー ン 全体 で の 持続 可能 性 管理 強化 に つなが 
り ます 。2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 顧客 5 社 と 共同 
で 14 社 の サプライ ヤ を 現場 監査 し 、 そ の 監査 結果 
を 顧客 に 提出 し て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 業界 団体 を 通じ て 積極 的 に 業界 
の 協業 と 標準 化 策 定 に 参加 し て いま す 。 サ プラ イ 
チェ ー ン 全体 と 協力 し 、 業界 の 成功 事例 を 定型 化し 、 
業界 標準 と し て 包括 的 な 改善 を 推進 し て いま す 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 引き 続き 、 中 国電 子 
業 標準 化 協会 (CESA)、 中 国 通信 企業 協 全 PP 
米国 電子 回 路 協会 (PC) な どの 業界 団体 の 標準 化 
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2020 年 度 JAC 年 次 会 に 出席 し た ファ ー ウ ェ イ 代表 


東 定 と 交流 に 積極 的 に 参加 し て いま す 。 ま た IPC- 
1401 標準 技術 グル ー プ の 議長 と し て 、 標 準 の 適用 
範囲 を 購買 か ら マ ー ケ ティ ング 、R&D、 製 造 、 ア 
フタ ー セ ー ル ス 、 物 流 、 施 設 、 人 材 、 財 務 な どの 
パリ ュー チェ ー ン 全体 まで 拡大 する よう IPC-1401A 
標準 を 改訂 し まし た 。 顧客 志向 、 競 争 優位 性 志向 、 
業界 ベン チマ ー キ ング の 原則 を 強化 し 、 ビ ジネス 
戦略 に 軸 を 置き 、 企 業 が コン プラ イア ンス と リス ク 
管理 を 徹底 し た うえ で 、CSR 革新 を 通じ て 競争 力 
を 向上 させ る よう 支援 し て きま し た 。 こ の 規格 は 、 
2020 年 中 に 専門 家 に よる 審査 を 経て 、 全 世界 で リ 
リー ス さ れる 予定 で す 。 


紛争 鉱物 を 使用 し な い 紛 争 鉱 物 を 使 
用 し な い 


紛争 鉱物 (Conflict minerals) と は 、 ア フ 
国 な どの 紛争 地域 で 採掘 され た 鉱物 資源 の こと で す 。 
ファ ー ウ ェ イ は 紛争 鉱物 の 問題 を 深刻 に 受け 止め 
て お り 、 紛 争 鉱 物 を 調達 し な い 、 使 用 し な いと 公 


リカ 語 


式 に 表明 し て いま す 。 紛争 鉱物 の 調達 を 行わ な い 
の 人 で の クラ イル PO6K0C 0 の 。 
一 次 サプライ ヤ か ら 二 次 サプライ ヤ に も これ を 往 
底 さ せる よう 要請 し て いま す 。 レ スポ ン シ ブ ル ・ 
ビジ ネス ・ ア ライ アン ス (RBA) の 一 員 と し て 、 
当社 は 世界 中 の 企業 と 協 働 し 、 責 任 あ る 名 物 調達 
イニ シア ティ ブ (RMI) を 通じ て この 問題 に 共同 
で 取り 組み ます 。 サ プラ イチ ェ ー ン の 現状 を 顧客 
に 把握 し て いた だ く た め に 、RMI 紛 争 鉱物 アン ケー 
ト と OECD (経済 協力 開発 機構 ) 紛争 地域 お よび 
高 リ スク 地域 か ら の 鉱物 の 責任 ある サプライ チェ ー 
ン の た め の デ ュー ディ リジェ ンス ・ ガ イダ ンス に 
準じ て サプライ ヤ の 調査 を 行い 、 そ の 結果 を 顧客 
に 開示 し て いま す 。2019 年 は 、13 社 の 顧客 に 調査 
結果 を 公開 し まし た 。 ま た いく つか の 業界 団体 の 
活動 に 参加 し 、 紛 争 鉱物 の 解決 を 巡る アプ ロー チ 
を 模索 し て いま す 。 


紛争 鉱物 に 関す る ファ ー ウ ェ イ の 声明 (英語 版 ) 
https:/ ハ www.huawel.com/en/declarations/statement- 


On-conflict-minerals 


ファ ー ウ ェ イ 代表 と 
コン ゴ 政 府 の 方 々 
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コバ ルト サプライ チェ ー ン に お ける 
デュ ー デ ティ リジェ ンス 


近年 、 リ チ ウ ムイ オン 電池 に 使用 され る コバ ル 
ト の 量 が 増え て お り 、 コ バル ト サ プ ライ ヤ に お け 
る デュ ー デ ィ イリ ジェ ンス (企業 な ど に 要求 され る 
当然 に 実施 すべ き 注 意義 務 お よび 努力 ) へ の 関心 
が 高まっ て いま す 。 購買 倫理 問題 を 重視 する ファ ー 
ウェ イ は 、 責任 ある コバ ルト ・ イ ニシ アテ ィ ブ (RCD 
お よび RMI (責任 ある 鉱物 イニ シア チ ブ ) の メン バー 
と し て 、 紛 争 地 域 か ら の 鉱物 の 責任 ある サブ ライ 
チェ ー ン の た め の OECD デ ュー ディ リジェ ンス ・ 
ガイ ダン ス に 定め られ て いる 5 段階 の 枠組 み に 従 っ て 、 
当社 の サプライ チェ エー ン に 刈 す る アデ ョ ー デ ィ リ シェ 
ンス を 実施 し て いま す 。 具体 的 に は 、 リ スク が 一 


目 で わか る コバ ルト サプライ チェ ー ン マッ プ の 作成 、 
第 三 者 機関 に よる 監査 の 委託 、 コバルト デュ ー デ ィ 
リジェ ンス の 状況 の 開示 を 行っ て いま す 。 これら 
の 取り 組み を 通じ て 、 コ バル ト サ プ ライ チェ ー ン 
に お ける デュ ー デ イィ イリ ジェ ンス 管理 シス テム の 確 
立 と 改善 を 推進 し て ぎました 。 





現地 の 鉱業 事業 者 の 
デュ ー デ ィ リ ジェ ンス 研修 


ーーーー 102 


日 下 上 
EE leisl 
1 時計 TLHTI 
| 「 叶 





現場 で サプライ ヤ に EHS 要 件 を 
説明 する スタ ッ フ 


2019 年 11 月 、OECD と RCI は 、 コ ン ゴ 民主 共和 
国 (DRC) の コバ ルト 鈴 山 の 現状 を 知る た め に 、 
コン ゴ 民 主 共 和 国 の コバ ルト サプライ チェ ー ン を 
対象 と する 現地 調査 を 開始 し まし た 。 フ ァ ー ウ ェ 
イ は コバ ルト サプライ チェ ー ン の 一 企業 と し て 、 
調査 に 参加 し 、 コ バル ト デ ュ ー デ イィ イリ ジェ ンス に 
関す る 研修 を 実施 し 、 主 要 コ バル ト 鉱 山 所 有 者 と 
ステ ー ク ホル ダー 会 議 を 開催 し まし た 。 


ファ ー ウ ェ イ は 今後 、 現 地 の 関 連 業界 団体 、 政 
府 機関 、 企 業 と より 緊密 に 連携 し て いき ます 。 コバ 
ルト サプライ チェ ー ン を より 安定 的 、 系 統 化 と 多様 
化 さ れ た 責任 ある も の と し 、 持 続 可 能 な も の と する 
こめ の 具体 的 な 措置 を 積極 的 に 講じ て いき ます 。 


エン ジニ アリ ング サプライ ヤ の EHS ( 環 
境 、 健 康 ・ 衛 生 、 安 全 ) 管理 


アア ー ウ キイ (ば 、 エ ノン ノニ アリ ンク サラ ライ ヤ 
の EHS 管 理 を 継続 的 に 強化 する た め の 一 連 の 対策 
を 講じ て いま す 。 具体 的 に は 、EHS リス クマ ネジ 
メン ト に お ける デジ タル 技術 の 活用 、EHS 違 反 検 
知 に お ける Al 技術 の 活用 、 主 要 リ スク の リア ル タ 
イム ・ モ ニタ リン グ 、 あ ら か じ め 設 定 し た パラ メー 


ピン クニ / ク リフ ライ 
ES メッ ァ レ ンス 





ター に 基づく アラ ー ト 発 報 な どの 予防 的 対策 を 講 
じ る こと で 、 多 く の リ スク を 未然 に 防ぐ よう に し 
て いま す 。 ま た EHS に 関す る 意識 と スキ ル を 向 
上 させ る た め に 、 多 様 な 場面 を 想定 し た EHS 菅 理 


研修 ビデ オ を 公開 し て いま す 。 さ ら に 、EHS 管 理 
を 重んじ る 社風 を 醸成 し 、 全 従業 員 の 意識 向上 を 
図っ て いま す 。2019 年 に は 、108,.000 人 を 超え る 
Safety Passport 保 持 者 が ファ ー ウ ェ イ の オン ライ 
ン ャ ンス テム [に 登録 され まし た 。 


の (0 IE ノン クニ 0 リク クサ クラ クィ レル 
に 対し て 、EHS 管 理 シ ステ ム の 構築 と 最適 化 、 労 
働 安 全 衛生 管理 シス テム 認証 取得 を 奨励 し て いま 
す 。 こ れ ま で の と ころ 、700 社 以 上 の エン ジニ アリ 
ング サプライ ヤ が OHSAS 18001 また は ISO 45001 
認証 を 取得 し て いま す 。2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 
EHS を 重要 な 議題 と し た 13 の 地域 サプライ ヤ 会 議 
を 開催 し 、EHS に お ける 当社 の アプ ロー チ と 事例 
を 紹介 し まし た 。 サ プラ イヤ の EHS 管 理 能力 を 向 
上 ざさ せる た め に 、 フ ァ ー ウ ェ イ は サプライ ヤ EHS 
管理 能力 開発 プロ グラ ム を 展開 し て いま す 。 こ の 
プロ グラ ム は 、EHS 管 理 ( 0 
の 向上 、 プ ロ セ ス 管 理 、 能 力 評価 、 報 酬 お よび 責 
人 人 系 な ど を 細 織 し て い 天 すず 


地域 へ の 責 仕 


ファ ー ウ ェ イ は 、 地 域 社会 に 貢献 で きる よう 取 
り 組 ん で いま す 。 地 方 自治 体 や 国際 機関 、 地 域 団 
体 な を ど と と も に 、 積 極 的 か づつ 持続 的 な 影 拘 を 生み 
出す よう 努力 し て いま す 。 ま た 、 経 済 や 環境 、 社 
会 問題 に 取り 組む た め に 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン と コラ 
ボレー ショ ン を 活用 し て いま す 。 ファ ー ウ ェ イ は 
責任 ある 企業 市 民 と し て 、 人 と 人 と を つなぎ 、 ど 
でも いう で も 情報 に アク セス で きる コミ ュー ケー 
ショ ン の 力 を 信じ て いま す 。 だ れ も が 情報 技術 の 
恩恵 を 受け られ る デジ タル ・ イ ンク ルー ジョ ン は 、 
地域 経済 、 教 育 、 医 療 の 進歩 に 大 きく 寄与 する こ 
と で し ょ う 。 当社 は 、 教 育 へ の アク セス が 、 持 続 
可能 か つ 平 等 な 発展 を 支援 する 機会 を 生み 出す た 
め に 不可 欠 だ と 認識 し て いま す 。 そ し て 世界 中 の 
一 人 ひと り が 環境 保護 と 地球 温暖 化 対 策 に か か わ 
る 責任 が ある と 考え ます 。 当社 は 事業 を 行う 国 や 
地域 の 発展 を サポ ー ト し 、 こ れ ら の 地域 の 福祉 ・ 


「Seeds for the Future」 プ ログ ラム 
2019 年 は 、111 の 国 と 地域 か ら 1.130 人 の 学生 が 
「Seeds for the Future」 プロ グラ ム で 中 国 に ある ファ ー 


120 上 


国 と 地域 


伯 和 ji 





3 


な 





2006 年 500 上 
タイ で 世界 トッ プク ラス 大 学 
「Seeds for the Future」 
プロ グラ ム 発 足 





プロ グラ ム の 詳し い 情 報 に つい て は こち ら を ご 覧 くだ さい 


https://www.huawei.com/en/sustainabilitV/Win-Wwin- 





developmentsocial-contribution/seeds-for-the-future 
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保健 ・ 災 害 救援 に 役立つ よう 全力 を あげ て いま す 。 


ICT 人 材 を 育成 する 「Seeds for the 
Future 」 


「Seeds for the Future」 プロ グラ ム は 、 フ ァ ー 
ウェ イ が 事業 を 展開 する 国 や 地域 の 学生 に 、 最 新 
の ICT 技 術 と 製品 に つい て 学ぶ 機会 を 提供 する 活 
動 で す 。 と の プロ グラ ム を 通じ て 、 フ ァ ー ウ ェ イ 
は グロ ー バ ル な ビジ ネス 活動 で 得 た ICT の 知識 と 
経験 を 伝え る こと で 、 学 生 た ち が ICT に 関す る 知 
識 や スキ ル を 習得 し 、 視野 を 広げ る よう 支援 し ます 。 
これ を 経験 し た 学生 た ち が 地 元 の ICT 業界 と グロ ー 
バル な ICT 業 界 を 担う 人 材 と な る こと を 期待 し て 
いま す 。 ま た 世界 各国 の 若者 が 学び 合う 場 と し て 、 
この プロ グラ ム が 様々 な 国 や 文化 の 交流 の 架け 橋 
と な る よう 願っ て いま す 。 


ウェ イ の 本 社 で 研修 を 受け まし た 。 2019 年 は 、「Seeds 
for the Future」 プ ログ ラム 11 周年 に あたり 、 プ ログ 
ラム 発足 か ら 約 5.800 人 の 学生 が 参加 し まし た 。 





| Seede: 
拭 Hm 
Futuir 
7O 以 上 5./ /O 人 以上 
国家 元首 や 参加 者 
政府 首 脱 支持 
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アル ゼン チン 

2019 年 は アル ゼン チン で 3 年 連続 3 回 目 と な る 
「Seeds for the Future」 プロ グラ ム を 実施 し まし た 。 
同国 の 近代 化 省 と 教育 省 の 継続 的 な 支援 に より 、 
この プロ グラ ム は 16 の 省 と 都市 の 55 の 大 学 で 展開 
(まし た 。 

2019 年 11 月 に に 、 フ ファー ウェイ の アル ゼン チン 
へ の 継続 的 な 頁 献 が 評価 され 、EIKON (アル ゼ 
ンチ ン に お ける 主要 コミ ュ ニ ケー ショ ン 賞 ) の 
「Sustainability in Education」 部 門 で 銀賞 を 受賞 し 
27 に 。 


ミャンマー 
2019 年 月 、 フ ァ ー ウ ェ イ は ヤン ゴン で 「Seeds for 
the Future」 プロ グラ ム を スタ ー ト し まし た 。 発足 式 
に ミャンマー 国家 教育 政策 委員 会 副 委 員 長 、 学 長 委 
員 会 議長 、 ミ ャ ンマ ー 投 資 和 要員 会 、 大 学 の 学長 、 お 
よび プロ グラ ム 参 加 者 代表 な ど 50 名 あま り が 出席 し 
に 
育 省 学長 委員 会 議長 の Zaw Wai Soe 教 授 は 次 
の よう に 述べ て いま す 。「 こ れ は 中 国 の ICT 事情 と 
ファ ー ウ ェ イ の 事業 内 容 や 運用 モデ ル 、 組 織 体制 
に つい て 知っ て も ら う 良い 機会 に た り ま す 。 皆さん は 、 
ここ て で 学ん だ も の を ミャンマー の 発展 や 大 学 教育 
に ぜひ 活か せ て くだ さい 。 そし て こう し た 機会 を ミ ャ 
ンマ ー の 大 学 と その 学生 た ち に 提供 し て くだ さっ 


ギニア 

ファ ー ウ ェ イ は 、 ギ ニア の 教育 シス テム と ICT 業 
界 の 発展 を 支援 し て いま す 。 こ の 目標 の 一 環 と し 
て 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 2019 年 2 月 に 大 統領 府 お よび 
通信 省 と 共同 で 、 同 国 で の 最初 の 「Seeds for the 
Future」 プロ グラ ム を スタ ー ト し まし た 。 5 月 に 、 
優秀 な 学生 10 名 一 行 が 2 週間 の 研修 旅行 の た め に 中 
国 に 出発 し まし た 。 北京 に 中 国語 、 中 国文 化 を 体 
験 する た め に 1 週間 ほど 滞在 し た 後 、 深 セン の 本 社 
の 展示 場 や 5G 施設 な ど を 見 学 す る ICT 研 修 ブ ログ 
ラム に 参加 し まし た 。 

6 月 12 日 、 ギ ニア の 首都 で プロ グラ ム の 閉会 式 
が 行わ れ 、 政 府 関 係 者 、 学 長 、 学 生 代 表 な ど 約 
200 人 が 出席 し まし た 。 


上 


導 


アル ゼン チン の 「Seeds for the Future」 閉会 式 (深セン ) 












Pa 」 人 rh 生 - エ 
2019「Seeds for the Future」 終 了 式 で の 
ミャンマー の 学生 た ち 
た ファ ー ウ ェ イ に 大 変 感謝 し て いま す 。 こ の プロ 
グラ ム は ミャンマー の 将来 に と っ て 大 変 有意 義 な 
に の だ と 届い い ます 


マー デー 


gt も mhW DA 

い 「 1 ーー ( am 
ei、 
ーー 


内 呈 


ーー 


た ギニア の 「Seeds for the Future」 
参加 者 た ち 


万 里 の 長城 を 訪れ 
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地域 へ の 頁 献 


企業 は 、 目 社 の 事業 運営 が 地域 に 与え る 影響 を 考慮 し 、 有 効 な 支援 策 を 講じ る こと に よっ て 、 地 域 住 
民 か ら 支 持 を 得る こと は 大 変 還 要 な こと で す 。 こ れ に は 、 地 域 社会 の 生活 環境 の 改善 、 伝 統 行事 の 支援 、 
社会 的 弱者 へ の 配慮 、 地 域 の 教育 支援 な ど が 含ま れ ま す 。 責任 ある 企業 市 民 と し て 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 各 
種 社会 貢献 活動 に 引 ぎ 続き 取り 組み 、 地 域 組織 と 協力 し て 災害 救援 、 健 康 、 社 会 福祉 な どの 慈善 活動 に 
注力 し て いま す 。 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 170 を 超え る 社会 貢 献 プロ グラ ム を 展開 し 、 地 域 社会 へ の 貢献 、 目 に 見 える 
地域 へ の 利益 提供 、 地 域 社会 に 根ざし た 事業 活動 に より 、 地 域 経済 の 活性 化 に よい 影響 を 与え る 努力 を 
し て きま し た 。 具体 的 に は 地域 の 課題 解決 支援 、 ボ ラン ティ ア 活 動 、 文 化 ・ 芸 術 ・ ス ポー ツ ・ 環 境 保護 
の イベ ント 支援 、 女 性 ・ 子 ども ・ 貧 困 層 ・ 健 康 に 深刻 な 問題 を 抱え る 人 々 の 支援 な を ど 、 さ ま ざ ま な 形 で 実 
施し で いま す 。 


2019 年 の ファ ー ウ ェ イ の 社会 貢献 プロ グラ ム の 一 部 を 以下 に 示し ます 。 


イン ド : 「DAKSHA」 (ダク シャ ) 活 動 

ファ ー ウ ェ イ ・ イ ンド 法人 に お いて 行わ れ て いる 
CSR キャ ン ペ ー ン 「DAKSHA」 (卓越 し た と いう 意味 ) 
は 、 イ ンド 政府 が 掲げ る 「 デ ジタル ・ イ ン デ ィ ア 」 と 「 ス 
キル ・ イ ン デ ィ ア 」 の 国家 目標 を 支援 する こと で イン ド 
の 教育 振興 に 車 点 を 置い に ^ い ます 。 

『 ファー ウェ エイ デレ ヨム セク ター スギ キル 開発 セ 
ンタ ー」 は 、 こ の プロ グラ ム の 一 環 と し て 設立 さ 
れ ま し た 。2019 年 3 月 、 当 時 の テレ コム 大 臣 Shri 
Manoj Sinha 氏 は 500 人 以上 の 地元 関係 者 が 出席 し 
た 同 セ ンタ ー の 開所 式典 で スピ ー チ を 行い まし た 。 
同 セ ンタ ー は 、 通 信 業 界 の スキ ル 格 差 を 解消 し 、 特 に 農村 部 に お ける 若者 の 雇用 可能 性 を 向上 させ る た め 
に 活動 し て いま す 。 ま た テレ コム セク ター スキ ル 協 議会 (TSSC) を 知識 ・ 説 定 パ ー ト ナー と し て 、134 
名 の 参加 者 を カス タマ ー ケ アマ ネー ジャ ー、 端 末 修 理 エ ンジ ニア 、 光 ファ イ バ ー エ ンジ ニア と し て 育成 し 、 
うち 56 名 の 研修 生 が 既に 就職 し て いま す 。 





ウス ベ キ スタ ン : スマ ー ト 教室 

ファ ー ウ ェ イ ウズ ベ キ スタ ン 法 人 は 、「Muhammad 
Al- Khwarizmil の 名 前 に ちな ん だ ICT アカ デミ ー の 新 
し い 校 舎 で スマ ー ト 教室 プロ ジェ クト を 実施 し て いま 
す 。 こ て の 学校 は 将来 の IT 人 材 を 人 育成 する 施設 と し て 、 
2017 年 に 同国 の 大 統領 令 に よっ て 設立 され まし た 。 

2019 年 12 月 に ウズ ベ キ スタ ン 大 統領 が この 学校 を 
訪問 し た 際 に 、 学 校 側 か ら ス マー ト 教 室 に つい て ファ ー 
ウェ イ の スマ ー ト ビデ オ 会 議 シ ンス テム CloudLink を 使っ 
て 授業 の デモ ンス トレ ーション を 行い まし た 。 
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ボリ ビア : アマ ゾン 火災 の 救援 寄付 

2019 年 9 月 、 ボ リビア の アマ ゾン 熱帯 雨林 は 大 規 
模 な 森林 火災 が 発生 し 、 多 く の 死 者 、 負 傷 者 を 出し 、 
人 々 の 財産 、 生 熊 環 境 は 深刻 な 被害 を 受け まし た 。 
ファ ー ウ ェ イ は 、 鎮 火 救 援 物資 や 支援 金 を ボリ ビア 国 
防 省 災 害 救助 委員 会 に 寄付 し まし た 。 委 員 会 の 代表 
者 か ら 、 迅 速 か つ 貴重 な 支援 が と て も 心強かっ た と 
感謝 の 言葉 を いた だ きま し た 。 代 表 は また 、 救 援 チー 
ム が 効率 的 に 協力 し 、 最 も 必要 な 人 々 と 場所 に 届け 、 
ボリ ビア と 中 国 の た め に 、 フ ァ ー ウ ェ イ と いっ そう 協力 
し 、 交 流 を 深め て いき た いと 表明 し まし た 。 


ポー ラン ド : 「1000 の 夢 」 プ ログ ラム 

「1000 の 夢 」 は 、 社 会 真 献 活動 と し て 5 年 間 に わ た り 
実施 され る プロ グラ ム で す 。 こ の プロ グラ ム へ の 継続 
的 な 投資 を 通じ て 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 中 東欧 (CEE) 諸国 
の 若者 の デジ タル スキ ル を 向上 させ 、 よ り 多 く の 人 々 に 
デジ タル 技術 の メリ ッ ト を 知っ て も らい 、1ICT 分 野 で 
働い て もら うこ と を 目標 に に て いま す 。 また 、 こ れ ら の 国々 
の 子ども た ちの た め の 活 動 も 行っ て いま す 。 こ の プロ 
グラ ム を 通じ て 、 フ ァ ー ウ ェ イ は 今後 5 年 間 で 16 か 国 
で 1.000 人 の ICT 人 材 を 育成 し 、1.000 冊 の 本 を 各国 
の 大 学 図書 館 に 、 玩 具 1.000 個 を 各国 の 小児 病院 に 
寄付 する 予定 で す 。 


韓国 : 女子 高校 生 プ ログ ラミ ング コン テス ト 

2015 年 か ら 2019 年 に か け て 、 フ ァ ー ウ ェ イ と 
梨花 女子 大 学校 と 共同 で 女子 高校 生 を 対象 と し た 
5 つの プロ グラ ミン グ コ ン テ ス ト を 開催 し まし た 。 
2019 年 は 、150 名 の 参加 者 を 集め 、18 人 を 表彰 し 
まし た 。 こ れ は 女子 高校 生 を 対象 と し た 韓国 唯一 
の 6 コン テス ベト で す 9 


ブラ ジル : コン ピ テ ン シ ー と イノ ベー ショ ン セ ンタ ー 

ファ ー ウ ェ イ と ブラ ジル 国立 電気 通信 総合 研究 所 
(Inate) は 、 企 業 と 大 学 間 の イノ ベー ショ ン と 能力 開 
発 の た め の 世 界 初 の | コン ピ テ ン シ ー と イノ ベー ショ 
ング ピノ クー の SU し / セッ クー ば ほ FT だ ど 
無線 ソリ ュー ショ ン を 中 心 と し た 研究 開発 が 行わ れ て 
いま す 無線 、 伝 送 、 デ ー タ 、 サ イ パ ー セ キュ リティ 
の 4 つの 研究 所 が 設け られ 、 設 備 は ファ ー ウ ェ イ か ら 
寄贈 され まし た 。 セ ンタ ー で は 、 通 信 専門 知識 を 持 
つ 人 材 を 養成 する だ け で な く 、 就 職 活動 に 利用 で き 
る 認定 資格 も 提供 し て いま す 。 認定 資格 者 の 95% が 


調和 の と れ た エコ シス テム SN 





就職 先 を 確保 し て いま す 。 セ ンタ ー の 実績 は 、 業 界 と ブラ ジル 政府 か ら 評 価 さ れ て いま す 。 


イン ド ネ シア : ラマ ダン 中 の コミ ュ ニ ティ 支援 

ファ ー ウ ェ イ は 、2019 年 の イン ド ネ シア の ラマ ダン 
期間 中 、8 都 市 の 孤児 院 の 約 500 人 の 子供 た ち を 対 
象 に 朝食 を 提供 し 、 書 籍 や 文房具 も 寄贈 し まし た 。 
ナラ フ ド ラトゥール ウラ マ 年 と の パー トド トナー シップ 民 よ 
り 、 フ ァ ー ウ ェ イ は イー ド ・ ア ル デ フ ィ ト ル (イス ラム 教 
の 祝日 で 、 ラ マダ ン の 終了 を 祝う 大 祭 ) の 手配 、 食 
事 の 提供 、 約 1.000 人 の 子供 た ち を 対象 と する ICT 
教室 プロ グラ ム の 提供 に 関す る 覚書 を 締結 し まし た 。 
また 、 森 林 火 災 の 被害 を 受け た パレ ン バ ン や ペ カ ン 
バル 地域 に ヘル スケ アセ ンタ ー を 寄付 し 、 マ スク 、 健 
康 診 断 、 楽 品 、 食 料 、 飲 料 水 な ど を 提供 し まし た 。 


南ア フリ カ :ICT 人 材 人 育成 


2019 年 、 フ ァ ー ウ ェ イ の 南ア フリ カ 事 業 所 は 、 南 
アフ リカ の 第 4 次 産業 時 命 (4IR) の 発展 と 、 同 国 の 
4IR 専門 人 材 10.000 人 の 育成 を 支援 する ICT 人 材 育 
成 プ ロジ ェクト を 立ち 上 げ ま し た 。 この プロ ジェ クト で は 、 
ICT コン テス ト 、 通 信 分 野 の 人 材 育 成 、 法 人 ビジ ネス 
パー トナ ー の 能力 開発 、 「Seeds for the Future」 プロ 
グラ ム 、4IR 技術 研修 、 通信 デジ タル 技術 省 (DCDT) 
の 女性 従業 員 向 け 研 修 な ど 、 さ ま ざ ま な CSR 活 動 
を 展開 し て いま す 。 こ れ ら の プロ グラ ム は 6,000 人 以 
上 の 人 々 に 学ぶ 機会 を を 提供 し 、ICT コ ン テ ス ト に は 
10.000 人 以上 の 参加 者 が 集まり まし た 。 
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日 本 の 事例 


1. グロ ー バ ル ICT 人 材 育 成 


人 ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 、 第 10 回 サイ エ 
ンス ・ イ ンカ レ を 支援 、 企 業 賞 を 授与 


ファ ー ウ ェ イ が 世界 各国 で 取り 組む ICT 人 材 育 
成 の 一 環 と し て 、 文 部 科学 省 主催 第 10 回 「 サ イエ 
ンス ・ イ ンカ レ 」 を 支援 し て いま す 。2021 年 2 月 
28 日 に は 横浜 国立 大 学 理工 学部 機械 ・ 材 料 ・ 海 洋 
系 学科 山口 拓真 さん の 空 飛ぶ クル マ の 胴体 形状 
に 関す る 研究 「 高 い 空 力 性 能 を 有する 胴体 形状 と 
は ! ? 空 飛 ぶ ク ル マ や 超 音 速 旅客 機 の 実現 に 向け 
くく リ Io 錠 し て 。 サ イエ ンス インカ レッ ヨン ソー 
シア ム 参 加 企 業 賞 「 フ ァ ー ウ ェ イ 賞 」 を 授与 し ま 
の 





受 革 研 究 : 横浜 国立 大 学 理工 学部 機械 ・ 材 料 ・ 海 洋 系 学科 
山口 拓真 さん 

「 高 い 空力 性 能 を 有する 胴体 形状 と は ! ? 空 飛 ぶ ク ル マ や 超 

音速 旅客 機 の 実現 に 向け て 」 


今年 で 10 回 目 と な る 同 大 会 で は 、 日 本 全国 か ら 
参加 し た 学生 団体 40 組 が 研究 の 成果 を 披露 し まし 
た 。 フ ァ ー ウ ェ イ は 2015 年 か ら 7 年 連続 で 同 大 会 
に 支援 する と と も に 、 新 規 性 、 実 用 性 、 グ ロー バ 
ル に 活躍 で きる コミ ュ ニ ケー ショ ン 力 を 基準 と し 
て 選出 する 「 フ ァ ー ウ ェ イ 賞 」 を 授与 し て いま す 。 


世界 170 か 国 以 上 で ICT ソ リュ ーション を 提供 す 
る ファ ー ウ ェ イ は 、 毎 年 売上 高 の 10% 以 上 を 研究 
開発 に 投資 し 、 各 国 の 優れ た 人 材 、 パ ー ト ナー 企 


業 と と も に 顧客 の 課題 解決 に つなが る イノ ベー ショ 
ン に 取り 組ん で いま す 。 同時 に 責任 ある 企業 市 民 
と し て 、 フ ァ ー ウ ェ イ 社内 の 研修 機関 で ある ファ ー 
ウェ イイ ユニバー シテ ィ と 世界 45 か 所 に 設置 する ト 
レー ニン グセ ンタ ー を 中 心 に 地域 の ICT 人 材 育 成 
に 取り 組む ほか 、 日 本 で は 2012 年 か ら 継続 し て 実 
施さ れる 新卒 の 定期 採用 や !「 サ イエ ンス ・ イ ンカ レ 」 
へ の 支援 、 日 本 を 含む 世界 130 か 国 か ら 8,774 人 
(2020 年 度 は 103 ヶ 国 か ら 3,001 名 の 学生 が オン ラ 
イン 参加 ) 以上 の 学生 が 参加 する ファ ー ウ ェ イ 本 
社 (中 国 ・ 深 セン ) で の ICT 研 修 プ ログ ラム 「Seeds 
for the Future」 な ど を 通じ て 、 人 を 起点 と し た 地 
域 社会 へ の 貢献 を 進め て いま す 。 


念 未来 を 担う 人 材 育 成 、 フ ァ ー ウ ェ イ グロ ー 
バル 1ICT 研 修 プ ログ ラム 「Seeds for the 
Future」 を 実施 


世界 各国 で 実施 し て いる ICT 人 材 育 成 の 経験 を 
も と に 、 日 本 の みな ら ず 世界 で の 活躍 を 視野 に 入 
れ て 、 通 信 の 未来 を 担う 人 材 育 成 を 通じ て 産業 界 
に 貢献 支援 し て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ は 中 国 ・ 深 セン の 本 社 で 2008 年 か 
ら 、 世界 の 学生 を 対象 に し た 未来 を 担う 人 材 育 成 
プロ グラ ム 「Seeds for the Future」 を 実施 し て い 
ます 、 こ の プロ グラ ム は 、 学 生 が 1ICT 業 界 の 基本 
的 な 知識 を 理解 する の に 役立つ カリ キュ ラム で 構 
成 さ れ て お り 、 ネ ットワーク と モバ イル 業界 全体 、 
そし て ICT 業 界 の 最新 動向 を 理解 で きる よう に な っ 
て いま す 。 グ ロー バル 1ICT 人 材 の 人 育成 を 目的 と し 、 
学生 の 研修 プロ グラ ム は すべ て 英語 で 行わ れ 、 基 
本 的 な 技術 の 知識 を 習得 し て いた だ く 取 り 組 み に 
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各国 か ら プ ロジ ェクト に 参加 し た 学生 た ち 


これ まで 130 ヶ 国 よ り 8,774 名 の 学生 が 参加 し て 
お り 、 各 国 か ら 集まっ た 学生 た ちと と も に グロ ー 
バル な 環境 で 中 国 の 文化 と 最 先端 の ICT に つい て 
学習 し ます 。 日 本 か ら は 2015 年 以降 、92 名 の 日 本 
の 大 学 の 学生 が 参加 し て いま す 。2020 年 は 8 月 24 
日 28 日 の 5 日 間 、 計 14 時 間 の オン ライ ン 研 修 に 
日 本 の 大 学生 ・ 院 生 が 参加 し まし た 。 日 本 の トッ 
プ 理 系 大 学 か ら 参 加 し た 約 12 名 の 学生 が 5 日 間 を 
通じ て 、 書 道 、 美 術 、 音 楽 、 史 跡 芝 りな どの 充実 
し た 内 容 の 中 国文 化 体験 に 加え て 、 テ クノ ロジ ー 
に 関す る ディ スカ ッ シ ョ ン や ワー クシ ョ ッ プ の た 
め の ラ イブ スト リー ム セ ッ ショ ン 、 そ の ほか loT、 
Ak クラ ウト コンピ ビ ョ ヨー ディ イン ク 、 デ ンク ルレ エコ / ニー 
な の に つい て や 学 ひ O ま し た 。 


人 ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 、 地 域 課題 解決 
に 取り 組む 高校 生 を 支援 する 「 第 5 回 全 
国 高校 生 SBP (ソー シャ ルビ ジネス プロ 
ジェ クト ) 交流 フェ ア 」 に 協賛 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ 賞 を 授与 


2020 年 8 月 23 日 、「 第 5 回 全国 高校 生 SBP (ソー 
ン ャ ルビ ジネス ブ プロジ ェクト) 交流 フェ ア 」 の オー 
ラル セッ ショ ン と 表彰 式 が オン ライ ン に て 開催 さ 
れ 、 ビ ジネス の 手法 で 地域 の 課題 解決 に 取り 組む 
高校 生 約 200 人 が 全国 か ら 集 まり 、 プレ ゼン テー ショ 
ン や オン ライ ン 交 流 会 を 行い まし た 。 


SBP 交 流 フ ェ ア と は 、 未 来 の 大 人 応援 プロ ジェ 
クト 実行 委員 会 が 運営 し 、 文 科 省 が 共催 する 全国 
の 高校 生 が 地域 の 課題 を 解決 する た め の 交 流 事 業 
で す 。 高 校生 が 地域 の 課題 を 解決 する た め に ビジ 
ネス の 手法 等 を 学び ひな が ら 取 り 組 ん だ こと を 発表 
し 、 開 発し た 商品 を 紹介 ・ 販 売 し な が ら 交 流し ます 。 
互い に 評価 し な が ら 向 上 し て いく こと を 支援 し て 
いく と と も に 、 趣 旨 に 賛同 し た 関係 各 府 省 や 各種 
企業 が 協力 し て 実施 する 「 民 官 地 」 の 協 働 ブ ロジ ェ 
クト と し て 、 地 域 の 活性 化 に 寄 写 する こと を 目指 
し くい ます 。 


「 LT 
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オン ライ ン で つなが っ た 参加 者 た ち 


社会 貢献 活動 の 一 環 と し て グロ ー バ ル 人 人材 育 成 
に 力 を 入れ る ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン は 、「 世 界 を 
意識 し た 将来 性 の ある 地域 課題 の 解決 、 ま た は 国 
際 化 に 向け た 活動 に 取り 組む 若者 を 支援 し た い 」 
と いう 思い か ら 、2017 年 か ら SBP 交 流 フ ェ ア を 支 
揚 し くい ます 。 


今回 ファ ー ウ ェ イ 賞 に 輝い た の は 愛媛 県 立 土 
居 高 校 情報 科学 部 。 同 校 は 2018 年 の 8 月 、 観 光 甲 
子 園 で 全国 優勝 し た 成果 を 土台 と し て 、2019 年 10 
月 に 高校 生 発 広域 連携 型 イ ン バ ウ ンド 盆栽 ツア ー 
プラ ン を 商品 化し 、2020 年 7 月 に 「 親 子 で 四国 オ 
ン ラ イン 体験 フェ ス 」 に 出展 し オン ライ ン 生 中 継 
で 世界 に 向け て 発信 し まし た 。 全 国 1 位 か ら さ ら に 
レベ ル ア ッ プ を 図り 、 本 物 の ビジ ネス へ と 育て る 
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こと で 持続 可能 な 地域 社会 を 実現 する こと を 目指 
し 、 地 場 産業 の PR、 伝 統 文化 の 伝承 、 特 産品 や 農 
産物 の 商品 開発 、 イ ン バ ウ ンド 観光 の 推進 な ど 様々 
な 活動 も し て いま す 。 


土居 高校 は 昨年 度 、 国 境 を 越え て いろ いろ な 国々 
の 外国 人 と 交流 する 中 で 、 様 々 な 文化 や 多様 な 価 
値 観 を 学ぶ こと が で き 、 多 文化 共生 (ダイ バー シテ ィ ) 
の 実現 に も つなが り ま し た 。 こ の よう な 世界 に 目 
を 向け 、 果敢 に チャ レン ジ す る 将来 性 の ある 活動 は 、 
国際 交流 を 通じ て 世界 と 地域 を 結び 付け る も の で 
あり 、 そ し て 外国 人 住民 と 地域 住民 と の 共生 を 進 
め る 地道 な 活動 は 実に 素晴らし いこ と と 評価 され 、 
今回 の ファ ー ウ ェ イ 賞 を 受賞 し まし た 。 


人 す ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 、ICT リ ー ダ ー 
育成 の 「 未 来 の 種 」 プ ログ ラム を 福岡 市 
で 中 高生 向け に 初め て 開催 


華 為 技術 日 本 株 式 会 社 (ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パ 
ン ) は 12 月 14 日 15 日 、 次 世代 を 担う リー ダー 
を 育て る た め に 取り 組ん で いる ICT 研 修 プ ログ ラ 


ム 「Seeds for the Future (未来 の 種 )」 の 中 高生 向 
け 特 別 講義 を 福岡 市 で 行い まし た 。 こ の プロ グラ 
ム は いま まで 大 学生 が 対象 で し た が 、 中 学生 、 高 
校生 向け の 実施 は 今回 初め て 行わ れ ま し た 。 


14 日 は 同市 東 区 の 東 福 岡 学園 で ICT や 国際 交流 
活動 に 興味 を も つ 東 福岡 高等 学校 と 東 福 岡 自 繝 館 
中 学校 の 生徒 30 名 が 参加 し 、15 日 は 同市 東 区 の 福 
司 穫 葉 高等 学校 の 生徒 30 人 が 参加 し まし た 。 


研修 で は 、 フ ァ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン の 郭 宇 (か く ・ 
た か し ) が 「 次 世代 通信 に よる 未来 へ の 価値 創造 」 
と いう 症 目 で 講義 を し まし た 。 イ ベン ト で は 、「 青 
少年 の ICT へ の 興味 を 喚起 する 」 こ と を 出発 点 と 
し て 、 通 信 の 基礎 知識 を 紹介 し 、 先 端 通信 技術 が 
社会 に も た ら す 新た な 価値 と し て 医療 、 鉱山 、 港湾 、 
農林 水産 な ど に つい て 応用 実例 を 用 いて 解説 を 行 
し いま し だ 。 





くく く ロ ビー ン ノ 
2. 災害 復興 


「 ファー ウェ イ 東 日 本 大 震 災 IT 復興 支援 プロ ジェ クト 」、 


念 持続 的 な 支援 ・ 復 興 を 目指 し 「 よ り “ つ 
な が っ た " 世界 」 の 構築 を 目指 し て 
被災 地域 で 活動 する NPO 団 体 へ ファ ー 
ウェ イ ・ ジ ャ パン が IT を 活用 し た 支援 を 
実施 


華 為 技術 日 本 株 式 会 社 (以下 、 ファー ウェ イ ・ ジ ャ 
パン ) は 東日本 大 震 災 か ら 10 年 を 迎え る 2021 年 、 
認定 特定 非 営 利 活動 法人 日 本 NPO セ ンタ ー と 連携 
し 「 フ ァ ー ウ ェ イ 東日本 大 岩 災 IT 復興 支援 プロ ジェ 
クト 」 を 立ち 上 げ ま し た 。 岩 災 か ら 10 年 が 経過 し 
見 た 目 の 上 で の 復興 は 進ん だ も の の 、 披 災 者 の 生 
活 面 で の 支援 は 未だ に 必要 な 状況 に あり 、 そ の 取 
り 組 み を 進め る NPO へ の 後押し が 重要 と な っ て い 
ます 。 本 プロ ジェ クト で は 被災 者 へ の 支援 を 行う 
宮城 県 ・ 岩 手 県 の NPO3 団 体 を 対象 に 、 フ ァ ー ウ ェ 
イ ・ ジ ャ パン が IT を 利 活用 し た 持続 的 な 支援 を 実 
施し ます 。 


必 HUAWEI | (pt>2- 


・「 フ ァ ー ウ ェ イ 東日本 大 震 災 IT 復興 支援 プロ ジェ 
クト 」 助 成 事業 業 


今回 の 「 フ ァ ー ウ ェ イ 東日本 大 岩 災 IT 復興 支援 
プロ ジェ クト 」 に お いて は 、 「 障害 者 」「 子 ども 若者 」 
「NPO 支援 」 の 3 つの テー マ を 掲げ 、 オン ライ ン ツ ー 
ル を 使っ て 先駆 的 に 取り 組む 以下 の NPO3 団 体 を 
助成 団体 と し て 選出 し まし た 。 こ の 3 団体 は プロ 
ジェ クト を 開始 し た 2021 年 2 月 か ら 12 月 まで の 約 
10 か 月 間 、 フ ァ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン と と も に 被災 
地域 の 復興 と IT 活用 支援 に 取り 組み ます 。 


震 災 か ら 10 年 を 機 に 始動 


NPO 法人 エイ ブル ・ ア ー ト ・ ジ ャ パン : 生き る カカ 
を 育て る 「SOUP 芸術 の 学校 」 試 行事 業 


コロ ナ 褐 で 文化 芸術 活動 や スポ ー ツ 活動 に 直 
接 参加 する こと が で き な か っ た り 、 情 報 弱者 ( 要 
支援 者 ) と な り オ ン ラ イン で の 学び の 場 に アク 
セス する の が 困難 に な っ た り し て いる 障がい 児 
者 や 支援 者 を 対象 に に 、 オ ン ラ イン で 生涯 学習 の 
場 を 提供 する 「SOUP 現実 の 学校 ・ オ ン ラ イン 
を 実施 する 。 活動 エリ ア は 宮城 県 内 (一 部 全国 )、 
主 な 事業 対象 者 は 身体 ・ 知 的 ・ 発 達 ・ 精 神 障 が 
い 等 の ある 人 を は じ め 、 病 気 や 重度 の 障がい で 
外出 で き な い 人 、 対面 の 場 が 苦手 な 人 、 若者 な ど 。 


NPO 法 人 エイ ブル ・ ジン リリ \ ン 


http:/ ハ www.ableart.org/ 


アー ト ・ 


NPO 法 人 砥 上 げ : 
手 育成 事業 


IT スキ ル を 活用 し た 地域 の 担い 


震 炎 後 卿 土 に つい て 学ん だ り リリ ー ダ ー シ ッ プ 
教育 を 受け た り し て 地元 で 活動 し た も の の 、 進 
学 を 機 に 都市 へ と 移動 し 地域 と の 関係 性 が 希薄 
化し て し まっ て いる 若者 を 対象 に 、Web メ ディ 
ア を 構築 し て 地域 の U り ター ン 先 ・ 就 職 先 の 情報 
提供 を 行う 。 こ の 事業 を 行う こと で 、 過 去 に 投 
資 し た 関係 人 口 が U り ター ン な どの か た ち で 地域 
に 本 元 され る 仕組 み づ く り を 目指 す 。 活動 エリ 
ア は 宮城 県 、 主 な 事業 対象 者 は 地域 団体 の 過去 
参加 者 や ボラ ンティア OB・OG。 


NPO 法人 底上げ https://sokoage.org/ 
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NPO 法人 @ リ アス NPO サ ポー 
の た め の ICT 支援 プロ ジェ クト 


ト セ ンタ ー : NPO 


東日本 大 岩 災 の 被災 地域 に お いて 今後 も 重要 
な 役割 を 担う NPO 等 の 事業 ・ 経 営 基盤 を 強化 し 、 
事業 を 円 滑 に 進め る た め の ICT ツ ー ル の 導入 ・ 
活用 の サポ ー ト を 行う 。 具 体 的 に は NPO 向 け の 
ICT 活 用 セミ ナー、ICT 活 用 コン サル ティ ング の 
実施 や 、 オン ライ ン ツ ー ル 活用 に 関す る 情報 発信 、 
オン ライ ン セ ミナ ー や WEB 会議 の 開催 支援 を 予 
定 。 主 な 事業 対象 者 は NPO 等 市 民活 動 団体 で 、 
初期 の 活動 エリ ア は 岩手 県 沿岸 地域 だ が 、 将来 
的 に は 東北 各地 へ と 拡大 を 予定 し て いる 。 


@ リ アス NPO サ ボー ト セ ンタ ー 


net/ 


https://rias-Iwate. 


・ ファー ウェ イ ・ ジ ャ パン に よる これ まで の 東 日 


本 大 岩 災 復興 支援 


通信 事業 者 の お 客 様 が 常に 安定 し た ネッ トワ ー 
ク 接続 を 提供 で きる よう 支援 する こと は 、 フ ァ ー 
ウェ イグ ルー プ に と っ て 最も 重要 な 責務 で す 。 
2011 年 3 月 11 日 の 東日本 大 岩 災 発 災 後 、 フ ァ ー 
ウェ イ ・ ジ ャ パン の 社員 は 即座 に 被 炎 地 へ と 向 
か い 、48 時 間 で 300 以上 、 さ ら に 2 週間 で 668 
の 基地 局 を 修復 し 、 お 客 様 の ネッ トワ ー ク 復旧 
に 全力 を 尽く し まし た 。 ま た それ と 同時 に 、 発 
電機 や 通信 機器 の 無償 提供 の ほか 、 義 援 金 や 社 


内 募金 、 救 援 物資 な ど を 含め ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ 
パン 単独 で 総額 約 5.000 万 円 相当 の 被災 地 支 援 
を 実施 し まし た 。 





ー ワ ウェ エイ ジャ バン 、 
ころ スマ イル プロ ジェ クト 」 支援 


石巻 ! こ 


心 の 復興 は ずっ と 続く 一 被災 児 の 心 の 
クウ 


華 為 技術 日 本 株 式 会 社 (以下 、 ファー ウェ イ ・ ジ ャ 
バン ) は 、 宮 城 県 石巻 市 で 被災 し た 子ども た ちの 
心 の ケア に 取り 組む 一 般 社団 法人 ここ ろ ス マイ ル 
プロ ジェ クト に 今後 5 年 間 の 継続 支援 を 申し 出 まし 
6 


ここ ろ ス マイ ルプ ロジ ェクト 」 は 、2012 年 4 月 
に 子ども の 心 の ケア を 目的 と し て スタ ー ト し 、 東 
日 本 大 震 炎 で 家族 を 亡くし た 子ども と 保護 者 の サ 
ポー ト 、 岩 災 の トラ ウマ で 人 不 登校 と な っ た 子ども 
の 心 の ケア と 復学 支援 な ど を 行っ て いま す 。 支援 
の 手 が 最も 届い て いな い 子 ども た ちの ケア に 専念 し 、 
一 時 的 な 関わ り で は な く 、 子 ども が 安定 し た 心理 
状態 で 自立 し た 生活 が 送れ る よう に な る まで 長期 
に わた っ て サポ ー ト し 続け る こと を 目指 し て いま す 。 





| 』 
で 


被災 地 の 復 興 支 援 を CSR 活 動 の 柱 の 1 つと し て 
きた ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン で は 、2019 年 か ら 一 
般 社団 法人 ここ と ころ ス マイ ルプ ロジ ェクト を 支援 し 
て くい ます ょ 。 


東日本 大 震 災 か ら ま も な く 10 年 が 経ち 、 被 災 地 
域 の 復興 は 進む 一 方 で 生活 面 で の 支え は まだ 必要 
と され る こと が あり ます 。「 未 来 を つなぐ 」 と いう 
サス デ ナ ビ リ デ ティ ビ ピジョン の も と 、 ラ アァ アー ウェ イ ・ 
ジャ パン で は 今後 も 被災 地 の 子 ども た ち が 心 か ら 
舌 衣 を 取り 戻せ る よう に 支援 を 続け て いき ます 。 


【 一 般 社団 法人 ここ ろ ス マイ ルプ ロジ ェクト 】 


http://www.kokoro-smile.ord 


人 ファ ー ウ ェ イ 社員 より 東日本 大 岩 災 の 被 
炎 地 へ ヘ ク リ スマ スプ レ ゼ ント 


被災 地 の 子 ども た ち を 支援 

ファ ー ウ ェ イ の 社員 た ち は 自 発 的 に 被災 地 の 子 
ども た ちの た め の 募 金 活動 を 行い まし た 。 集 まっ 
た 募金 で クリ スマ スプ レ ゼ ント を 購入 し 、 昨 年 の 
12 月 24 日 に 「 一 般 社団 法人 ここ ろ ス マイ ルプ ブロ ジェ 
クト 」 施設 に 通う 32 名 の 子ども た ちの 手元 へ と 届 
られ まし た 。 


また だ た 、 フ ァ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン で は 一 般 社団 法 
人 ここ ろ ス マイ ルプ ロジ ェクト と 協力 し 、 施 設 に 
通う 子ども た ち が 描 いた 作品 を テー マ に 2021 年 度 
の の カレシ ター を 作り まし た り 未来 を で きだ ぐ | と い 
つう サ ステ ナビ リ デ ティ ピン ション の も と 。、 フ ノ ファー ウェ 


イ は 今後 も 被災 地 の 子 ども た ち 一 人 ひと り の ここ 
ろ に 寄り 添い 、 と も に 一 歩 ず つ 歩 ん で 行き ます 。 
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復興 へ 支援 の タス キ つ な ぐ 、 公 益 社団 法 
人 日 本 フィ ラン ソロ ピー 協会 へ の 活動 支 
援 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン は 復興 支援 の 一 環 と し 
て 、 公 益 社 団 法人 日 本 フィ ラン ソロ ピー 協会 の 活 
動 へ の 支援 を 行っ て いま す 。 一例 と し て 、2013 年 
か らい まま で 「 チ ャ リティ ー・ リ レー マラ ソン 東京 」 
へ の 協賛 を 行っ て きま し た 。 チ ャ リティ ー・ リ レー 
マラ ソン は 、 タ スキ を つなぎ な が ら 都 内 約 40km を 
走り 、 親 睦 を 深め る と と も に 被災 地 の 課 題 解決 の 
た め に 募金 活動 を 行う 支援 プロ グラ ム で す 。 


被災 地 の 中 高生 が 「 ふ る さと を 元気 に し た い !」 
と いう 思い の 下 、 地 域 の 課題 を 発掘 し 解決 策 を 検討 、 
そし て その 支援 の た め に 東京 の 中 高生 が 募金 活動 
を 実施 し て 協力 する と いう プロ グラ ム で す 。 そ の 
思い と 活動 を より 多く の 方 に 知っ て も らい 、 参 画 
する 中 高生 が 思い を ひと つ に する こと を 目的 と し て 、 
100 人 の 中 高生 が 2 キロ メー トル ずつ 1 本 の た すき 
を つない で 走り ます 。2015 年 まで は 東北 6 校 と 東 
京 6 校 、2016 年 か ら は 熊本 の 高校 も 加わ り ま し た 。 


ファ ー ウ ェ イ の 社員 は 2013 年 か ら こ の イベ ント 
に 参加 し て いま す 。 い まま 人 で 会 社 と 社員 個人 か ら 
合わ せ て 7,050,771 円 の 奇 付 金 を お 送り し た ほか 、 
40 人 以上 の 社員 が この イベ ント に 参加 し て いま す 。 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン の 社員 ボラ ンティア が 伴 
走 バ ス か ら の 実況 中 継 を 届け る た め の Wi-Fi ル ー タ ー 
や 熱中 症 対策 の うち わ 、 保 冷 ス カー フ な ども 提供 
し で いま す 。 当 邊 ほ ポラ ンティア と し て ヨー シス 謎 
導 の お 手伝い や ゴー ル に 駆け 込ん で くる 生徒 の 応 
援 を 行い まし た 。 





震 災 か ら 10 年 が 過ぎ まし た が 、 被 災 地 の 復興 に 
は まだ まだ 多く の 支援 が 必要 と され て いま す 。 そ 
れ を 支え る 人 材 の 育成 に 留まら ず 、 東 北 と 熊本 だ 
け で は な く 、 人口 を 多く 擁する 東京 で も 岩 災 を 風 
化 さ せ ず に 復興 を 応援 し 続け て いく と いう 観点 か 
ら ゃ も 意義 の ある プロ グラ ム で す 。 ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ 
パン は 公益 社団 法人 日 本 フィ ラン ソロ ピー 協会 
会 員 と し て 今後 も 協会 に 協力 し な が ら 、 こ れ か ら 
の 次 世代 育成 事業 で ある チャ リティ ー・ チ ャ レン ジ ・ 
プロ グラ ム へ の 支援 も 続け て いく 所 存 で す 。 


3. 環境 保全 


クリ ー ン で 効率 的 ・ 低 炭素 な 特 環 型 経済 社会 の 実現 を サポ ー 


ト す る ほか 、 環 境 保護 


団体 の 一 員 と し て の 活動 に も 積極 的 に 参加 し て いま す 。 


経団連 目 然 保護 協議 会 へ 加入 


日 本 の 経済 団体 を 通じ て 、 環 境 保 全 の た め の イ 
ニシ ア チ ブ に 積極 的 に 参加 し て いま す 。2012 年 よ 
り 経団連 自然 保護 協議 会 の メン バー と し て 、 積極 


的 に 自然 保護 活動 に 参加 し 、 経 団 連 自 然 保護 基金 
に 寄付 し まし た 。 
全 「 震 災 メ モリ アル パー ク 中 の 浜 」、 震 災 の 


記憶 を 次 世代 へ つなぐ 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン で は 、 東 日 本 大 岩 災 の 
復興 支援 を CSR の 柱 に 掲げ 、 震 災 直 後 の 通信 復旧 
作業 に 始ま り 、 中 学生 に よる チャ リティ ー・ リ レー 
マラ ソン や 被災 地 の 子 ども た ち に よる まち づく り 
の 支援 な ど 多 岐 に わた る 活動 を 行っ て きま し た 。 
右手 県 宮古 市 街 地 の 公園 「 震 炎 メ モリ アル パー ク 
中 の 浜 」 の 植樹 活動 も その 一 つ で す 。 


震 炎 メモ リア ル パ バー ク 中 の 浜 は 2014 年 、 震 炎 の 
記憶 を 次 世代 へ 伝え る 拠点 と し て オー ブ プン し まし た 。 
も と も と は 海岸 部 に 隣接 する 緑 豊か な キャ ンプ 場 


で し た が 、15 メー トル を 超え る 津波 に 間 昌 
被害 を 受け 、 環 境 省 が 整備 し 、「 岩 災 遺 構 」 の 公 


し て リョ ュー アル され あし だ 。 


園内 に は 、 被 害 を 受け た トイ レ や 炊事 棟 、 防 潮 
Peer し て 保存 。 津波 到 
達 地点 を 記し た 標識 の 設置 の ほか 、 世 界 中 か ら 寄 
せら れ た 支援 や これ まで の 復興 に 向け て の 歩み な 
ど を 紹介 する 資料 展示 も 行い 、 Pe 
て いま す 。 開園 記念 式典 で は 、 同 公園 の 植樹 ・ 育 
樹 活動 を 行う 経団連 目 然 保護 We 
し て 、 フ ァ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン の 社員 が 、 同 協議 


会 の 会 員 、 地 域 の 住民 や 子ども た ちと 共に 、 カ ツ 
ラ 、 ヤ チタ ダ モ 、 コ ブシ な ど 岩 手 県 産 ・ 地 域 産 の 苗 
木 20 種 400 本 あま り を 植樹 し 、「 復 興 ふ れ あ い の 
森 」 づく り を 行い まし た 。 森 づく り は 、 植 樹 を し 
て 終わ り で は な く 、 長 期 的 な 整備 ・ 保 全 活 動 が 必 
要 で す 。 400 本 植え て も 枯れ て し まう 木 も あり ます 。 
そこ で 2015 年 か ら 2020 年 まで か け て 、 毎 年 苗木 
の 日 照 を 遮る 雑草 の 除草 と 枯れ た 苗木 を 補う 作業 
が 行わ れ ま し た 。 活動 に 参加 し た ファ ー ウ ェ イ ・ 
ジャ パン 社員 は 、「 岩 災 メ モリ アル パー ク 中 の 浜 は 
岩 災 の 記憶 を 残す こと と 、 植 樹 で 再生 する と いう 
2 つの 意義 が あり 、 少 し で も 役立て れ ば と いう 思い 
で 参加 し まし た 。 現地 の 様子 を 回 り の 人 に も 伝え 
て いき た い 」 と 語っ て いま す 。 


東北 復興 支援 プロ ジェ クト の 整備 に 協力 


経団連 自然 保護 協議 会 が 2014 年 5 月 より 継続 し 
て 実施 し て きた 岩手 県 宮古 市 の 「 岩 災 メ モリ アル 
パー ク 中 の 浜 」 復 興 ふれ あい の 森 づ くり に 参加 、 
ファ ー ウ ェ イ 社員 の ボラ ンティア より 草 狩り な ど 
の 自然 再生 作業 に 協力 し まし た 。 





プロ ジェ クト に 参加 し た 経団連 自然 保護 協議 会 の メン バー た 
ち 
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念 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 の た め 、 医 療 用 
マス ク を 寄附 


ファ ー ウ ェ イ は 2020 年 3 月 て 4 月 、 新 型 コ ロナ 
ウイ ルス 対策 の 支援 と し て 、 東 京都 、 大 阪 市 、 横 
浜 市 、 京 都市 、 愛 知 県 、 千 葉 県 、 北 海道 、 兵 庫 県 、 
和歌 山県 、 福 岡 県 に ある 32 の 役所 、 病 院 、 老 人 保 
健 施設 と 大 学 に 医療 用 マス ク 61 万 枚 、 防 護 服 9000 
枚 と 保護 メガ ネ 1500 個 の 救援 物資 を 寄付 し まし た 。 


医療 の 最前 線 は 感染 症 対 策 に お いて 最も 重要 で 
す 。 ファー ウェ イ は サー ジ カ ル マ スク な どの 医療 
用 物資 を 提供 する こと で 、 懲 力 な が ら 頁 献 を させ 
て いり た だ さき さ 、 ファ アー ウェ ョ イ お よび ひ ア プア ァ アー ツェ モエ イン ャ 
パン の 社員 一 同 、 日 本 の 皆様 と 助け 合い 、 と も に 
この 難関 を 乗り 越え た いと 考え て お り ま す 。 


紳 拓 目下 H ェ . 直 hm 記 古 
晶 昌 . 届 講 四 
量 。 下 二 上 
計 時 。 = 
豆 | 時 
| 問 昌 L ー 肖 生 思 


"モー テー リサ ーーー 間 通 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 、「 関 西 ・ 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス 医療 体制 支援 基金 」 に 寄付 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン は 、 こ の た び 関 西経 済 
連合 会 に 設置 され た 「 関 西 ・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
医療 体制 支援 基金 」 の 趣旨 に 人 賛同 し 、 当 基金 へ 
500 万 円 の 寄付 を 行い まし た 。 


本 基金 は 「 感 染 状況 の 把握 、 重 症 化 患者 へ の 対 
応 体制 整備 な ど 新 型 コ ロロ ナウ イル ス へ の 医療 体制 
強化 に 取り 組む た め の 費 用 の 一 部 に 充て て いた だ 
く た め 、 関 西 広 域 連 合 と 協議 の うえ 関西 の 自治 体 
を 支援 する 」 こ と が 目的 で す 。 


全 ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 、、 東 京 交響 楽団 「 東 
京 オ ペラ シテ ィ シ リー ズ 」 に 特別 協賛 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン は 、 東 京 交 響 楽団 「 東 京 
オペ ラ シ テ ィ シ リー ズ 2021 シー ズン 」( 王 催 : 公益 
財団 法人 東京 交響 楽団 ) に 特別 協賛 いた し ます 。 


東京 オペ ベラ シテ ィ シ リー ズ は 、1998 年 か ら 20 年 
以上 続く 同 団 の コン サー トシ リー ズ と し て クラ シッ 
ク * フ ァ アン し 親しま れ て お り 、 2021 年 シー ズン は ほ 
5 月 に 音楽 監督 ジョ ナ サ ン ・ ノ ッ ト の 指揮 に よる ブ 
ラー ム ス : 交響 曲 第 2 番 で 始ま り 、12 月 の 秋山 和 
慶 指 揮 ベー トー ヴェ ン : 交響曲 第 9 番 「 合 唱 付 き 」 
まで 、 多 彩 な 指揮 者 と ソリ スト に よる 名 曲 の 数 々 
を お 楽し みい た だ け ま す 。 





昨年 は 新型 コロ ナウ イル スズ 感染 症 拡大 の 影響 に 
より 、 公 演 の キャ ン セ ル や 延期 、 内 容 変 更 が あり 
まし た が 、 現 時 点 で は 指揮 者 、 演 奏 家 を 海外 か ら 
も 拍 有 嶋 し 、 年 間 で 6 公演 を 行う 予定 で す 。 入念 な 
感染 症 対 策 を 行い 、 上 質 な 音楽 を お 届け いた し ます 。 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン は 、 東 京 交響 楽団 「 東 
京 オ ペラ シテ ィ イシ リー ズ 」 へ の 特別 協賛 に より 、 
当 シ リー ズー 一 流 ア ー テ ィ ス ト の 招 聴 、 お よび 東京 
交響 業 団 の 安定 し た 運営 、 ひ いて は は 日 本 の 芸術 文 
化 の さら な る 発展 に 貢献 いた し ます 。 


例 ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン 、 日 本 の 大 学生 
に 先端 ICT 技 術 に 関す る 基調 講演 


ファ ー ウ ェ イ ・ ジ ャ パン は 2021 年 3 月 28 日 、 一 
肖 社 団 法人 学生 自主 研究 推進 機構 (SINAPS) と 連 
携 し て 、 第 10 回 文科 省 サ イエ ンス ・ イ ンカ レ の ファ 
イナ リス ト で 、 自 主 研究 に 取り 組ん で いる 学生 た ち 
を 含む 日 本 の 大 学生 に 最新 の ICT に 関す る 基調 講演 
を 肝 い まし た 。 


今回 の 講演 会 は 、 感染 防止 対策 に 取り 組ん だ 上 で 、 
オフ ライ ン (大 阪 ・ 梅 田 会 場 ) と オン ライ ン の ハイ 
ブリ ッ ト で 開催 し まし た 。 講 演 で は 、 最 新 ICT 技 術 
の 概要 、 特 徴 な ど を 分 か りや すく 解説 し た うえ で 、 
抽 造 ・ 生 産 ・ 医 療 を は じ め 世 界 各地 で 展開 され て い 
る B to B 領 域 の 応用 事例 を 用 いて ICT イ ノ ベ ー シ ョ 
ン に よる イン テリ ジェ ント 社会 実現 へ の 最新 取り 込 
み に つ いて 講演 を 行い まし た 。 


大 阪 大 学 、 東 京 工業 大 学 、 筑 波 大 学 、 北 京 大 学 、 
玉 大 学 、 上 智 大 学 、 早 稲田 大 学 、 同 志 社 大 学 な ど 
38 名 の 学生 が 参加 。 





ImW 


Ei 


付表 1 : 持続 的 成長 の 目標 と 進展 









達成 O 信行 中 


〇 未 達成 


SM E な 成長 目標 ベン チマ ー 
ク 第 3 回 報告 書 を リリ ー ス 


2 の 5 ョ ンク アク クル ルー ンク ョ ドン 目 | ク / 
ラム を 実行 

70 以 上 の 国 と 地域 で Huawei ICT 
Academy を 拡大 


「Seeds for the Future| プロ グラ ム を 
108 か 国 で 展開 


重大 な イン シ デ ン ト ま た は 災害 発生 時 
の ネッ トワ ー ク の 継続 性 を サポ ー ト 


1 時 間 以 内 に 90% 以上 の イン シ デ ン ト 
を 修復 


2 上 30I2(00c9I2 62 (Ce 
ライ バシ ー 保 護 を 党 理 


000N 記 北 BU ラ 全 ア ル リ リン 語 保 
護 に 関す る サー ド バ パー ティ に よる 認証 の 
取得 

すべ て の 従業 員 が プラ イバシー 保護 に 
関す る 研修 と テス ト に 参加 

主力 製品 の エネ ルギー 効率 は 20% 以 
還 


返 知 品 の 83 % を リサ イク ル 

クリ ー ン エネ ルギー の 使用 量 を 11 億 
9,.000 万 kWh に 

QC080000 認証 取得 
製品 の 埋め 立て 処理 を 1.75% 以下 に 抑 
える 


20 以上 の 端末 製品 が 業界 最高 レベ ル 


の 所 ロロ る 証 を 取得 侍 


ke2R リク バタ に ジル し | 目 た 
クト (CDP) に 参加 し 、B 以 上 の 評価 を 
受け る 


2019 年 6 月 リリ ー ス 


2019 年 DigiTruck、StorySign、TrackAl な 
ど 6 つの プロ グラ ム を 引き 続き 運用 


72 の 国 と 地域 の 938 校 の 大 学 と 提携 


111 の 国 と 地域 で 実施 


100% 


94.2% 


3000 社 を 超え る サプライ ヤ と 個人 情報 保 
護 に 関す デー タ 取 り 扱 い 協定 を 締結 


主力 製品 は 、 サ イ バ ー セ キュ リティ と 個人 
情報 保護 に 関す る 20 以上 の 認証 を 取得 


従業 只 の 99% 以上 が 個人 情報 保護 試験 


に 合 

主力 製品 の エネ ルギー 効率 は 22 % 向上 
86% 

12.57 億 kWh 

2019 年 3 月 に SGS 認 証 を 取得 

1.24% 

28 の 携帯 電話 と タブ レッ ト が CQC か ら レ 
ベル A 認定 を 取得 


2019 年 に C じ DP から A- を 取得 。 こ れ は リー 
タニ ン ッ アァ ョ レベ バル で あり 半 界 お お び 地 
域 平 均 を 上 回 つて いる 








ADDendix 








健全 な 
エコ ンス テム 





子会社 は 、 目 社 の 従業 貞 行 動 ガ イド ラ 
イン を 作成 し 、 従 業 員 に 周知 させ る 


新規 また は 中 リス ク 、 も し く は 高 リ スク 
の サプライ ヤ に 対す る 持続 可能 性 監査 
を 実施 


顧客 に よる 監査 を 受け る すべ て の サ プ 
ライ ヤ が 合格 

東村 上 の 車 大 な 安全 事 前 な し 

且 Ua ン トン 0 の クン ei 
CSD 戦略 を 発表 

Zspl リ ルウ 5 ョ シン ル ルレ シラ ルツ ラン 
ム の 構築 


試験 合格 率 99.8% 





100% 


お 客 様 5 社 に よる 14 社 の サプライ ヤ 監 査 
同和 


重大 な 安全 事故 ゼロ を 実現 


CSD 戦 略 を 更新 し 、2019 年 6 月 に リリ ー 
2 


進行 中 〇 
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付表 2 : GRI Standards 


一 般 開示 事項 





号 掲示 事項 SDG ペー ジ 
102-1 組織 の 名 称 6 
102-2 活動 、 ブ ラン ド 、 製 品 、 サ ービス 6 
102-3 本 社 の 所 在 地 6 
102-4 事業 所 の 所 在 地 6 
102-5 所 有形 態 お よび 法人 格 6 
102-6 参入 市 場 6 
IP 組織 の 規模 0 
102-8 従業 只 お よび その 他 の 労働 者 に 関す る 情報 83-89 
102-9 2/ ラ 0 フーン 90-95 
102-10 組織 お よび その サプライ チェ ー ン に 関す る 重大 な 変化 / 
102-11 予防 原則 また は 予防 的 アプ ロー チ / 
102-12 外部 イニ シア ティ ブ 23 
102-13 団体 の 会 員 資 格 23 





92HM 上 級 意思 決定 者 の 声明 1-5 
102-15 ER フル パク ドー ルリ スク ん 全 Me19 





102-16 価値 観 、 理 念 、 行 動 基準 ・ 規 範 81-82 
10 ア 妥 偽 理 に 関す る 助言 お よび 懸念 の た め の 制 度 IIE82 





102-18 ガバ ナン ス 構 造 16 
102-19 権限 移譲 16 
102-20 経済 、 環 境 、 社 会 項目 に 関す る 役員 レベ ル の 責任 16 
102-21 経済 、 環 境 、 社 会 項目 に 関す る ステ ー ク ホル ダー と の 協議 "SDG16 20-23 
102-22 最高 ガバ ナン ス 機 関 お よび その 委員 会 の 構成 SDG5,16 16 
102-23 最高 ガバ ナン ス 機 関 の 議長 16 
102-24 最高 ガバ ナン ス 機 関 の 指 名 と 選出 SDG5,16 16 
102-25 利益 相反 / 
0 の の 目的 、 価 値 観 、 戦 略 の 設定 に お ける 最高 ガバ ナン ス 機 関 の 還 


役割 


102-27 


102-28 


102-29 


102-30 


102-31 


102-32 


102-33 


102-34 


102-35 


102-36 


102-37 


102-38 


102-39 


最高 ガバ ナン ス 機 関 の 集合 的 知見 

最高 ガバ ナン ス 機 関 の パ フォ ー マ ン ス の 評価 

経済 、 環 境 、 社 会 へ の イン パク ト の 特定 と マネ ジメント SDG16 
リス クマ ネジ メン ト ・ プ ブロ セス の 有効 性 

経済 、 環 境 、 社 会 項目 の レビ ュー 

サス テ ナ ビ リティ 報告 に お ける 最高 ガバ ナン ス 機 関 の 役 割 

重大 な 懸念 事項 の 伝達 

伝達 され た 重大 な 懸念 事項 の 性 質 と 総数 

報酬 方 針 

報酬 の 決定 プロ セス SDG16 
報酬 に 関す る ステ ー ク ホル ダー の 関与 

年 間 報酬 総額 の 比率 

年 間 報酬 総額 比率 の 増加 率 


ステ ー ク ホル ダー・ エ ン ゲ ー ジ メン ト 


102-40 


102-41 


102-42 


102-43 


102-44 


報告 実務 


102-45 


102-46 


102-47 


102-48 


102-49 


102-S50 


102-51 


102-52 


102-S53 


102-S54 


102-55 


102-S56 


aa 語 多 2 ンク ルク の ルリ クト 

団体 交渉 協定 

ステ ー ク ホル ダー の 特定 お よび 選定 

コーク 42 ルク (ーション シン パン 人 の 7 シン 
提起 され た 重要 な 項目 お よび 懸念 


連結 財務 諸表 の 対象 に た つて いる 事業 体 
報告 書 の 内 容 お よび 項目 の 該当 範囲 の 確定 
マテ リア ル な 項目 の リス ト 

情報 の 再 記述 

報告 に お ける 変更 

報 征 期 間 

前 回 発行 し た 報告 書 の 日 付 

報告 サイ クル 

報告 書 に 関す る 質問 の 窓 

GRI スタ ンダ ー ド に 準拠 し た 報告 で ある こと の 主張 
GRI 内 容 索 引 

外部 保証 


ApDendix 


と 


29 
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103-1 マテ リア ル な 項目 と その 該当 範囲 の 説明 23 
103-2 マネ ジメント 手法 と その 要素 15 
103-3 マネ ジメント 手法 の 評価 15 
項目 別 の 開示 事項 





番号 掲示 事項 SDG ペー ジ 
2 創出 、 分 配 し た 直接 的 経済 価値 SDG2,5,7,8,9 6 

0 呈 2 気候 変動 に よる 財務 上 の 影響 、 そ の 他 の リス ク と 機会 SDG13 / 
ES 確定 給付 型 年 金 制度 の 負担 、 そ の 他 の 退職 金 制度 86 
201-4 政府 か ら 受 けた 資金 援助 / 





202-1 地域 最低 賃金 に 対す る 標準 新人 給与 の 比率 (男女 別 ) SDG1,5.8 89 

以 0 の の 地域 コミ ュ ニ ティ か ら 採 用 し た 上 級 管理 職 の 割合 SDG8 84 
203-1 クララ 28 ROSS ロ gm 回 る SDG11.2.5,7,9 / 
0 著しい 間接 的 な 経済 的 イン パク ト SDG1.10.17.2.3.8 | 99-101 





2 人 92 同 ( 地元 サプライ ヤー へ の 支出 の 割合 SDG12 / 





205-1 腐敗 に 関す る リス ク 評 価 を 行っ て いる 事業 所 SDG16 82 
205-2 腐敗 防止 の 方 針 や 手順 に 関す る コミ ュ ニ ケー ショ ン と 研修 SDG16 82 
205-3 確定 し た 腐敗 事例 と 実施 し た 措置 SDG16 82 


競 的 行 フ 慣行 に より 受け た 法 近 
8 MR 反 ト ラス ト 、 独 占 的 慣行 に より 受け た 法 的 。^」。 
引 崇 





301-1 使用 原材料 の 重量 また は 体積 に 】p(C ョ ア 有 / 
301-2 使用 し た リサ イク ル 材 料 SDG12.8 4 
301-3 再生 利用 され た 製品 と 梱包 材 SDG12.8 74 目 の 


ADDendix 








組織 内 の エネ ルギー 消費 量 SDG12,13,7,8 64 
組織 外 の エネ ルギー 消費 量 SDG12,13,7,8 64 
エネ ルギー 原 単 位 SDG12,13,7,8 65 
エネ ルギー 消費 量 の 削減 SDG12,13,7,8 65-68 
製品 お よび サー ビス の エネ ルギー 必要 量 の 削減 SDG12,13,7,8 60-64 





303-1 


303-2 


303-3 


水源 別 の 取水 量 SDG6 74-75 
取水 に よっ て 著しい 影響 を 受け る 水源 SDG6 / 
りり イクル リョ ス し 7 ん く SDG6 74-75 





保護 地域 お よび 保護 地域 で は な い が 生 物 多様 性 価値 の 高い 


地域 、 も し く は それ ら の 隣接 地域 に 所 有 、 貸 借 、 管 理 し て SDG14,15,6 31-33 
いる 事業 サイ ト 

ヾ 串 国 0 バ 多才 加 ー コン に o 

5 捉 品 サー ビス が 生物 多様 性 に 与え る 著しい イン パ De 15 2 
生息 地 の 保護 ・ 復 元 SDG14.,15.6 / 


事業 の 影響 を 受け る 地域 に 生息 する IUCN レッ ドリ スト な 


ら び に 国内 保全 種 リス ト 対 象 の 生物 種 ED 





直接 的 な 温室 効果 ガス (GHG) 排出 量 (スコ ー プ 1) SDG12.13.14.15 64 


間接 的 な 温室 効果 ガス (GHG) 排出 量 (スコ ー プ 2) SDG12.13.14.15 | 64 
その 他 の 間接 的 な 温室 効果 ガス (GHG) 排出 量 (スコ ー プ 3) SDG12,13,14,.15 68 


温室 効果 ガス (GHG) 排出 原 単位 SDG13,14,15 65 
温室 効果 ガス (GHG) 排出 量 の 削減 SDG13,14,15 
オゾン 選 破 壊 物質 (ODS) の 排出 量 SDG12,3 None 
PP Ui 黄 酸化 物 (SOx) 、 お よび その 他  。_. 4455 | 

丈 k お ま び 導 評 物 tt 
排水 の 水質 お よび 排出 先 SDG12,14,3.6 / 
種類 別 お よび 処分 方 法 別 の 廃棄 物 SDG12,3.6 74 
重大 な 漏出 SDG12,14,15,3.6 None 
有害 廃棄 物 の 輸送 SDG12,3 N/A 
排水 や 表面 流水 に よっ て 影響 を 受け る 水域 SDG14,15.6 / 
オゾン 選 破 壊 物質 (ODS) の 排出 量 SDG12,3 
窒素 酸化 物 (NOx) 、 硫 黄 酸 化物 (SOx) 、 お よび その 他 


の 重大 な 大 気 排出 物 SDG12,14,15,3 / 
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607l 環境 法規 制 の 違反 SDG16 無 





308-1 環境 基準 に より 選定 し た 新規 サプライ ヤ 90 
2 の 中 有恒 ン リ e2802 3 1 20 の 思 旧 ノバ クト こき 
施し た 措置 





401-1 従業 員 の 新規 雇用 と 離職 SDG5,8 83 
(0 正社員 に は 支給 され 、 非 正規 社員 に は 支給 され な い 手 当 86 
401-3 育児 休暇 SDG5,8 89 





2102 ョ | 事業 上 の 変更 に 関す る 最低 通知 期間 / 





403-1 正式 な 労使 合同 安全 衛生 委員 会 へ の 労働 者 代表 の 参加 SDG8 88 
障害 の 種類 、 業 務 上 障害 ・ 業 務 上 疾病 ・ 休 業 日 数 ・ 欠 勤 お 

403-2 上 び 業 務 上 の 死亡 者 数 SDG3.8 88 

OB 疾病 の 発症 率 あ る い は リス ク が 高い 業務 に 従事 し て いる 労 SDG3.8 aa 
働 者 

403-4 労働 組合 と の 正式 協定 に 含ま れ て いる 安全 衛生 条項 SDG8 86-88 





404-1 従業 只 一 人 あたり の 年 間 平 均 研修 時 間 SDG4.5.,8 84 

404-2 従業 只 ス キル 向上 プロ グラ ム お よび 以降 支援 プロ グラ ム SDG8 85 
業績 と キャ リア 開発 に 関し て 定期 的 な レビ ュー を 受け て い 1 

404-3 る 従業 員 の 割 人 SDG5.,8 100% 





405-1 ガバ ナン ス 機 関 お よび 従業 員 の ダイ バー シテ ィ SDG5.8 
405-2 基本 給 と 報酬 総額 の 男女 比 SDG10.,5.8 89 





406-1 差別 事例 と 実施 し た 救済 措置 SDG16,5.8 89 





結社 の 自由 や 団体 交渉 の 権利 が リス ク に さら され る 可能 性 
"| の ある 事業 所 お よび サプライ ヤ 2 9 





SDG16,8 69 


児童 労働 事例 に 関し て 著しい リス ク が ある 事業 所 お よび サ 
ライ ヤ 
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9 5 時 





410-1 人 権 方 針 や 手順 に つい て 研修 を 受け た 保安 要員 SDG16 100% 





MM 財 | 先住 民族 の 権利 を 侵害 し た 事例 SDG2 


ュー 





MI ウ ョ | 人 権 レ ビュ ー や イン パク ト 評 価 の 対象 と し た 事業 所 


CO 
( 〇 


412-2 人 権 方 針 や 手順 に 関す る 従業 員 研修 


人 権 条項 を 含む も し く は 人 権 ス クリ ー ニ ング を 受け た 重要 
"て ツ な 投資 協定 お よび 契約 4 


CO 
( 〇 


ーー 





ii 叶 生 0 二 2 の 中 ン 二 シッ ンド ラン クー ド pl 
開発 プロ グラ ム を 実施 し た 事業 所 


地域 コミ ュ ニ ティ に 著しい マイ ナス の イン パク ト (顕在 的 、 
潜在 的 ) を 及ぼ す 事 業 所 


ト 
ーー ュ 
0 
ニー> 


96-101 


413-2 


て 





414-1 社会 的 基準 に より 選定 し た 新規 サプライ ヤ 90 
サプライ チェ ー ン に お ける マイ ナス の 社会 的 イン パク ト と 
4142 実施 し た 措置 ae 





415-1 政治 責 金 SDG16 


て てい 





416-1 製品 お よび サー ビス の カテ ゴリ ー に 対す る 安全 衛生 イン パ 


て 


クト の 評価 
2 Mo sn 代 





417-1 製品 お よび サー ビス の 情報 と ラベ リン グ に 関す る 要求 事項 "SDG12 
と 押 品 お よび サー ビス の 情報 と ラベ リン グ に 関す る 違反 事例 SDG16 / 


417-3 マー ケティング ・ コ ミュ ニケ ーション に 関す る 違反 事例 / 


ーー 


顧客 プラ イバシー の 侵害 お よび 顧客 デー タ の 紛失 に 関し て 
"| 具体 化し た 不服 申立 0 





419-1 社会 経済 分 野 の 法規 制 違反 


トコ 
選 
レス 
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付表 3 : 用 語 


ニレ 





ADD 


BCG 
BCM 
@ 上 @ 
CPU 
CQC 
CSR 
CSD 
(NO 
EHS 
EMS 
GDP 


GDPR 


GeS| 


GRI 


GSMA 
ICT 
IEC 
lo 
IPC 
ISO 
ITU 
JAC 
KPI 


LCA 


The Third Generation Mobile Communication Technology 


The Fourth Generation Mobile Communication 
Technology 


The Fifth Generation Mobile Communication Technology 


Application 

Artificial Intelligence 

Business Conduct Guideline 
Business Continuity Management 
Chief Executive Officer 

Central Processing Unit 

China Quality Certification Center 
Corporate Social Responsibility 
Corporate Sustainable Development 
Chief Technology Officer 
Environment, Health and Safety 
Electronics Manufacturing Services 
Gross Domestic Product 


General Data Protection Regulation 


Global e-Sustainability Initiative 


Global Reporting Initiative 


Global System for Mobile Communications Association 
Information and Communications Technology 
International Electrotechnical Commission 

Internet of Things 

Association Connecting Electronics Industries 
International Organization for Standardization 
International Telecommunication Union 

Joint Audit Cooperation 

Key Performance Indicator 


Life Cycle Assessment 


第 3 世代 移動 通信 シス テム 


第 4 世代 移動 通信 シス テム 


第 5 世代 移動 通信 シス テム 
の リク ーション 

人 工 知能 

企業 行動 指針 

事業 継続 マネ ジメント 
最高 経営 責任 者 

中 央 処理 装置 

中 国 品質 認証 機関 
企業 の 社会 的 責任 
企業 の 持続 的 開発 


小 
mm 
NE 
時 
才 
y 
1 
叶 


国内 総 生 産 
一 般 デ ー タ 保護 規則 


グロ ー バ ル ・e- 持続 可能 性 ・ 
ンタ の 24 


ク 存 周 / バ SR 合 メ インク 
っ 全 ミ ンク 2 24 


(SSMIM ノン ョ ン ョ ン 
情報 通信 技術 
国際 電気 標準 会 議 
ia の ンク ーッ | 
米国 電子 回 路 協会 
国際 標準 化 機構 
国際 電気 通信 連合 
同 監査 機構 
重 妥 業績 評価 指標 
(レラ リク の 062 の の 0 ンク 


Light Emitting Diode 
Non-governmental Organization 


Organisation for Economic Co-operation and 


Development 

Power Usage Effectiveness 
Responsible Business Alliance 
Responsible Minerals Initiative 
Responsible Cobalt Initiative 
Sustainable Development Goal 
SUuDDlier Corrective Action Request 
United Nations Global Compact 


United Nations Educational, Scientific and Cultural 


Organization 


Interruptible Power Supply 
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発光 ダイ オー ド 
非 政府 組織 


経済 協力 開発 機構 


電力 使用 効率 

RBA 行 動 規 範 

責任 ある 鉱物 イニ シア チ ブ 
本 (人 二 め の WO ニン リク 
持続 可能 な 開発 目標 
サプライ ヤ 改 善 計画 要求 


国連 グロ ー バ ル ・ コ ン パ クト 


国際 連合 教育 科学 文化 機関 
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